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ネットワークとの接続について 

ネットワークとの接続および使用に際しては、本製品じ(外にソフトウエアおよび LAN 伝送路用品び必要でず。 


るヴー ビスについて 

発信ち番号通知、ダイヤルインサービスは、あ b かじめ NTT との契約び必要でず。本サービスの詳細につ 
きましては NTT にお問い合わせください。 

NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なりまず。発信者番号通知、ダイヤルインサー 
ビスの詳細につきましては、ご契約の NCC にお問い合わせください。 


キャツチホンヴービスをご契約になつている場合 

ファクスの送信や受信中に、他の方から電話やファクスびかかってくると、ファクス受信画像に線び入った 
り、通信び中断してしまラことびありまず。 

上記の場合は、キャッチホンや機器の異常ではありませんのでご了承ください。 

なお、キャッチホンサービスをご利用になり、割り込み音の回数を「0」回に設定していただくと、ファク 
ス通信中にキャッチホンび入ってち異常なく通信でさまず。 


本書の説明は、 Microsoft ® Windows ® 2000日本語版、 Windows ® XP 日本語版 、 Windows 
Server ® 2003/2003 R 2 日本語版 、 Windows Vista ⑥日本語版 、 Windows Server ® 2008/ 
2008 R 2 日本語版 Windows ® 7日本語版を前提として表記していまず。 

本書中で使用している次の用語は、各社の商標または登録商標でず。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server 、 Outlook、Excel : 米国マイク□ソフト社の米国およ 
びその他の国における登録商標でず。 
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まを上のごを意 (必ずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 

■誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 警 . 

胃「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 

/ f \ 「軽傷を負つことや、財産の損害び発生ずるおそれびある内容」でず。 

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。（巧は図記号の例です） 

0 

してはいけない内容です。 

〇 

実行しなければならない内容です。 

A 

気をつけていただ<内容です。 






■コンセントや配線器具の定格 ■定格1已 A • 交流10 0 V の 
を超える使いかたをしない コンセントを単巧で使ラ 


0 火災-感電の原因 
になります。 

禁止 


他の機器と併用す 
ると、発熱による 
火災の原因にな0 
よ9 〇 



■めれた手で、電源プラグの 
抜さ差しはしない 



感電の原因になり 
ふ9 〇 


めれ手禁止 


• めれた手をよ<ふいて電源プ 
ラグ（金属でない部分）を 
持ってください。 


■電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 



差し込みび不完全 
ですと、感電や発 
熱による乂巧の原 
因になります。 


• 傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは使用しないでください。 


■電源コード-電源プラグを破 
損ずるよラなことはしない 

r 傷つけたり、加工したり、熱^ 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、重い物を載せた D 、 束 
ねたりしない。 

\ ノ 


0 

禁止 


傷んだまま使用する 
と、感電.シヨー 
卜-火災の原因にな 
ります。 


• コードやプラグの修理は、 
ヴービス実施会社へご相談< 
ださい。 


■ 電源プラグのほこりなどは 
定期的にとる 



プラグにほこ0な 
どびたまると、湿 
気などで絶縁不良 
とな0、火災の原 
因になります。 


• 電源プラグを抜を、乾いた 
巧でふいてください。 
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ま全上のご注意お、ずお守りください 


■付属品の電源コードは、他 
の製品に使用しない 

0 乂巧や感電の原因 
になります。 

禁止 


■狭い場所で使用ずるとさは 
換気をよ<ずる 

〇 

• 本機を長時間連続で使用す 
る場合や、大量の印刷を同時 
に行5場合は、特にごま意< 
ださい。 
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I 電源プラグを抜いて、ヴービ 
ス実施会社へご违構ください。 


I シンナー•ガソリンなどの引 
义性の高いちのの近< に設置 
しない 


0 


禁止 


ガソ U ンなどび発 
火し火災の原因に 
なります。 


■アース線は、ガス管•水道管 
や避雷針などに接続しない 

0 接地び不十分だつ 
たり、落雷などに 
より、感電したり、 
ft 火災の原因にな D 

ます。 


■接点部に軸れない 

A 感電の原因に 
なります。 

高圧ま意 


I 煙が出ている、変なにおい 
や音がずるときは電源プラ 
グを抜く 

そのまま使用す 
ると、火災や感 
電の原因にな0 
9 〇 


電源プラグ 
を巧く 


I 使用を中止し、サービス実施 
会社へご相談 < ださい。 


r 


A 警告 


■本機を分解-改造しない 

レーヴー 光線によ 
る視力障害、または 
高温部分や高電圧 
部分にさわるとや 
分解禁止 けどや感電の原因 
になります。 




I 修理は、 サービス 実施会社へ 
ご相談ください。 


■必ず、アース線接続を行ラ 

® 漏電した場合は、 
火が-感電の原因 
になります。 

アース線 
接続 

• アース線接続びでさない場合 
は、 サービス 実施会社へご巧 
談ください。 


■電源プラグを抜くとさは電 
源コードを引っぱ5ない 


0 


禁止 


コードび傷つを、 
乂巧、感電の原因 
になります。 


•電源プラグを抜くとさは、必 
ずプラグ（金属でない部分） 
を持ってください。 


■雷が鳴った5、本機や電源 
プラグに軸れない 

感電の原因になり 
ます。 


接触禁止 


ラ前ずンラ 
プぐ外 n 行 
源なをを5 
電つ続グか 
、に接ラて 
は卜線プい 
続ンス源抜 
接セ _電ら感ま 
線ンア、か 
ス n ラ、は卜 
-を行た合ン 
アグにま場セ 


〇 

な 

こ 

圆 

原 

の。 

電す 


〇 


ツか源 

リ L 巧 

クどに 
{なぐ 
物針ず 
属ル、 
金プはく 
や-さ抜 
水テとを 
にスたグ 
内やつラ 
機プ入プ 


、な 
ザてこ 
線し团 
酉卜原 0 
の I のす 
内 m 巧ま 
機シ乂り 


运 


グ 

ラ< 
プ抜 
源を 
電 












まを上のごを意 (必ずお守りください） 


參内部をさわるとさは、十分に 
ま意して < ださい。 


■自動ドア、义が報知器などの自 
動制御機器の近くで使用しない 

S 本機からの電波び 
自動制御機器に影 
響を及ぼすことび 
あり、誤動作によ 
る事故の原因にな 
ります。 


I 液体（合成洗剤や、研磨剤 
入りの洗剤など）を電話機 
コードのプラグにこぼした 
り、電話機コードを濡5さ 
ない 


0 


禁止 


火災の原因にな 0 
ふ sJ 〇 


I 万一、電話機コードび濡れた 
場合は、すぐに電話機コード 
を壁のコンセントから抜を、 
使用を中止してください。 


■巧、±台が不安定な場所や 
振動の激しい場所へは設置 
しない 


0 


禁止 


本機び倒れて、け 
びをする原因にな 
ることびあります。 


■ 取扱説明書で指示がない部 
分は操作しない 


A 警告 


■清掃ずるときは、必ず電源 
を切る 

液体や霧状の洗剤 
を使用しないでく 
ださい。 


〇 


■通風孔などか5、本機内部 
に異物を入れない 

火災-感電の原因 
になります。 


0 


禁止 

• 本機に液体をこぼさないよ5 
にしてください。 




■巧のような場合は、ずぐに電源プラグを抜く 

ヴービス実施会社へご相談 < ださい。 

一 電源コードに破損や擦り切れびあるとを 
一 本機び雨や水にさらされて濡れているとを、または 
本機に液体をこぼしたとを 

電源プラグ 
を巧く 

• 本機部品を電子レンジで乾かさないで<ださい。回復不能な故障の 
原因になる恐れびあります。 

一取扱説明書に従って操作してち正しく動作しないとを 

取扱説明書に記載してある操作だけを実施して<ださい。不適切な 
調整や操作による故障は、高額な費用を要する場合びあ D ます。 

一本機を落下させたり、物理的な損傷びあったとき 
一本機の性能に特徴的な変化びあったとを 


■油煙や湯気や水のかかる場 


巧、ほこりのをい場所には 


置かない 


火災、感電の原因 


fx 1になることびあり 


V ^ます。 

禁止 

禁止 



■ 本機の通風孔をふさがない 

機内に熱びこもり 
火巧の原因になる 
ことがあります。 


■本機に換気扇、クーラー、 
換気□などの風が直接当 
たる場所では使用しない 

機内に熱びこもり 
変形の原因になる 
ことびあ 0 ます。 


0 


禁止 


4 


のるがる〇 
起わけなす 
突さやにま 
やにど因 D 
分品け原あ 
部部和るゎ 
温を、すと 
高友とをこ 

亂 











ま全上のごま意お、ずお守りください 


A 

局ミ皿ま言、 


■ 高温表示部とその周辺には 
さわ5ないよラま意ずる 


• 紙づまり処置などで内部をさわる 
とさは、十分にま意してください。 

■ トナーまたはトナーの入つ 
た容器を义中に投じない 

0 トナー粉びはねて、 
やけどの原因にな 
ることびあります。 

禁止 


■本機を移動ずるときは、上 
下逆さまにしたり、横向き 
にしたりしない 

0 

禁止 


■電話機コードを接続したり、 
修理したりずるときは十分 
にを意ずる 

〇 


■ トナーまたはトナーの入つ 
た容器を子供の手の届<と 
ころに置かない 

0 誤ってトナーを飲み 
込むおそれびありま 

禁止 


■紙づまりはそのまま放置し 
ない 

0 高温部の紙づま〇 
を放置すると紙び 
発火し、火災の原 
^ 因になることびあ 
禁止 ります。 

• 紙づまりは確実に取り除いて 
ください。 

■鎖の長いブレスレットや 
ネックレスなどをつけて操 
作しない 


電源プラグ 
を巧く 

• "ソウチカクニン" のエラー 
番号をメモして、サービス実施 
身±へ連構してくださし、 

画防水端子む外は、電話回線端 
子を濡れる場所に置かない 

0 

禁止 


■動作中に光源ランプを直視 
しない 

0 ランプの光により、 
目を傷める原因にな 
ることびあります。 

禁止 




~ A 注意^ 

■電源コードは必ず付属のち 
のを使巧ずる 

火災、感電の原因 
になることびあり 
ます。 


■ 本機に重いちのを置いたり、 
柔つたり、トレイなどに体 
重をかけたりしない 

0 物び落下した D 、 
転んだり、落ちて 
けびをする原因に 
^ なることびありま 

禁止す。 


■ 寒い場所か5暖かい場所へ 
移動した後は、30分ほど 
たってか5電源を入れる 

〇 すぐに電源を入れ 
た場合、機器内部 
で結露び起こり、 
誤動作の原因 
とな D ます。 

• 本機び周辺温度に対応するま 
で放置してから電源を入れて 
<ださい。 


■電話回線に擬荒しているとき、 
絶縁処理されていない電話機 
コードや端子口よ軸れない 

Q 

禁止 

•電話機コードを接続したり、 
修理したりするとをは十分に 
ミ主意してください。 

■ 受信開閉部を閑じるとき指 
のはさみこみにを意ずる 

A けびの原因に 

讀55"% 

指はさみま意 
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るにま 
わ因〇 
さ原あ 
にのが 
分どと 
带けこ 
温和る〇 
高となす 


、感原あ 
D 、るが 
たてすと 
れれをこ 
触おがる。 
に込けなす 
内さやにま 
機巻電因り 


0 




電実 
、ス。 
はビい 
キ J I さ 
とヴだ 
た'く 
をを絡 
お抜連 
びをご 
故グへ 
事ラ社 
ープ会 
万源施 


ンン音きく 
オニ臭と抜 
/ク、たを 
フカりしグ 
才たをラ 
をチけ作プ 
チウ続動源 
ツソれな電 
イ"さ常ず 
スち示異必 
源て表ど、 
電しびなは 


原あ 
のび 
電と 
感こ 
.る。 
災なす 
火にま 

















管理責任者へのお願い 


機器の機密保持のため、管理責任ちは、機器の設置、ネットワーク接続、ネットワーク構築、セキュリティ 
機能の設定、機器の交換や廃棄まで、下記のセキュ1」ティ巧策を実行してください。 

1. 管理責任ちは、サービス技術者びメーカー、関係会社、販売会社の社員であることを、身分証明書の提 
おをまめて確認してください。また、電話やメールで装置情報を伝えないでください。 

2. 本機び接続されているネットワークか日外部ネットワークに接続ずる場合は、ファイアーウォールを介 
して接続ずることをお勧めしまず。 

クライアントコンピューターまたはサーバーに本機を接続ずる場合は、盗聴防止のため、スイッチング 
八ブを利用したネットワーク環境を形成ずることをお勧めしまず。 

3. キーオペレーターコードは、セキュ U ティ保持のために重要な情報でず。 

キーオペレーターコードは、初期値を変更し、パスワードび漏えいしないよラに機密を保持してくださ 
い。 

キーオペレーターコードの変更方法については、ホキーオペレーターコード（管理者パスワード）を設 
定する ( P .42) を参照してください。 

4. 本機を悪意の第=者による不正操作か b 防衛ずるため、キーオペレーターコードの設定では、次を実施 
して < ださい。 

① 設定できる巧数の最大までを利用して設定してください。 

② 設定できる文字種類を、多く組み合わせてください。 

③ キーオペレーターコードは定期的に変更してください。 

キーオペレーターコードの設定、変更時には、管理者だけび設定画面を見られる環境にし、情報び漏え 
いしないよラ、お客様の責任において管理してください。 

已.本機を移動/廃棄ずる場合は、き前に完全にデータを削除してください。 

6. 読み取りデータ（テキストとイメージ)、受信文書、設定/登録された情報（宛先情報）の管理は、 

ユーヴー様の責任となりまず。装置の故障でこれ b のデータび破損したり消失した場合、修復はでさま 
せん。 

保証の範囲外となりまず。 

7. 誤った設定をずると、設定び漏れたり、本製品の使巧を巧げる可能性びありまず。 

設定をずる場合は、慎重に詳細を確認してください。 

8. 時計は調整び必要でず（月平均：1分程度)。 

キーオペレーターは、本機のセキュ U ティの維持と管理、不正アクセスの防止に、重要な役割を果たしてい 
ます。取扱説明書で説明されている内容を理解し、上記のセキュ U ティ対応を確実に実行してください。 
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取り扱い上のお願い 


■ レーザーのま全14について 


本機のプリンターでは、レーザーを使用しているのでま意ずる 

ここに規定したじ(外の手順による制御や調整は、を険なレーヴー放射の 
被ば< をちたらしまず。 

-本機はレーヴークラス1の製品です。取扱説明書に規定した手順に従って正し 
くお使いください。 


レーザーダイオード 特性 

レーヴー出力：最大1已 mW 
波長： 760 nm - 800 nm 
放出持続時間：連続 



■ ま意ラベルについて 

本機には安全にお使いいただくために次のよラな注意ラベルび貼ってありまず。 
内容をよく読み、安全にお使いください。 


/ 

4 

消活品情報 

本柱を正しくお使いいただ<ために、巧社ではバナソニックおのトナーカートリッジと 
ドラムカートリッジのご使用を巧巧します。 

トナーカートリッジ： DE -3391 
ドラムカートリッジ： DE -3390 

口 ^^^^^^ 


T 

金 

局 kiw 主忌、 

PNQT 2388 ZA 

T 



電源局調波ついてのおミ日らせ 
JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 rJIS C 日] 000-3-2」に適合しています。 


この装置は、クラス日情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを 
目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書に従って、正しい取り扱いを 
してください。 

VCCI-B 






























取り扱い上のお願い 

設置上のお願い 


■ 次の様な場所への設置は避けてください。 

♦高-な温、な-多湿な場所 

• 温度変化の激しい場所 

♦冷-暖房機の近< (直接風のあたる所） 

• 加湿機の近< 

参テレビ、ラジオなど電モ機器の近< 

• 直射日光のあたる場所 
♦ほこり、アンモニアガスび発生ずる場所 
参シンナー、ガソ U ンなどの近く 
• 換気の悪い場所 

♦床、±台び不安定な場所、振動の激しい 
場所 

• 換気扇、クーラー、換気口などの風び直 
接当たる場所 

■ 本機のち側、左側および後面は、壁から 10 cm 
じ(上離して<ださい。また、本機のち側、左 
側、および後面か b 1 0 cm じ(内には物を置か 
ないで < ださい。 


■ 本機の移動 

• 本機を移動させる場合、両側の<ぼみ部 
分 （ A ) を持ってください。 



操作時のお願い 


■ 動作中に電源プラグを抜いたり、開閉部等を開けたり、用紙カセットを引き出したりしないでください。 
(紙づまりの原因とな0まず） 

■ 誤通信を未然に防ざ、確実に相手と通信ずるためには、次の点にミち意してご使用いただくことをお勧め 
いたしまず。 

• ホ目手先のファクス番号、ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの登録番号をご確認いただ<ととちに、 
取扱説明書をよくご確認のラえご使用ください。 

♦大切な情報を送る場合には、「誤送信防止の機能」を利用して通信されることをお勧めしまず。 

か誤送信防止の機能を使う （ P .77) 

お知5せ 


■ 本機を操作する場合、本機近くの使いやすい場所に電源コンセントびある必要びありまず。 
■ 電話機コードを延長しないで < ださい。 
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取り扱い上のお願い 


用糸巧/ドラムカートリツジ/トナーカートリツジに関するお原頁い 


■ 用紙/ドラムカート U ッジ/トナーカート U ッジ 
などは湿気のかない涼しい場所に保管して < ださい。 

参用紙は60〜 80 g / m 2 の上質紙-再生紙をお使いにな 
れますび、でさるだけ当社の推薦紙をご使用ください。 
• ドラムカート U ツジ/トナーカート U ツジは当社指定品 
をご使用ください。 



■ 法律で禁じ日れていること 


なのよ5なコピーは所有するだけでち法律により罰せられますから充分ご注意ください。 

•法律でコピーを禁止されているちの 

1. 国内外で流通する紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券 

2. 未使用の郵便切手、郵便事業株式会社製の郵便はびを 

3. 政府発行の印紙、ミ酉税法や物品法で規定されている証紙類 
•ま意を要するちの 

1. 株券、手巧、ル切手など民間発行の有価証券、定期券、回数券などは、事業会社び業務上必要最ほ部数を 
コピーするし U がは政府指導によってま意び呼びかけられています。 

2. 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食券などの切 
符類のコピーち避けて < ださい。 

•著作権の巧象となっている書籍、絵画、版画、地図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭内その他、 
これに準ずる限られた範囲内で使用するためにコピーするしツ外は禁じられています。 


■ ドラムカート U ッジ/トナーカート U ッジに関ずるお願い 

参ドラムカート U ッジ/トナーカート U ッジは直接日光に当てない 
プ U ント画像に異常び出ることびありまず。 

参ドラムカート U ッジ/トナーカート U ッジを寒い場所か日暑い場所へ急に移動させない 
ドラムカートリッジ/トナーカート U ッジに結露び発生し、故障の原因となりまず。 

♦使用済みのドラムカート U ッジ/トナーカート U ッジは捨てない 
回収にご協力ください。 

参ドラムカートリッジ/トナーカート U ッジは上を向けて保をずる（箱に上向きの表示びありまず。） 

プ1」ント画像に異常び出ることびあ0まず。 

♦トナーを摂取、吸引、皮膚接触をしないよラに注意してください。 

トナーび□に入ったとさは、多めの水を飲んで胃の中を希釈してください。 

トナーを吸い込んだとさは、その場所を離れてをれいな空気の場所へ移動してください。 

トナーび皮膚に触れた場合は、石けんとを水で十分に洗い流し、自然乾燥させてください。お湯で洗っ 
たり、ドライヤーで乾かさないで<ださい。 

トナーび目に入った場合は、水で十分に洗い流してください。 

上記いずれの場合でち異常びあるとさは、直ちに医師に相談して<ださい。 


その他 


■製品 U サイクルについて 


•使用済や不要となった製品は、回収して、環境な護、資源有効ミ舌用のため1」サイクルしています。 

本機を廃却する場合は、必ず弊社または販売店、サービス実施会社にご連絡<ださい。 

•使用済や不要となったカート1」ツジなどの消耗品は、環境な護、資源有効活用のため、適切な処理び必要で 
す。消耗品を廃却する場合は、必ず消耗品の ffl 包箱に記載されている回収連絡先、弊社または販売店、ヴービ 
ス実施会社にご連絡ください。 
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かんたんな操作 


ファクスを送る 


詳しい操作についてかファクスを送る ( P .66) 



2 

3 


4 

5 

6 



8 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧梓ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


ダイヤルする （ 3 6衍まで） 

テンキーで巧手の電話番号を入力ずる 
例：「1234已日7引を入力 

• 誤って入力した場合は Q ) を巧しまず。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、電話帳で指定ずるこ 
とちでをまず。手順6へ進みまず。 

かワンタッチダイヤルで送るか.己8) 

か短縮 ダイヤルで 送る （ P .6 日） 

か電話帳で送る ( P .70) 


TEL . N 0. 
12345678 


スタート 



を巧ず 


• ダイヤル再入力の画面び表示されまず。 


ちラー度ダイヤルする 

テンキーで相手の電話番号を再入力ずる 


TELN 0. サイニパリョク 


TELN 0. サイニパリヨク 
123456781 


スタート 



を巧ず 


• 宛先確認の画面び表示されまず。 


入力済みの宛先をすべて確認ずる 



または 


を巧す 


• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 



スタート 



を押ず 


• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から送信び開始されまず。 


VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 
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かんたんな操作 


インターネット FAX を送る 


詳しい操作について(♦インターネット FAX を送る (P.160) 


2 

3 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた (p.47) 


原稿ガイド 



必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる (P.74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


メールアドレス入力に切り替える 


を押ず 



アト'レスヲイレテク》''サイ 


4 


メールアドレスを入力する （ 6 〇文字まで） 

テンキーを利用して、相手のメールアドレスを入力ずる 
か文き入力のしかた （ P .2 已り 

例： 「 ab @ panasonic ' com 」 を入力 

• 誤って入力した場合は ( Q ) を巧しまず。 

. ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、電話帳で指定ずるこ 
とちでをまず。手順7へ進みまず。 

ホワンタッチダイヤルで送る (P.162) 

ホ短縮ダイヤルで送る （ P . 1 64) 

ホ電話帳で送るか.16己） 


ab@panasonic. com 


5 


飞 



を巧ず 

メールアドレス再入力の画面び表示されまず。 


アト'‘レスヲサイこュウリヨク 


もう一度メールアドレスを入力する 

メールアドレスを再入力ずる 


ab@panasonic. com 


飞 



か"を巧ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 


VAf 7テサキヲカたンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 




入力済みの宛先をすべて確認する 


が 


または i 



'嘴’卜 


を巧ず 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


ab@panasonic. com 


3 


アテサキ巧力''イ 71 巧センカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I : クリア- 



を押ず 

原稿の読み取りが開始されます。読み取りが終了した原稿 
から送信が開始されます。 


* チクセキチけ* NO . 123 

マイスウ=001 01% 


互 


* ソウシンシテイマス* 

ab@panasonic. com 
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かんたんな操作 


コピーずる 


コピー機能を利用して、原稿をコピーでさまず。 

コピー部数は1〜日9まで設定でさまず。 

1 原稿をセットする 

I 送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

か原稿のセットのしかた （ P .47) 


2 

3 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 

• 文字サイズの「フツウ」は設定でさません。 



4 


コピー部数を入力する （最大 99 部) 

例：「10」を入力 


5 


スタート 

を押ず 

• 原稿びメモ U —に蓄積され、コピーび開始されまず。 



原稿ガイド 



巧枯ヲイレテクタ''サイ 
ストトヲわテクグサイ 


コヒ。- 

コヒ’-グスウ=1 


コヒ°- 

コヒ°-フ''スウ=10 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=002 01% 


r 

* 〕ヒ。 —* 

01/10 
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かんたんな操作 


スキヤンずる 


本機とコンピューターびネットワーク経由で接続されている場合は、次の手順でスキャンしまず。 
詳しい操作について(♦スキヤンずる ( P .218) 



スキャンを設定する 



を押ず 


12-15 15:00 

ヨミ]ミ f キマス 



• 初期値は rA 4 j に設定されていまず。 


4 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文きサイズを設定ずる ( P .219) 


5 

6 


宛先を指定する 

か電話帳で送る ( P .70) 


スタート 



を巧ず 


巧サキヲセツトシテクタ''サイ 

A 4 VA 


(01)/、。ナソ ニ ック 
11.22. 33.44 


グン'ン3 3ミ〕ミチュウ 
へ 。-';/=001 01 % 


P にテ'、-タヲ 
テンソウシテイマス 
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かんたんな操作 


卜ずる 


プ U ンタードライバーび正しくインス!-ールされ、プ U ンターび「通常使ラプ U ンタ」として設定されてい 
る場合は、簡単な操作で Windows アプ U ケーシヨンから印刷できまず。 

ここでは、メモ帳か日プ U ントずる場合を例に、操作を説明しまず。 

• 画面に表おされるボタン名は、アプ U ケーシヨンにより異なりまず。 


1[ファイル]メニューか5 [巧刷]を選択する 



実旧舍巧巡巧示(のヘルブ诚 


巧拐くが Ctrl*N 

献(か.. Ctrl *0 

上ききほな (£) Ctrl*S 

るおを讨けて巧な(の… 



ブモ嚇巧700 


. 印刷のダイア□グボックスび表示されまず。 

2~[詳細設定]ボタンをクリックする 



〇 さタブの項目を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックする 



• プ U ンタードライバーの設定項目については、プ U ンタードライバーのオンライン ヘル 
プを参照して < ださい。 

4 [印刷]ボタンをクリックする 



-作成した文書のプ U ントび開始されまず。 
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原稿について 

セツトでさる原稿 


原稿のサイズ 


最大サイズ 


最ルサイズ 



148 Ml 


128 mm 




方向 


原稿の厚さ 



方向 


ま：本機のセツト可能な最大原稿幅は、21 6 mm でず。 

また、最ルサイズは 148 mm (幅） x 128 mm (長さ）でず。 


お知 b 甘 J 1.複数枚の原稿をセットする際には、け下のような範囲に限られます。 


原稿のサイズ 

原稿の厚さ 

原稿枚数 

A 4 に10 mm X 297 mm ) 

0.06 mm 〜日 .1 0 mm 

"30 枚しツ下 

Letter に1己 mm x 279 mm ) 


• 同ーサイズ、同質の原稿 

• 原稿の紙質は上質紙相当（表、裏とちコーティングのないちの） 

原稿の大ささと厚みび上記仕様を満たしていてち、用紙の種類によっては、30枚セットで 
をない場合びありますので、ごミ主意ください。 


2. 364 mm を超える原稿をセツトする場合は、手で支えなびら送信してください。 
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お使いに 
なる前に 































原稿について 


セツトでさない原稿 


次の原稿はセツトしないでください。 

• このよラな原稿を使用ずると、ファクス送信やコピー時に、用紙づまりび発生したり、画像び正しく 
再現されないなどの原因となることびありまず。 

• このよラな原稿は、あらかじめ別の用紙にコピーしておいたちのを使用してください。 




表または裏びコーテイングされ 
ているちの 




化学処理されたちの 

(例：感圧紙、カーボンコート用紙 

など） 

巧製 
金属製 
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原稿について 


原稿のセツトのしかた 


原稿は正しくセツトしてください。 

誤った方法でセツトずると、原稿づまりなどのトラブルの原因になりまず。 


セツトでさる原稿について 
(♦セットできる原稿 （ P .4 已） 


原稿を確認する 

• 原稿びホッチキスやク U ップ留めされていないこと 
• 破れていない、油びついていない、コーティングされてい 
ないこと 


2 


原稿をセツトする 

読み取る面を上向をにして、自動原稿送り装置 （ ADF ) の奥 
に突を当たるまで差し込む 
• 一度にセツトできる原稿： 30枚まで 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


3 


原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
原稿ガイド 
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弓舞^ 











インターネットにお続ずるには 

本節は、本機をネットワークに接続ずる前に是非お読みください。 

本機を、 lOBase-T/lOOBase-TX イーサネット LAN (□-カルエ U アネットワーク）へ接続ずると、次 
の機能を利用でさまず。 

• 本機で読み取った原稿を、メールで送信ずる 

• インターネット FAX のメッセージを送信ずる（ダイレクト SMTP 送信） 

• メールを自動的に受信し、プ U ントずる 

• G3 ファクスまたはメールで受信した文書を、あ b かじめ設定したメールアドレスまたは通常の G3 
ファクスへ自動的に転送ずる 

か受信文書を$5送ずる（メモ U _$5 送） ( P .134) 

• G3 ファクスから受信した文書を、 ITU-T のサブアドレスを使って、発信ちび指定したメールアドレス 
または G3 ファクスへ自動的にルーティングずる 

か受信した文書を転送ずる（受信ルーティング） （ P .1 日 4) 

• メールを通常のファクス送信として、他のファクスへ中継ずる 
か中継局を利用ずる （LAN 中継同報） ( P .200) 

• ネットワークスキャナー、プ U ンターとして利用ずる 

これ日の機能を利用ずるためには、本機をネットワークへ正しく設定ずる必要びありまず。ネットワークの 
設定内容については、システム管理者へお問合せください。 

「き前準備表」（か口.已 1) をコピーし、 MAC (Media Access Control) アドレスを記入してから、システ 
ム管理者へ未記載の項目の記入を依頼して< ださい。 

Mac アドレスは、システム登録 U ストで確認できまず。 

システム登録 U ストのプ U ント方法 

フアンクシヨン」 ⑥④ お矿 R をキ甲し、キーオペレーターコードを入力してからを巧す 


本機は、 SMTP 転送または POP クライアントによる受信のどちらかを設定できまず。なお、 SMTP 転送 
または POP クライアントでは、和用できる機能び異なりまず。次の表を参照してください。 


機能 

SMTP 転送 

POP クライアント 

原稿情報をメールで送信 

〇 

〇 

インターネット FAX のメッセージを、ダイレクト SMTP に 
よ0送受信 

〇 

X 

メールの自動受信とプ U ント 

〇 

〇 

メールの手動受信とプ1」ント 

X 

〇 

受信したファクスまたはメールの自動転送 

〇 

〇 

ファクスの自動振り分け転送（ルーティング） 

〇 

〇 

メールからファクスへの中継 

〇 

X 


r お知らせ） 1 . SMTP 転送で受信するには、本機のメールアドレスにお客様のドメインとホスト名び含まれて 

- ' し)る必要びあります。また、ホスト名びお客様のネットワークの DNS (Domain Name 

System ) ヴーノ（一へ登録されてきる必要びあります。 

「〇〇〇 @ホスト名 ........ ドメイン名」のお式で登録します。 

例： Interne び ax @ fax 01 . panasonic'com 

2. 自動的に SMTP 転送または POP 受信び実行されます。 POP クライアントとして設定した 
場合は、手動で受信することをでをます。 

3. DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol ) をご使用の場合、インターネット登 
録リスト（自局き録リスト）の IP アドレスはシステム管理者に依頼してください。 

4. 本機び受信、プリント、転送、中継できるメールは、テキスト本文と TIFF - F 形式画像の添付 
ファイルのみです。 
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インターネットに接続ずるには 



SMTP 転送として設定するには 


本機を SMTP 転送設定で利用ずる場合は、次のネットワークパラメーターの設定び必要でず。 

DNS サーパ'-の IP アドレス（(♦お知日せ 1) 

本機の IP アドレス 
本機のサブネットマスク 
SMTP メールサーバー名または IP アドレス 
デフォルトゲートウェイ 
本機のメールアドレス（かお知日せ 2) 

ホスト名 

SMTP 認証名 （SMTP サーノ（一に認証び必要なとき） 

SMTP 認証ノ（スワード （SMTP サーノ（一に認証び必要なとさ） 

メール（本機か5コンピューターへ）の送信例 



• メール （コン ピューターか！ 5本機へ） の 受信例 



お知 b せ) 1 . DNS ヴーバーび利用できない場合は、システムき緑の n 己1 DNS ヴーバー」（•13.2已已） 
を「ナシ」に変更します。 

2. SMTP 転送で受信するには、本機のメールアドレスに、ドメインとホスト名び含まれている 
必要びあります。また、ホスト名びお客様のネットワークの DNS (Domain Name 
System ) ヴーノ（一へき録されている必要びあります。 

詳しくは、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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お使いに 
なる前に 

































































































インターネットに接続ずるには 


POP クライアントとして設定するには 


本機を POP クライアントとして利用ずる場合は、次のネットワークパラメーターの設定び必要でず。 

.DNS サーパ'-の IP アドレス（(♦お知らせ 1) 

• 本機の IP アドレス 
• 本機のサブネットマスク 

• SMTP メールサーバー名または IP アドレス 
• デフォルトゲートウェイ 

• POP サーバー名または IP アドレス 

• POP ユーヴーアカウント名 

• POP パスワード 

• 本機のメールアドレス（かお知 b せ 2) 

• メール送信の例（本機か！5コンピューターへ送信） 



• メール 受信の例 （コンピューターか！ 5本 機へ 送信) 



( む夕 Qb 甘)1 . DNS ヴーバーび利用できない場 S ま、システム登録の n 日1 DNS ヴーバー」（か 13.2 日己) 
をけシ」に変更します。 

2. メールアドレスのお式は、通常のメールアドレスと同じです。 

詳しくは、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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インターネットに接続ずるには 


事前準備表 


ネットワーク経由で全体のシステムが正し < 動作するために、確定情報と追加パラ少ーターを設定する必要 
があります。システム管理者から必要な情報を得て、ネットワークへ接続してください。 

• 重要：このぺージ全体をコピーし、追加して記入する情報をシステム管理者にお問い合わせください。 

記入後は、本マニュアルの表紙裏にはさんでおき、必要なときに参照してください。 


ユーザー 情報 




都道府県 

市 

1郵使番ち 

電話番号 

ファクス番号 


自局情報リスト（インターネットパラメーター） im ^ p . 38 ) 

(1) 自局 IP アドレス: 

(2) ヴブネットマスク： 

(3) デフオルトゲートウェイ: 

(4) DNS サーバー IP アドレス: 

(已）自局のメールアドレス: 

(目）メールサーバー名または IP アドレス: I ポート番号： 

(7) SMTP 認証名： 

(8) SMTP 認証パスワード： 

(9) P 日 P サーバー名または IP アドレス： 「ポート ま号： 

(10) P 日 P ユー ヴー 名： 

(11) P 日 P パスワード: 

(12) ホスト名: 

(13) サブジェクト： 

(14) デフオルトドメイン： 


(1 己）セレクトドメイン： 


1. 

色. 

2. 

7. 

3. 

8. 

4. 

白. 

已. 

10. 

(16) リモートパスワード： 

(17) LAN 中継パスワード： 

(18) 管理ちメールアドレス： 

(19) 中継ドメイン名： 

1. 

6. 

2. 

7. 

3. 

8. 

4. 

9. 

5. 

10. 

(20) コミュニティー名 （1) : 

(21) コミュニティー名 （2) : 

(22) デバイス名： 

(23) デバイスの□ケーシヨン： 


C お知 b せ） 1.(1) 〜 （1 のはシステム管理者から提供される情報です。 

2. DNS サーバーが利用できない場合は、システム登録の ri61 DNS サーバー! (( 巧 3.2 目己) 
を「ナシ」に変更します。 

3. Mac アドレスは、システム登録 U ストで確認でをます。 

システム登録 U ストのプ U ント方法 

フアンクシヨン」 (6) @ I セツト I を押し、 キー オペ レーターコー ドを入力してか 引 セツト I を押す 
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インターネットに接続ずるには 


記載内容の説明 


項目 I 説明 


(1) 

自局 IP アドレス 

本機のインターネットプ □ トコル （ IP ) アドレス 

(2) 

ヴブネットマスク 

ヴブネットマスク 

(3) 

デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイ 

(4) 

DNS サーバー IP アドレス1，2 

DNS サーバーの IP アドレス 

(己） 

自局 ールアドレス 

本機のメールアドレス （60 巧まで） 

(6) 

メールサーバー 名、 または ールサーバー IP アド 

SMTP サーバー名 （60 巧まで） 


レス 

SMTP サーバーの IP アドレス 
ポー h をち 

(7) 

SMTP 認証名 

SMTP 認証名 

この項目は、システム登録の「170 SMTP 認証」 
((♦ P .26 目）が「アリ」の場合に設定します。 

脚 

SMTP 認証パスワード 

SMTP 認証パスワード 

この項目は、システム登録の「170 SMTP 認証」 
(ホ P .266) び「ア1」」の場合に設定します。 

旧） 

P 日 P サーバー名、または P 日 P サーバー IP アドレス 

P 日 P サーバー名（目日巧まで） 

P 日 P サーバー IP アドレス 
ポー h をち 

(10) 

POP ユーヴー名 

P 日 P ユーヴー名 （40 巧まで） 

(11) 

P 日 P パスヮード 

P 日 P パスワード 

(12) 

ホスト名 

ホスト名 （60 巧まで） 

(13) 

デフォルトサブジェクト 

件名 （ Subject ) の部分に自動挿入される内容 
(40 文字まで） 

(14) 

デフオルトドイン名 

入力したメールアドレスが SMTP 標準に対して不 
完全な場含に使用されるドイン名です。 

メールアドレスに自動的に付加されます。デフォル 
トドメインは、手動でールアドレスを入力する場 
合にも利用でをます（最大已日文字まで)。 

例： panasonic.com 

(15) 

セレクトドメイン名 

ドメイン名を10個まで登録でをます。手動でメー 


(日！〜1日） 

ルアドレスを入力するとをに「@」入力後にリスト 
から選択でをます（最大30文字まで)。 

例： yourcompany.com 

(16) 

U モートパスワード 

メールを使った U モート操作によるインターネッ 
トパラメーター、宛先登録、通信管理レポートの取 
得に関するパスワード （10 巧まで） 

(17) 

LAN 中継パスワード 

LAN 中継送信時の中継許可用パスワード 
(10 文字まで） 

(18) 

管理者メールアドレス 

LAN 中継送信状況モニターと通信費用管理のため 
の、管理ち用メールアドレス （60 巧まで） 

(19) 

中継許可ドメイン名 

中継送信要ホのために本機へのアクセスを許可する 


(日！〜1日） 

ドメイン名を10個まで入力でをます (30 析まで)。 

に 0) 

コ5ュニティー名 （1) 

ソフトウェア （ デバイスエクスプ □- ラーなど）用 
のコ5ュこティー名 （32 文字まで） 

に 1) 

コミュニティー名に） 

ソフトウェア （ デバイスエクスプ □- ラーなど）用 
のコ5ュこティー名 （32 文字まで） 

に 2) 

デパイス名 

ソフトウェア （ デバイスエクスプ □- ラーなど）用 
のデバイス名 （32 文字まで） 

に 3) 

デバイス□ケーシヨン 

ソフトウェア （ デバイスエクスプ □- ラーなど）用 
のデバイス-□ケーシヨン （32 文字まで） 
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インターネットに接続ずるには 


f . 巧 


お知らせ 0 1. IP アドレスはドットで4パートに区切られた数字の連な D です。 

- 例：192.1巨 8.0.1 

2. 「.」（ドット）は、 ( g ) を使って入力できます。 

3. DNS ヴーバーび利用できない場合は、システム登録の ri 己1 DNS ヴーバー」（― P .2 己己） 
を「ナシ」に変更します。 
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お使いに 
なる前に 












インターネット FAX 通信について 


インターネット FAX 通信とは 


インターネット FAX 通信とは、原稿をインターネット FAX から、ホ目手先のコンピューター、またはイン 
夕ーネット FAX へ送信する機能のことでず。原簡ま、メールの TIFF または PDF あ式の添付ファイルとし 
て、ホ目手先のコンピューターに送信されまず。インターネット FAX からの簡単な操作でホ目手先のメールア 
ドレスへ送信できまず。 

コンピューター側のメールソフトび MIME あ式に対応していない場合は、 TIFF または PDF あ式の添付ファ 
イルを使用でをないためホ目手先へ正しく届さません。 

メールのメッセージは、まず SMTP メールサーバーに送日れ、その後メールサーバーからインターネット 
へ送られまず。 

インターネット FAX では、 PDF 形式のデータは受信でをません。 


インターネット FAX 送達確認通知 ( MDN ) 


インターネット FAX からの送信の到達を確認でさまず。ただし、受信者の側に送達（開封）確認通知 （MDN) 
の機能び備わっている必要びありまず。 

インターネット FAX からの送達確認の通知要ホに応答できるメールアプ U ケーシヨンには、 Eudora® や 
Outlook® Express などびありまず。 MDN についての詳細は、各メールアプ U ケーシヨン付属のヘルプや 
ユーヴーガイドを参照してください。 




コンピューター 
Eudora 、 Outlook 
Express など 


インターネット FAX 通信 




送達確認通知 ( MDN ) 




Eudora 、 Outlook 
Express など 


Eudora は QUALCOMM Incorporated の登録商標です。 


矢印について： 

^ :送信をか6の MDN 要ま 

-^ :受信者か6の MDN 応答（通信能力通知付) 

:受信者か6の MDN 応答 
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インターネット FAX 通信について 


ダイレクト SMTP とは 


ダイレクト SMTP は 、 SMTP メールサーバーを介さずに、直接インターネット FAX 間でやりとりを行ラ 
機能です。 


IP アドレスについてはネットワーク管理ちにお問い合わせください。 


企業などのイントラネットでは、ファイアウォールの負担を考慮して、添付ファイルを持たないメールと 
ホームページ閲覧だけび許可されていることびありまず。 

このよラな場合に、ダイレクト SMTP を使ラことで、メールサーバー （ SMTP サーバー）への負担を軽減 
でをまず。 

. ダイレクト SMTP を使う場合は、システムの登録の「172ダイレクト SMTP 送信」 （ホロ. 2日日）を 
「ア U 」 に設定しまず。 

• ダイレクト SMTP の送信先は、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録しておく必要びありまず。 
システムの登録の「172ダイレクト SMTP 送信」（か P .266) び「アリ」に設定されている場合、 
ワンタッチダイヤル （01 〜 32) や短縮ダイヤル（001〜16助の登録時に、「ダイレクト SMTP 」 
の設定画面び表示されまず。ダイレクト SMTP 送信を設定ずる場合は、「八イ」を選択しまず。 

かワンタッチダイヤルを登録ずる ( P .230) 

か短縮ダイヤルを登録ずる ( P .233) 

• DNS に登録されていなし順手は、@じ(下に IP アドレスで指定しまず。 

(例） smtp @ l 92.168.1.1 


インターネツ 

FAX 


インターネツ 

FAX 



メールサーバー 
(SMTP サーバー) 


お知らせ） 1.システム登録の ri 己1 DNS ヴーバー」（か口ぶ已已）びけシ」に設定されている場合、 

メールアドレス指定時に「@」しツ降を IP アドレスで指定する必要びあります。 

2. ダイレクト SMTP で送られてをた文書をコンピューターで受信するには、ファクス受信ソフ 
卜び必要です。操作方法については、 CD - ROM 内に格納されている『取扱説明書（ソフト 
ウェア編)』を参照してください。 


己己 


弓舞^ 

















インターネット FAX 通信について 


インターネットか5のメール受信 


コンピューターからインターネット FAX に送られてきたメールを、設定により自動または手動でプリント 
ずる機能でず。 

ただし、インターネット FAX びサポートしている TIFF あ式 LU 外の添付ファイル （ Word 、 Excel ®、 
PowerPoint ® などのファイル）び送られてきた場合は、エラーメッセージびプリントされ、プ U ントでき 
なかったことを知らせまず。 
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インターネット FAX 通信について 


ルーテ イングとは 


ルーティングとは、一般回線のファクスから受信した文書を、ネットワークに接続したコンピューター、ま 
たはインターネット FAX にメール送信ずる機能のことでず。また、別の一般回線のファクスにファクス送 
信ずることちでをまず。 

送信機の G 3 ファクスび F コード通信の指示機能を利用でをるファクスの場合、登録したサブアドレスを 
指示することで、通信ごとに宛先を選択して送信でさまず。 

また NTT 、 NTT コミュニケーシヨンズと契約している場合、送信機の G 3 ファクスはナンバーディスプレ 
イ（発信ち番号通知）やモデムダイヤルインを使用して送信でをまず。 

1. F コード通信に対応していないファクスの場合は、通信ごとに宛先の選択はでさませんび、数字 ID を 
登録しておくと、個別の宛先に送信でをまず。 

2. 利用でさるファクスに関しては、サービス実施会社にお問い合わせください。 



( あ知 h せ)1.ファクス送信をしたファクスに上記のサフアドレス機能び備わっていない場合、ヴフアドレ 
- ' スの宛先は選べません。 

2. 本機はメールアドレスと電話番号に同一のサブアドレスま号を登録することびできます。ま 
た、 ルーテイング用に、複数のメールアドレス、ファクスま号、電話番号を短縮登録でをます。 
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インターネット FAX 通信について 


メモリー転送とは 


メモ U - 転送とは、本機のメモ U - に受信したメールやファクスを、あらかじめ設定した1つの宛先（ファ 
クスやコンピューター)へ転送ずる機能のことでず。 


インターネット FAX 
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インターネット FAX 通信について 


ネットワークスキャナーとは 


本機をスキャナーとして利用できまず。 

インターネットを利用して、原稿を本機か b コンピューターへメールとして送信ずることにより、原稿の画 
像イメージをコンピューター側で閲覧でさまず。 

• デフォルトドメインとして設定されている、同じドメイン内の宛先に文書を送信ずるとをに、ヘッダー 
を含めるかどラかを指定ずるには、システム登録の「1日4 LAN 送信ヘッダー」（か P . 26日）を使い 
ます（•'お知らせ1)。 



コン ピューター 


コンピュー ター 


C 3^ミ □ loti ) 1.デフォルトドメイン外の宛先に文書を送信するときには LAN 送信ヘッダーの設定びけシ」 
- になっていてもヘッダーを含めて送信されます。 
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インターネット FAX 通信について 


ネットワークプリンターとは 


本機をプ U ンターとして利用でさまず。 

コンピューターの各種アプ U ケーシヨンで作成した書類を、コンピューターからの操作により、ネットワー 
クに接続した本機ヘプ U ントを指示でさまず。 

ネットワークプ U ンター機能を利用ずるためには、ソフトウェア（プ U ンタードライバー)を下記のホーム 
ページからダウン□ー ドずるか、または付属の CD - ROM か日コンピューターにインストールずる必要びあ 
りまず。 


プリンタードライバーのインストールの方法や操作方法については、 CD - ROM 内に格納されている阳又扱 
説明書（ソフトウェア編)』を参照して<ださい。 

• ソフトウエアをダウン□-ドできるホームぺージ： 
http://panasonic.biz/doc/fax/download/index.html 



インターネット FAX 



プリント 



( 3^知 h せ）1.本機をネットワークプリンターとして使用するためには、 IP アドレス、サブネットマスク、 
- デフォルトゲートウェイび登録されている必要びあります。 
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インターネット FAX 通信について 


LAN 中継同報とは 


LAN 中継同報とは、ネットワークに接続したインターネット FAX やコンピューターから送信したメール 
を、 LAN 中継同報機能を持ったインターネット FAX を経由して、一般回線に接続された複数の G 3 ファ 
クスへ同報送信ずる機能のことでず。メールには TIFF - F お式のファイルを添付でをまず。 

また、本機では、表計算ソフトなどの各種アプ U ケーシヨンのデータファイルを TIFF - F お式のファイルに 
変換してメールの添付ファイルとして送信でをまず。 

各種アプ U ケーシヨンのデータファイルを TIFF - F あ式のファイルに変換ずるには、ソフトウエア订 IFF 変 
換プ□グラムおよび MAR メール U ンキング）を下記のホームページか b ダウン□ー ドずるか、または付 
属の CD - ROM か b コンピューターにインス I -ールずる必要びありまず。 

各プ□グラムのインストールの方法や操作方法については、ダウン□ー ドしたホームページを参照してくだ 
さい。 

• ソフトウエアをダウン□ー ドでをるホームぺージ： 
http://panasonic.biz/doc/fax/download/index.html 



G 3 ファクス 




























インターネット FAX 通信について 

DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol ) とは 


DHCP とは、インターネット FAX やコンピューターに IP アドレスを自動的に割り当てるためのプ□トコ 
ルでず。 DHCP を使ラと、インターネット FAX びネットワークに接続ずるたびに、自動的に固ちの IP ア 
ドレスを取得でき、ネットワーク管理者の IP アドレス管理の手間び省けまず。 

ネットワークに□グオンしたインターネット FAX に巧して、 DHCP サーノ（一でマスタ ー U ストか日還んだ 
IP アドレスび割り当て b れまず。 

なお、本機で次の機能を利用ずるには、 DHCP を使わずに、ネットワーク管理ちによって設定された IP ア 
ドレスを設定し、必要な環境設定ずる必要びありまず。 

- SMTP 受信 
- LAN 中継送信 

-ダイレクト SMTP (ダイレクト SMTP 送信） 


SMTP 認証とは 


SMTP 認証とは、インターネットのセキユ U ティを高めるための認証サービスのひとつでず。 

世界規模の電モ的なインフラストラクチャーとしてインターネットび登場してじ(来、通信機器市場は飛躍的 
に伸びていまず。しかし、インターネットのセキユ U ティを高める技術は、まだ確固としたちのび出ていま 
せん。この理由はいくつかありまず。 

1. インターネットメールはマルチホップ（雑多なプ□トコル、雑多なデバイス）の構造体であり、通信路 
をベースとしたセキユ U ティは一般的に実現び困難である 

2. インターネット FAX の標準規格び推奨ずる独占的な技術びない 

現在、システムの改善と健全化の標準的なソ U ユーシヨンとして提供されているのは、暗号技術ベースの認 
証システムでず。この認証技術は SASL (Simple Authentication and Security Layer ) のような認証 
機構に統合されていまず。 

インターネットのサービスプ□バイダ （ ISP ) は、多くび何日かの認証方式を採用していまず。 

本機び提供ずる認証オプシヨンは、次のとおりでず。 

1. SMTP 認証欄サービス （SMTP AUTH ) : 

接続時にアカウント名とノ（スワードによる認証び行われる方法でず。特定ユーヴー LU 外の送信や中継を 
防止でさまず。 

2. APOP 認証サービス （ APOP ) : 

パスワードを暗号化ずる方法でず。メールの送受信に使われまず。 

3. POP before SMTP : 

送信前に、指定した POP 3 サーバーにあ日かじめアクセスさせることで、 SMTP サーバーの使用許可 
を与える方法でず。 
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インターネット FAX 通信のを意点 


インターネット FAX による通信は、基本的にメールと同様で、一般回線巧のファクスによる通信とは異な 
りまず。通常のファクス通信と異なる点は、次のとおりでず。 


インターネット FAX と通常のファクスの相異点について 


通常のファクスでは、受話器を上げてダイヤルして原稿を送りまず。データは電話回線を介して巧手側に届 
さ、回線使用の料金は送信ちび負担しまず。ファクスとファクスび接続されると、同期を取り、画像データ 
を交換しまず。 

これに巧して、インターネット FAX は、メールに似ていまず。 

画像データはパケットに分解され、電話回線を介さずにネットワークからインターネットへ、またはイント 
ラネットへと送信されまず。このため、長距離通話の経費を節減できまず。 


正常に送信されましたか？ 


1. インターネット通信はネットワーク経由でのメールサーバーとの通信のため、直接巧手との通信はでさ 
ません。このため、何日かの原因で文書び正しく送信できなかった場合にのみ、メールサーバーからエ 
ラー メールび返送されまず。 

2. ホ目手先の場所、インターネットなどの回線のおみ具合、ネットワークシステムの構成にちよりまずび、 
エラーメールび返送されるまで長い時間（通常20〜30分）かかることびありまず。 

3. メールサーバーの調モにより、エラーメールび返送されない場合びありまず。重要な書類、緊急を要ず 
る書類、またそれに準じる書類を送信ずる場合は、送信後に必ず電話で確認してください。 

4. 受信側のメールシステムび MIME に対応していない場合、受信側に原稿を正しく送信ずることびでさ 
ません。また、巧手のメールサーバーによっては、エラーメールび返送されない場合びありまず。 


ネットワーク経由の電話について 


ネットワーク経由の電話はでさません。電話は一般回線 （ PSTN ) でのみ使用でさまず。 


デュアルポート通信について 


本機にはデュアルポート通信機能びありまず。ネットワーク経由の通信中でち、一般回線 （ PSTN ) を使用 
したファクス通信びでをまず。 


1. システム登録の「172ダイレクト SMTP 送信」（か P .2 己 6) び「アリ」に設定されている 
場合は、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルで、メールサーバーを経由せずに宛先に送信する 
よラに設定でをます。 

2. 本機には送達確認の要ホ機能びあ D ます。 

か受信確認メールを送る（送達確認） ( P .199) 


お知らせ 
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インターネット FAX 通信のを意点 

文字サイズについて 


ファクシ SU での使用を考慮して、文字サイズのお買い上げ時の設定び「フツウ」に設定されていまず。 
文字サイズは、使用ずる原稿に合わせて変更でさまず。 

ホ文字サイズを設定ずる ( P .74) 

インターネットメール受信について 


1. 本機は、コンピューターか日のメールを受信しまずび、受信したデータのラち、英数字、ひらびな、力 
タカナと第1、2水準のまき （ IS 0-2022- JP ) を記録できまず。 Unicode ( UTF -8) などの文きコー 
ドでは文字化けとなりまず。また、読み取りでさない文字は「■」と表示されまず。 

2. 受信したフォントや文字の大ささは変更でさません。 

3. 受信データは、1ページ約72行で出力されまず。 

4. 受信したメールに TIFF - F あ式 LU 外のファイル （ Word 、 Excel ®、 PowerPoint ® などのファイル）び 
添付されていた場合は、エラーメッセージび表示され、プ U ントでさなかったことを知 b せまず。 

5. 受信したメールに TIFF - F あ式の画像ファイルび添付されていた場合には、テキストと画像を別々の 
ページにプ U ントされまず。 

LAN 中継通信時のセキュリテイについて 


LAN 中継局への不正なアクセスを防止ずるために、次のようにネットワーク-セキユ U テイを設定しまず。 

• LAN 中継パスワード、中継許可ドメイン名を設定しまず。 

• LAN 中継通信全体を管理ずるために、管理者のメールアドレスを登録し、通信管理レポートを受け取 
れるよラにしまず。 
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ファクスを送る 


直接ダイヤルで送る 


電話番号を手動でダイヤルずる操作を「直接ダイヤル」と呼びまず。 
直接ダイヤ j レで送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


3 


ダイヤルする 

テンキーで相手の電話番号を入力ずる 
例：「1234已678」を入力 


TEL . N 0. 
123456781 


4 


• 誤って入力した場合は （ Q を巧しまず。 

• 3己巧まで入力でさまず。 

• 記号を使って機能を入力できまず。か記号を使ったダイヤ 
ル方法 （ P . 日 7) を参照してください。 

スタート 


を押ず 

• ダイヤル再入力の画面び表示されまず。 



TEL . NC 

. サイ ニ けリヨク 

1 



5 


ちラー度ダイヤルずる 

テンキーで相手の電話番号を再入力する 


TELN 0. サイニけリヨク 
12345678 


6 



スタート 


を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

-手順3で入力した電話番号と異なる場合は、「アテサキガ 
イッチシテイマセン」と表示され、手順3に戻りまず。 



入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


nr 7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


TEL . N 0. 
12345678 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 
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ファクスを送る 


8 


スタート 



を巧ず 

原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から送信び開始されまず。（かお知らせ 1) 

送信を中止ずる場合は、区 トップ j を巧しまず。 



記号を使ったダイヤル方法 

直接ダイヤルで宛先を指定ずる場合、下のボタンを巧ずと記号び入力され、さまざまな機能を利用でさまず。 


ポーズを入力ずる 

5 

ダイヤルに間隔を開けたいとさに押します。 

内線電話をお使いの場合は、外部アクセスま号を入力したあとに、 
このボタンを押してから、巧手の電話番号を入力します。 

画面には、「一」び表示されます。 

例： 9 1 ポーズ 1 5551234 

卜ーン信号に切り曾える 


ダイヤル回線をお使いの場合にこのボタンを押すと、パルス信号び 
トーン信号に切り替わります。画面には「/」び表示されます。 

か回線種別を設定する （ P .32) 

回線種別びプッシュ （ PB ) の場合、このボタンを押すと画面には 
「*」び表示されますび、設定は無効です。 

例： 9 1 ポーズ 1 麻 5551234 

「/」の前まで発信したあとに、パルス発信から!-ーン発信へ変更さ 
れます。 

#を入力ずる 


フアクス情報サービスを使ラ場合などに押します。 

F コード（サブアドレス） 
を入力ずる 

フック/ 

口-ド 

F コード（サブアドレス）を入力したい場合は、このボタンを押し 
てから F コード（サブアドレス）を入力します。画面には、 「 S 」 び 
表示されます。 


ミ Qh だ：)1.お買い上げ時の設定では、1ページ目の原稿びメモ I 」一に蓄積されるとダイヤルび開始され、 

- ' 引を続を2ページ目の原稿の読み取りび始まります。この機能を"クイックメモ U - 送信"と 

呼びます。原稿をすべてメモ1」一にイ呆存してから送信したい場合は、システム登録の「082 
クイックメモ U - 送信」 （ホロ. 2巨 1) を「ナシ」に変更します。 
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の操作 





















ファクスを送る 


ワンタッチダイヤルで送る 


ワンタッチダイヤルを使って、簡単な操作でダイヤルでをまず。 

• ワンタッチダイヤルは、あらかじめ登録び必要でず。かワンタッチダイヤルを登録ずる （ P .230) を 
参照して < ださい。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


3 


4 


1 

を押ず 

<01 > ハ。ナソニック 

例：ワンタッチボタン01 

5551234 


• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



VAf ' 7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


5 


6 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
か日送信び開始されまず。（かお知 b せ 1) 

• 送信を中止ずる場合は、 I ストッスを巧しまず。 



<01> ナにック 

5551234 


巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
A イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


巧クセキチュウ* N 0.123 
マイが=001 01% 


* グイかレシテイマス* 
/\°ナにツク 


( お知 h せ）1.お買い上げ時の設定では、1ページ目の原稿びメモ1」一に蓄積されるとダイヤルび開始され、 

- 引き続き2ぺージ目の原稿の読み取りび始まります。この機能を"クイックメモ U - 送信"と 

呼びます。原稿をすべてメモ U —にな存してから送信したい場合は、システム登録の「082 
クイックメモ U - 送信」 （か P .2 日 1) を「ナシ」に変更します。 
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ファクスを送る 


短縮ダイヤルで送る 


短縮番号を巧してダイヤルでさまず。 

• 短縮ダイヤルは、あ日かじめ登録び必要でず。か短縮ダイヤルを登録ずる （ P .233) を参照してくだ 
さい。 


原稿をセツトする 

送る面を上向をにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


3 


4 


短縮/ 

スペース 

0® の®を押ず 

例：短縮ま号「010」 

スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



5 


6 


入力済みの宛先をすべて確認する 
または 

• 宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 

スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から送信び開始されまず。（かお知らせ 1) 

• 送信を中止ずる場合は」 スト ッスを巧しまず。 





[010 ]/、。ヤにか 
5553456 


VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


[010]/\°がこツク 

5553456 


巧サキ巧力’’け I けセンカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


* チクセキチパ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイがレシテイマス* 
A ナソニック 


( 3^ 夕 Qhti ) 1 .お買い上げ時の設定では、 1 ページ目の原稿びメモリーに蓄積されるとダイヤルび開始され、 

- 引を続さ2ページ目の原稿の読み取りび始まります。この機能を"クイックメモ U - 送信"と 

呼びます。原稿をすべてメモ U —にイ呆存してから送信したい場合は、システム登録の「082 
クイックメモ U - 送信」 （ホロ. 2巨 1) を「ナシ」に変更します。 
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ファクスを送る 


電話帳で送る 


ワンタッチダイヤル（か P.68) 、 短縮ダイヤル（か P .69) に登録されている宛先を、宛先名で検索してダ 
イヤルでをまず。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルは、あらかじめ登録び必要でず。かワンタッチダイヤルを登録ず 
るか.230)、か短縮ダイヤルを登録ずる （ P .233) を参照してください。 



2 

3 

4 

5 


6 



原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた ( p .47) 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

•濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


r \ y ^v \インタ-;ット 

巧枯メイ ニ ユウリヨクくカナ 

- k ©)4® を巧ず 

1 


文字ボタンを使って宛先名の全部または一部を入力ずる _ 

が文き入力のしかた （口.2已1) 巧料メイこユウリヨクく A > 

例： 「 PANAS 0 N に」を検索ずるために 「 PANA 」 亂 

と入力 


宛先を探す 



送信ずる宛先名びディスプレイに表示されるまで繰0返ず 


〈01〉 PANASONIC 
5553456 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


V 八テ'、7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


<01> PANASONIC 
5553456 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 
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ファクスを送る 


8 


スタート 



を押ず 

原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から送信び開始されまず。（かお知らせ 1) 

送信を中止する場合は、にトッスを巧しまず。 



ミ Qh だ：)1.お買い上げ時の設定では、1ページ目の原稿びメモ I 」一に蓄積されるとダイヤルび開始され、 

- ' 引を続を2ページ目の原稿の読み取りび始まります。この機能を"クイックメモ U - 送信"と 

呼びます。原稿をすべてメモ1」一にイ呆存してから送信したい場合は、システム登録の「082 
クイックメモ U - 送信」 （ホロ. 2巨 1) を「ナシ」に変更します。 
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フアクス 
の操作 
















ファクスを送る 


複数宛先に送る(順次同報送信) 


同じ原稿を複数の宛先に送信ずる場合、メモ U —送信を使ラことで一度の操作でたくさんの相手に送ること 
びでさまず。ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル、および直接ダイヤル （20 力所まで) 
を含め、合わせて220力所まで指定でさまず。 

ただし、お買い上げ時は、複数宛先の指定、およびグループダイヤルを禁止ずるよラに設定されていまず。 
この機能び設定されている場合、2力巧目の宛先指定時に、次のメッセージび表示されまず。 

フクスウ巧サキノセンタク A 
テ、、キマセン_ 

• 複数宛先指定の禁止を解除ずる場合は、システム登録の n 17複数宛先指定」 （* p .262) を r ア1」」 
に設定しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


次の方法を組み合わせてダイヤルする 

• ワンタッチダイヤル （—13.68) 

ボタンを巧して、を玄日を巧ず 
-短縮ダイヤル （(* p .6 日） 

短縮番号を指定して、を空丘を巧ず 
• 電話帳 （* p .70) 

宛先を選択して、 &ット I を巧ず 
• 直接ダイヤル（― ' P .66) 

電話番号を入力して、を空丘を巧ず（最大20件) 
例： 

P を押ず (ワンタッチボタン 01) 


短縮/ 

スぺース 

を巧ず 饱縮番号010) 

• 入力した宛先数を確認ずる場合、度互丘を巧します。 

•面または曲を巧ずと、入力した宛先を確認でをまず。 
宛先を削除ずる場合は、 I ク U ア ー I を巧しまず。 

• システム登録の「0日]宛先確定操作」（か P .261) び「ア 
U 」 に設定されている場合は、短縮ダイヤル、ワンタッチ 
ダイヤルを連続して指定でをません。を玄日を巧してか b 
次の宛先を指定して < ださい。 


巧梓ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


<01〉（巧ホ名） 
5551234 


阳 10] (宛先名） 
5553456 


17テ料セット 
ツイカマかスタ-卜 
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ファクスを送る 


4 


スタート 



を押ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 

直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して 、 I スタート 1 を 
巧します。 


VAf 巧サキヲカたンシテ 
スタートヲわテクタ''サイ 


直接ダイヤルの場合 


TELNO . サイニ1ウリが 
12345678 


5 


入力済みの宛先をすべて確認する 


または 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 




を押す 


<01 > (宛先名） 
5551234 


巧科巧力’’け I けセンカ？ 
"イ：スタ-トイイ I: クリア- 


6 


スタート 



を押ず 

原稿の読み取りび開始されまず。ずべての原稿の読み取り 
び終了したら、送信び開始されまず。（かお知らせり 

送信を中止ずる場合は、应トッ刀を巧しまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイがレシテイマス* 
1 \ナソニック 


お知らせ 


1 . 複数の宛先を設定している場合、クイックメモ U —送信は使用でをません。 
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ファクスを送る 

濃度や文字サイズを設定する 

送信ずる^稿に合わせ、濃度と文字サイズを設定でさまず。これらの設定は、通信び終了ずると自動的に元 
の設定に戻0まず。 

濃度を設定する 

原稿を読み込む濃度を設定しまず。 

文きび薄い原稿を送るときは r コク」に変更しまず。文きびこい原稿を送るときは「ウスク」に変更しまず。 

濃度 

^ 、を巧すたびに、濃度の設定び切0替わ0まず。 



文字サイズを設定ずる 

原稿を読み込む細かさ（解像度）を設定しまず。 

細かい文字の原稿を送るときは「チイサイ」または「サイミツ」を、写真やカラー原稿を送るときは「八一 
フ I ''ーン」に変更しまず。 

文字サイズ 

( ^を巧ずたびに、文字サイズの設定び切0替わ0まず。 



C お知らせつ 


1.濃度や文字サイズは、初期値を変更でさます。よ<お使いになる濃度や文字サイズの設定を 
登録しておけば、原稿をセツトするたびに設定をする手間び省けます。 

システム登録の「001濃度切り替え」（か P .2 已ス 
システム登録の「002文字サイズ」 （—13.257) 
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ファクスを送る 


メモリー送信について 


メモ U —送信とは、原稿をいったんメモ U —に蓄積してから、ダイヤルを開始ずる方法でず。 

何日かの原因で、送信の途中で通信び中断されたとをは、残りのページび再送されまず。 

. メモ U - に保をできる枚数は約480枚でず。 ITU-T N 0.1テストチャート原稿 （*9.319) を、文き 
サイズ「フツウ」で読み取ったとさの枚数でず。原稿によって、枚数は異なりまず。 

① ⑨③ 


原稿を 

メモ1」一に蓄積 



送信 



巧が 



受信 


— ► 

A 



ファイル番号とメモリー割合について 

メモ U - に蓄積された文書には、自動的にファイル番号び付けられ、ディスプレイ上段のも端に表示されまず。こ 
のファイル番号は、通信結果レポートなどにちプ U ントされまず。 

また、各ページをメモリーに蓄積したあとに、使用ずるメモリーの割合びデイスプレイ下段のち端 I こ表示されまず。 


メモ U —に蓄積中のディスプレイ表示 
文書のファイル番号 


メモリーに保を後のデイスプレイ表示 



メモリーオーノ K - 時の動作について 

複数宛先を指定している場合、またはシステム登録の「82クイックメモ U - 送信」（か P .261) び r ナシ」 
に設定されている場合は、原稿の蓄積中にメモ U —容量び一杯になると、自動原稿送り装置 （ ADF ) 上の 
残りの原稿び自動的に排出されまず。 


メモリ-卜/、'、- 

トト'、=0870 


この場合、送信をキャンセルずるか（のを巧ず）、または蓄積済みの文書だけを送信ずるか（②を巧ず）を 
還択でさます。 



10秒じ(内に操作をしない場合、自動的に「2:イイエ」び還おされ、ずでにメモ U —へ読み込まれた原 
稿だけび送信されまず 
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ファクスを送る 


エラーコードについて 

何らかの原因で正常に送信でをなかった場合は、ディスプレイにエラーコードび表示されまず。また、読み 
込まれた原稿は自動的にメモ U —か b 消去され、エラーコードび通信結果レポートにプ U ントされまず。 
エラー発生時に、読み込んだ文書をメモ U —に残しておを、再通信したい場合は、システム登録の「031 
未通信ファイル保を」 （—" P . 2已日）を「アリ」に変更しておきまず。未通信ファイルを再送ずる操作につい 
ては、か未通信ファイルを再送信ずる（未達宛先再通信） （ P .12 已）を参照してください。 


サイツれンカ‘' ヒツけテ''ス 
コ - 卜 、、 =X X X X 


送信を停止したいときは 

送信を停止ずる場合は、医を巧しまず。 

ディスプレイには、次のメッセージび表示されまず。 

ソウシンテイシ？ 

1:'、イ2:イイ I 

のを巧ずと、送信び停止され、メモ U — に蓄積された文書び自動的に消去されまず。 

あらかじめ、システム登録のの31未通信ファイル保を」（か P . 2已日）を「アリ」に変更しておくと、次の 
メッセージび表示され、メモ U —に蓄積された文書を保をずるか、削除ずるかを選択でさまず。 

フ7イルトフ'' シマスカ？ 

1:/、イ2:イイ I 


通信結果レポートについて 

通信結果レポートをプ U ントずるように設定している場合は、送信を停止したあとに次のメッセージび表示 
されます。通信結果レポートをプ U ントずる場合は、のを巧しまず。 

ケッカレホ°-トグリント？ 

1:/、ィ2:イイ I 


蓄積できる予約ファイル数について 

メモ U —内に蓄積されている予約ファイル数び20件になると次のメッセージび表示され、これじ(上ファイ 
ルを保をでさません。メモ U —内の予約ファイルの送信び終了ずるなど、予約ファイル数び少なくなってか 
日送信してください。 

セットテ''キマセン 
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( お知 b せ) 1. システム登録ののに通信結果レポート」（か P . 2 己 8 )で、通信結果レポートのプ U ントち 
法の初期値を変更でをます。 











ファクスを送る 


誤送信防止の機能を使5 


誤った宛先への送信を防止ずるため、本機には、複数宛先指定の禁止、宛先確認、直接ダイヤル制限、直接 
ダイヤル再入力の4つの機能びありまず。 

複数宛先指定を禁止する（複数宛先指定） 

お買い上げ時は、複数宛先の指定、およびグループダイヤルを禁止ずるよラに設定されていまず。 

この機能び設定されている場合、2力所目の宛先指定時に、次のメッセージび表示されまず。 


フクスウアテサキノセンタか、 
f キマセン 


• 複数宛先指定の禁止を解除ずる場合は、システム登録の「117複数宛先指定」（か P .2 日 2) を r ア1」」 
に設定しまず。 

• プ□グラムダイヤルはこの機能の設定に関わらず複数宛先への送信び可能でず。 

宛先を確認してか5送る（宛先確認） 

本機では、お買い上げ時、常に宛先確認をしてから送信を開始ずるよラに設定されていまず。 

宛先確認び設定されている場合、宛先を確認しないで I スタート I を巧ずと、宛先確認の操作を促ずメッセー 
ジび表示されまず。 

• 宛先確認をする場合は、システム登録の「12已宛先確認」（: * p .262) を「アリ」に設定しておきま 
す。お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されていまず。 

宛先を指定して I スタート I を巧ずと、宛先の確認を促ずメッセージび表示されまず。 

次の手順で操作して < ださい。 


宛先を確認する 



または 



を押ず 


VAf 7テサキヲカたンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


<01> PANASONIC 
5553456 


V 


巧サキ巧力’’けリ7センカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


2 


スタート 



を押ず 

複数宛先を指定している場合、函または困で、すべての 
宛先を確認しないで じ 夕ート I を巧ずと、ちのメッセージび 
表术され、手順1へ民りまず。 


スへ'' テノ巧サキヲカたンシ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 
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フアクス 
の操作 






















ファクスを送る 


直接ダイヤルを制限ずる（直接ダイヤル制限） 

電話番号を直接入力ずる操作を禁止ずるよラに設定でさまず。 

• 直接ダイヤル入力を禁止ずる場合は、システム登録の「136直接ダイヤル制限」（か P .263) を「ア 
U 」 に設定しまず。お買い上げ時は、けシ」に設定されていまず。 

• この機能を設定ずると、匿望王5阻は使用でさません。ただし、再ダイヤル待ちび表示されている場 
合は I 再ダイヤの 巧ずと、再ダイヤルび開始されまず。 

直接ダイヤル制限び「ア U 」 に設定されている場合、テンキー、匿受王ちのを巧ずと、次のメッセージび表 
示されます。 

チヨクセツグけルセイケ'‘ン 
チけコノソウサ A テ''キマセン 


直接ダイヤル時に再入力ずる（直接ダイヤル再入力） 

本機では、お買い上げ時、電話番号を直接入力ずる場合に電話番号の再入力画面び表示され、もう一度電話番 
号を入力ずるよラに設定されていまず。1回目と2回目の電話番号び一致した場合にだけ送信びできまず。 

• 直接ダイヤル再入力の設定を変更する場合は、システム登録の「137直ダ再入力」（か P .263) で設 
定を変更してください。お買い上げ時は、「アリ」に設定されていまず。 

• システム登録の「136直接ダイヤル制限」び「アリ」に設定されている場合は、「137直ダ再入力」 
(ホ P .263) で「ア U 」 を設定してち、再入力画面は表示されません。 

• 1回目と2回目の宛先び一致しない場合は、「アテサキガイッチシテイマセン」と表示されまず。 

直接ダイヤル再入力び r ア1」」に設定されてし)る場合、1回目の電話番号を入力し、 巧万 W または I スター円 を巧 
すと、自動的に再入力画面び表示されまず。次の手順に従って操作してください。 


1 電話番号をもラー度入力する 


TELNO . サイニパリョク 
12345678 


2 


スタート 


を押ず 

• 1回目と2回目の電話番号び一致ずると、送信び開始され 
まず。 

• 1回目と2回目の電話番号び一致しない場合は、 r アテサキ 
ガイツチシテイマセン」と表示されまず。この場合は、 

1回目の電話番号の入力から、操作し直しまず。 
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ファクスを送る 


メモリ ーを 使わずに送る (ダイレクト送信) 


本機では、何ち設定を変更しないと、メモ U —送信の機能びはたらを、読み取った原稿びいったんメモ U - 
に蓄積されてから送信されまず。 

かメモ U - 送信についてか.7已） 


「メモ U - 優先」 ( b アンクシヨン 1 ⑥⑨）を「オフ」に設定ずると、読み取った原稿はメモ U - に蓄積さ 
れず、読み取りなび b 送信されまず。この送信方法を、「ダイレクト送信」と呼びまず。 

ダイレクト送信は、次のよラな場合にお使になると便利でず。 

• 読み取った文書がメモリーに入らない 

原稿の枚数び多いなどで、読み取った文書をずべてメモ U —に蓄積でさないことびありまず。 

このよラな場合に、ダイレクト送信を和用ずると、原稿を分割しないで送信でをまず。 

• 割り込んでファクス送信したい 

緊急にファクス送信ずる必要び生じた場合に、ずでにメモ U —に蓄積されている送信予約に割り込んで 
優先的にファクス送信でさまず。ダイレクト送信で送信予約した原稿は、実行中の通信び終了ずると、 
送信び開始されまず。なお、ダイレクト送信では、複数相手先への送信はでをません。 

メモ U —送信で原稿の送信中、原稿の受信中、または受信文書のプ U ント中は、ディスプレイに次のメッ 
セージび表示されていまず。 


•メモリー送信中 


受信中 


受信文書のプリント中 


* ソウシンシテイマス* 1 

*シ、'1シンシテイマス* 


* フ°リントシテイマス* 

(宛先名） 1 

け目手先 ID ) 


巧 IJ - ファイルフ’リント 


ダイレクト送信をする場合は、次の手順で「メモ U - 優先」を「オフ」に設定してください。 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテク》''サイ 
ストトヲわテクタ''サイ 



<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 
の操作 





















ファクスを送る 


5宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （—- p . SS ) 

短縮ダイヤル （* p .69) 

電話帳 （* p .70) 

直接ダイヤル（か口ぶ巨） 

例：短縮ダイヤル「010」 

^ スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
ず。テンキーでホ目手の電話番号を再入力して 、 I スタート1 を 
巧します。 


[010]/\。ナにツク 

5553456 


VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 



8 


入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


スタート 


を押ず 

•ディスプレイには、 r ユウセンヨヤクサレテイマス」と 
表示されます。 

-実行中の通信び終了ずると、送信（原稿の読み取り）び開 
始されます。 

• 送信を中止ずる場合は、应トッスを巧しまず。 



[010]/\° か--、か 
5553456 _ 

_ 占 _ 

巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 


* グイかレシテイマス* 
/\°ナにツク 


C お知らせ ^ 1.内線電話などをお使いの場合、外部アクセスま号をダイヤルしたあとに、を押して 

から巧手のま号を入力してください。詳しくは、か記号を使ったダイヤル方法 （ P . 己 7) を参 
照してください。 

2. 回転ダイヤル式回線を使用しているとを、ダイヤルの途中でトーン発信に変更する場合、 

( I ン）を押してください。詳しくは、記号を使ったダイヤルち法 （ P . 己 7) を参照して 
<ださい。 

3. 送信を停止する場合は、 巧て万可 を押します。 

ディスプレイには、なのメッセージび表示されます。 

ソウシンテイシ？ 

1:/、イ2:イイ I 


©を押すと、送信び停止されます。なお、ダイレクト送信の場合、通信結果レポートび「才 
ン」に設定されていてち、通信結果レポートはプ U ントされません。 
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ファクスを送る 


相手を確認してか5送る(手動送信) 


オンフックダイヤルを利用して、回線上の音を確認しなびら手動でファクス送信を開始でさまず。 
• オンフックダイヤルとは、を利用して、回線上の音を確認ずる操作のことでず。 


2 


3 


4 


5 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


モニター 

を押ず 

モニタースピーカーから ダイヤル発信音び聞こえまず。 


■t — 夕 — 

〇 


テンキーボタンで電話番号をダイヤルする 

例：「已已已1234」を入力 


モニタースピーカーか5 r ピ ー 」といラ音がした5 

スタート 



を巧ず 

原稿の読み取りび開始され、送信び開始されまず。 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


グイかレシテクタ'' サイ: 


* グイサルシテイマス* 

55512341 


* ソウシンシテイマス 


■ 


C お知らせ） 


1.モニターを利用するには、システム登録の「137直ダ再入力」（か P .2 己 3) び「ナシ」に設 
定されている必要びあります（お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されています)。 


2. 内線電話などをお使いの場合、外部アクわス番ちをダイヤルした-あ户に 」 ポーズ I を押して 
から巧手の番号を入力してください。詳しくは、：•記号を使ったダイヤル方法 ( P .67) を参 
照して < ださい。 

3. 回転ダイヤル式回線を使用しているとを、ダイヤルの途中でトーン発信に変更する場合、@ 
(I ン）を押してください。詳しくは、か記号を使ったダイヤル方法 （ P . 己 7) を参照して 
<ださい。 


4. 送信を停止ずる場合は、 I ストップ I を巧しまず。ディスプレイには、巧のメッセージび表示されます。 


ソウシンテイシ？ 

1:/、イ2:イイ I 


①を押すと、送信び停止されます。なお、手動送信の場合、通信結果レポートび「オン」に 
設定されていてち、通信結果レポートはプ U ントされません。 
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フアクス 

の操作 



























ファクスを送る 


次の送信を予約する(メモリー送信予約) 


メモ U —送信で原稿を送信中、または原稿の受信中に、次の操作びでをまず。 

-次の送信をメモ U —に蓄積ずる（最大20件） 

• 優先ファイルの送信を予約ずる（ダイレクト送信） 

メモ U —送信で原稿の送信中、原稿の受信中、または受信文書のプ U ント中は、ディスプレイに次のメッ 
セージび表示されていまず。 


•メモリー送信中 

• 受信中 

• 受信文書のプリント中 

* ソウシンシテイマス* 
(宛先名） 


*'/ r ンンシテイマス* 

け目手先 1 D ) 


* フ■■リントシテイマス* 
巧リーフ7イルフ’リント 


次の送信を予約ずる場合は、次の手順で操作してください。 



2 

3 


4 


5 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた ( p .47) 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル（か P .68) 
短縮ダイヤル （( tfieg ) 

電話帳 （* p .70) 

直接ダイヤル（ホり.6日） 

例：短縮ダイヤル「010」 

スタート 


を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
ず。テンキーでホ目手の電話番号を再入力して、 [スターりを 
巧します。 



入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 




[010]/、°ナソニック 

5553456 



U 于 7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


[010]"。け ニ ック 

5553456 

|" 


巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
A イ：スタ-トイイ I : クリァ- 
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ファクスを送る 


6 


スタート 



を押ず 

原稿の読み取0び開始され、メモ1」一に蓄積されまず。 
実行中の通信やプ U ントび終了ずると、送信び開始されま 
す。 

(* お知らせ 1) 

送信を中止ずる場合は、に トッス を巧しまず。 



3弓矢 Qb だ：;）1.メモ1」一送信予約の消去については、 
さい。 


’通信予約ファイルを消去する ( P .122) を参照くだ 


83 


フアクス 
の操作 












ファクスを送る 

同じ相手にもう一度送る(再ダイヤル) 


自動再ダイヤル 

巧手び話し中などで、つなびらなかった場合は、約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルされまず。 
再ダイヤル待ちになったとさは、次の画面のよラに「ダイヤルマチ」のメッセージび表示されまず。 


グイかレマチ I 

<01 > (宛先名） I 

• 再ダイヤル待ちの通信予約ファイルは、通信予約時刻や宛先を変更でさません。 

• 再ダイヤル待ちの通信を中止したい場合は、「ダイヤルマチ」のメッセージび表示されている状態で、 
I スト ッス を巧しまず。 

• 「ダイヤルマチ」び表示されている状態で厦受王ち面を巧ずと、再送信でさまず。 


手動再ダイヤル 


I 再ダイヤル I を巧ずと、最後に通信予約をした宛先に、ちラー度ダイヤルできまず。 

ここでは、メモ U —送信、メモ U —優先それぞれについて、再ダイヤル（手動）の操作を説明しまず。 
再ダイヤルをずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• 最後に通信予約をした宛先に再ダイヤルする（メモリー送信） 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

•濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


3 


ち載ル/ 


Q ) を押ず 


TEL N 0. 
12345678 



. ダイヤル再入力の画面が表示されます。 


5 


ちラー度ダイヤルする 

テンキーで巧手の電話番号を再入力ずる 


TELN 0. サイニパリョク 
12345678 
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ファクスを送る 


6 



を巧ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 

手順3で入力した電話番号と異なる場合は、「ァテサキガ 
イッチシテイマセン」と表示され、手順3に戻りまず。 


VAf 7テサキヲカたンシテ 
スタートヲわテクタ''サイ 


入力済みの宛先をすべて確認する 


直置丢 



インタ-:.か 

I 置または 



イントか 
, FAX 


を押ず 


宛先確認をした場合だけ送信でさます。 


TEL N 0. 
12345678 


ァテサキ巧力’'イ 71 巧センカ？ 
"イ：スタ-トイイ I : クリア- 


8 



を巧ず 

原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から、最後に通信予約をした宛先に送信び開始されまず。 
送信を中止ずる場合は、なトッスを巧しまず。 


* チクセキチけ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイサルシテイマス* 

12345678 


最後に通信予約をした宛先に再ダイヤルする（ダイレクト送信） 

~原稿をセツトする 

I 送る面を上向をにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

:■■原稿のセットのしかたれ47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 



<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 

の操作 






























ファクスを送る 


6 



スタート 

を押ず 

• ダイヤル再入力の画面び表示されまず。 

ちラー度ダイヤルする 

テンキーで相手の電話番号を再入力ずる 



TELNO . サイニパリョク 


TELNO . サイニパリョク 
12345678 


8 


9 


スタート 


を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

-手順已で入力した電話番号と異なる場合は、「アテサキガ 
イッチシテイマセン」と表示され、手順已に戻りまず。 

入力済みの宛先をすべて確認する 


または 

• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 





10 


スタート 


を押ず 

• 原稿の読み取りび開始され、最後に通信予約をした宛先に 
送信び開始されまず。（かお知らせ 1) 



• 送信を中止ずる場合は、 にトッス を巧しまず。 


VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


TEL . N 0. 
12345678 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 


* グイかレシテイマス* 

12345678 


C お知らせ ^ 1 . 送信を停止する場合は 、 I ストップ I を押します。 

ディスプレイには、なのメッセージび表示されます。 

ソウシンテイシ？ "I 

1:/、イ2:イイエ I 


①を押すと、送信び停止されます。なお、ダイレクト送信の場合、通信結果レポートび「才 
ン」に設定されていてち、通信結果レポートはプ U ントされません。 
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ファクスを送る 


敬称を付ける 


発信元印字の宛先 （ TO ) に「サマ」を付加でさまず。 

システム登録の「134宛先名敬称付加」（― '0.262) で、発信元印字の宛先 （ TO ) に「サマ」を印字ずる 
かどラかを設定でさまず。お買い上げ時は、 r サマ」を印字ずるよラに設定されていまず。 


【発信元印字の例】 


己0に-に-15 00:0马 ， FROM I けソニック」 


! | T 。 リキ'’軌'’サマ I ; L 


P . 01/10 


日時 


本機の発信元 


J 


宛先 


送信枚数 


敬称を付加した場合 
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フアクス 

の操作 













ファクスを送る 

通信結果レポートをプリントする 


通信結果レポートをプ U ントして、通信結果を確認ずるよラに設定でさまず。通信結果レポートの設定に 
よって、次のよラに動作しまず。 

-「オスに設定した場合 ：通信結果レポートはプ U ントされません。 

•「オン」に設定した場合 ：通信び終了すると、自動的に通信結果レポートびプ U ントされます。 

•「 S ツウシン」に設定した場合：通信び未通信のとさだけ、通信結果レポートびプ U ントされます。 



通信結果レポートの画面を表示する 



を巧ず 


2 


①〜③のどれかのボタンを巧す 



オフのとき（プ1」ントしない） 

オンのとさ（常にプ1」ント） 

S ツウシンのとを（通信び失敗したとさのみプ U ント) 


• 团または町を巧して設定を変更ずることちでをまず。 



ツウシンケッカレホ’-卜？ 
ミツウシン〇 


ツウシンケッカレが-卜？ 
オフく> 


または 


ツウシンケッカレが-卜？ 
オン〈> 


または 


ツウシンケッカレホ’-卜？ 
ミツウシンく〉 
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ファクスを受ける 

受信モードについて 


本機には、次の表のよラに、4種類の受信方法びありまず。 

お買い上げ時は 「 FAX 専用」に設定されていまず。お使いになる環境に合わせて設定してください。 


電話回線の使用方法 

適した受信モードと 
ディスプレイ表示 

着信時の動作 

ファクス専用で使いたい 

FAX 専用 

システム登録の「17受信モー 
ド」を 「 FAX センヨウ」に設定 
する 

着信すると、すぐにファクス受信び開始されます。 

か FAX 専用に設定しているとを ( P .91) 

12-15 15:00 

00% 


(下は、設定の変更び必要です。か受信モードを設定する ( P .90) 


電話回線の使用方法 


電話として使ラことび 
をい 


電話とファクスの両方 
に使いたい 


留守番電話を接続し、 
電話とファクスの両ち 
に使いたい 
(かお 巧らせ 1) 


適した受信 モー ドと 
ディスプレイ表示 


手動 

システム登録の「17受信モー 
ド」を「シュドウ」に設定する 


12-15 15:00 

くシュト'ウ〉 


F / T 切り替え 

システム登録の「17受信モー 
ド」を 「 FAX / TEL キ U カエ」に 
設定する 


12-15 15:00 
< F / T キリカ1> 


留守録接続 

システム登録の「17受信モー 
ド」を r ルス□クセツゾク」に設 
定する 


12-15 15:00 

〈ルスロクセツグい 


着信時の動作 


着信すると、呼び出し音び鳴り続けます。 

ファクスを自動受信することはでさません。 

本機に外部電話機を接続してお使いになっている場 
合、接続したか部電話機の受話器で会話したあと、 
ファクスを受信でをます。 

会話したい場合は、外部電話機の受話器を上げます。 
に夕ート I を押すとファクスを受信でをます。 

か手動受信に設定しているとを （ P .91) 


着信すると、呼び出し音び鳴ります。 

•巧手びファクスの場合：ファクスであることを検知 
すると、自動的に受信び開 
始されます。 

-巧手び電話の場合：呼び出し音び鳴り続けま 
す。外部電話機の受話器を 
上げると会話でをます。 

か F / T 切り替えに設定しているとき （ P .93) 


着信すると、呼び出し音び鳴り、応答メッセージび流 
れます。 

•巧手びファクスの場合：ファクスであることを検知 
すると、自動的に受信び開 
始されます。 

'巧手び電話の場合： 外部電話機(留守番電話)の 

録音び開始されます。 

か留守録接続に設定しているとき ( P .94) 



( お知 b せ） 1.接続するか部電話機溜守ま電話）によっては、「留守録接続」時に正常に動作しない場合び 
' - あります。 
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フアクス 

の操作 







































ファクスを受ける 


受信モードを設定する 


受信モードを設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才 へ。 レ-夕-〕-卜、、 


フアンクシヨン 

r — / / *"■ \ ' Ny ィ巧づット 

コ-ド =■ 


〇 0@ 


を押ず 


2 


キーオペレーターコードを入力する 

(©) 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して） 


イン》-か卜 
L FAX 
-囚 


を巧ず 


システムトウ□ク 

N 0 .=l (01-177) 


3 


設定画面を表示する 


が 


©0 



イン》-ネット 
FAX 

-囚 


を巧ず 


シ''ュシンモート‘7 

FAX センヨウ〈> 


4 


①〜④のボタンを巧し、受信モードを設定する 

の 手動のとを 

@ FAX 専用のとき 

F / T 切り替えのとを 
留守録接続のとを 

• 百]または田を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


シ''ュシンモート’7 

がウ〇 


または 


シ''ュシンモート’'7 

FAX センヨウ く> 


または 


シ''ュシンモート’'7 
FAX/TEL キリカエ く> 


または 


シ''ュシンモート’'7 

ルスロク ザ)、" 〇 


5 



を押ず 
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ファクスを受ける 


FAX 専用に設定しているとき 


受信モードび 「 FAX 専用」に設定されている場合、相手びファクス送信のときは、自動的に受信び開始さ 
れます。特に操作の必要はありません。受信文書は、文書の裏面を上側にして排出されまず。 


手動受信に設定しているとき 


受信モードび「手動」に設定され、本機に外部電話機び接続されている場合は、外部電話機の受話器で会話 
をしたあとに、ファクス受信を指おでさまず。 

ここでは、ファクス本体で受信を指示ずる操作、および外部電話機か日受信の指示をずる方法（ I 」モート受 
信）について説明しまず。 


ファクス本体で受信する 

ファクス本体で受信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


呼び出し音が鳴つ たら 、外部電話機の受話器を上げる 

• 電話から「ポーッ、ポーッ」といラ音び聞こえたら、相手はファクスでず。 
• 無音の場合ち、ホ目手はファクスでず。 


2 


自動原稿送り装置 （ ADF ) に原稿がないことを確認ずる 


3 


「ポー、ポー 


」という音を確認した5 


スタート 



を巧ず 


受信び開始されまず。 

受信文書は、文書の裏面を上側にして排出されまず。 

原稿をセットしたまま区さ兰且を巧すと、通信エラーとなりまず（設定により、通信 
結果レポートびプ U ントされまず)。この場合は、セットされている原稿を取り除き、 
送信側に連絡して、ちラー度受信してください。 
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ファクスを受ける 


外部電話機で受信する（リモート受信） 

プッシュ式の外部電話機をお使いの場合、外部電話機から受信を指示でをまず。この操作を U モート受信と 
呼びます。 

外部電話機で送信側と電話したあと、受信に切り替えることちできまず。 

U モート受筒ま、システム登録を次のように設定している場合に使えまず。必要に応じて設定を変更してく 
ださい。 

• 「47 U モート受信」（か P .260)....... r ア U 」 

. 「17受信モード」 （(♦ P .2 已助 . 「手動]または 「 F / T 切り替え」 

• 「21着信べル回数」（か P .2 已 9)....... 「17受信モード」び 「 F / T 切り替え」の場合、着信してから外 

部電話機の受話器を上げることびでさる程度に、着信べル回数を 
多めに設定してお< 

お買い上げ時、システム登録は次のよラに設定されていまず。 


• 「47 U モート受信」 . 「アリ」 

• 「17受信モード」 .「 FAX 専用」 

• 「21着信べル回数」 . 「1回」 


U モート受信をずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 

呼び出し音が鳴った5、が部電話機の受話器を上げる 

• 電話から「ポーッ、ポーッ」といラ音び聞こえた5、巧手はファクスでず。 

• 無音の場合ち、巧手はファクスでず。 

2 

受信を指示する 

(^) (^)を巧す に秒し U 内に巧ず） 

3 

受話器を戻す 

• 外部電話機から電話をかけた時は、 U モート受信できません。 

• 受信文書は、文書の裏面を上側にして排出されまず。 
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ファクスを受ける 


F / T 切り替えに設定しているとき 


受信モードび 「 F / T 切り替え」に設定されている場合、着信ずると、巧手びファクスか電話かび自動的に検 
知され、本機は次のよラに動作しまず。 

•相手がファクスの場合 

自動的にファクス受信び開始されまず。受信文書は、文書の裏面を上側にして排出されまず。 

■ 相手が電話の場合 

呼び出し音び鳴りまず。外部電話機の受話器を上げると会話でさまず。 

• ホ目手びファクスの場合は、たさ兰 E を巧ずと受信できまず。 

• 受信文書は、文書の裏面を上側にして排出されまず。 

• ディスプレイに「ジュシンシテイマス」と表示されているときは、受話器を持ち上げたあと 
I ストップ I を巧すと会話できまず。 

ファクス/電話自動切替にセツトしているとさ、電話びかかってくると 



*1 システム登録の「021着信べル回数」（—"口ぶ已 9) で、 r ただいま呼び出しておりまず」のメッセー 
ジび聞こえる前に、呼び出し音を鳴らずことびでをまず。着信べル回数を設定ずると、相手び自動送 
信のファクスでち呼び出し音び鳴りまず。お買い上げ時は、「1回」に設定されていまず。 

*2 システム登録の 「018 F / T ベル回数」（か P .2 已 8) で、ファクスの呼び出し音を鳴らず回数を変更で 
きまず。 「018 F / T ベル回数」を変更ずると、巧手側に流れる「スレルル • • •」音の回数も変わり 
まず。お買い上げ時は、「9回」に設定されていまず。 

つシステム登録の「072音声応答」 （:* p .261) を「アリ」に設定ずると、音声応答メッセージび相手 
に流れまず。 r ナシ」に設定ずると、音声応答メッセージは流れず、呼び出し音だけび流れまず。お 
買い上げ時は、「ナシ」に設定されていまず。 


お知らせ 


. 呼び出し音の音量を調整でをます。か呼び出し音量を設定する ( P .44) を参照してください。 
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ファクスを受ける 


留守録接続に設定しているとき 


外部電話機（留守番電話）は、次のよラにして本機に接続しまず。 


例1:回線コードを本機の TEL 端テに 
直接差し込む 


例2:回線コードを、アダプタを介し 
て本機の TEL 端子に差し込む 




受信モードび「留守録接続」に設定されている場合、着信ずるとずぐに外部電話機（留守番電話）に接続 
し、留守番電話の応答メッセージび流れまず。 

• 応答メッセージび流れている間、相手側び電話かファクスかを判別していまず。 

■ファクスの場合：自動的に受信び開始されまず。 

-電話の場合 :留守番電話に、相手のメッセージび録音されまず。 

；留守番電話の応答メッセージ例 ' 

； はい。〇〇です。お電話に出られません。 I 

I ピーといラ発信音のあとにメッセージをお願いします。 ' 

' また、ファクスの方は送信してください。お電話ありびと5ございました。； 


• 無音検知について 

ファクス信号（「ポー、ポー • • •」）を送信しないファクスから着信した場合に、已秒じ(上無音び続 
くと自動的にファクス受信をずるよラに設定できまず。 

この機能を設定しておくと、留守番電話への無言のメッセージ録音を防止でをまず。 

無音検知機能を利用したし)場合は、システム登録で、次の2つの項目を設定しまず。 

①システム登録のに0無音検知」（か P . 2已 8) を「アリ」に設定ずる 

感 システム登録の「1日応答メッセージ時間」（か P .2 已 8) を、留守番電話の応答メッセージの長さに 
合わせて設定する 

留守番電話の応答メッセージの実際の長さより已〜日砂長く設定することをお勧めします。 


C お知らせつ 


1.お使いの外部電話機（留守ま電話）によっては、本機より先に電話び切れる場合びあります。 
この場合は、ヴービス実施会社へご相談<ださい。 


2.か部電話機（留守番電話）の録音残量びなくなった場合、ファクス受信びできなくなること 
びあ D ます。 


3. ナンバーディスプレイ対応の外部電話機を接続している場合、本機び先にナンバーディスプレ 
イ信号に庇答するため、か部電話機（留守番電話）にはナンバーディスプレイ表示はされません。 

4. 本機をナンバーディスプレイ契約している回線に接続し、外部電話機（留守番電話）を接続 
した場合、外部電話機（留守番電話）び応答する前にファクス受信に切り替わることびありま 
す。このような場合は、外部電話機（留守番電話）のナンバーディスプレイ機能をオフにし、 
外部電話機（留守番電話）のべル回数を短<設定（例：1回）して < ださい。 

上記のよラに設定してち改善しない場合には、サービス実施会社にご連絡<ださい。 
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ファクスを受ける 


縮ル受信について 


本機は、定型サイズの A4 サイズ、レターサイズの市販の用紙をセットでさまず。定型サイズ j ツ外の文書 
を受信した場合、1ページにプ U ントでさないことびありまず。 

このよラな場合は、縮ル受信機能びはた日さ、1ページに縮ルずるか、またはページを分割してプ U ントさ 
れます。次のラち、最を適切な設定び自動的に遇択されまず。 

• 自動縮ル 

受信文書の各ページは、いったんメモ U —に蓄積されまず。 

1ページの長さを基に、適切な縮ル率 （72 〜100%)び自動的に計算され、縮ルして1ページにプ U 
ントされまず。 

ただし、受信した原稿び極端に長い場合（記録用紙より 39%LU 上長い場合）は、ページび分割され、縮 
ルしないでプ U ントされまず。 

• 固定縮ル 

システム登録の「2已固定縮ル率」（か P.2 已日）で、プ U ントずる縮ル率を、 72-100 % (196単位） 
で設定でさまず。受信文書は、サイズに関係なく、設定された縮ル率で縮ルしてプ U ントされまず。 

■ 縮ル受信を設定ずる 

システム登録で、次のよラに設定しまず。 

-自動縮ルに設定ずる場合 

に4縮ル受信」 G が.2已 9) を、「ジドウ」に設定しまず。 

-固定縮ルに設定ずる場合お知日せ 1) 

-「24縮ル受信」 （—-p. 2已日）を、「コテイ」に設定しまず。 

-「2已固定縮ル率」 （(*p.2 已日）を設定しまず （72 〜1000/〇)。 

例： A4 一 A4 96% 

A4 ー レター 日〇〇/〇 
レター —► レター 96% 

(1 00%に設定した場合、受信文書の端部分が切れることがあります。） 


お知6サ)1 . 送信側で発信元印字び画面外に設定されている場合は、縮ル率を調整してください。 
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ファクスを受ける 


規定サイズ m 外の原稿を受信したとき 


受信した原稿び極端に長い場合（記録用紙より39%]ツ上長い場合）は、ページび分割され、縮ルしないで 
プ U ントされまず。ページを分割ずるとを、1ページ目の下端10 mm の部分と、2ページ目の先端枚目 
の10 mm の部分び重なるよラにプ U ントされまず。 


送信で書 


受信文書 





重複プリント 
10 mm 


受信文書は、分割部分び重複する 
ように、 2枚に分けてプリント 
されまず。 


C お知らせ ^ 1.システム登録の「24縮ル受信」（か p .259) の設定によって、なのようにプリントされます。 


r ジドウ」に設定されている場合 

受信文書び長く、分割してプ U ントされたとさは、縮ルせずにプ U ントされます。 

「コティ」に設定されている場合 

受信文書は、システム登録の「2已固定縮ル率」で設定した縮ル率でプ U ントされます。 
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ファクスを受ける 


メモリー代行受信について 


受信中に、用紙びなくなった、用紙びつまった、またはトナーびなくなった場合は、受信文書は自動的にメ 
モ U —に蓄積されまず。蓄積された受信文書は、用紙を補給し、用紙なしのエラーを対処ずる、用紙づまり 
を処置する、トナーカート U ツジを交換ずるとプ U ントされまず。（かお知らせし 2) 


メモリー受信が終了すると、エラーコードが 
ディスプレイに表示される 


がシヲカクこンシテクタ’'サイ 

コ - K 、=0001 


け-力'‘ 7リマセン 
コ - K =0041 


2 


エラーの 対処をする 

か用紙を補給ずる ( P .287) 

か用紙びつまった （ P .2 日日） 

かトナーカート U ッジを交換ずる （ P .281) 

メモ U — に蓄積された文書のプ U ントび開始されまず。 


* フ’リントシテイマス* 
メモリーファイルフ’リント 


マルチ受信プリントについて 


システム登録の「101マルチ受信プリント」（: fp . s 日 2) を「オン」に設定ずると、受信文書を複数部数 
プリントでさまず。プリント部数は、！〜日9部を設定でさまず。 



受信側 



マルチプリント受信で2部に 
設定している場合 


巧 


お知 b せ)1.メモリーびいっぱいになると、受信び中止され、通信び終了します。 

- ' メモ U - に蓄積された受信文書はプ U ントされます。 

2. 受信文書をメモ U - に蓄積をしたくない場合は、システム登録の「022代行受信」（― P .2 已日） 
を「ナシ」に設定します。 
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フアクス 

の操作 





























































迭惑フアクスを防止ずる 


迷惑ファクス防止とは 


受信したくない相手から着信した場合に、受信を拒否ずる機能でず。ダイレクトメール系のファクスや、迷 
惑ファクスなどを受信したくない場合に設定しておくと便利でず。 

迷惑ファクス防止には、数き ID を利用した機能 （<♦ 本ぺージ下部)、発信ち番号を利用した機能（が口.1 02) 
びありまず。 

• 数宇 ID とは、ファクスの電話番号のことでず。通常は自局情報の一部としてファクスに登録しておき 
まず。 

-発信者番号とは、ナンバーディスプレイを契約している場合に、通信事業ちか日通知してくる発信ち 
の番号のことでず。通常は、巧手の電話番号び通知されまず。 

-数字 ID を利用して受信を拒否した場合は、通信管理レポートなどの結果欄に r キヨヒ」と記載されま 
す。 


数字 ID を利用した迷惑ファクス防止 

数字 ID を利用した迷惑ファクス防止には、数字 ID 拒否、 ID なし時受信、 ID 受信時刻印字の3つの機能び 
ありまず。 


数字 ID 拒否 

No. 

数字の(電話番号） 

N0.01 

876已 432] 

N0.02 

987目已432 


受信側(本機) 



送信側 A 徽字 ID : 1234已己 78) 
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迷惑ファクスを防止ずる 


数字 ID 拒否 

受信したくない巧手の数字 ID を登録しておさ、その数字 ID の巧手から着信した場合は、受信を拒否ずる 
よラに設定でさまず。 

• 受信を拒否する数き ID は、30件まで登録できまず （ 0〜日、+ (* で入力）、スぺースを使い20析まで）。 
• この機能を使用ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


設定頂目 

設定値 

13已迷惑ファクス防止 

数字 ID 拒否 
数字 ID 拒否 

ID 番号登録 (01-30) 

「アリ」 

受信を拒否ずる巧手の数字 
ID を登録 (30 件まで） 


ID なし時受信 

数字 ID を送出しない巧手か日着信した場合に、受信を拒否でさまず。 

• ID なし時受信の設定によって、次のよラに動作しまず。 

- riD なし時受信」び「アリ」の場合 . ホ目手機から ID び送出されない場合ち受信しまず。 

- riD なし時受信」び r ナシ」の場合 . ホ目手機か日 ID び送出されない場合は、受信を拒否 

しよす0 

• この機能を使用ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


設定頃目 

設定値 

13已迷惑ファクス防止 

数字 ID 拒否 
数字 ID 拒否 

ID なし時受信 

「アリ」 

けシ」 


ID 受信時刻巧字 

受信時刻を記載ずるよラに設定ずると、受信時刻、ホ目手機の数字の、自動縮ル率、ページ番号び、受信文 
書の下部に記載されまず。 


^ - - 

13012 -12-1 已 11:22 

午 

1 

1 

1234已巨78 96% 

午 

A 

P.01 

T 

受信時刻 

T 

ネ目手機の数字 ID 自動縮ル率 

T T 

ページ番号 


• 数字 ID び送信されなかった場合は、ホ目手機の数字 ID は記載されません。 
• この機能を使巧ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


設定項目 

設定値 

13已迷惑ファクス防止 

数字 ID 拒否 
数字 ID 拒否 

ID 受信時刻印字 

「アリ」 

「アリ」 
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迷惑ファクスを防止ずる 


迷惑ファクス防止を設定ずる（数字のを利用) 


数字 ID を利用した迷惑ファクス防止を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 



2 


3 


4 


5 

6 


システム登録の画面を表示する 



を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 


音量； 



迷惑フアクス防止を選択する 



を巧ず 
数字 ID 拒否を選択する 



①〜④のボタンを巧し、機能を選択ずる 



数字 I □拒否のとを 

ID なし時受信のとさ 

ID 受信時刻印字のとさ 

ID 番号登録のとさ（手順8に進む) 


• 困または困を巧して機能を還おずることもできまず。 


キ-才 へ ■■レ- 夕-コ-ド 
トト'、 =■ 


システムトウ□ク 

NO.=l (01-177) 


メイワクファクスホ•か/? 
セット f センタク 


1:スウ’/ ID キヨヒキノウ 
2:/、ッ/、’’ン〕'、ゥキョヒキノゥ 


スウ'/ 1 D キヨヒキノウ？ 
/、''、 ノコ'' ウヲイレル 7 》/、VA 


スが 1 D キヨヒ？ 

ナシ〇 


または 


ID が ’/ r ンン？ 

ナシ〇 


または 


ID ’/ i シン'/〕クイン’/? 

ナシ〇 


または 


ID /、' 'ンコ''ウトウロク？ 
セット f セパク 


100 


















迷惑ファクスを防止ずる 


「アリ」に設定する 
を押ず 

• 因]または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


スが 1 D キが 


7' J <> 


または 


ID が’/ュシン？ 

門く> 


または 


ID '/ ュシン'/ ] クイン'/? 

7' J <> 



。な。トク U ァー 


を巧ず 


設定を続ける場合は、手順已に戻りまず。 
設定を終了ずる場合は、 I ストップ」を巧しまず。 


スウ‘/ ID キたキノウ？ 
/、''ン]''ウヲイレル7夕 aV /\ 


8 


数字 ID 番号を登録する 

手順7で r 数字 ID 拒否」を「アリ」に設定した場合は、巧の 
操作で拒否ずる数字 ID を登録ずる 

( DID 番号登録の画面が表示されるまで 


を巧す 



1" を巧す 


(3) 登録先を入力する （01 〜 30) 

例： 01 

•函または团を巧して離就を変更ずることもできまず。 

(4) 登録したい数字 ID を入力する 

イ列：1234已己7890 


ID /、'' ン]''ウトウロク？ 
セットテ'' センタク 


ID /、'' ン]''ウトウロク？ 
/\、、：/]、、ウヲイレル7夕 aVA 


I Da '' ン]''ウトウロク 
01 


阪ン〕''ウトウロク 

0112345678901 


(己） 


(^►)-1 を巧す 

I Da ''、 ノコ'' ウトウロク 


02 


続けて別の数字 I □を登録ずる場合は、手順 (3) 〜(已)の 
操作を繰り返しまず。 


9 


設定を終了する 

ストッ疋 

を巧ず 
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フアクス 

の操作 






















迷惑ファクスを防止ずる 


発信者番号を利用した迷惑フアクス防止 


発信者番号を利用した迷惑ファクス防止には、非通知拒否、公衆電話拒否、通知不可能拒否、指定番号拒否 
の4つの機能びありまず。 



非通知拒否 

非通知の巧手か b 着信した場合に、受信を拒否でさまず。 

-この機能は、システム登録の「13已迷惑ファクス防止」「発番号拒否」 r 非通知拒否」の設定により、 
次のよラに動作しまず。 

- r 非通知拒否」び「アリ」の場合 . 非通知のホ目手か日着信した場合は、受信を拒否しま 

す。 

- r 非通知拒否」び「ナシ」の場合 . 非通知の巧手か日着信した場合ち受信しまず。 

• この機能を使用ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


言又ぶ項目 

設定値 

090発番号契約 

「アリ」 

13已迷惑ファクス防止 

発番号拒否 
非通知拒否 

「アリ」 


102 







































































迷惑ファクスを防止ずる 


公衆電話拒否 

公衆電話から着信した場合に、受信を拒否でさまず。 

-この機能は、システム登録の「13已迷惑ファクス防止」「発番号拒否」 r 公衆電話拒否」の設定によ 
り、次のよラに動作しまず。 

- r 公衆電話拒否」び「アリ」の場合 . 公衆電話か日着信した場合は、受信を拒否しまず。 

- r 公衆電話拒否」び「ナシ」の場合 . 公衆電話か b 着信した場合ち受信しまず。 

• この機能を使用ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


言ス定お口 

設定値 

1 090発番号契約 

「アリ」 

]3已迷惑ファクス防止 

発番号拒否 
公衆電話拒否 

「アリ」 


通知不可能拒否 

発信ち番号を通知でさない巧手か b 着信した場合に、受信を拒否でさまず。 

• この機能は、システム登録の「13已迷惑ファクス防止」「発番号拒否」「通知不可能拒否」の設定に 
より、 L ツ下の動作になりまず。 

- r 通知不可能拒否」び「アリ」の場合 . 通知でさない巧手から着信した場合は、受信を拒否 

しよす 0 

- r 通知不可能拒否」び r ナシ」の場合 . 通知でさない巧手か b 着信した場合ち受信しまず。 

-回線サービスの契約状況、回線網の経路などにより、通信事業者び発信ち番号を通知でさないことび 
ありまず。 


• この機能を使用ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


設定項目 

設定値 

090発番号契約 

「アリ」 

13已迷惑ファクス防止 

発番号拒否 
通知不可能ち否 

「アリ」 


指定番号拒否 

受信したくない巧手の発信者番号を登録しておさ、その電話番号か日着信した場合に、受信を拒否でさまず。 
-受信を拒否する発信者番号は、30件まで登録でさまず。 

• この機能を使巧ずる場合は、システム登録で次のよラに設定しまず。 


設定項目 

設定値 

090発番号契約 

「アリ」 

13已迷惑ファクス防止 

発番号拒否 
指定ま号拒否 
指定ま号登録の 1-30) 

「アリ」 

受信を拒否ずる巧手の発信 
ち番号を登録 


-発番号拒否を設定した場合は、受信の状況を通信管理レポート（: *9.268) で確認でさまず。 
(通信管理レポートのホ目手先欄に"く >" で印字されている内容） 



フアクス 
の操作 
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迷惑ファクスを防止ずる 


迷惑ファクス防止を設定ずる（発信ち番号を利用) 


数字 ID を利用した迷惑ファクス防止を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 



2 


3 


4 


5 

6 


システム登録の画面を表示する 



を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 


音量； 



迷惑フアクス防止を選択する 



を巧ず 
発番号拒否を選択する 



①〜⑥のボタンを巧し、機能を選択ずる 



非通知拒否のとを 

公衆電話拒否のとを 

通知不可能拒否のとさ 

指定番号拒否のとさ 

指定番号登録のとさ（手順8に進む) 


• 困または困を巧して機能を選択ずることちでをまず。 


キ-才 へ ■■レ- 夕-コ-ド 
トト'、 =■ 


システムトウ□ク 

NO.=l (01-177) 


メイワクファクスホ•か/? 
セット f センタク 


1:スウ’/ ID キヨヒキノウ 
2:/、ッ/、’’ン〕'、ゥキョヒキノゥ 


A ツ/、''ン〕''ウキヨけノウ？ 
/、''、 ノコ'' ウヲイレル 7》/、VA 


ヒツウチキヨヒ？ 

ナシ〇 


または 


コウシュウテ''ン9キヨヒ？ 

ナシ〇 


または 


ツウチフカパキヨヒ？ 

ナシ〇 


または 


シテイハ'、ン〕、、ウキヨヒ？ 

ナシく〉 


または 


シテイ A '' ン]''ウトウ□ク？ 
セット f センタク 
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迷惑ファクスを防止ずる 


「アリ」に設定する 
( 2 } を巧ず 

• 国または田を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


ヒツウチキヨヒ？ 


7' J <> 


または 


コウシが、ンワキヨヒ？ 

7。く〉 


または 


ツウチフカバキヨヒ？ 


7' J <> 


または 


シテイ A ン]”ウトウが？ 
V ) く〉 



。な外ク U ァー 


を押ず 


設定を続ける場合は、手順已に戻りまず。 
設定を終了ずる場合は、 I ストップ」を巧しまず。 


/、ツ A '' ン〕''ウキヨヒキパ？ 
/、''ン〕、'ウヲイレル マか U 


8 


電話番号を登録する 

手順7で r 指定番号拒否」を「アリ」に設定した場合は、；欠 
の操作で拒否ずる電話番号を登録ずる 

( 1 ) 指定番号登録の画面が表示されるまで 



(3) 登録先を入力する （01 〜 30) 

例： 01 

• 困または困慰甲して登 i 就を変更ずることもできまず。 

(4) 登録したい電話番号を入力する 

イ列：1234已己7890 


音章今 


(己） 


作を繰0おしまず。 


シテか''ン]”ウトウ□ク？ 
セット f センタク 


シテイ A ン〕”ウトウが？ 

ハ•ン ： T ウヲイレ ル 7》 aVA 


シテか''ン]”ウトウ□ク 
01 


シテか''ン]''ウトウ□ク 
0112345678901 


户 \ィンタ-ネット 

(©V)-® を}甲す 

シテイ A ン〕”ウトウロク 

，口||爪而ミすホロわ*52^^なホス+曰么|+ /つ、/に、爪お 

02 


<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 

の操作 





















迷惑ファクスを防止ずる 


9 


設定を終了する 


ストッス 



を巧ず 
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B き刻を指定して通信ずる（タイマ—通信) 


時刻を指定して、送信やポー U ング受信をずることびでさまず。1力所、または複数の宛先へ、24時間後 
までの時刻を指定して通信でさまず。 

タイマー送信とタイマーポー U ング通信を合わせて、20タイマーまで指定でさまず。 


時刻を指定して送る(タイマー送信) 


24時間後までの時刻を指定して送信でをまず。 

読み取った原稿は、通信予約ファイルとしてメモ U —内に蓄積され、設定した時刻になると自動的に送信び 
開始されまず。タイマー送信をする場合は、次の手順で操作しまず。 


2 


3 


4 


5 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


タイマー送信の画面を表示する 

フアンクシヨン 

グ —' \インタ-わ卜 

イ扇 ^) ►Vs 


〇のの 


を押ず 


送信時刻を設定する 

テンキーボタンで 
送信時刻を入力し、 



イン》-ネット 

l - i を押ず 


時刻は24時制 （4 析）で入力しまず。 

例：午後11:30に送信したいとき 

に330」を巧して匿互丘を巧しまず。 

誤って入力した場合は 、 I ク U ア ー I を巧し、ちラー度入力し 
て < ださい。 


宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （—13.68) 

短縮ダイヤル（か P .6 日） 

電話帳（か P .70) 

直接ダイヤル（か P . 巨巨） 

例：短縮ダイヤル「010」 

• 複数の宛先を指定でさまず。 

(♦複数宛先に送る（順次同報送信） ( P .72) 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


タイマ-ソウシン 
3ヤク’/'〕ク I 


タイマ-ソウシン 

3ヤク'/〕ク 23:30 


阳 10] A ナソこック 

5553456 



<;欠ぺージへつづく > 


107 


フアクス 
の操作 





















時刻を指定して通信ずる（タイマー通信) 


^ スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して、 I スタート 1 を 
巧します。 

7入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


A スタート 

を押ず 

-原稿の読み取りび開始され、タイマー送信び設定されま 
ず。指定した時刻になると、送信び開始されまず。 

• 送信を中止ずる場合は」ストッ刀を巧しまず。 


VAf ' 7テサ树クニンシテ 
ストトヲわテクグサイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


[010] A か--、か 
5553456 _ 

_V_ 

巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
/、ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 


巧クセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


( 35^ Pbt + ) 1.タイマー送信の設定を、変更、削除する場合は、通信予約ファイルの操作び必要です。 

- か通信予約ファイルを変更する （ P .120)、 またはか通信予約ファイルを消去する ( P .122) 

を参照してください。 
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時刻を指定して通信ずる（タイマー通信） 
時刻を指定してポーリンク受信する (タイマーポーリング受信） 

24時間後までの時刻を指定してポー U ング受信でさまず。設定した時刻になると自動的にポー U ング受信 
び開始されまず。 

-ポー U ング受信とは、送信側のメモ U —に蓄積された原稿を、受信側か b 指示して送信させる機能で 
す。必要に応じて、機密保護のためのポー U ングパスワードを設定でさまず。•ポー U ングパスワー 
ドを設定ずるか.1 12) 

タイマーポー U ング受信をずる場合は、次の手順で操作しまず。 

1 タイマーポーリングの画面を表示する 

フアンクシヨン 


〇の® 



を巧ず 


タイマ-ホ。-リンク' 
3ヤクシ''〕ク I 


2 


ポーリング時刻を設定ずる 


宜星 J 


テンキーボタンで 
受信時刻を入力し 、*®** -I 



を巧ず 


時刻は24時制 （4 析）で入力しまず。 

例：午後11:30に送信したいとき 

に330」を巧して拒玄日を巧しまず。 

誤って入力した場合は 、 I ク U アー I を巧し、ちラー度入力し 
て < ださい。 


タイマ-ホ°-リンク' 

3ヤク'/〕ク 23:30 


タイマーホ°-リンク' 
1\ スワ-ド =■■■■ 


3 


パスワード （4 柄）を入力する 


必要に応じて 

パスワードを 

入力し、 

例：1234 



を巧ず 


タイマーホーリンク 
へ。 スワ-卜''二1234 


アテサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


4 


宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （—13.68) 

短縮ダイヤル（か P .69) 

電話帳（か P .70) 

直接ダイヤル（か P . 巨巨） 

例：短縮ダイヤル「010」 

• 複数の宛先を指定でさまず。 

ホ複数宛先に送る（順次同報送信） （ P .72) 


阳10]/\’ナソこック 

5553456 


<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 

の操作 





















時刻を指定して通信ずる（タイマー通信) 


5 


6 


スタート 


を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して、 I スタート 1 を 
巧します。 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけポー U ング受信でさまず。 




スタート 

を押ず 

• タイマーポー U ング受信びセツトされまず。指定した時刻 
になると、ポー U ング受信び開始されまず。 

• ポーリング受信を中止ずる場合は」ストップ」を巧しまず。 



VAf ' 7テサ树クニンシテ 
ストトヲわテクグサイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0. サイこパリョク 
12345678 


[010 ] A ナソ ニ ック 

5553456 _ 

_V_ 

巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
/、ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 


巧クセキチュウ* N 0.123 


r S )^0 bt + 1.タイマーポー I 」ング受信の設定を、変更、削除する場合は、通信予約ファイルの操作び必要 

/、、 d 

か通信予約ファイルを変更する （ P .120)、 またはか通信予約ファイルを消去する ( P .122) 
を参照してください。 

2. タイマーポー U ング受信は、電話回線を使って利用でをます。 
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ポーリングずる 

ポーリング通信とは 


ポー U ング通信は、送信側のメモ U —に蓄積された原稿を、受信側から指示して送信させる機能でず。送信 
側の操作を「ポー U ング送信」受信側の操作を「ポー U ング受信」と呼びまず。 

ポー U ング通信では、機密保護のためにパスワードを設定でさまずけ目手機び当社の機種に限定)。 

なお、通信料金はポー U ング受信側の負担となりまず。 


受信側 


送信側 



メモ U - 

ホ目手機にポー U ング送信機能びない場合、ポーリング受信はでをません。重要な文書をポー U ングず 
る際は、き前にポー U ング通信機能び実行できるかどラかテストずることをお勧めしまず。 

時刻を指定してポー U ング受信をずることちでをまず。 

か時刻を指定してポー1」ング受信ずる（タイマーポー U ング受信） （ P . 1 09) 

パスワードを使ったポー U ング通信は、ホ目手機び当社の機種に限定されまず。詳しくは、お買い上げ 
の販売店、またはサービス実施会社にお問い合わせください。 

なのよラな場合は、パスワードを使わないポー U ング通信びでをまず。 

-ホ目手機び当社し U 外の機種の場合 
-送信側に y (スワードび設定されていない場合 

ポーリング受信は、電話回線を使って利用でさまず。 
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フアクス 

の操作 






















ポー u ングずる 


ポーリングパスワードを設定する 


機密保護のためにポー U ング用のパスワードを設定でさまず。 

• パスワードび相手先と一致しなかった場合、ポー U ング通信でをません。 

• 送信側にパスワードび設定されていない場合は、ポー U ング受信側にパスワードび設定されていてち 
ノ（スワードなしでポー U ング受信びでをまず。 

ポーリング用のパスワードを設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-卜、、 


フアンクシヨン 

/ / ■'-v \インタ-:ット 

コ-ド =■ 


〇 を巧ず 


2 


3 


4 

5 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 

@@噴-^‘-因を押ず 

パスワードを （4 巧）を入力する 

例 ： n 234」を入力 


設定を終了する 



システムトウロク 

N 0.二 ■ (01—177) 


が-リング A スワ-卜、'? 



が-リング A スワ-卜'、？ 

1234 


ポーリング送信原稿を蓄積する(ポーリング送信) 


ポーリング送信とは、メモ U —に蓄積した原稿を、ポーリング受信側の指示により送信ずる機能でず。 
ポーリング送信用に蓄積した原稿は、受信側か日ポー U ング送信要巧びくると、自動的に送信されまず。 

• 原稿をメモ U —蓄積ずる前に、ポーリングパスワードび設定されているかどラかを確認してください。 
• パスワードの入力画面で新しいパスワードを上書をすると、一時的にパスワードを変更でをます。 

かポ ー U ングパスワードを設定ずる ( p . l 12) 
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ングずる 


ポーリング送信原稿を蓄積ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテク》''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


3 


ポーリング送信の画面を表示する 

フアンクシヨン 

〇 ®@ を押ず 


ホ°-リングソウシンン 
1\ スワ-ド =■■■■ 


4 


パスワード （4 柄）を入力する 

必要に応じてパスワードを入力しまず。 
例：「4321」を入力 


ホ’-リングソウシンン 
1\ スワ-ド=4321 


5 


スタート 



を押ず 

原稿の読み取りび開始されまず。原稿びメモ U —に蓄積さ 
れ、ポー U ング送信びセットされまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* チクセキカンリョウ* 
ケ''ンコウマイスウ=003 


お知 b せ J 1.同じ原稿を何度も送るには 

- ' ポー U ング通信後、メモ U - に蓄積されている原稿は自動的に消去されます。 

システム登録の「027ポ ー U ングファイルな巧」（か P .2 已 9) を r ア1」」に変更すると、ポー 
U ング送信原稿をメモ U —にな巧でをます。1つの原稿を繰り返してポー U ング通信する場合 
に利用して < ださい。 

2. ポー U ング送信用に蓄積でをる文書は1文書だけです。 

3. ポー U ング送信用に原稿び蓄積されていてち、通常どおり送受信でをます。 

4. ポー U ング送信用に蓄積した原稿を消去する場合は、通信予約ファイルを消去して<ださい。 
か通信予約ファイルを消去する ( P .122) 
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フアクス 

の操作 



















ポー u ングずる 


ポーリング受信 


原稿をポー U ング受信ずる場合は、次の手順で操作してください。 

-複数のホ目手先からポー U ング受信でさまず。 

• ポー U ング受信を実行ずる前に、ポー U ングパスワードび設定されているかどラかを確認してください。 
• パスワードの入力画面で新しいパスワードを上書をずると、一時的にパスワードを変更でをまず。 
かポ ー U ングパスワードを設定ずる （ P .112) 



2 


3 


ポーリング受信の画面を表示ずる 


フアンクシヨン 

〇 ©の を巧ず 


パスワード （4 巧）を入力する 


必要に応じて 

パスワードを 

入力し、 



宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル（か P .68) 
短縮ダイヤル （*口.69) 

電話帳 （* p .70) 

直接ダイヤル （(♦ P .66) 

例：短縮ダイヤル「010」 


扩-リングシ '' r ンン 
A スワ-卜 ''=■■■■ 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


[010]/\。ナにツク 

5553456 


4 


• 複数の宛先を指定でをまず。 

か複数宛先に送る（順;欠同報送信） ( P .72) 

•面 または函を巧ずと、入力した宛先を確認でをまず。 
宛先を削除ずる場合は、 I ク U ア ー I を巧しまず。 

スタート 


を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
ず。テンキーでホ目手の電話番号を再入力して、 I スタート1 を 
巧します。 



VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


5 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけポー U ング受信でさまず。 


[010]/\。 か--、か 

5553456 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 
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ポー u ングずる 


スタート _ 

* チクセキチけ* N 0.123 

を押ず -- 

• ポー U ング受信び開始されまず。 

• ポー U ング受信を中止ずる場合は」ストップ」を巧しまず。 


D 
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プログラムダイヤルを呼び出ず 


あらかじめ登録されている一連の操作手順を、ワンタッチボタン （01 〜 32) を巧ずだけで呼び出ずこと 
びでさまず。 

定期的に発生ずる操作や、複雑な手順び必要な操作の場合は、プ□グラムダイヤルを利用ずると、手順を簡 
素化するだけでなく、操作 S スち防止でさて便利でず。 

プ□グラムダイヤルを呼び出ずとさは、次の手順で操作しまず。 

• あらかじめプ□グラムダイヤルを登録しておく必要びありまず。 

かプ□グラムダイヤルを登録ずる ( P .242) 

• プ□グラムボタンにどのよラな操作び登録されているかは、プ□グラムダイヤルの U ストで確認でを 
まず。 

かプ□グラムリスト （ P .27 助 

• タイマーポー U ング受信、ポー U ング受信び登録されているプ□グラムダイヤルの場合、 

手順1は不要でず。 

1 (タイマー送信の場合のみ） 

原稿をセットする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



呼び出したい操作が登録されているワンタッチ 
ボタン （01 〜 32) を巧す 


を押ず 


例：ワンタッチボタン01 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 
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通信モ約フアイルを確認ずる 


タイマーを指示したり、通信中に次の通信を指示ずると、読み込んだ原稿と通信の指示はメモ1」一に蓄積さ 
れまず。蓄積されている原稿と通信の指示を合わせて、「通信予約ファイル」と呼び、20通信まで蓄積で 
をまず。通信予約ファイルは、予約レポートとしてプリントしたり、ディスプレイ上で確認できまず。 


通信予約レポートをプリントする 


通信予約の内容を U ストにしてプ U ントでさまず。 


通信予約レポートの画面を表示する 

フアンクシヨン gg 


〇 ® の 



。が 


ツウシン3ヤクカたン 
1:フ。リント2:ヒヨウシ'' 


を押ず 


2 プリントを選択する 
0を押ず 


* フ°リントシテイマス* 
ヨヤクレホートフ°リント 
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フアクス 

の操作 










通信予約フアイ j レを確認ずる 


予約レポートの見かた 


予約レポートには次の項目び記載されまず。 

【レポート例】 

(1) (2) (3) (4) (日） (6) (7) 


4 :木本*木本*木本 - 3 ヤクレ ホ。-トフ。リント- 本本ネ本ホ*本ホネ本ホネ本*ネ4 < 木本*木本水幸 ：〇12-12- 5 本*本本*本**本** 15:00 ホ*本**本*本本*本本*本本 


ファイル 

No . 

ツウシンタイフ’ 

サクセイ'/〕ク 

ョャクシ。]ゥ 

マイスウ 

アテサキ 

*001 

メモリ-タイマ-ソウシン 

12-15 12:30 

20:30 

001 

[001] 

002 

ホ°-リングソウシン 

12-15 12:30 


003 

[011] [012] [01 引 [016] [017] 


-PANASONIC - 

本本本本ホ本幸ホ丰幸ホ冰幸ホ本幸ホ本幸ホ本幸ホ本幸本本幸本本本本本本本本本本本本本本本本幸本本幸本本幸一/ \ + ソニックー ー本本本本木一 2015551212— 本ホ本本ホ本本ホ本本 


旧） (9)(10) 


No . 

項目名 説明 

(1) 

ファイル No . 

通信予約ファイルのま号です。通信中の場合は、 * び表示されます。 

(2) 

通信タィプ 

通信の種類です。次のいずれかが記載され3 
.^モ|」ータイマーソウシン 
-ポーリングソウシン 

- ><モ1」ーソウシン 
-ポーリング 
•ジュンジポーリング 
-タイマーポーリング 

- ><モ1」ーシンテンソウシン 
-テンソウ 

•シンテンポーリング 
-シンテンファイル 
-メモリージュシン 

巧。 

タイマー送信 
ポー U ング送信 
メモ U —送信 
ポー U ング受信 
複数宛先のポー U ング受信 
タイマーポー U ング受信 
メモ1」一親展送信 
メモ U - 転送 
親展ポー1」ング受信 
親展ポー1」ング送信 
メモ1」一受信 

(3) 

作成時刻 

通信を予約した時刻です。 

(4) 

予約時刻 

タイマー送信の予約時刻です。 

(己） 

枚数 

メモ U —に読み込んだ枚数です。 

(切 

宛先 

なのいずれかび記載されます。 

•<2巧のま号>:ワンタッチダイヤルま号です。 

- [3 巧のま号]:短縮ダイヤルま号です。 

-電話番号：ダイヤルした電話ま号です。 

(7) 

曰付、時刻 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

旧） 

文字 ID 

文字1□として登録した会社名や自分の名前です （1 6文字まで)。 

旧） 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

(10) 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 析まで)。 
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通信予約フアイルを確認ずる 


状態 

nn : nn 
FA ) (チュウ 
DIAL 7 チ 
ミツウシン 


ディスプレイの表示例 



ファイル No . 


宛先 スク□—ル マーカー 

A :最も新しい予約ファイル 
V :最ち古い予約ファイル 


通信タイプ 


ソウシン 

:送信 

RLY 

: LAN 中継送信 

PRX 

:ポーリング受信 

メモリ-シ'’ユシン 

:メモリー受信 


4表示を終了する 

ストッス — 

を巧ず 



ディスプレイ上で通信予約ファイルを確認する 


通信予約フアイルの宛先や通信予約時刻などを、ディスプレイ上で確認でさまず。 

イ通信予約レポートの画面を表示する 


2 


3 


フアンクシヨン 


〇 ® の 



インタ-わ卜 
FAX 


を巧ず 


画面表示を選択する 

い J を押ず 


ファイルを選択する 


確認したい 
ファイルび 
表示される 
まで 



または 



ツウシン3ヤクカたン 
1:フ。リント2:ヒヨウシ'' 


ナイが n V A ホ'' タンテ'‘ 
カクニンシテクグサイ 


を巧ず 


ち 

寺 

刻 W 
時中ィ信 
信信 •夕垣 
通通再 ^K 
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通信予約フアイルを確認ずる 


通信予約ファイルを変更する 


タイマー通信（タイマー送信、タイマーポー U ング受信）で予約した時刻や宛先は変更でさまず。 
時刻や宛先を変更ずる場合は、次の手順で操作してください。 


1 通信予約レポー 

卜の画面を表示する 

/、''、ノコ''ウヲイレル 7 》/、VA 


フアンクシヨン 

__ / /X \ィ巧づット 

ファイル N 0. =111 


〇 ®@ 


を巧ず 


2 


ファイル No. を入力する 

例：「001」を入力 


む〕、'ウヲイレル 7 》'、VA 
ファイル N 0. =001 


ファイルを選択する 


変更したい 
ファイルび表 
示されるまで 


3 



または 


を巧ず (* p . l 21 のお知らせ 2) 


タイマ-ソウシン 
巧ク’/〕ク 22:30 



を押ず 



4 


時刻を変更する 

変更する時刻を、24時間制で入力ずる 
例：午前6時の場合、「0600」を入力 


タイマ-ソウシン 
3ヤク'/〕ク 06:00 


• 時刻を変更ずる必要びない場合は、手順已へ進みまず。 


5 



を巧ず 


<01〉（巧ホ名） 
5551234 


宛先を変更する 

-宛先を消去ずる場合： 

田困キーで消去したい宛先を表おし、巧百 S を巧ず 
• 宛先を追加ずる場合： 

追加ずる宛先を指定して 、I セット I を巧ず 



• 宛先の変更び終了して、 な夕ート I を巧ずと、宛先確認の画 
面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して 、 I スタート1 を 
巧します。 

• 宛先を変更する必要びない場合は 、 I スター トに 巧して手順 
7へ進みます。 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


2巧サキセット 
ツイカマかが-卜 
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通信予約フアイルを確認ずる 


入力済みの宛先をすべて確認する 


BBt 



nr 


または 



'端，卜 


<01 > (宛先名） 
5551234 


を押ず 


宛先確認をした場合だけ通信でさまず。 


王 


巧サキ巧力’’け I けセンカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


8 


スタート 



を巧ず 

通信予約の内容び変更され、待機状態に戻りまず。 


巧クセキチけ* N 0.001 


■ 


S )^ nbt + ) 1.送信中、再ダイヤル待機中の通信予約ファイルは変更でさません。 


2.タイマー予約されていない通信予約ファイル（未通信ファイル）の場合は、ディスプレイに 
なのよラに表示されます。®を押すと、タイマー予約でをます。 


タイマ-ツウシンセット？ 
1:/、イ2:イイ I 


3.モ通信ファイルとしてイ呆存された通信予約ファイルの場合、タイマー送信しない場合は、上 
の画面で②を入力してから I スタート I を押すと、ディスプレイになのメッセージび表示され 
ます。再送信をする場合は、®を押します。 


ツウシン I ラ-リトライ？ 
1:/、イ2:イイ I 
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フアクス 

の操作 



















通信予約フアイルを確認ずる 


通信予約フアイルを消去する 


メモ U —内に蓄積されている通信予約ファイルを消去でをまず。 

通信予約ファイルを消去ずる場合は、次の手順で操作してください。 

• 送信中の通信予約ファイルは消去でさません。 



2 


通信予約フアイル消まの画面を表示する 


を巧ず 

ファイル No. を入力する （(♦ぉ知らせ 1 ) 

例：「001」を入力 



/、''、ノコ''ウヲイレル7か VA 
ファイル N 0. =111 


が、ン〕、'ウヲイレル 7 》'、VA 
ファイル N 0. =001 


フアイ j レを選択ずる 



4 


消まする 


( u を押ず 

-続けて別の通信予約ファイルを消去ずる場合は、手順2か 
らの操作を繰り返しまず。 


* ショウキ a シテイマス* 
フ 7 イル N 0. =001 


▼ 


/、''ン]''ウヲイレル 7 》/、VA 
ファイル N 0. =111 


5 



-待機状態に戻りまず。 


^お知 b せ3 1.ファイル No . として「***」を入力ずると、通信ず約ファイルをずベて選択できまず。 

この場合、 「セット I を巧ずと、次のメッセージび表示されまず。 

ただし、通信中のファイルびある場合は、操作でをません。 

スへ''テノフ7イルシけキヨ？ 

1 :/、イ 2: イイ I 
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①を押すと、ずべての通信予約ファイル、およびメモ U —内に蓄積されているすべての受信 
ファイルび消去されます。 





















通信予約フアイルを確認ずる 


通信予約ファイルをプリントする 


メモ U —内に蓄積されている通信予約ファイルをプ U ントできまず。読み込んだ原稿びプ U ントされまず。 
• 送信中の通信予約ファイルはプ U ントでさません。 

1 通信予約ファイルプリントの画面を表示する 

ファン クシ ヨン 


〇 @@ 



'、、'ン〕、、ウヲイレル 7》 aV /\ 
フ7イル N 0. =111 


インタ-か h 
FAX 
-囚 


を押ず 


2 


ファイル No. を入力する 

例：「001」を入力 


が、ン： T ウヲイレル7夕 aVA 
フ7イル N 0. =001 


ファイルを選択する 


プ U ントし 
たいフアイ 
ルび表示さ"*' 
れるまで 


有里^ 



インタ-か卜 
, FAX 


または 



巧?卜 


を巧す 


3 


スタート 



を巧ず 


通信予約ファイルのプ U ントび開始されまず。 

プ U ント後ち、通信ず約ファイルはメモ U —に蓄積されて 
いまず。 


* フ’リントシテイマス 

へ’一/ =001/003 
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フアクス 

の操作 













通信予約フアイルを確認ずる 



通信予約ファイルに原稿を追加する 


メモ U —内の通信予約ファイルに、ページ単位で原稿を追加でさまず。 

原稿を追加ずる場合は、次の手順で操作してください。 

• 送信中、再ダイヤル待機中の通信予約ファイルに原稿を追加ずることはでをません。 


ファイル No. を確認する 

原稿を追加したい通信予約ファイルのファイル No . を確認し 
てお< 

か通信予約レポートをプ U ントずるか.117) 

がディスプレイ上で通信予約ファイルを確認ずる （ P .1 1日） 


2 


追加する原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



3 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ’'サイ 


4 


原稿追加の画面を表示する 


フアンクシヨン 


が 


〇 @@ 



インタ-: 

FAX 


を押ず 


A 、' ン: r ウヲイレル7か VA 
ファイル N 0. =111 


5 


ファイル No. を入力する 

例：「001」を入力 


む〕、'ウヲイレル 7 》'、VA 
ファイル N 0. =001 


ファイルを選択する 


6 


スタート 



を巧ず 

通信予約ファイルに原稿が追加されます。 


* チクセキチュウ* N 0.123 
マイスウ=003 01% 


加ァ-术で 
追フ表ま 
をい'かを 
稿たルれ 
原しイさ 
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通信予約フアイルを確認ずる 


未通信フアイルを再送信する(未達宛先再通信) 


巧手の話し中や無応答で、再ダイヤルしてち通信でさなかった場合は、通信エラーび発生し、メモ U —に蓄 
積された通信予約ファイルび消去されまず。このよラな場合に、システム登録の「31未通信ファイル保を」 
(か P . 2已日）を「アリ」に設定しておくと、送信できなかった原稿を、通信エラーファイルとしてメモ U - 
に蓄積しておくことびでさまず。ここでは、蓄積された通信エラーファイルを、再送信ずる操作について説 
明します。 

保をされている通信エラーファイルを再送信する場合は、次の手順で操作してください。 



2 


3 


4 


ファイル No. を確認する 

通信予約レポートをプリントし、未通信ファイルのファイル 
No . を確認しておく 

か通信予約レポートをプ U ントずる ( P .117) 

かディスプレイ上で通信予約ファイルを確認ずる （ P .1 1日） 


再送信の画面を表示する 



'、、' ン〕 、、ウヲイレル 7》 aV /\ 
フ7イル N 0. =111 


ファイル No. を入力する 

例：「001」を入力 


/、''ン〕、'ウヲイレル7夕 aVA 
フ7イル N 0. =001 


ファイルを選択ずる 


再送信ずる 
ファイルび 
表示される 
まで 



スタート 

を押ず 

• 未通信ファイルの再送信び開始されまず。 



* チクセキチュウ* N 0. 001 

<01> I けにが 


* グイサルシテイマス* 
A パニック 


( お知 b せ^ 1.[31 モ通信ファイルイ呆巧」を r ア1」」に設定すると、通信エラーび発生するたびに送信文書 

- びメモ U - に蓄積されます。メモ U - オーバーを避けるため、メモ U - 内の通信エラーファイ 

ルを定期的にチェックしてください。 

2. 未送信ファイルのな巧の最大数は10件までです。最大数を超えた場合は、ちいファイルか 
ら順に消去されます。 

3. 通信エラーファイルとしてメモ1」一に蓄積されたファイルは、通信予約ファイルと同様に扱 
われます。通信エラーファイルを削除したり、プ1」ントして確認する操作については、なを参 
照してください。 

•通信予約ファイルを消去する ( P .122) 

が通信予約ファイルをプリントする ( P .123) 

通信予約ファイルに原稿を追加する ( P .124) 


12己 




















利用ちを制限ずるヴクセスコ-ド) 


アクセスコードとは、本機を操作ずるためのアクセスコード（パスワード）を設定し、第=ちの使用を制限 
する機能でず。送信やコピーなど、ずべての操作にアクセスコードび設定されまず。 

アクセスコードを設定ずると、機能設定や送信などをずる場合に常にアクセスコードの入力び必要となりま 
す。ただし、自動受信など、操作ちび不要な操作は自動的にはた日さまず。 

• アクセスコードを忘れた場合、本機を利用でさなくなりまず。アクセスコードは厳重に管理してくだ 
さい。万一、忘れた場合はサービス実施会社にお問い合せください。 

• アクセスコードを変更、解除ずる場合は、アクセスコードを変更/解除ずるか. 127) を参照して 
<ださい。 


アクセスコードを設定する 


アクセスコードを設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


i システム登録の画面を表示する 

キ-才 へ。 レ-夕-〕-ド 

1 。一 

フアンクシヨン 

/ Y 敵卜 

コ-卜'、=画 


〇 を巧ず 


2 


3 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 


音量； 



システムトウロク 

N 0.二 ■ (01—177) 


アクセストト、、？ 


4 


アクセスコード （8 柄）を入力する 


(アクセスコードを入力して) 


例： rabcdehghj を入力 



アクセストド？ 

abcdehgh 


5 


• 数字、英字、記号スペース）を入力でさまず。 


設定を終了ずる 


音量； 
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利用者を制限ずる（アクセスコード) 


アクセスコードを変更/解除する 


ずでにアクセスコードび設定されている場合に、アクセスコードを変更/解除ずる操作について説明しま 
す。アクセスコードの制限を変更/解除ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

•アクセスコードを変更ずる 



アクセスコードの画面を表示する 

かアクセスコードを設定ずる ( P .126) の手順 3 の画面を表示 
する 


アクセスト" 
abcdehgh 


2 


アクセスコードを変更する 


I ク U アー| を巧し、新しいアクセスコードを入力して度玄日を 
巧ず 


• アクセスコードの設定を解除する 



アクセスコードの画面を表示ずる 

かアクセスコードを設定ずる （ P . 1 26) の手順 3 の画面を表示 
する 


アクセストト、'? 
abcdehgh 


2アクセスコードの設定を解除する 

I ク U アー I を巧し、何ち入力しないで I セツト I を巧ず 


アクセスコードを入力する 


アクセスコードび設定されている場合、本機を操作ずるには、アクセスコードの入力び必要でず。 

アクセスコードび設定されている場合は、待機状態のディスプレイに、アクセスコード入力のメッセージび 
表示されまず。 


12-15 15:00 

コィ=圓 


次の手順でアクセスコードを入力しまず。 



アクセスコード （8 柄）を入力する 


(アクセスコードを入力して) 



12-15 15:00 

00 % 
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メモリーに受信ずる（メモリ-受信) 


メモ U —受信とは、受信文書をずべてメモ U —に蓄積ずる機能でず。プ U ントされた受信文書を置いたまま 
にしたくない場合や、受信した原稿を一括してプ U ントしたい場合に便利でず。 

受信文書びメモ U —に蓄積されている場合は、ディスプレイに次のメッセージび表示されまず。 


メモリ-こテ’'-タカ'、アリマス 
<巧トシ''ュシン> 


プ U ントび終了ずると、受信文書はメモ U —から削除されまず。 

ここでは、メモ U —受信のパスワードを設定ずる操作、メモ U —受信を設定ずる操作、メモ U —受信した文 
書をプ U ントずる操作を説明しまず。 


受信側 送信側 



• メモ1」一び一杯になると、受信び中止され通信び停止しまず。それじ(前にメモ1」一に蓄積された原稿 
は通常どおりプ1」ントでをまず。 

• メモ U —び一杯の場合は受信でをません。 

• この機能は、受信したずべての原稿をメモ U —に蓄積して保をずるちので、パスワードび設定されて 
いる場合、メモ U - 受信した原稿をプ U ントずるには正しいパスワードの入力び必要でず。 

• イ木曰や夜間に受信した原稿を、あとでまとめてプ U ントできまず。 


メモリー受信のノ（スワードを設定する 


メモ U —受信した文書をプ U ントずるとをにパスワードを入力ずるよラに設定したい場合は、次の手順で設 
定します。 

-メモ U - 受信のパスワードを設定ずる場合は、「メモ U - 受信 」( I フアンクシヨン 1 を r オス 
に設定しておいてください。「オン」の場合は、パスワードを設定できません。 


〇 0® 


を巧ず 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-ド 


フアンクシヨン 

コ-ド =■ 


〇 キーオペレーターコードを入力する 

音■壬 

'(©) 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 


Y ) 战卜 

-因 


を巧ず 


システムトウ□ク 

N 0 .=l (01-177) 


3 



を巧ず 


メモリ- '/ r ンン？ 




























メモリーに受信ずる（メモリー受信） 


4パスワード （8 巧）を入力ずる 

例：「1234已678」を入力 


州-’/が？ 
12345678 


5 


設定を終了する 



。詔ット ストップ ー 



を巧ず 


パスワードを変更/解除するには 

ずでにメモ U —受信のパスワードび設定されている場合に、パスワードを変更、解除ずる操作について説明 
します。 

•パスワードを変更ずる 

1 パスワード入力の画面を表示ずる 

I * メモリー受信のノ（スワードを設定ずるの手順3 (か P . I 28) 

の画面を表おする 


メモト'/が？ 

12345678 


2 


パスワードを変更ずる 


I クリアー I を巧し、新しいパスワードを入力して巧万 W を巧ず 


パスワードの設定を解除する 

パスワードの設定を解除ずるとさは、次の手順で操作しまず。 


パスワード入力の画面を表示する 

* メモリー受信のノ（スワードを設定ずるの手順3 (.•' P .128) 
の画面を表示する 


メモリ-'/が？ 

12345678 


2 


パスワードの設定を解除する 


I クリアー I を巧し、何ち入力しないで ホット」 を巧ず 
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フアクス 

の操作 


























メモリーに受信ずる（メモリー受信) 


メモリー受信を設定する 


メモリー受信を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


メモリー受信の画面を表示ずる 

宜星± 

フアンクシヨン 


〇 ®© 



インタ-？ット 
FAX 
囚 


を押ず 


2 


メモリー受信を設定する 


© 



インタ-ネット 

FAX 

■図 


2 J \ぐジノ を巧ず 

メモ U —受信び設定されまず。 


メモリ-'/ュシシ？ 

オフく〉 


12- 1日15:00 

< メモリ—、/'1シン> 


メモリー受信文書をプリントする 

メモ U —受信をしたとをは、次のメッセージびディスプレイに表示されまず。 


メモリ-こ f - タカ*アリマス 
< メモリ-'/ュシン> 


メモ U —受信した原稿をプ U ントずる場合は、次の手順で操作しまず。 


2 


3 

4 


メモリー受信の画面を表示する 



メモリー受信文書をプリントする 


有■壬 



•①「オフ」または③「プリント」を選択しまず。 

• パスワードび設定されていない場合、パスワードの入力は 
不要でず。手順4へ進みまず。 

(パスワードび設定されている場合） 

パスワードを入力する 

例：「1234已日78」を入力 

スタート 


を押ず 

-メモ U —受信文書のプ U ントび開始されまず。 



メモリ-シ、、ュシン？ 

オン〈> 


A 。 スワ- K ' こけリヨク 
コ-ド =■ 


A 。 スワ- K ' こけリヨク 

コート=本本本本本本本8 


* フ■■リントシテイマス* 
メモリーファイルフ’リント 
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表紙をつけて送る（カバーシート) 


宛先名、送信元の名前、ページ数び記載された表紙（カバーシート）を、原稿の先頭に添付して送信でさまず。 
送信側 受信側 


原稿 


カバーシート 原稿 



システム登録の「已6カバーシート」（か P .261) でカバーシートの初期設定（オン/オフ）を変更で 
をまず。お買い上げ時は「オフ」に設定されていまず。 

どち日に設定していてち、ここで説明ずる操作で通信ごとに設定を変更でをまず。 

カバーシートは、通信管理レポートなどのページ数にはカウントされません。 

カバーシートは、次の送信で使用でをまず。 

-メモ U —送信-ダイレクト送信■手動送信■タイマー送信 - F コード（サブアドレス）送信 
-順次同報送信 


カバーシートを設定する 

カバーシートを原稿に添付して送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



P カバーシー トの画面を表示ず る 

フアンクシヨン 

'(©) 


〇 


インタ-?ット 
FAX 
-囚 


を押ず 


か、。-シ-卜？ 


オフく> 


3 


カバーシートを設定する 

音量支 


@ 



インタ-:か 
FAX 
I - 囚 


を巧す 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ‘'サイ 


A 必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

t :•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 

の操作 

































表紙をつけて送る（カバーシート) 


に宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （—- p . SS ) 

短縮ダイヤル （* p .69) 

電話帳 （* p .70) 

直接ダイヤル（か口ぶ巨） 

例：短縮ダイヤル「010」 

^ スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
ず。テンキーでホ目手の電話番号を再入力して 、 I スタート1 を 
巧します。 

7 入力済みの宛先をすべて確認ずる 

■ —bA 



• 宛先確認をした場合だけ送信でさます。 


A スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
か b 送信び開始されまず。 

• 送信を中止ずる場合は、 I ストッスを巧しまず。 


[010]/\。ナにツク 

5553456 


VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


[010]/\° か--、か 
5553456 _ 

_ 占 _ 

巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：ストトイイ I :クリァ- 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイヤルシテイマス* 
/\°れ ニ ツク 
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カバーシート例 


表紙をつけて送る（カバーシート) 



No . 

項目名 

説明 

(1) 

送信開始時刻 

送信を開始した時刻です。 

に） 

巧先名 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録されている宛先名です。 

直接ダイヤルの場合は、電話番号び表示されます。 

システム登録の「134宛先名敬称付加」（ホ P .262) び「ア U 」 に設定され 
ている場合は、モ尾に「ヴマ」び付をます。 

お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されています。 

(3) 

発信元情報 

発信元（最大2已文字）と、数字 ID (最大20巧）です。 

(4) 

ページ数 

表紙を含まないページ数です。 

ダイレクト送信の場合は記載されません。 


















受信文書を面送ずる（メモリーお送) 


メモリー転送とは、すべての受信で書を、他のファクスやコンピューターに転送する機能です。 
夜間や休日に別の場所（自宅など)でファクス受信をしたい場合に便利でず。 



• メモ U - 転送は、システム登録の「已4 メモ U - 転送」（か P .261) び「アリ」に設定されている場合 
に機能しまず。お買い上げ時は、けシ」に設定されていまず。 

• メモ U —転送を利用ずる場合、転送先の電話番号やメールアドレスは、あ日かじめワンタッチダイヤ 
ル、短縮ダイヤルに登録しておいてください。 

かワンタッチダイヤルを登録ずる ( P .230) 

か短縮ダイヤルを登録ずる ( P .233) 


メモリー転送を設定ずるとさは、次の手順で操作しまず。 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-ド 


フアンクシヨン 

コ-ド =■ 


〇 巧ず 


2 


3 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 



システムトウ□ク 

N 0 .=l (01-177) 


メモリ-テンソウ？ 

ナシく〉 


4 


メモリー転送を設定する 


有量ク 



メモリ-テンソウ？ 

巧サキヲイレテクグサイ 
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受信文書を転送ずる（メモリー転送) 


5 


転送先を設定する 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、またはグループダ 
イヤルで転送先を入力する 
(•■お知らせ 1) 


6 


例： [ _ I を巧す 

短縮/ 

0® の®を巧ず 

設定を終了する 



<01 > け)--。川 
5551234 


[010]/、。ナにツク 

5553456 


( ) 1 . 手順5で設定した巧先の登録内容は変更でをません。転送先の設定内容を変更したい場合は、 
- なの手順で操作します。 

(1) システム登録の「已4 メモ U - 転送」を r ナシ」に変更ずる 

(2) ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、プ□グラムボタンの登録内容を変更ずる 

(3) システム登録の「已4 メモ U - 転送」を「アリ」に戻ず 

(4) 再度、宛先を指定ずる 

2. メモ1」一転送時、転送先び話し中などで転送でをないとさは、転送び中止されます。受信文 
書は本機でプリントされ、メモ U - から削除されます。これは、システム登録の「31未通信 
ファイルな存」（ホロ.2已 9) び r ア1」」に設定されていてち同じです。このような場合に、メ 
モ1」一に受信原稿を蓄積したいとをは、メモ1」一受信び便利です。 

かメモ U - に受信する（メモ U - 受信） ( P .128) 

3. メモ U —使用量び98〇/〇し U 上の場合は、受信でをません。 
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迭惑フアクスを防止ずる（セレクト受信) 


セレクト受信とは、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録されている宛先か b だけ受信ずる機能のこと 
です。ダイレクトメールや、迷惑ファクスを受信したくない場合に設定しまず。 

本機のワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録されている電話番号の下4巧と、送信元の数字 ID の下4 
巧を照合し、一致したとさだけ受信び開始されまず。一致しない場合は、受信び拒否され、エラーコード 
(0406) びレポート類に記載されまず。 

• 数字 ID とは、ファクスの電話番号のことでず。本機の場合、自局登録の「数字の」で登録しまず。 

• セレクト受信は、システム登録の「4己セレクト受信」（か P .260) び「アリ」に設定されている場合 
に機能しまず。 

お買い上げ時は、 r ナシ」に設定されていまず。 

• セレクト受信は、電話回線の場合に利用でさまず。 

セレクト受信を設定ずるとさは、次の手順で操作しまず。 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才 へ。 レ-夕-〕-ド 

1 。一 

フアンクシヨン 

/ V 敵卜 

コ-ド =■ 


〇 を巧ず 


2 


3 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 



システムトウロク 

N 0.二 ■ (01—177) 


セレクトシ''ュシン？ 

ナシ〇 


4セレクト受信を設定する 
を巧ず 


セレクトシ''ュシン？ 

アリ<> 


5 


• 团または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


設定を終了する 



C 括知 b せ j 1 .送信元に巧し、数き I □に電話ま号（ファクスの電話番号）をおず設定するよう依頼してくだ 

- さい。電話番号(外び設定されている、数字 I □び登録されていないなどの場合は、セレクト 

受信でをません。 

2. 本機からファクスを送信する場合、受信側びセレクト受信を設定している場合びあります。 
このため、数字 ID は必ず登録しておいて<ださい。 
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八スワード通信を利用ずる（パスヮ-ド送信/パスヮ-ド受信） 

パスワード通信は、お互いの送信パスワード、または受信パスワードを照合し、一致ずる場合だけ通信び開 
始される機能でず。パスワード通信には、パスワード送信、パスワード受信の機能びありまず。 

パスワード送信とは 

送信時に、お互いの送信パスワードを照合し、一致ずる場合だけ通信び開始されまず。パスワードび異なる 
場合は、通信エラーとなりまず。パスワード送信を設定ずると、ほかのホ目手への誤送信を防止でをまず。 


〇:送信でさます。 
X :送信でさません。 






送信側 

•送信パスワ-ド=1234 



受信側 A 

.送信パスワ-ド=1234 
•設定= r オン」または「オフ」 

受信側 B 

•送信パスワード=なし 


• この機能は、ホ目手機び限定されまず。詳し<は、サービス実施会社にお問い合わせください。 

• パスワード通信は、電話回線を使って利用でさまず。 

. あらかじめ r パスワード送信」 （ホロ. 139)と「パスワード受信」（か P .140) の設定び必要でず。 

パスワード送信は、送信パスワードと、システム登録の「43パスワード送信」の設定により、次表のよラ 
に動作しまず。 

かノ（スワード送信を設定ずるか.1 39) 


設定 

説明 

送信パスワード登録なし 

パスワード送信の機能は、はたらをません。 

送信パスワードを登録し、システム登録 
の「43パスワード送信」を「オフ」に 
設定 

「パスワード送信」 （ ファンクション！ 曲み）を r オン」に設定した 
場合に、パスワード送信の機能びはたらをます。 

送信側と受信側の送信ノ f スワードび一致した場合にだけ送信でをます。 

か 通信ごとにノ f スワード送信を設定する ( P .141) 

送信側、受信側とちに送信パスワードの登録び必要です。 

「パスワード送信」 ( フアンクション1 風み）をけスに設定した 
場合には、パスワード送信の機能がはたらかないため、受信側の送信パ 
スワードの登録は必要ありません。 

送信パスワードを登録し、システム登録 
の「43パスワード送信」を「オン」に 
設定 

常にパスワード送信の設定になっているため、「パスワード送信」 

( フアンクション1 ® (4))の設定をしなくても、パスワード送信の機 
能びはたらをます。 

送信側と受信側の送信ノてスワードび一致した場合にだけ送信でさます。 

送信側、受信側とちに送信パスワードの登録び必要です。 
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フアクス 
の操作 






























パスワード通信を利用ずる（パスワード送信/パスワード受信) 


パスワード受信とは 


受信時に、お互いの受信パスワードを照合し、一致ずる場合だけ通信び開始されまず。 
パスワードび異なる場合は、通信エラーとなりまず。 

パスワード受信を設定ずると、受信パスワードび一致しないホ目手か b の受信を拒否でさまず。 


〇:受信でさまず。 

X :受信を拒否しまず。 

送信側 A 

•受信パスワード=1234 
•設定=「オン」または「オフ」 

送信側 B 

•受信パスワード=なし 



• この機能は、ホ目手機び限定されまず。詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 


パスワード受信は、システム登録の「44パスワード受信」の設定により、次表のよラに動作しまず。 
ホパスワード受信を設定ずる （ P .140) 


設定 

説明 

受信パスワード登録なし 

パスワード受信の機能は、はたらをません。 

受信パスワードを登録し、パスワード受 
信を「オフ」に設定 

送信側び本機と異なる受信パスワードを設定していると、パスワード受 
信の機能びはたらかず、通常の受信となります。 

受信パスワードを登録し、パスワード受 
信を「オン」に設定 

常にパスワード受信の機能びはたらをます。 

送信側と受信側の受信ノなワードび一致したとをにだけ受信でをます。 

送信側、受信側とちに受信パスワードの登録び必要です。 
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パスワー ド通信を利用ずる（パスワード送信/パスワード受信） 

パスワード送信を設定する 

システム登録で、送信パスワード、およびパスワード送信のオン/オフを設定ずる場合は、次の手順で操作し 
ます。 

• システム登録の「43パスワード送信」 （* p .260) でパスワードを設定した場合、「パスワード送信」 
( I フアンクシヨン1 (8) (4))で通信ごとにパスワード送信をずるかどラかを設定でをまず。 

か通信ごとにノ（スワード送信を設定ずる ( P .141) 

1 システム登録の画面を表示する 

I 音画全 

フアンクシヨン 

'(©) 


2 


3 


4 


5 


〇 0© 


イン》-ネット 
FAX 
.■図 


を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 

(キーオペレーター ( I 。菌か 

を押ず 


コードを入力して） 




を押ず 


パスワード （4 柄）を入力する 

(送信パスワードを入力して） 

例：「1234」を入力 


，。な，卜 

相 を押ず 


①または⑤を巧し、パスワード送信を設定する 

【 ]) オフ：パスワードはチェックされません 
© オン：パスワードびチェックされまず 

• 困または面を巧して設定を変更ずることちできまず。 



を押ず 


キ-才へ。レ-夕-コ-卜* 
トト、、二 ■ 


システムトウロク 

N 0.二 ■ (01-177) 


A スワ-卜 '' ソウシン？ 

1111 


れ。スワ-卜、、 

ソウシン？ 

1234 

オフ〈> 


れ。スワ -r 

ソウシン？ 

1234 

オフく〉 

または 

れ。スワ -r 

ソウシン？ 

1234 

オシく> 



■ 


お知らせ） 1.送信パスワードを変更する場合は、手順4で巧互玄3を押して、新しいパスワードを入力し 
て < ださい。 
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フアクス 

の操作 































パスワード通信を利用ずる（パスワード送信/パスワード受信) 


パスワード受信を設定する 

システム登録で受信ノ（スワードと、ノ（スワード受信のオン/オフを設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• パスワード受信は、通信単位で「オフ」または「オン」を切り替えできません。切り替えたい場合は、 
システム登録の設定を変更してください。 


〇 0 @ 


を押ず 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-卜、、 


フアンクシヨン 

コ-ド =■ 


2 


キーオペレーターコードを入力する 

音■丢 

(©) 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 


Y , が卜 


を巧ず 


システムトウロク 

N 0.二 ■ (01—177) 


3 


設定画面を表示する 

/■ —\ \インタ-?ツト 




を押ず 


A 。 スワ-卜 '' ’/'r ンン？ 

1111 


4 パスワード （4 巧）を入力する 

(受信パスワードを入力して） 



。な，卜 


を巧ず 


例 ： n 234」を入力 


A スワ-卜。 

’/ユシン？ 

1234 

オフ<〉 


5 


①または⑤を巧し、パスワード受信を設定する 

の オフ：パスワードはチェックされません 
© オン：パスワードびチェックされまず 

• 百]または田を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


\\ スワ- K ’ 

V 1シン？ 

1234 

オフく〉 


A 。 スワ-卜'、 

)/ 1シン？ 

1234 

オンく〉 


6 


設定を終了する 


。说，トストップ 




を押ず 


C お知らせ ^ 1.受信パスワードを変更する場合は、手順4で巧互玄3を押して、新しいパスワードを入力し 

て < ださい。 
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パスワー ド通信を利用ずる（パスワード送信/パスワード受信） 

通信ごとにパスワード送信を設定する 

システム登録の「43パスワード送信」でパスワードを設定している場合、パスワード送信をずるかどラか 
を通信単位で設定でをまず。 

• 「オン」に設定した場合、通信時に照合される送信パスワードは、システム登録の「43パスワード送 
信」で設定されている送信パスワードでず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


パスワード送信の画面を表示ずる 

フアンクシヨン 

0皮)ィ@1 


\ィな'卜 


を巧ず 


A スワ-卜 '' ソウシン？ 


オフ〈> 


3 


①または⑤を巧し、パスワード送信を設定する 

【 ]) オフ：パスワードはチェックされません 
© オン：パスワードびチェックされまず 

• 困または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


A スワ-卜 '' ソウシン？ 

オフ〈> 


A スワ-卜 '' ソウシン？ 

オン<> 


4 



。が卜 


を押ず 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

^ :•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


6 


宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル（か口.日 8) 

短縮ダイヤル（か P . 巨日） 

電話帳（か P .70) 

直接ダイヤル（か P .66) 

例：短縮ダイヤル「010」 

• 複数の宛先を指定でさまず。 

ホ複数宛先に送る（順次同報送信） （ P .72) 


[010]/、’ ナ 'にック 
5553456 


<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 
の操作 
























パスワード通信を利用ずる（パスワード送信/パスワード受信) 



スタート 


を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して、 I スタート 1 を 
巧します。 



VAf ' 7テサ树クニンシテ 
ストトヲわテクグサイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


0 入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


9 0 を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
から送信び開始されまず。 

• 送信を中止ずる場合は」ストッ刀を巧しまず。 


[010 ] A ナソ ニ ック 

5553456 _ 

_V_ 

巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
/、ィ：スタ-トイイ I : クリァ- 


巧クセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイサルシテイマス* 
1\卞、にか 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展通信とは、親展ボックス機能を利用し、親展番号（パスワード）をつけて原稿を送受信したり、ポーリ 
ング送受信をずる機能のことでず。機密性の高い文書の送受信や、特定の相手との送受信に便利でず。 
受信側は、パスワードを入力しない限り、受信した原稿をプ U ントでをないため、第=ちへの情報漏えいに 
配慮した通信びでをまず。 


パスワードを 
つけて親展送信 



正しいパスワードを入 
力しないと受信した原 
稿をプ1」ントでをない 


送信側 受信側 

この機能は、ホ目手機び限定されまず。詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 

親展ボックスは10個まで使用でさまず。10個の異なる親展番号（パスワード）を使用して親展文書 
を受信でをまず。 

システム登録の「42親展ファイル保を」 （ホロ. 260) を「アリ」に設定ずると、ポ ー U ング送信後も 
親展文書を親展ボックスに保をでさまず。同じ原稿を連続してポー U ング送信したい場合は、設定を 
変更して < ださい。 


メールボックス機能について 


親展ボックスを利用ずると、他のパナソニック互換機と通信ずるためのメールボックス（中継局）として本 
機を使用でをまず。メールボックス（中継局）では、親展番号（パスワード）び付加された親展文書をメモ 
U —に蓄積しておけまず。指定された親展番号（パスワード）を入力しない限り、親展文書のポー U ング受 
信やプ1」ントびでさません。 



本機の親展ボックス 


1000でポーリング 


S)^Pbti ) 1.同じ親展ま号（パスワード）を持つ親展文書を受信すると、同じメールボックスにな巧され 
- ■ ます。 


2. メモ1」一容量び足りない場合は、親展通信でをません。 
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フアクス 
の操作 


























































親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展文書を送信する 


中継局のメールボックスに親展文書を送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


3 


4 


5 


親展通信の画面を表示する 



親展送信を設定する 



親展番号（パスワード） （4 巧）を入力する 


(親展番号（パスワード）を 
入力して) 



必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


シンテン7ウシン？ 

/、''、ノコ''ウヲイレル 7》 aVA 


シンテンソウシン 

シンテン A '' ン]''ウ =■■■■ 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ’'サイ 


6 



中継局の宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （—- p . SS ) 

短縮ダイヤル （(♦口.6日） 

電話帳（か P .70) 

直接ダイヤル （ホり.6 日） 

例：短縮ダイヤル「010」 

スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
ず。テンキーで相手の電話番号を再入力して、 に夕一りを 
巧します。 



[010] A ナにツク 

5553456 


VAf ' 7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


8 


入力済みの宛先をすべて確認する 



ち r 


または 



を巧ず 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


阳 10] A ナソニック 

5553456 


V 


アテサキ巧力’’け I けセンカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


9 


スタート 



を巧ず 

原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了した原稿 
か5、ホ目手機の親展ボックスに送信び開始されまず。 
送信を中止する場合は 、 I ストッス を巧しまず。 
必要に応じて、受信側に親展番号（パスワード）を知らせ 
て < ださい。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* グイがレシテイマス* 

1\卞、に。)り 


親展文書をポーリング受信する 


中継局のメールボックスに親展文書を受信した旨の知らせび入った5、ポー U ング受信を利用して親展文書 
を取り出せまず。親展文書をポー U ング受信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

A 親展通信の画面を表示する 


フアンクシヨン 


〇 @@ 



イソ》-ネット 
FAX 


を巧ず 


シンテン7ウシン？ 

/、''ン〕、'ウヲイレル7夕 aVA 


2 


親展ポーリングを設定する 


@ 



イバイット 

FAX 
I - 囚 


を巧ず 


シンテンホ’-リング 
シンテン/、、'ン: r ウ =■■■■ 


3 


親展番号（パスワード） （4 柄）を入力する 

直量壬 


(親展番号（パスワード）を 
入力して） 



巧-か卜 
FAX 


を押ず 


巧サキヲイレテク》''サイ 
スタートヲわテクタ''サイ 


4 


中継局の宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル （(♦ p . SS ) 
短縮ダイヤル（か P .6 日） 

電話帳（か P .70) 

直接ダイヤル（か P .66) 

例：短縮ダイヤル「010」 


阳 10] A ナソニック 

5553456 


<;欠ぺージへつづく > 


14己 


フアクス 

の操作 
























親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


5 


スタート 


を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、ダイヤル再入力の画面び表示されま 
す。テンキーで相手の電話番号を再入力して、 I スタート 1 を 
巧します。 



VAf ' 7テサ树クニンシテ 
ストトヲわテクグサイ 


直接ダイヤルの場合 

TEL . N 0.サイこパリョク 
12345678 


0 入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけポー U ング受信でさまず。 



スタート 

を押ず 

-親展文書のポー U ング受信び開始されまず。 

• ポーリング受信を中止ずる場合は」ストップ」を巧しまず。 



[010 ] A ナソ ニ ック 

5553456 _ 

_V_ 

巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
/、ィ：スタ-トイイ I :クリァ- 


巧クセキチュウ* N 0.123 


r 括知 b せ）1.親展文書のポ ー U ング受信び終了すると、親展文書はメールボックスから自動的に消去され 
- ます。 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展文書を受信すると 


親展受信文書は、メモ U —内の親展ボックスに蓄積されまず。このとさ、ディスプレイにはメッセージび表 
おされ、親展受付レポートびプ U ントされまず。 

• 同じ親展番号をちつ文書を受信した場合は、同じ親展ボックスに保をされまず。 

• 最大10個の親展ボックスを使用でさまず。 

(特に親展ボックスを登録ずるぶ、要はありません。親展番号の U ストはありませんので、控えておいて 
<ださい。） 

• メモ1」一び一杯の場合は、親展受信でさません。 

ディスプレイに表示されるメッセージ 

親展受信文書びメモ U —に蓄積されている場合、親展ファイル蓄積のメッセージび表示されまず。 



親展受付レポート 

親展受付レポートには、次の項目び記載されまず。 

【レポート例】 

(1) (2) (3) (4) (5) 

- 1 - 

本*木本*本：お本本*本本*本- ンテンウケツケレホート-ホネ本*ネ本〇|<ネ本*本本*本本*本本*本2012 .12—15 本本本ネ本 15:00本*ネ本*ネ本ホネ本ホネ本*本 

林シ；ンシ '' 1シン ヲウ ケツケマシタ林 

ファイル N 0. 7 イテサキ ID 7 イスウ ウケツケ '/ 〕ク 

040 PANAFAX 001 12-15 15:00 

-PANASONIC - 

幸本木幸本幸本本幸幸本幸本本幸幸*幸本本幸本本幸本本幸本本本本*幸本木本本*幸本本本本本本本幸 一 HEAD OFFICE -本本*本本本本本一 2015551212-ホ*本*本本*本本** 


(色） (7) 旧) 


No . 

項目名 

説明 

(1) 

ファイル No. 

通信を受け付けたときに自動的に付くま号です（001〜999)。 

に） 

巧手先 ID 

巧手（中継局）の文字の、または数字1□です。 

(3) 

枚数 

受信をした枚数です。 

(4) 

受付時刻 

親展文書を受信した時刻です。 

(己） 

日付、時刻 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

脚 

文字 ID 

文字1□として登録した会社名や自分の名前です （1 6文字まで)。 

(7) 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

旧） 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 析まで)。 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展文書を蓄積する 


ポー1」ング送信用に、メールボックスに親展文書を蓄積ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• システム登録の「42親展ファイル保を」（か P .260) を「アリ」に設定ずると、ポ ー U ング送信後も 
親展文書を親展ボックスに保をでさまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


3 


4 


親展通信の画面を表示する 



親展文書の蓄積を設定する 


音量矣 



親展番号（パスワード） （4 巧）を入力する 


(親展番号（パスワード）を 
入力して) 



• 原稿の読み取りび開始されまず。親展ボックスに親展文書 
び蓄積されまず。 

-必要に応じて、受信側に親展番号（パスワード）を知 b せ 
て < ださい 


シンテン7ウシン？ 

ン〕''ウヲイレル7夕 aVA 


シンテンチク村 

シンテン A '' ン]''ウ =■■■■ 


* チクセキチュウ* N 0.123 
マイが=001 01% 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展文書をプリントする 


受信した親展文書や、蓄積したポー U ング送信用の親展文書をプ U ントずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• 親展文書をプ U ントずると、親展文書は親展ボックスから消去されまず。システム登録の「42親展 
ファイル保を」び「ア U 」 に設定されている場合ち消去されまず。 

(「42親展ファイル保を」は、ポー U ング送信したあとに親展文書を保をずるかどラかを設定ずるた 
めの項目です。） 

イ親展通信の画面を表示する 


フアンクシヨン 


〇 @@ 



〇が卜 


を押ず 


シンテン7ウシン？ 

/、、'ンバヲイレル7夕 "VA 


2 


親展プリントを設定する 


の 



を押ず 


シンテンフ’リント 
シンテン/、、'ン: r ウ =■■■■ 


3 


親展番号（パスワード） （4 柄）を入力する 

(親展番号（パスワード）を 


入力して） 

親展文書のプ U ントび開始されまず。 



，。が卜 


* フ’リントシテイマス 

へ。-’/ =001/003 


を押ず 


149 L , 


フアクス 

の操作 
















親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


親展文書を消去する 


メモ U —びいっぱいになったなどで、ポーリング送信用に蓄積した親展文書を消去したい場合は、次の手順 
で操作しまず。 

-同じ操作で、受信した親展文書を消去ずることちでさまずび、親展文書はプ U ントして消去ずること 
をお勧めしまず。 

か親展文書をプ U ントずる ( p .149) 

消去方法には、親展ま号（パスワード）を使って]文書ずつ消'モずる方法、親展ボックス内の親展文書ず 
ベてを一括して消去ずる方法びあ0まず。 


親展番号を使って消去ずる 

1 親展通信の画面を表示する 



を巧ず 


2親展文書の消まを設定する 

を押ず 

〇 親展番号（パスワード） （4 巧）を入力する 

^例：「1234」を入力 


シンテン7ウシン？ 

A 、' ン: r ウヲイレル7夕 ava 


シンテンショウキョ 
シンテン A '' ン]''ウ =■■■■ 


シンテンショウキョ 
シンテン A ' ン]''ウ=1234 


4 


スタート 



を押ず 


親展文書び消去されまず。 


* ショウキョシテイマス* 

シンテン A '' ン]''ウ=1234 


一括して消去ずる 


親展通信の画面を表示する 


フアンクシヨン 


〇 @@ 



が-か卜 
FAX 
-囚 


を巧ず 


2 


親展文書の消去を設定する 


© 



做-ネット 

FAX 

-図 


を押ず 


シンテン 、、がが 
ン〕''ウヲイレル7夕 aVA 


シンテンショウキョ 
シンテン A '' ン]''ウ =■■■■ 
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親展ボックスを利用ずる（親展通信) 


3 


一括消去を指示する 



イン祕卜 


スへ’'テノシンテンヲショウキョ 
シマスカ？1:/、イ2:イイ I 


を押ず 



4の 


を押ず 

親展ボックス内のすべての親展文書が消去されます。 


* ショウキョシテイマス 
スへ''テノシンテン 
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フアクス 

の操作 










IP 電話サービスを巧って送る 


本機では、 IP 電話サービスを利用してファクス通信でをまず。 


IP 電話網 

:議‘ 





IP 電話対応機 
体徽 


IP 電話用 
アダプタ 


IP 電話。 
アダプタ 



IP 電話ヴービス利用上の注意 


• プ□バイダが提供する IP 電話サービスのご契約が必要です。 

ご利用になるプ□バイダび、 rip 電話対応機器」に対応した IP 電話サービスを提供しているかどラか、 
き前にご確認ください。 

• IP 電話 サービスのサービス 内容は、プ□バイダごとに異なりまず。 

• IP 電話サービスのサービス内容-料金-提供条件-お申し込み方法などは、プ□バイダにより異なり 
まず。さプ□バイダにご確認ください。 

• IP 電話サービスから発信でさる番号は、各プ□バイダにより異なりまず。 

- 「 IP 電話対応機器」をご利用のお客様間でち、ご契約された IP 電話サービスび異なる場合は、 IP 電話 
サービスとして通信でさない場合びありまず。 

• 一般電話回線を接続しない場合、110番などにはつなが！5ない場合がありまず。 

• 110番、118番、119番の電話番号へは、一般電話回線から自動的に発信されまず。このため、一般 
電話回線び正しく接続されていないと、つなびらない場合びありまず。 

• ご契約された IP 電話サービスび携帯電話やフ U —ダイヤルなどへの電話をサービス対象外としている 
場合は、一般電話回線から発信してください。 


• IP 電話ヴービスからの発信ち法は、巧表のとおりです。 


巧手の電話番号 

発信に利用ずるヴービス 

—般の電日田を S 

例日 3- 1234-已678 
06-1234-5678 

IP 電話サービスから発信でをます。 

〇已〇ま号 （ IP 電話） 

例 〇已 0- XXXX-XXXX # 

IP 電話サービスから発信でをます。 

0 X 0 (0 已〇しがが 

例携帯電話の90、 080) 

PHS (070) 

国際電話(010)など 

ご契約された IP 電話サービスのヴービ 
ス内容により異なります。 

詳し < は各電話ヴービスのヴービス内容 
をご確認ください。 

【ダイヤルした番号が IP 電話サービス対 
象の場合】 

1 P 電話サービスから発信します。 

【ダイヤルした番号び IP 電話サービス巧 
象外の場合】 

一般電話回線から発信してください。 

OOXY 

例 0036などで始まる 
ダイヤル 

OXYO 

(市外局番し U 外） 

例 0120. 日己7日などで始まる 
ダイヤル 

その他のダイヤル 
(110. 118、11目政外） 


1 10. 118、119 

1 10. 118、11目の緊急電話 

一般電話回線から自動的に発信します。 


* 「184+電話番号」および「18己+電話番号」を含みまず。 






































IP 電話サービスを使って送る 


• IP 電話サービスか！5発信できない/発信したくないとき 

• 一般電話回線か b 発信してください。 

•ネットワーク障害など何らかのトラブルにより、 IP 電話サービスびご利用いただけない場合は、一般電 
話回線か b 発信してください。 

■ 発信ち番号通知について 

• IP 電話サービス間の電話の場合は、 IP 電話サービスの電話番号び通知されまず。 

(「184 +電話番号」をダイヤルずることで非通知にずることちできまず。） 

-加入電話など、 IP 電話サービス LU 外に発信ずる際の発信者番号通知については、ご契約された各プロ 
バイダにご確認ください。 

• IP 電話サービスについては、お使いの IP 電話対応機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

■ 下記のよラな場合は、 IP 電話の電話品質がほ下したり、ファクス通信が困難な場合がありまず。 

• ADSL 回線の接続状況によって十分な帯域び確保できない場合 
• インターネットで十分な帯域び確保できない場合 

• IP 電話対応機器に接続されているコンピューターで、ファイル転送やスト U — S ングサービスのよラ 
な 、大さな帯域を必要とずるサービスを使用中の場合 
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IP 電話サービスを使って送る 


IP 電話サービスを利用して送信する 


rip 電話対応機器」を設置している場合は、特別な操作をずることなく IP 電話サービスを使ってファクス 
を送信したり、電話をかけたりでさまず。 

なお、インターネット網の不調などで IP 電話回線び通信不能になった場合は、次に説明ずる U ルート機能と 
プレフィクス機能によって、自動的に一般電話回線に切り替えて通信でさまず。 


リルート機能 

U ルート機能とは、 IP 電話回線び通信不能の場合に、自動的に一般電話回線に切り替えてダイヤルをし 
直す機能です。この機能は、システム登録の「123 U ルート機能」び「アリ」に設定されている場合に 
利用でさまず。 


• 次ページの図の①〜③のいずれかの送信方法で、自動的に通信回線を切り替えてダイヤルをし直し、 
ファクス送信されます。 

-①の方法で送信を開始し、送信できない場合は、②、③と送信方法び順次切り替わりまず。 

• 「123 U ルート機能」び「アリ」に設定されている場合は、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに一 
般の電話番号と IP 電話の番号を両方登録でさまず。 

• ①〜③の動作は、一般電話番号と IP 電話番号の両方び登録されていることを前提としていまず。一般 
電話番号のみしか登録されていない場合は②の方法で送信し、送信できなかったときは③の方法に切 
り替えて送信しまず。 

• ③の方法へ切り替えるためには、システム登録の「124プレフィクス機能」に一般電話回線への切 
り替え番号（プレフィクス番号）を登録し、「アリ」けシ」の設定をけシ」にしまず。 

• 「123 U ルート機能」び「アリ」に設定されている場合は、ディスプレイに次のメッセージび表おさ 
れます。 


U ルートだけを設定している場合 U ルート、プレフィクスの両方を設定している場合 


12-15 13:25 

〈リル-トセツテイチュウ〉 


12-15 13:25 

リル-卜/フ°レフイクスセツテイ 


-「123 U ルート機能」の設定か U ルート機能/プレフィクス機能を設定ずる （ P .1 已 6) 

プレフィクス機能 

プレフィクス機能とは、ダイヤルした番号の頭にプレフィクス番号を自動的に付与ずることにより、 IP 
電話回線ではな<一般電話回線で通信ずる機能でず。 

この機能は、システム登録の「124プレフィクス機能」で、プレフィクス番号び登録され、プレフィク 
ス機能び「アリ」に設定されている場合に利用でさまず。 

• プレフィクス番号は、〇〜日、#、*、ポーズ記号を組み合わせて、最大20析まで登録でさまず。 

• 「124プレフィクス機能」び「アリ」に設定されている場合、「123 U ルート機能」の設定にかか 
わらず、常にプレフィクス番号をつけて一般電話回線で発信しまず。（次ページの図③参照） 

• 「124プレフィクス機能」び「アリ」に設定されている場合は、ディスプレイに次のメッセージび表 
示されます。 

プレフィクスだけを設定している場合 U ルート、プレフィクスの両方を設定している場合 


12-15 13:25 1 

12-15 13:25 

〈グレフイクスセツテイチパ> 1 

リル-卜/フ’レフイクスセツテイ 


• モニターボタンを巧してダイヤルずる場合、プレフィクス機能は無効となりまず。 

• 「124プレフィクス機能」の設定か U ルート機能/プレフィクス機能を設定ずる ( P .156) 
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IP 電話サービスを使って送る 


( NTT の例） 
0000 


rip 電話対応機器」を使用しているとさに、続けてダイヤルずると、ホ目手先の電 
話番号に一般電話回線か b 発信しまず。 


「0000」は NTT の例でず。 
会社へご確認ください。 


-般電話回線への切り替え番号は、ご契約の電話 



IP 電話対応機 


① 


IP 電話用 IP 電話網 IP 電話用 
アダプタ _ アダプタ 




① IP 電話 
③ IP 電話 


IP 電話 
一般電話 


③一般電話^一般電話 


邮帝ミ不 

—敝巧日古 

回線網 


IP 電話対応機 



-般電話対応機 


相手び IP 電話番号を持っている場合 
相手び IP 電話番号を持っていない場合 
一般電話回線を指定する場合 


送信の流れ 

1. 送信方法①でファクスび送られまず。 

2. 通信エラーによって送信ち法①で送ることびできない場合は、自動的に送信ち法③でファクス送信されます。 

3. 通信エラーによって送信方法③でち送ることびできない場合は、自動的に送信方法③でファクス送信さ 
れます。 

• どの回線を使ってファクス送信されたかを、通信管理レポートや通信結果レポートで確認でをまず。 
か通信管理レポート （ P .268) 

か通信結果レポート （ P .274) 


1己己 


フアクス 

の操作 


















IP 電話サービスを使って送る 


リルート機能/プレフイクス機能を設定する 

U ルート機能、およびプレフィクス機能を設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


〇 


を巧ず 


1 システム登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-ド 


フアンクシヨン 

_ / / - V \インタ-:ット 

コ-ド =■ 


2 


キーオペレーターコードを入力する 


t 量^ 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 



インタ-か卜 
FAX 
-囚 


を押ず 


システムトウ□ク 

N 0 .=l (01-177) 


3 


リルート機能の設定画面を表示ずる 


© 0 ® 



.囚 


を押ず 


リル-トキノウ？ 


ナシ〇 


4リルート機能を設定する 

音量； 

パ ; r 

-囚 


© 



を押ず 


フ’レフイクスキノウ？ 


5 


プレフイクス番号を入力する（最大20巧） 

音量； 

(プレフイクス番号を 

入力して）軍®•-卜 (© 少)-囚 を巧サ 

• 誤って入力した場合は、 I ク U ア叫を巧して訂正しまず。 


フ’レフイクスキノウ？ 


ナシ〇 


6 


プレフィクス機能を設定する 

プレフィクス機能を利用しないとき 


の 


© プレフィクス機能を利用ずるとき 
• 团または因を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


フ’レフイクスキパ？ 


ナシ〇 


または 


フ’レフイクスキパ？ 


アリ〈> 


設定を終了する 



( お知 h せ；） 1 .n 24 プレフィクス機制を r ア1」」にすると、「1巧 I 」ルート機制の設赶こかかわらず、 
- ' 常にプレフィクスま号をつけて発呼します。 
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IP 電話サービスを使って送る 


IP 電話番号を登録する 


システム登録の「123 U ルート機能」を「アリ」に設定ずると、1つのワンタッチまたは短縮ダイヤルに、 
一般の電話番号と IP 電話番号の両方を登録でさまず。 

ここでは、ワンタッチダイヤルに IP 電話番号を登録ずる手順で操作を説明しまず。 

イ設定画面を表示する 


フアンクシヨン 


〇 0© 



。泣卜 


を巧ず 


1:ワンタッチトウロク 
2:タンシュクトウロク 


2 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを選択ずる 

ワンタッチダイヤルに登録ずるとき 


の 


© 短縮ダイヤルに登録ずるとを 
例：ワンタッチダイヤル 


ワンタッチく > 

ワンタッチヲわテクタ''サイ 


3 


登録するワンタッチボタンを選択する 

例： 


<01 > 

f ンワ A ンバニ 1 ウリ 3 ク 


4 


電話番号を入力ずる（最大36巧） 

例：「396]川23」を入力 


<01 > 

396111123 ■ 


5 



イ巧-わ卜 
FAX 
■図 


を巧ず 


<01 > 

1ド"、'ン〕*ゥこ1ウリヨク 


6 


IP 電話番号を入力ずる（最大36巧） 

イ列：「0己01234己67890」を人力 


<01 > 

05012345678901 


言量； 



イソ》-わ 
FAX 


を巧ず 


く〇1> ナマ I トウロクくカナ 

0501234567890 


8 


文字ボタンを使って宛先名を入力する 
(最大1日文字） 

例：「エイギヨウブ」を入力 
か文字入力のしかた ( P .251) 


<01 > ェイキ'‘けグくカナ 
0501234567890 


<;欠ぺージへつづく > 
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フアクス 

の操作 


























IP 電話サービスを使って送る 


9 


音き美 



インタ-;ッ 
PAX 


を押ず 


続けてワンタッチダイヤルの登録をずる場合は、手順3か 
らの操作を繰り返しまず。 


10 


設定を終了する 


ストッス 



を押ず 


ワンタッチく > 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 
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Memo 


フアクス 
の操作 
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インターネット FAX を送る 


インターネット FAX 機能を利用にずるには、本機をネットワークへ接続し、必要な項目を正しく設定ずる 
必要びありまず。必要な設定項目と設定の操作については、次を参照してください。 

ホ自局登録（インターネットパラメーター)を設定ずる （ P .38)、 かインターネットに接続ずるには ( P .48) 


直接メールアドレスを指定して送る 


メールアドレスを手動で入力して送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


3 


メールアドレス入力に切り替える 



4 


メールアドレスを入力する 

• 60文字まで入力でさまず。 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ’'サイ 


アト‘'レスヲイレテクタ''サイ 


テンキーを利用して、ホ目手のメールアドレスを入力ずる 

か文字入力のしかた ( P .251) 

例： 「 ab @ panasoni 巳' com 」 を入力 

• 誤って入力した場合は Q ) を巧しまず。 

デフォルトドメインを利用ずる 

メールアドレスのユーヴー部分を入力し、匿玄日を巧ず 
例： rabj を入力ずると、送信時に登録されているデ 
フォルトドメイン r @ panasonic . com 」 び付加 
される 

デフォルトじ(外のドメインに送信ずる 

(1) メールアドレスのユーヴー部分を入力ずる 

(2) ①を巧して階」を入力ずる 

(3) 团または困を巧して、ドメインを還おずる 

(4) I セット I を巧ず 


ab@panasonic. com 
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インターネット FAX を送る 


5 


スタート 



を巧ず 

メールアドレス再入力の画面び表示されまず。 


アト'‘レスヲサイこュウリヨク 


6 


もラー度メールアドレスを入力する 

ホ目手のメールアドレスを再入力ずる 


ab@panasonic.com 


8 


9 


スタート 



を押ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 

手順4で入力したメールアドレスと異なる場合は、 r アテサ 
キガイツチシテイマセン」と表示され、手順4に戻0まず。 


入力済みの宛先をすべて確認ずる 


インタ-か卜 

I - または 




を押ず 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


スタート 



を巧ず 

原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知らせ 1) 

送信を中止ずる場合は、巨了万巧を巧しまず。 


VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


ab@panasonic. com 




巧サキ巧力'’けリ7センカ？ 
'、イ：スタ-トイイ I :クリア¬ 


がクセキ チけ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 

ab@panasonic. com 


お知らせ 


1. お買い上げ時の設定では、送信でをなかった場合に、自動的に通信結果レポートびプ U ント 
されます。 

2. 正常に送信でをなかった場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されます。 

かファイルタイプを設定する（送信ファイルタイプ） (P.178) 

3. デフオルトドメインは、システム登録の ri 己 0 デフオルトドメイン名」 （か P.2 己己）び「ア 
U 」 に設定され、自局情報にデフォルトドメインび登録されているときに利用でをます。 


4. r 送信ファイルタイプ」 ( I フアンクシヨン I ® (6))で、送信ファイルタイプを送信ごとに 
変更でをます。 また' よく使用する送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信ファ 
イルタイプ」（か P .2 己己）で、初期値として設定でをます。 
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インター Tf ット 

FAX の湾 




























インターネット FAX を送る 


ワンタッチダイヤルで送る 


本機では、サーバーを介したインターネット FAX 送信、およびサーバーを介さずに直接インターネット 
FAX へ送るダイレクト SMTP 送信を利用できまず。 

ヴーバーを介してインターネット FAX を送る 

ワンタッチダイヤルを使って、簡単な操作でダイヤルでをまず。 

• ワンタッチダイヤルは、あ日かじめ登録び必要でず。かワンタッチダイヤルを登録ずる （ P .230) を 
参照して < ださい。 



2 

3 


4 


5 


6 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


原稿ガイド 



巧枯ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


1 I を巧ず 

例：ワンタッチボタン01 


<01〉 A ナソこック 

abipanasonic. com 


• ワンタッチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


スタート 

VAf ' 7テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


• 宛先確認の画面び表示されまず。 



を押ず 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


<01> A ’ ナソこック 
ab@panasonic. com 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリア- 


スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知らせり 

• 送信を中止ずる場合は、 I ストップ I を巧しまず。 



* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 
<01〉 A 。 ナソこック 
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インターネット FAX を送る 

ヴーパーをかさずに直接インターネット FAX へ送る（ダイレクト SMTP 送信） 

ダイレクト SMTP 送信び設定されているワンタッチダイヤルを使って、簡単な操作でダイレクト SMTP 
送信を利用できまず。 


ワンタツチダイヤルは、あ日かじめ登録び必要でず。 
参照して < ださい。 


ワンタッチダイヤルを登録ずる （ P .230) を 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテク》''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


3 


を押ず 


例：ワンタッチボタン01 

• ワンタッチダイヤルの登録時に「ダイレクト SMTP 」 を 
「八イ」に設定したワンタッチボタンを指定しまず。 

• ワンタッチボタン17〜32の場合は、ワンタッチボタンの 

前に、〇を巧しまず。 


<01> K ヤに、か 
ab@panasonic. com 


4 


•サーバーを介してインターネット FAX を送る （ P .162) の 
の手順4へ進みまず。 


h だ：) 1. お買い上げ時の設定では、送信でをなかった場合に、自動的に通信結果レポートびプ I 」ント 
- ■ されます。 

2. 正常に送信で をなかった 場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されます。 
•ファイルタイプを設定する（送信ファイルタイプ） （ P .178) 


3. 「送信ファイルタイプ 」 ( b ァンクシヨン I @ (を）で、送信ファイルタイプを送信ごと 
に変更でをます。また、よく使用する送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信 
ファイルタイプ」（か P .26 己）で、初期値として設定でをます。 
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インター Tf ット 

FAX の養 



















インターネット FAX を送る 


短縮ダイヤルで送る 


本機では、サーバーを介したインターネット FAX 送信、およびサーバーを介さずに直接インターネット 
FAX へ送るダイレクト SMTP 送信を利用できまず。 

ヴーバーを介してインターネット FAX を送る 

短縮番号を巧してダイヤルでをまず。 

• 短縮ダイヤルは、あらかじめ登録び必要でず。短縮ダイヤルを登録ずる ( P .233) を参照してくだ 
さい。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧枯ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


3 


短縮/ 


0® の® 

例：短縮ダイヤルの10」 


を押ず 


[010] A か-一、か 
ab@panasonic. com 


4 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



VAf ' 7テサ树クニンシテ 
ストトヲわテクグサイ 


^ 入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 


[010]/\。 か--、か 
ab@panasonic. com 

_V_ 

巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリア- 


^ スター ト 

を押ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知らせ 1) 

• 送信を中止ずる場合は、 I ストップ I を巧しまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 
[010]/、’ナソニック 
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インターネット FAX を送る 

ヴーパーをかさずに直接インターネット FAX へ送る（ダイレクト SMTP 送信） 

ダイレクト SMTP 送信び設定されている短縮ダイヤルを使って、簡単な操作でダイレクト SMTP 送信を 
利用でをまず。 


短縮ダイヤルは、あらかじめ登録び必要でず。 
さい。 


'短縮ダイヤルを登録ずる ( P .233) を参照してくだ 


原稿をセツトする 

送る面を上向さにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

:•濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテク》''サイ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


3 


短縮/ 

スぺース 


0® の® 

例：短縮ダイヤル「010」 


を押ず 


短縮ダイヤルの登録時に「ダイレクト SMTP 」 を「八イ」 
に設定した短縮ダイヤルの番号を指定しまず。 


[010]/、’ ナソ こック 
ab@panasonic. com 


4 


•サーバーを介してインターネット FAX を送るか.1己 4) の 
の手順4へ進みまず。 


h だ：) 1. お買い上げ時の設定では、送信でをなかった場合に、自動的に通信結果レポートびプ I 」ント 
- ■ されます。 

2. 正常に送信で をなかった 場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されます。 
•ファイルタイプを設定する（送信ファイルタイプ） （ P .178) 


3. 「送信ファイルタイプ 」 ( b ァンクシヨン I @ (を）で、送信ファイルタイプを送信ごと 
に変更でをます。また、よく使用する送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信 
ファイルタイプ」（か P .26 己）で、初期値として設定でをます。 


16己 


インター Tf ット 

FAX の養 

















インターネット FAX を送る 


電話帳で送る 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録されている宛先を、宛先名で検索してダイヤルでをまず。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルは、あらかじめ登録び必要でず。かワンタッチダイヤルを登録ず 
る （ P .230)、 か短縮ダイヤルを登録ずるか. 233) を参照してください。 



2 

3 

4 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


。泣ット • 

了テサキメイ ニ ユウリヨクくカナ 

リ梦 )4 胃を押ず 

1 


文字ボタンを使って宛先名の全部または一部を入力ずる 

(♦文き入力のしかた（口.2已1) 巧サキメイこュウリ3ク < A > 

例： 「 PANASON に」を検索ずるために 「 PANA 」 を PANA 

入力 


5 


6 



宛先を探す 


音置二 



パ-ネット 

胃または 



を巧ず 


送信ずる宛先名びディスプレイに表示されるまで繰0返ず 


スタート 



を巧ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 


入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


く01 〉 PANASONIC 
ab@panasonic. com 


VAf ' 7 テサ树クニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


<01> PANASONIC 
ab@panasonic. com 


巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
A イ：スタ-トイイ I :クリァ- 
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インターネット FAX を送る 


8 


スタート 



を巧ず 


原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知日せ 1) 


送信を中止ずる場合は、巨了万ブ1を巧しまず。 



お知らせ 


.お買い上げ時の設定では、送信でをなかった場合に、自動的に通信結果レポートびプ U ント 
されます。 


2. 正常に送信で をなかった 場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されます。 
•ファイルタイプを設定する（送信ファイルタイプ） （ P .178) 


3. 「送信ファイルタイプ 」 ( b ァンクシヨン I @ (を）で、送信ファイルタイプを送信ごと 
に変更でをます。また、よく使用する送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信 
ファイルタイプ」（か P .26 己）で、初期値として設定でをます。 
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インター Tf ット 

FAX の奪 
















インターネット FAX を送る 


複数宛先に送る(順次同報送信) 


同じ原稿を複数の宛先に送信ずる場合、メモ U —送信を使ラことで一度の操作でた < さんの相手に送ること 
びできまず。ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル、および直接ダイヤルに0力所まで) 
を含め、合わせて220力所まで指定でさまず。 

ただし、お買い上げ時は、複数宛先の指定、およびグループダイヤルを禁止ずるよラに設定されていまず。 
この機能び設定されている場合、2力巧目の宛先指定時に、次のメッセージび表示されまず。 


フクスウ巧梓ノセンタか 
7 キマセン 


• 複数宛先指定の禁止を解除ずる場合は、システム登録の n 17複数宛先指定」 （* p .262) を r ア1」」 
に設定しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


3 次の方法を組み合わせてメールアドレスを指定 
する 

• ワンタッチダイヤル （—- p . lSS ) 

ポタンを巧して、ち空 E を巧ず 
• 短縮ダイヤル （ホロ. 164) 

短縮番号を指定して、尼玄丘を巧ず 
• 電話帳 （* p . l 66) 

宛先を選択して 、 I セット I を巧ず 
• 直接ダイヤル （ホロ. 160) 

電話番号を入力して、拒空丘を巧ず（最大20件） 

例： 

P を巧ず (ワンタッチボタン 01) 


短縮/ 

スぺース 

を巧ず (短縮番号001) 

• 入力した宛先数を確認ずる場合、度空丘を巧します。 
•面または田を巧ずと、入力した宛先を確認でをまず。 
宛先を削除ずる場合は、り U ア ー I を巧しまず。 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


く01〉（宛先名） 
abipanasonic. com 


[010](宛先名） 
abipanasonic. com 


1 巧サキセット 

ツイカマかスタ-卜 
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インターネット FAX を送る 


4 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメールアドレスを再入力して、 L スター4を巧しま 
す。 



VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


直接入力の場合 


アト''レスヲサイニユウリヨク 


5 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


^ スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。ずべての原稿の読み取り 
び終了したら、送信び開始されまず。（かお知らせ 2) 

• 送信を中止ずる場合は」ストッスを巧しまず。 


<01 > (宛先名） 
ab@panasonic. com 


巧サキ巧力'’けリ7センカ？ 
'、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 
阳10](宛先名） 


C 3^知 h せ）1.お買い上げ時の設定では、送信できなかった場合に、自動的に通信結果レポートびプリント 
- されます。 

2. 正常に送信でをなかった場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されます。 

かファイルタイプを設定する（送信ファイルタイプ） （ P .178) 

3. メールアドレスと電話番号を組み合わせることびでをます。 

4. —般的に LAN による複数宛先への送信は、 SMTP サーバーに1回の送信で完了します。シ 
ステム登録の「173送達確認要ホ」（か P .2 己己）び「オン」に設定されているか、「172ダ 
イレクト SMTP 送信」び「ア U 」 に設定されている宛先を選択した場合は、各宛先へ個別 
に送信されます。 

己.「送信ファイルタイプ」 ( I ファンクシヨ: ® ®) で、送信ファイルタイプを送信ごと 
に変更でをます。また、よく使用する送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信 
ファイルタイプ」（か P .266) で、初期値として設定でをます。 
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インターネット FAX を送る 


誤送信防止の機能を使5 


誤った宛先への送信を防止ずるため、本機には、複数宛先指定の禁止、宛先確認、直接ダイヤル制限、直接 
ダイヤ j レ再入力の4つの機能びありまず。 


複数宛先指定を禁止する（複数宛先指定） 

お買い上げ時は、複数宛先の指定、およびグループダイヤルを禁止ずるよラに設定されていまず。 
この機能び設定されている場合、2力所目の宛先指定時に、次のメッセージび表示されまず。 

フクスウ巧料ノセンタか 
テ、、キマセン 


• 複数宛先指定の禁止を解除ずる場合は、システム登録の n 17複数宛先指定」 （* p .262) を r ア1」」 
に設定しまず。 

• 「ナシ」に設定した場合ち、プ□グラムダイヤルを利用ずると複数宛先へ送信できまず。 

宛先を確認してか5送る（宛先確認） 

本機では、お買い上げ時、常に宛先確認をしてか b 送信を開始ずるよラに設定されていまず。 

宛先確認び設定されている場合、宛先を確認しないで 「スタート I を巧ずと、宛先確認の操作を促ずメッセー 
ジび表示されまず。 

• 宛先確認をずる場合は、システム登録の「12已宛先確認」（か P .2 日 2) を「アリ」に設定しておきま 
す。お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されていまず。 

宛先を指定して居さ兰 E を巧ずと' 宛先の確認を促ずメッセージび表示されまず。 

次の手順で操作してください。 



U 千' 7 テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


2 


スタート 

を巧ず 

•複数宛先を指定している場合、困または面で、ずべての 
宛先を確認しないでな夕ート」を巧ずと、ちのメッセージび 
表示され、手順1へ戻りまず。 



スへ'' テノ巧サキヲカたンシ 
スタ-トヲわテクグサイ 
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インターネット FAX を送る 


直接ダイヤルを制限ずる（直接ダイヤル制限） 

メールアドレスを直接入力ずる操作を禁止ずるよラに設定でをまず。 

• 直接ダイヤル入力を禁止ずる場合は、システム登録の「13日直接ダイヤル制限」（ホ P .2 日 3) を「ア 
U 」 に設定しまず。お買い上げ時は、「ナシ」に設定されていまず。 

• この機能を設定ずると、匿受王玉のは使用でさません。ただし、再ダイヤル待ちび表示されている場 
合は I ちダイヤの 巧ずと、再ダイヤルび開始されまず。 

直接ダイヤル制限び「アリ」に設定されている場合、テンキー、厦爱 ZEE 、 面（インターネット FAX ) を 
巧すと、なのメッセージび表示されまず。 

チヨクセツグイかレセイケ'‘ン 
チュウコノソウサ/斤’’わセン 


メールアドレスの直接入力時に再入力ずる（直接ダイヤル再入力） 

本機では、お買い上げ時、メールアドレスを直接入力ずる場合にメールアドレスの再入力画面び表示され、 
もラー度メールアドレスを入力するよラに設定されていまず。1回目と2回目のメールアドレスび一致し 
た場合にだけ送信びでさまず。 

• 直接ダイヤル再入力の設定を変更する場合は、システム登録の「137直ダ再入力」（か P .2 日 3) で設 
定を変更して<ださい。お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されていまず。 

• システム登録の「13日直接ダイヤル制限」び「アリ」に設定されている場合は、「137直ダ再入力」 
(か P . 2日 3) で「ア U 」 を設定してち、再入力画面は表示されません。 

• 1回目と2回目の宛先び一致しない場合は、「アテサキガイッチシテイマセン」と表示されまず。 

直接ダイヤル再入力び「アリ」に設定されている場合、1回目のメールアドレスを入力し、匿玄旦または 
良 タート I を巧ずと、自動的に再入力画面び表示されまず。次の手順に従って操作してください。 


1 メール アドレスをもう一度入力する _ 

アト''レスヲサイニユウリヨク 


ab@panasonic. com 


2 


スタート 


を巧ず 

• 1回目と2回目のメールアドレスび一致ずると、送信び開 
始されます。 

• 1回目と2回目のメールアドレスび一致しない場合は、 
「アテサキガイッチシテイマセン」と表示されまず。 
この場合は、1回目のメールアドレスの入力から、操作し 
直しまず。 
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インターネット FAX を送る 

次の送信を予約する(メモリー送信予約） 

メモ U —送信で原稿を送信中、または原稿の受信中に、次の操作びでをまず。 
-次の送信をメモ U —に蓄積ずる（最大20件） 


メモ U —送信で原稿の送信中、原稿の受信中、または受信文書のプ U ント中は、ディスプレイに次のメッ 
セージび表示されていまず。 


•メモリー送信中 

• 受信中 

• 受信文書のプリント中 

* ソウシン 'ンテイマス* 
(宛先名） 


*'/ r ンンシテイマス* 

け目手先 1 D ) 


* フ’リントシテイマス* 
パリーフ7イルフ’リント 


メモリー送信予約の操作 

次の送信を予約ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


7テサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


3 


宛先を指定ずる 

• ワンタッチダイヤル （—- p . lSS ) 
短縮ダイヤル ((•' P .164) 

電話帳 （* p . l 日 6) 

直接ダイヤル （ホロ.！ 巨 0) 

例：短縮ダイヤル「010」 


[010]/\° か--、か 
ab @ panasonic . com 


4 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメール アドレスを再入力して 、 L スター 4を巧しま 
す。 



VA テ'、7テサキヲカクニンシテ 
スタ-トヲわテクグサイ 


直接入力の場合 


アト'‘レスヲサイこ1ウリヨク 
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インターネット FAX を送る 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


[010]/、。ナソニック 

ab @ panasonic . com 


アテサキ巧力’'イ 71 巧センカ？ 
"イ：スタ-ト イイエ'.クリ7- 


^ スタート 

を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知 b せ 1) 

• 送信を中止ずる場合は」 スト ッブを巧しまず。 


ザクセキチけ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* チクセキカンリョウ* 

マイスウ=003 12% 


自動再ダイヤルについて 


LAN 接続に異常びあったり、巧手のサーバーび通信不可能などで通信びでさなかったとさは、 3 分ごとに 
最大2回まで再ダイヤルされまず。 

その間、下のよラなメッセージび表示されまず。ファイル番号は、メモ U —送信ファイルの場合ディスプレ 
イのち端上部に表示されまず。 


グイヤルマチ 
<01〉（巧ホ名) 


• 再ダイヤル待ちの通信予約ファイルは、通信ず約時刻や宛先を変更でさません。 

• 再ダイヤル待ちの通信を中止したい場合は、「ダイヤルマチ」のメッセージび表示されている状態で、 
I ストップ I を巧しまず。 

• 「ダイヤルマチ」び表示されている状態で厦爱 ZEE を巧ずと、再送信でをまず。 


( お知 b せ) 1 .メモリー送信予約の消去については、（•■通信予約ファイルを消去する (P.122) を参照くだ 
さい。 

2. 送信を停止する場合は、 [ XRy ^ を押します。 

ディスプレイには、なのメッセージび表示されます。 

ソウシンテイシ？ 

1:/、イ2:イイ I 


©を押すと、送信び停止されます 
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インターネット FAX を送る 
ドメインリストをすリ用する （セレクトドメイン) 


セレクトドメイン機能を使ラと、メールアドレスを簡単に入力できまず。 

この機能を利用ずる場合は、あ日かじめ、よく使ラドメイン名を自局情報（インターネットパラメーター) 
の「セレクトドメイン」（か P.40) に登録しておきまず。 10 件まで登録できまず。 

セレクトドメインを利用ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

例：事前に登録した" panasonic . com " を使って、パナソニック販売部宛" sales @ panasoni 巳. com " にメー 
ルを送信ずる 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた (p.47) 


2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる (P.74) 


3 


メールアドレス入力に切り替える 



4 


メールアドレスのユーザー部分を入力する 

例： rsales @」 を入力 


•メールアドレスは、 60 文字まで入力でさまず。 
• 「@」は、のを巧して入力しまず。 


原稿ガイド 



巧枯ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


アト''レスヲイレテクタ''サイ 


sales@l 


5 


6 


ドメイン名を選択する 



ドメイン名を決定する 



例： 「 panasonic . com 」 を選お 

-誤ったドイン名を選択した場合は、手順已へ戻ります。 
(ホ P .] 7 己のお知らせ 1) 


Panasonic.com 


sales 卵 anasomc. 
com 
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インターネット FAX を送る 


スタート 



を巧ず 

メールアドレス再入力の画面び表示されまず。 


アト'‘レスヲサイこュウリヨク 


8 


もラー度メールアドレスを入力する 

ホ目手のメールアドレスを再入力ずる 


sales@panasonic. 

com 


9 


スタート 



を巧ず 

宛先確認の画面び表示されまず。 

手順6で入力したメールアドレスと異なる場合は、「アテ 
サキガイッチシテイマセン」と表示され、手順3に戻0 
まず。 


10 


入力済みの宛先をすべて確認する 



インタ-:ット 
, FAX 


または 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 



インタ-か卜 
, FAX 


を巧す 


11 


スタート 



を押ず 


原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。 

送信を中止ずる場合は、をトッスを巧しまず。 


VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


sales@panasonic. 

com 


巧サキ巧力’’けリ7センカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリア¬ 


がクセキ チけ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 

sales@panasonic. 


お知らせ 


1.必要なドメイン名び見つからない場合は、 I ク U ア ー I を押してセレクトドメインを終了して 
ください。 
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インター Tf ット 

FAX の漫 





























インターネット FAX を送る 


受信確認メールを要ホする (送達確認要求 (MDN)) 


送達確認要求 （ MDN ) を設定ずると、受信側に受信確認のメールを要までをまず。受信側に送達確認の機 
能びある場合は、送信元に巧して受信確認メールを自動的に送信でをまず。 

• 受信確認メールび戻ってをた場合、お使いのファクスの通信管理レポートには rOKJ び表示されまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


2 

3 


4 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


送達確認要求の画面を表示する 



を巧ず 

①または⑤を巧し、送達確認を設定する 



オフのとさ 



オンのとさ 


• 团または面を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


ソウタツ M こ、乃 

オン〈> 


ソウタツ M こ、乃 
_オフく> 

または 


ソウタツ M こ、乃 

オン〈> 


5 

6 


/ 户 '■'V \仍づット 

•話"-(:(§>少苗 を押ず 

巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 

王 y し"， 


宛先を指定ずる 


• ワンタッチダイヤル ([•"p. 1 62) 

[010]"。ナ、に ック 

短縮ダイヤル （( tfiieA ) 

電話帳（か P.166) 

直接ダイヤル ((•'P.160) 

例：短縮ダイヤル「010」 

ab@panasonic.com 
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インターネット FAX を送る 



スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメール アドレスを再入力して、 L スター 4を巧しま 
す。 



VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


直接入力の場合 


アト''レスヲサイニユウリヨク 


8 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


[010]/、。ナソニック 

ab@panasonic. com 


アテサキ巧力''イ 71 巧センカ？ 
/、イ：スタ-ト イイエ'•クリ7- 


9 0 を巧ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると送 
信び開始されまず。（かお知日せ 1) 

• 送信を中止ずる場合は」ストッスを巧しまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 
[010]/、’ナ'にック 


(3^ 夕 Qbti ' ) 1 .複数の宛先に送信すると、宛先ごとに送信し、送達確認び要ホされます。 

2.システム登録の「173送達確認要ホ」（ホ P .266) で、送達確認要ホの初期値を変更でを 
ます。お買い上げ時は、「オン」に設定されています。 
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インターネット FAX を送る 


ファイルタイプを設定する(送信ファイルタイプ) 


送信文書のファイルタイプを、 TIFF 、 または PDF から選択できまず。 
送信ファイルタイプを設定ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲオシテクタ’'サイ 


3 


4 


機能設定の画面を表示する 



を巧ず 

①または⑤を巧し、ファイルタイプを設定する 



TIFF のとき 



PDF のとさ 


• 团または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


ソウシンファイルタイフ’？ 

TIFFO 


ソウシンファイルタイフ’？ 

TIFFO 


または 


ソウシンファイルタイフ’？ 

PDFO 


5 

6 




巧サキヲイレテクタ''サイ 

を押ず 

スタ-トヲわテクタ’'サイ 


宛先を指定ずる 

• ワンタッチダイヤル （—■ p . l 日 2) 
短縮ダイヤル （ホロ. 164) 

電話帳（か P .166) 

直接ダイヤル （( tfiieO ) 

例：短縮ダイヤル「010」 


[010]/\。ナ 'にック 
ab@panasonic. com 


スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメールアドレスを再入力して、 L スター 4を巧しま 
ず。 



nr 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


直接入力の場合 


アト‘'レスヲサイこパリけ 
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インターネット FAX を送る 


8 


入力済みの宛先をすべて確認する 



ち r 


または 



を巧ず 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 


9 


スタート 



を押ず 

原稿の読み取0び開始されまず。読み取0び終了ずると設 
定したファイルタイプで、送信び開始されまず。 

送信を中止ずる場合は、なトッフ j を巧しまず。 


阳10]/、’ナソニック 
ab@panasonic. com 


アテサキ巧力’’け I けセンカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリア¬ 


がクセキ チュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス 
[010]/、。ナソニック 


技知 b せ J 1.送信ファイルタイプは、システム登録の「177送信ファイルタイス （(♦ P . 2 己日）で挪月値 
を変更でをます。 
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インター Tf ット 

FAX の奪 



























インターネット FAX を送る 


送信エフーび発生したときは(エラーメール) 


インターネット FAX では、メールを正常に送信でさなかった場合、メールサーバーからエラーメールび返 
送されまず。エラーメールでは、メールサーバーからの情報と1枚目の画情報びプ U ントされまず。 

エラーメー ルのプリント例 


Received : from localhost <localhost.) by ifeif 1. で dmg.mgcs.mei. co. jp ( 目 . 6.12/3.4W3) with 
internal id OAA243B1 ： sun. dd Mmm yyyy 14:52:57 +0900 
Date: Sun, dd Mmm yyyy 14:52:57 +0900 

From: Mail Delivery Subsystem <MAILER-DAEMON»ifelf1.rdmg. tngcs.mei.co.3p> 

Subject ： Returned mail ： User unknown 

Message-Id ： <200011120552.OAA 243016 ifeifl.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

To ： <fax9nwp 己 31.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 


The original message was received at Sun, dd Mmm yyyy 14:52:54 +0900 
from nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp [172.21.22.51] 


- The following a 。 幻 resses nad delivery problems - 

<errorenwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp> (unrecoverable error) 


一 --- Transcript of session follows - 

.... while talking to nwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp. : 

>» RCPT To : <errorInwr39. rdmg. mgcs. mei. co. jp> 

<<< 550 <errorenwr39.rdmg.mgcs.mei.co.jp>... User unknown 
550 <errorenwr39.rdmg.mgcs.mei.CO.jp>... user unknown 

- Original message follows - 

Return-Path ： £axenwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp 

Received ： from nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp (Internet FAX) (nwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp [172.21 
.22.51]) Ifeif1.rdmg.mgcs.mei.co.jp ( 目 . 6 .12/3.4W3) with SMTP 主曰 OAA243eo for <error®nwr39 
.rding. mgcs. mei . CO. jp>; Sun, dd Mmm yyyy 14:52:54 +0900 
Message-Id ： <200011120552.OAA243 白 rdmg.mgcs.mei.co.ip> 

Mime-Version ： 1.0 

Content-Type : image/tiff 

Co 打 tent—Transfer—Enco 过 ing: t>ase&4 

Corvte 円 t-Disposition: attachment ； file 打 ame= "image.tif" 

Content-Description ： image.tif 

X—Mailer; Internet ； FAX, MGCS 

Date: Sun. dd Mmm yyyy 14:49:00 +0900 

From ； "DP-2000" <faxenwpc31.rdmg.mgcs.mei.co.jp> 

Subject: IMAGE from Internet FAX 
To ： errorenwr39.rdmg.mgcs.mei.co . 巧 


5 

dd Mrcim yyyy 14:49 FROM UF- 6020 P. 白！ / 因 i 



THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LANE • BOOLS - DORSET . BH 巧 SER 
TeLEMOKK BOOLE (94S13) 51617 - nux 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC dd Mm 血 yyyy 


Or. P.N. Cundall, 
Mining Surveys Ltd.« 
Holroyd Road 
Reading, 

Berks. 


Dear Pete, 

Permit me to introduce you to the facility of facsimile 
transmission. 

In faeaimlle a : photocell la cause 过 to perform a raster sea 打 over 
thft subject coDv. The variations of print density on the docujnent cause 


メーリングリストを使う 


複数の巧手のメールアドレスを指定ずる代わりに、あ b かじめメールサーバーに登録されたメー U ングリス 
卜を利用ずると、1回の操作で、簡単に複数宛先送信びでをまず。 

メー U ング U ストのご利用については、システム管理ちとよく相談のラえご使用ください。 
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インターネット FAX を受ける 


ネットワーク上のコンピューターまたはインターネット FAX か日受信した文書は、自動的にプ U ントされ、 
受信トレイに排出されまず。受信ずるための設定は特にありません。 

ただし、 POP サーバーに接続してインターネット FAX を利用ずる場合は、 POP 関連の設定び必要になり 
ます。 か POP クライアントとして設定ずるには （ P . 已 0) 

インターネット FAX は、受信文書だけではなく、メールち受信でさまず。メールをコンピューターで閲覧 
する操作については、お使いのメールソフトやビューアーソフトの取扱説明書をご覧ください。 

TIFF ビューアー、 TIFF コンバーター、プ U ンタードライバーは、次のホームページか日ダウン□ー ドでき 
ふ 〇 


. ホームベーシ http://panasonic.biz/doc/fax/download/index.html 

ダウン□ー ドしたソフトウェアのインストール、およびインストール後の動作については、お客様の責任の 
元にお取り扱いください。当社では、これ日のソフトウェアについての、動作保証、インストール後の二次 
的損害に関しては、その責任を負いかねまずのであ日かじめご了をください。 




181 







インターネット FAX を受ける 

POP サーバー か5 メールを 受信する 

POP サーバーに接続して本機を利用ずる場合は、システム登録で項目の設定び必要でず。 

• 本機び POP サーバーに接続されているかどラかは、システム管理ちにお問い合わせください。 

システム登録の項目 

P 0 P サーバーに関連ずるシステム登録の項目は次表のとおりでず。 

ホ POP クライアントとして設定ずるには ( P .50) 


No. 項目 

説明 

146 

POP 取得間隔 

POP サーバーへメールの到着を確認する間隔を設定します。 

• 0〜己〇分で設定します(初期値は3分)。 

• 「0分」に設定すると、確認されません。 

147 

POP 自動受信 

POP サーバーへメールの到着を確認し、自動的にメールを受信するかどラ 
かを設定します。「ナシ」にすると、自動受信されません。 

-ナシ . 自動受信されません。ディスプレイに受信メールの件数だ 

けび表示されます。この場合は、手動で E メールを受信す 
る必要びあります。 

.か POP サーバーから手動で受信する ( P .185) 

•ア U.POP サーバーにメールびあれば、自動的に受信し、本機で 

プ U ントされます。 

148 

POP 受信後メール削除 

本機び POP 受信サーバーからメールを受信したあとに、 POP 受信 ヴー 
バー上のメールを削除するかどラかを設定します。 

けシ」にすると、 POP 受信後、メールび削除されません。 

149 

P 日 P エラー時 ><- ル削除 

印刷でをない形式の添付ファイルを受信した場合に、 POP 受信サーバーか 
らメールを削除するかど5かを設定します。 

-ナシ . エラーのメールを受信しても削除されません。 

•ア U . エラーのメールを受信すると、自動的に削除されます。 


POP 受信を設定する 


システム登録の画面を表示する 

客呈全 

フアンクシヨン 


〇 のの 



インタ-わ卜 
FAX 

I - 囚 


を巧ず 


2 


3 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 


を巧ず 


POP 取得間隔の設定画面を表示する 




キ-才へ。レ-夕-コ-ド 

トト'、 =■ 


システムトウロク 

N 0.二 ■ (01—177) 


POP シ1トクカ：/カク？ 

I フン (0-60) 
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インターネット FAX を受ける 


4 


5 


6 


POP 取得間隔を設定する 

POP サーバーへメールの到着を確認ずる間隔をテンキーで設 
定します。 

例：「引を入力 

•〇〜60分を設定できまず。 

• 誤って入力したとさは、医互玄司を巧してから正しい文字 
を入力し直して < ださい。 


POP 自動受信を設定する 

P 0 P サーノ（一へメー j しの到着を確認し、自動的にメールを受 
信するかどうかを、①または③のボタンを巧して設定しまず。 


i 


「ナシ」のとさ 
2 ) 「ア U 」 のとさ 

困または面を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


POP シュトクカンカク？ 

5 フン ( 0 - 60 ) 


ぶか 

POP ’/卜.’ウシ'、 1 シン？ 

を押ず 

7 リく> 


POP 卜”ウシ'' 1 シン？ 
ナシ〇 


または 


POP ’/卜.’ウシ'、 1 シン？ 
7 リ〇 



POP ゴメ-ルサク’;；ヨ？ 

を押ず 

門く> 


8 


POP 後メール削除を設定する 

本機び POP 受信サーバーからメールを受信したあとに 、 POP 
受信サーバー上のメールを削除ずるかどラかを、①または③ 
のボタンを巧して設定しまず。 


の 


「ア U 」 のとさ 
© r ア U 」 のとさ 

• 团または因を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


POP ゴ メール サク'; /' a ? 

ナシ〇 


または 


POP ゴメールサクシ'' a ? 

7 ' J <> 


9 


ぶル 

P0PI ラ-メ-ルサク‘/ 3 ? 

^ JT を押ず 

ナシく〉 


<;欠ぺージへつづく > 


183 


インター Tf ット 

FAX の奮 























インターネット FAX を受ける 


10 


POP 後 エラーメール 削除を設定す る 

印刷でさないお式の添付ファイルを受信した場合に、 POP 受 
信サーバーからメールを削除ずるかどラかを、①または③の 
ポタンを巧して設定しまず。 



r ナシ」のとさ 
r ア U 」 のとを 


百]または田を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


11設定5終了する 

\イン》-ネット 
\ FM 

-因 



ストツス 



を巧ず 


P 0 PI 7- トルサク’/'ヨ？ 
ナシ〇 


または 


P 0 PI 7- トルサク’/ョ？ 
アリ<> 


() 1.プリントでをない添付ファイルを受信した場合は、プリントでをないことび通知されます。 

2.システム登録の「148 POP 受信後メール削除」（—13.264)、「149 POP エラー時メール 
削除」 （か 13.2 日 4) のどちらかび「ナシ」に設定されている場合、 POP サーバーのメールは 
削除されません。 

「ナシ」に設定されている場合は、 POP ヴーバーのメールを定期的に削除してください。 

POP サーバーは、アカウントごとに一定の容量び確なされていますび、メールを定期的に削 
除しない場合、メールボックスび容量オーバーとなり、新規メールび拒否されます。 

POP サーバーのメールは、お手持ちのコンピューターに取り込むか、または上記のシステム 
登録の設定を「ア U」 に変更し、本機び POP サーバーからすべてのメールを受信、プリント、 
削除でさるよラにします。ただし、この場合、前にプ U ントしたメールを再プ U ントすること 
びあ0ます。 
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インターネット FAX を受ける 


POP ヴーパーか5の自動受信について 

•システム登録の「147 POP 自動受信」（か P.264) を「アリ」に設定している場合： 

システム登録の「146 POP 取得間隔」（か P .264) で設定した間隔で、自動的に POP サーバーにアク 
セスし、新規メールび確認されまず。 

POP サーバー上のメールはずべて本機に取り込まれ、自動的にプ U ントされまず。 

1ケンメ-ルカ，アリマス I 


•システム登録の「147 POP 自動受信」 C パ). 264) をけシ」に設定している場合： 

システム登録の「146 POP 取得間隔」（か P .264) で設定した間隔で、自動的に POP サーバーにアク 
セスし、新規メールの着信び確認されまず。 

新着のメールびある場合ち、本機には取り込まれず、メッセージだけび表示されまず。 


12-15 15:00 

〈りがトト、、イテイマス> 


POP ヴーパーか5手動で受信する 

POP サーバーから手動でメールを受信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


スタート 


^をがず 

1ケンメ-ルカ'、7リ7ス 


新着のメールび POP サーバー上にない場合は、ちのメッセー 
ジび表术されまず。 

シ '' r ンンメ-ル/、7リマセン 


新着のメールび POP サーバー上にある場合、メールを受信し 
てプ U ントされまず。 

* シ''ユシンシテイマス* 

ID ： ab @ panasonic . 
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インターネット FAX を受ける 


ワンタッチボタンで POP ヴーパーか5手動で受信する 


ワンタッチボタンに POP 手動受信び登録されている場合は、自局情報(インターネットパラメーター）で 
登録したユーヴー名 iU 外の POP ユーヴー名宛のメールを受信でさまず。 

• ワンタッチボタンで POP 手動受信を登録ずる操作については、か POP 手動受信を登録ずる （ P .248) 
ワンタツチボタンを和用して POP サーノ（一から手動でメールを受信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


POP 受信が登録されているワンタッチボタン 
を巧す 

例：ワンタッチボタン01 

P を押ず 


• ワンタッチボタン17〜32の場合は、ワンタッチボタンの 
前に、パを巧しまず。 

• POP ユーヴー名び登録されていない場合は、 POP ユー 
ヴー名を入力して I スター円 を巧してください。 

2 (パスワードび設定されていない場合） 

POP 受信パスワードを入力する 

POP 受信パスワードを設定しまず。 


POP シ,1シントサ'、-メイ 

Panasonic 


POP '/ i シン A スワ-ド 


3 


スタート 

を押ず 

新着の方ールが POP サーバー上にない場合は、ちの六ツセー 

ソロ、表术 立れます。 I シ''ュシンメ-ル/、7リマセン 



新着のールが POP サーバー上にある場合、^ールを受信し 
てプ U ントされます。 


* シ、、1シンシテイマス* 

ID ： ab @ panasonic . 
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FROM 欄を利用ずる ( FROM 選択) 


システム登録の「14已 From 選択機能」（か P .264) を「アリ」に設定ずると、メール送信時に、発信元 
やメールの杆 om 欄の内容を選択でさまず。お買い上げ時の設定は r ナシ」になっていまず。 

From 選択機能には、24個（ N 0.01- 24) のユーヴー名とアドレスを登録できまず。 

ここでは、システム登録で FROM 還おを設定ずる操作、送信時に FROM 欄を設定ずる操作について説明 
します。 


FROM 選択を設定する 




5 


6 


システム登録の画面を表示する 


フアンクシヨン 


宣■丢 


〇 0@ 



を巧ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 



じ夕-か卜 
FAX 


を押ず 


3 From 選択機能の設定画面を表示する 

の®®" 



を押ず 


4 From 選択を設定する 

© r ア U 」 のとを 


困または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 



側-;.ル 
FAX 
I - 囚 


を押ず 


From 選択の番号を入力する 

• 01〜24を設定でをまず。 

• 誤って入力したときは、 I ク U ァ ー I を巧してから正しい文き 
を入力し直して < ださい。 

• 困またはを巧して番号を還おずることちでさまず。 


From 選択のユーザー名を入力する 

ユーヴー名を入力する 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

例："°ナソニック 

• 最大2已文字まで入力でをまず。 


トオへ°レ-夕-〕-卜。 
コ - K、=l 


システムトウ□ク 
N 0 .=l (01-177) 


From ランセンタク？ 


ナシく〉 


From ランセンタク？ 


7' J <> 


From ランセンタク 
/、、'ンバヲイレル7夕 aV /\ 


1- サメイこパリが〈カナ 
01 


1- サメイこパリけ〈カナ 
01 A ナにック 


<;欠ぺージへつづく > 
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インター Tf ット 

FAX の奮 


























FROM 欄を利用ずる ( FROM 選択) 


8 

9 


/—\ \インタ-ネット 

( \ \ fax 

7ドレスヲイレテクタ''サイ 

精因 を押ず 

01 


メールアドレスを入力する 

メールアドレスを入力ずる 
が文字入力のしかた （ P .2 已 1) 

例： def@panasoni 巳 


アト‘'レスヲイレテクタ''サイ 
01 de 干 @panasonic 


• 最大60文字まで入力でをまず。 



• 続けてほかのユーヴー名を登録ずる場合は、手順日からの 
操作を繰り返しまず。 


11 設定を終了する 


ュ-サメイこパリがくカナ 
02 


ストッス 



を押ず 


FROM を選択して送信する 


From を選択して送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

1 原稿をセットする 

I 送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


巧枯ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


3 


宛先を指定ずる 

• ワンタッチダイヤル （—- p . lSS ) 
短縮ダイヤル （( tfiieA ) 

電話帳 （* p . l 日 6) 

直接ダイヤル （ホロ. 160) 

例：短縮ダイヤル「010」 


[010]/\°ナ'にック 
ab @ panasonic . com 
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FROM 欄を利用ずる (FROM 選択) 


4 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメールアドレスを再入力して 、 L スター 4を巧しま 
す。 



VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


直接入力の場合 


アト’’レスヲサイニユウリヨク 


5 


6 



入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


スタート 


を押ず 


From 欄を設定する 

From の番号を入力ずるか、函または面を使って From を還お 
ずる 

例：「01」を入力 



阳10]/、’ナソニック 
ab@panasonic. com 

_ ▼ _ 

アテサキ巧力’’けリ7センカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I: クリァ- 


From ランセンタク 
が'ン〕、'ウヲイレル7夕 aVA 


01 A ナにック 
de 干 @panasonic. C0 


• 「00」を選択した場合は、自局登録のインターネットパラ 
メーターに登録されているユーヴー名で送信されまず。 

Q スタート 

を押ず 

• 原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると、 
設定したユーヴー名をメールのヘッダー部の 「 From 」 に 
記載して送信されまず。 

• 送信を中止ずる場合は、な トップ 吃巧しまず。 


* チクセキチけ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス* 
[010]/、。ナソニック 
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FROM 欄を利用ずる ( FROM 選択) 


FROM 選択リストをプリントする 


システム登録の「14已 From 還お機能」（か P .264) び「アリ」に設定されている場合は、 FROM 欄還お 
U ストをプ U ントできまず。 FROM 欄還択リストは、システム登録 U ストの末尾にプ U ントされまず。 


システム登録リスト （FROM 欄選択リスト） 


システム登録リストをプリントする 


フアンクシヨン 


〇 



インタ-みか 

FAX 

-図 


を巧ず 


2 


キーオペレーターコードを入力する 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して) 



キ-才へ■■レ-夕-コ-ド 

コ-ド =■ 


* フ°リントシテイマス* 
システムトウ□クリスト 


FROM 欄選択リストの見かた 


FROM 欄選択リストには、次の項目び記載されまず。 

(1) (2) (3) 


トネ本木ネ本木 一 、• 

* 本 * From ラ 


If ムトウロクリスト ー本本*本本ホ本本*本本ホ本**幸：*本ホ*本*ホ 2012-12-15 本*本本*本本本幸本本15:00木木本本木本*本本 
センタクリスト *** 


N0. 

ユ-ゲ-メイ 

メ-ル 7 卜’レス 

01 

Pana 干 ax Sales 

sales@panasonic. com 

02 

Pana 干 ax Seme 

service@panasonic. com 

03 

1 

\ 

Panafax Account in 

( 

\ 

account@panasonic. com 

1 

\ 

1 

24 

1 

Panafax Engineer in 呂 

1 

engneeringipanasonic. 




-PANASONIC 


- 2015551212-林******* 


No . 

項目名 

説明 

(1) 

No . 

送信元の選択ま号です。 

に） 

ユーヴー名 

登録したユーヴー名です。 

(3) 

メールアドレス 

登録したメールアドレスです。 


• 上記じ(外の項目については、かシステム登録リスト （ P .27 日）を参照してください。 
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件ち欄を利用ずる（サブジ I クト) 


何も設定されていない場合、メールの件名欄には定型文として 「IMAGE from Internet FAX 」 び設定され 
まず。システム登録の「1已日サブジェクト登録」 （* p .26 已）を「アリ」に設定ずると、個別に件名を設 
定して送信でさまず。 

ここでは、システム登録でサブジェクト登録を設定ずる操作、および件名をつけて送信ずる操作を説明しまず。 

• 自局登録の「サブジェクト」に件名を設定しておくと、送信ずるずベてのメールに、設定したサブジェ 
クトび挿入されまず。 


件名欄を設定する 


2 


5 


システム登録の画面を表示ずる 

フアンクシヨン 


〇 0@ 



。が卜 


を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 


Mi 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 



を押ず 


ス ヴブジェクト登録の設定画面を表示する 

の ®®" 



を押す 


4サブジェクト登録を設定する 
(? J を巧ず 


トオへ°レ-夕-〕-卜。 
コ - K、=l 


システムトウロク 

N 0 .=l (01-177) 


サフ'’'クトトウロク？ 

ナシく〉 


サフ’’'/' I クトトウ□ク？ 

V ! く〉 


图または面を巧して設定を変更ずることちできまず。 


設定を終了する 


が 



ィ觀トストップ 



を押ず 
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インター Tf ット 

FAX の奪 
















件名欄を利用ずる（サブジェクト) 


件名を設定して送信する 


件名を設定して送信ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた ( p .47) 


原稿ガイド 



2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .74) 


3 


4 


宛先を指定ずる 

• ワンタッチダイヤル （—- p . lSS ) 
短縮ダイヤル （( tfiieA ) 

電話帳 （* p . l 66) 

直接ダイヤル ((•' P .160) 

例：短縮ダイヤル「010」 

スタート 


を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 

• 直接入力の場合は、再入力の画面び表示されまず。テン 
キーでメール アドレスを再入力して、 L スター 4を巧しま 
す。 



7テサキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 


[010]/\°ナソこック 

ab @ panasonic . com 


nr 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


直接入力の場合 


アト'‘レスヲサイこ1ウリヨク 


5 


6 


入力済みの宛先をすべて確認ずる 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


スタート 



を押ず 


[010]/\°ナソこック 
ab @ panasonic . com 


巧サキ巧力'‘イアリ7センカ？ 
"ィ：スタ-トイイ I :クリア- 


げ' / i クト ニパリけ 
マかスタ-トヲオシテクタ''サイ 
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件名欄を利用ずる（サブジェクト） 


件名を設定する 

文字ボタンを使って、件名を入力ずる 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

例：いラク 

• 40文字まで設定でをまず。 

• 自局登録のサブジェクトび登録されている場合は、何ち設 
定しないと登録した件名び挿入されまず。 

• 自局登録のサブジェクトび登録されていない場合は、本機 
の初期値 ([IMAGE from Internet FAX 」） び挿入されま 
す。 


サフ’’'/'け卜 

くカナ 

レンラク 



8 


スタート 



を巧ず 


原稿の読み取りび開始されまず。読み取りび終了ずると、 
設定した件名び、メー J しのへッダー部の件名欄に記載して 
送信されます。 

送信を中止ずる場合は、ロトッスを巧しまず。 
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インター Tf ット 

FAX の養 












受信した文書を面送ずる（受信ルーティング) 


G 3 ファクスから受信した原稿を、ネットワークに接続されたコンピューターやインターネット FAX 、 ま 
たは電話回線に接続された別の G 3 ファクスに転送でをまず。 



この機能を利用ずる場合は、システム登録の「1已2 SU 巨ルーティング」（か P . 26已）、「1已3数き ID ルー 
ティング」 (か P . 26已）、「17已発番号ルーティング」（か P .266)、 または「176ダイヤルインルーティン 
グ」 （(♦ P .266) の設定を「アリ」にずる必要びありまず。 






















受信した文書をお送ずる（受信ルーテイング) 


受信ルーテイングの設定について 


受信ルーティングに関連ずるシステム登録の項目は次表のとおりでず。利用ずるルーティング方法に合わせ 
て、システム登録の設定を変更してください。 


No. 項目 

説明 

1己2 

SU 目ルーティング 

F コード通信び利用でをる G 3 ファクスから、 F コード（サフアドレス）を 
使ってルーティングする場合に「ア U 」 に設定します。 

送信側の G 3 ファクスから送られる F コード（サブアドレス）で、本機にき 
録されている宛先にルーティングでをます。 

1已吕 

数字1□ルーティング 

数字1□を利用してルーティングする場合に「ア U 」 に設定します。 

送信側のファクスから送られてくる数字ので、本機に登録されている宛先に 
ルーティングでをます 

154 

ルーティング時 From 欄 

ルーティングで、メールを送信するとをの From 欄の内容を選択します。 

-中継局 ........ ルーティングする本機のメールアドレスびま示されます。 

-指示局 ....... 発信者の数字のび表示されます。 

1已已 

ルーティング時プリント 

受信した原稿をすべて本機でプ U ントするか、ルーティング操作び機能しな 
かった場合にだけプ U ントするかを選択します。 

-未通信 ........ ルーティングでをなかった場合だけ受信文書びプ U ントされま 

す。 

-すべて ........ ルーティングでをたかどラかにかかわらず、受信文書がプ U ン 

卜されます。 

17己 

発番号ルーティング 

送信側の G 3 ファクスから送られる発信者ま号を使ってルーティングする場 
合に設定します。 

送信側の G 3 ファクスから送られる発信者ま号で、本機に登録されている宛 
先にルーティングでをます。 

((■■お知らせ1 ) 

• この機能を利用する場合は、システム登録の「90発ま号契約」 （♦ P .26 1 ) 

を r ア1」」に設定してください。 

176 

ダイヤルインルーティン 
グ 

送信側の G 3 ファクスから送られるダイヤルインま号を使ってルーティング 
する場合に「ア U 」 に設定し、ダイヤルインま号（最大20巧、已〇件まで） 
を登録します。 

送信側の G 3 ファクスから送られるダイヤルインま号で、本機に登録されて 
いる巧先にルーティングでをます。 

(かお 知らせ1 ) 


( お知 b せ J 1.発信をま号通知（ナンバーディスプレイ）、ダイヤルインヴービスは、あらかじめ NTT、NTT 

- ' コミュニケーシヨンズとの契約び必要です。本ヴービスの詳細については NTT 、 NTT コミュ 

ニケーシヨンズにお問い合わせください。 


19己 












受信した文書を転送ずる（受信ルーティング) 


転送巧を登録する 


ルーティング機能を使ラ場合は、転送先をワンタッチダイヤル、または短縮ダイヤルに登録しまず。 

送信側か日送られてさた番号（設定により、サブアドレス、数字の、発信ち番号、ダイヤルイン番号のい 
ずれか）と、ワンタッチダイヤル、または短縮ダイヤルに登録されている番号び一致した場合に、転送び実 
行されまず。 

• 転送先を登録ずる場合は、あ日かじめ、システム登録の「1已2 SU 巨ルーティング」、「1已3数字 ID 
ルーティング」、「17已発番号ルーティング」、「176ダイヤルインルーティング」のいずれかの設定 
を「ア U」 に変更しておいてください。 

か受信ルーティングの設定について （ P .1 日已） 

ここでは、転送先を設定ずる操作を、ワンタッチダイヤルにメールアドレスを登録ずる場合の手順で説明し 
ます。 



2 


3 

4 


5 


設定画面を表示する 

フアンクシヨン 


〇 ©か-煙戸を押ず 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを選択する 

ワンタッチダイヤルに登録ずるとを 


の 


© 短縮ダイヤルに登録するとを 
例：ワンタッチダイヤル 


登録するワンタッチボタンを選択する 

例：ワンタッチボタン01 
1 


メールアドレス入力に切り替える 



を巧ず 

メールアドレスを入力する （ 60 文字まで) 


テンキーを利用して、巧手のメールアドレスを入力ずる 
文き入力のしかたか.2已 1) 


1:ワンわチトウロク 
2:タン': a クトウロク 


ワンタッチく > 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


<01 > 

f ンワ A ン]''たけリヨク 


<01 > 

アト'‘レスヲイレテクタ''サイ 


<01 > 

ab@panasonic.com 


例： 「ab@panason に. com」 を入力 
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受信した文書を転送ずる（受信ルーティング） 


6 


文字ボタンを使って宛先名を入力する 
(最大1己文字） 

例：「エイ ギヨ ウブ」を入力 


か文字入力のしかた （ P .2 已 1) 


8 


SUB ルーティングを設定している場合 



イン》-;ット 

FAX 


を押ず 


(サブアドレスを入力する） 


イ列：「11223344已已」を入力 


この項目は、システム登録の ri 已2 SUB ルーテイング」 

(か P .2 己己)び、 r ア I 」」に設定されている場合に設定します。 


9 


数字 ID ルーティングを設定している場合 



'ンなか 


を巧ず 


(数字 ID を入力する） 


何 j :「已已已1234」を人力 


この項目は、システム登録の ri 已3数字 I □ルーテイング」 
(か P .2 已已)び、 r ア I 」」に設定されている場合に設定します。 


^ Q 発番号ルーティングを設定している場合 

/-■ 一 -v. \ィバィか 

イ爲 ^) ►Vs 


を押ず 


(発ま号を入力する） 


イ列：「已已已34已6 」を入た 


この項目は、システム登録の ri 7已発ま号ルーテイング」 
(か P .2 己己)び、 r ア I 」」に設定されている場合に設定します。 


11 


ダイヤルインルーテイングを設定している場合 



，紙 （田または困を巧し、 

— E ホ： t 甲ずダイヤルイン番号を選択する） 


イ列：「01已已已已678」を選択 


この項目は、システム登録の「17己ダイヤルインルーティング」 
( か P.2 己巨)び、 r ア I 」」に設定されている場合に設定します。 


Y 铅ット 

〈01> ナマ I トウロクくカナ 

@7" を押ず 

ab@panasonic. com 


<01 > エイキ'‘けフ''くカナ 
ab@panasonic. com 


ル-ティング： SUB アドレス 


ル-ティング： SUB アドレス 
1122334455 


ル-テイング：スが 1 D 


ル-テイング：スウ’/ '1 D 
5551234 


ル-テイング：/、ツ A '、 ン： T ウ 


ル-ティング：/、ッン: T ウ 
5553456 


ル-ティング：グイかレイン 
V A ヲオシテクタ‘'サイ 


ル-テイング：グイかレイン 
015555678 


<;欠ぺージへつづく > 
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インター Tf ット 

FAX の奪 
























受信した文書を転送ずる（受信ルーティング) 



• システム登録でダイレクト SMTP 送信び設定されている 
場合は、手順13に進みまず。 

• 続けてほかのワンタッチダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3か b の操作を繰り返しまず。 

• ワンタッチダイヤルの登録を終了ずる場合は、手順1已に 
進みます。 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されていない場合 


ワンタッチく > 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されている場合 


グイレクト SMTP=I 
1 :/、イ 2: イイ I 



(ダイレクト SMTP 送信び設定されている場合のみ) 

ダイレクト SMTP 送信を設定する 



:ダイレクト SMTP 送信び設定されまず。 



イイエ 


:ダイレクト SMTP 送信は設定されません。 


. この項目は、システム登録の「172ダイレクト SMTP 送 
信」 （* p .266) び r ア1」」に設定され、手順4〜5でメー 
ルア ドレスを指定した場合に設定しまず。 



続けてほかのワンタッチダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3か日の操作を繰り返しまず。 


15 


設定を終了する 

ストッ玄 

を押ず 



グイレクト SMTP =1 
1 :/、イ 2: イイ I 


または 


グイレクト SMTP =2 
1 :/、イ 2: イイ I 


ワンタッチく > 

ワンタッチヲオシテクグサイ 
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受信確認メールを送る（送達確認) 


システム登録の「1日0送達確認返送」（― '9.264) を「ア U 」 に設定ずると、メール受信時、送信側に巧 
して受信確認メールび自動的に送信されまず。 

• 送達確認の送信は、送信元の機種び限定されまず。詳し<は、お買い上げの販売店または、サービス 
実施会社にご相談ください。 

1 システム登録の画面を表示ずる 

宜■全 

フアンクシヨン 


2 


5 


〇 0 @ 



。が卜 


を巧ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 



。祐卜 


を押ず 


ス 送達確認返送の設定画面を表示する 

の@が 



を巧ず 


4送達確認返送を設定する 
(? J を押ず 


团または田を巧して設定を変更ずることちでさまず。 


設定を終了する 



イ巧-?か 
FAX 
■図 


，ト ストッス 



を押ず 


トオへ°レ-夕-トト。 
コ - K‘=l 


システムトウロク 

N 0 .=l (01—177) 


ソウタツカクこンヘンソウ？ 
ナシ〇 


ソウタツカクこンヘンソウ？ 

7リ〇 



お知らせ 


1. コンピューターから送信されたメールを受信した場合は、受信確認メールを送信でをません。 
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インター Tf ット 

FAX の暴 
























中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


LAN 中継同報機能を持ったインターネット FAX とネットワークを組むことで、 LAN 経由で送信したメー 
ルを、 一般回線に接続された複数の G3 ファクスへ同報送信でさまず。 

LAN 中継同報とは 


•例1:インターネット中継送信 



じ(下に、 LAN 中継同報の流れを説明しまず。 

1. LAN 中継機能を持ったインターネット FAX 巨（中継尉に、メール （TIFF あ式のファイルを添付ず 
ることびでさまず）で、 LAN 中継同報を指おしまず。あらかじめ、 LAN 中継指示を登録したワンタッ 
チ/短縮ダイヤルを使巧すると、簡単に LAN 中継同報の指おびでをまず。 

か LAN 中継局として設定ずる （ P .20 已） 

2. 管理ち用のコンピューターに、 LAN 中継同報指示されたことびメールで通知されまず。 

か送信ジャーナル（管理を宛メール） ( P .214) 

3. LAN 中継指おされたメールに添付されているファイルび、一般回線に接続されたファクス（ストック 
ホルム）へ転送されます（順次同報)。 

4. 引き続き、次のファクス（ベル U ン•□ー マ）に転送されまず。 

已. LAN 中継同報び終了ずると、 LAN 中継同報を指示したインターネット FAX A (発信局）（またはコ 
ンピューター）へ、通信結果レポートび返送されまず。 

か中継送信レポート（通信結果レポート） ( P .213) 


200 















中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


•例 2 :フアクスヴーバ ー (イントラネット 中継送信) 



メールサーバー 



(1) メールを利用して、メールサーバーに LAN 中継同報送信び指示されまず。 

(2) メールサーバーに よって、 LAN 中継指おで 本 機に メールび 転送されまず。 

(3) 本機では、 G3 ファクスに巧して送信び開始されまず。 


( 括知 b せ J 1.本機には、 LAN 経由の中継同報を指示する機能と、中継指示を受けて一般回線に接続された 
- ファクスに送信する LAN 中継局の機能びあります。それぞれ、なを参照してください。 

- LAN 中継同報の指示について ： か LAN 中継送信を指示する （ P . 20 8) 

- LAN 中継同報指示の登録について：か LAN 中継指示を設定する （ P .20 己） 

• LAN 中継局としての登録について：か LAN 中継局として設定する （13.20 己） 

2. 一般回線に接続されたファクスから、本機に LAN 中継同報を指示することはできません。 

3. LAN に接続されたインターネット FAX やメールを宛先として、 LAN 経由で LAN 中継同報 
を指示することはでをません。 

4. 本機び LAN 中継指示を一度に受け付ける巧先数は、最大20力所です。20力所を越える 
LAN 中継指示び受け付けられた場合は分割して処理されます。この場合、中継結果レポート 
は分割した処理単位で返送されます。 

己. POP サーバーに接続して利用している場合、 LAN 中継指示を受け付けて一般回線に接続さ 
れたフアクスに送信する機能は利用できません。 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 

中継ネットワークについて 


本機から最終宛先まで直接インターネット FAX で送信ずる場合、本機能により、時間および長距離市外電 
話料金び節約でさまず。 

中継ネットワークは原則として、インターネット FAX (発信局 A) またはコンピューターである発信局と 
LAN 中継機能を持つインターネット FAX (中継局日）、そして G3 ファクスである最終宛先か b 構成され 
ます。 


本機から原稿、またはコンピューターか b メールをインターネットを使って中継局（本機を含む）へ送信し 
ます。中継局からは通常の電話回線を使って G3 ファクスである最終宛先まで送信できまず。（コンピュー 
夕一からの送信は TIFF-F お式のファイルび添付可能でず。） 

中継局から最終宛先への送信には、電話料金び発生しまず。 

中継局から最終宛先までの送信完了後に、 LAN 中継送信び完了したかどラかを通知ずる通信ジャーナルび、 
中継局から発信局に返信されまず。中継送信情働ホ、メールで中継局にあ日かじめ登録されている自局登録 
のインターネットパラメーターの管理ちメールアドレスに送信されまず。（が P. 已1 ) 

LAN 中継送信を利用ずるには、 （♦LAN 中継局として設定ずるか.20已）〜(♦送信ジャーナル（管理ち宛 
メール） ( P .214) に記載されている設定手順にしたびい、必要情報を入力してください。 

図1に LAN 中継ネットワークのサンプルを記載しまず。 

図 1のサンプルは、 ニューヨーク（発信局） を 起点とし、□ンドン および シンガポール（中継局） び、 
ニューヨークと 結ばれ、（最終巧巧） は ストックホルム、 □-マ、 東京、香港そしてシドニーなどとなって 
います。 

この基本的なネットワークはネットワーク内の宛先に、□ンドンおよびシンガポールの2箇所の中継局を 
介して、1回の操作でファイルを送信でをまず。 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 




表吕：□ンドンへのサンプルパラメーターおよび電話帳機能番号表（中継局) 

電話番号 ： 7 ] 1111234 

メールアドレス (SMTP) : smtp@lonclon.panasonic.co.uk 

ホスト名 : london 

LAN 中継パスワード : uk-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

巧巧ち 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

<01> 

ニュ ー3 —ク 

smtp 涵 newyork.panason に . com 

— 

<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

— 

く 0吕> 

シンガポール 

smtp 涵 sin 呂 apore.panason に . C 0 .S 呂 


<04> 

ま京 

81331111234 

[001] 


[□01] I シンガポ ー J レ IJ レー I S 目 - rly@sin 有 apore.panasoni 巳.巳 0.S 有 


く 0吕> 

シンガポール 

smtp@siri 呂 apore.panason に . C0.S 呂 

— 

<04> 

ま京 

81331111234 

[002] 

[001] 

ロンドンリレー 

uk-rly@loncion.|3anason に . co.uk 


[002] 

シンガポールリレー 

S 呂 -rly@sin 呂 apore.panasonic.co.s 呂 

— 

[003] 

□—7 

3白61111234 

[001] 

[004] 

香港 

8己2 23123456 

[002] 


•表]〜3は、図]記載のサンプルネットワーク設定でず。 

表1:ニューヨークへのサンプルパラメーターおよび電話帳機能番号表（始発発信局) 

電話番号 ： 212 ]]] 1234 

メールアドレス (SMTP) : smtp@newyork.panasonic.com 

ホスト名 ： newyork 

LAN 中継パスワード ： usa-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

巧巧名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

i _ 心 _1 

1 □ンドン 

smtp@london.panasonic.co.uk 

1_::_ 1 


<02〉 I ストックホルム 14681111234 [001] 












中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


表3:シンガポールへのサンプルパラメーターおよび電話帳機能番号表（中継局) 


電話番号 

メールアドレス （SMTP) 
ホスト名 

LAN 中継パスワード 


己已1111234 

smtp@singapore.Panasonic.co.sg 

Singapore 

sg-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

巧巧名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

<01> 

□ンドン 

smtp@london.|3anason に . co.uk 

— 

<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

[001] 

<03> 

ニュ ー 3 —ク 

smtp@newyork.panasonic.com 


く 04> 

ま京 

81331111234 

— 

[001] 

□ンドンリレー 

uk-rly@london.|3anason に . co.uk 

— 

[002] 

□ —7 

吕白巨 1111234 

[001] 

[003] 

香港 

852 2 吕 1234 己 6 

— 

[004] 

シド ニー 

612111 1234 



(35知4せ） 1 .本機び中継局として動作するよう、 LAN 中継パスワードを登録してください。（か P .20 己） 

2. 第兰者び LAN 中継局送信にアクセスでをないよラにするため、ネットワークセキユ U テイー 
を設定して < ださい。 すべての LAN 中継局送信通巧のために、中継許可ドメイン名と管理ち 
のメールアドレスを入力してください。 

か LAN 中継局として設定する （ P .20 己） 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


LAN 中継局として設定する 

じ(下のパラメーターを確実に設定し、本機を LAN 中継局に設定してください。 Otp . 已1、か p 264) 


1 . システム登録の「14吕 LAN 中継機能」 ((•' P .264) 

本機を LAN 中継局として機能させるかを設定しまず。 

-「ナシ」 . LAN 中継の動作をしません。 

-「アリ」 . LAN 中継の動作をしまず。 

2. システム登録の「143中継結果返送 J (ホ P .264) 

LAN 中継結果を発信元へ返送ずるかを設定しまず。 

-「オフ」 . LAN 中継結果を送信しません。 

-「全て」 . LAN 中継結果のずべてを送信しまず。 

-「未通信」 . LAN 中継で未通信となった場合に送信しまず。 

3. LAN 中継指示をずるときのパスワード泊局情報） （かお知日せ]) 

LAN 中継指示をずるとさに、第=者び本機にアクセスずるのを防ぐ目的で、パスワード （10 文字ま 
で）を設定しまず。このパスワードび合った場合のみ、 LAN 中継動作しまず。 

4. 管理をのメールアドレス（自局情報） 

LAN 中継の管理およびコスト管巧の目的で、管理者のメールアドレスを登録してください。送信情報は 
LU 下の通りでず。 

(発信ち：発信局のメールアドレス） 

(宛先：受信者の G 3 ファクスの電話番号） 

さ発信者からの LAN 中継指示を受けると、管理者へメールで通知されまず。 

已 .中継許可ドメイン名伯局情報） お知らせ 2) 

]0件のドメイン名（最大30文字）まで登録できまず。 

例：登録ドメイン名 
(01): rclnn . mgcs . co.jp 
(02): rclmg . mgcs . co.jp 
(03): panasonic.com 

上記の例で 、 LAN 中継指示は、 rclnn . mgcs . co . jp , rclmg . mgcs . co.jp または panasonic.com のドメイ 
ン名を含むメールアドレスか日のみ受信でさまず。 


r お知らせ） 1 . LAN 中継パスワードは、メールのヘッダー部分に含まれて送信するため、メールやインター 

-^ ネット FAX で使っているメールアドレスとは異なるものを登録することをお勧めします。こ 

のよラに登録することで、インターネット FAX を受信したとを、 LAN 中継パスワードを容 
易に識別でをます。 

2. 中継許可ドメイン名びすべて空欄である場合は、インターネット FAX はすべてのドメイン名 
に対して LAN 中継指示を受信します。 














中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


LAN 中継指示を設定する 


ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルへ中継指示を登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• あ日かじめ、システム登録の「140 LAN 中継指示」（か P .2 己 4) を r ア1」」に設定しておきまず。 
「ナシ」： LAN 中継送信指示ずることはできません。 

「ア U 」 ： LAN 経由の中継送信指示び巧能になりまず。 


〇 0© 


を巧ず 


1 設定画面を表示する 


1 . 

1 : ワンわチトウロク 

フアン クシ ヨン 

墨 ^ r ( / *"■ "N \ 。卜わ卜 

2: タン'; a クトウロク 


2 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを選択する 

ワンタッチダイヤルに登録ずるとき 


の 


© 短縮ダイヤルに登録ずるとを 
例：ワンタッチダイヤル 


ワンタッチく > 

ワンタッチヲオシテクタ''サイ 


3 


登録するワンタツチボタンを選択ずる 

例：ワンタッチボタン01 
1 


<01 > 

テ*ンワ A '' ンバニけリヨク 


4 


電話番号を入力する 

電話番号を入力ずる 

(ポーズやスペースを含み、最大36巧まで) 
例： r 日-已已已1234」を入力 


く 01〉 

9-555 1234 


-誤って入力した場合は Q ) を巧しまず。 

-中継局と最終宛先び同じ地域に位置ずる場合は、最終宛先 
か b 国番号または市外局番を省略でをまず。中継局か日 
は、最終宛先まで市内番号通話となりまず。 


5 


V 涼卜 

〈01> ナ マエ トウ□クくカナ 

@う-^を押ず 

9-555 1234 


6 文字ボタンを使って宛先名を入力する 
(最大1己文字） 

例：「□ーマ」を入力 
ft 文き入力のしかた （ P .2 已 1) 


<01> P -7 くカナ 

9-555 1234 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


音章今 


Y 饼卜 

チュウケイキヨク A ンコ''ウ 

(§)7" を巧ず 

III 


8 


9 


LAN 中継局を設定する 

LAN 中継局として登録されている短縮ダイヤルの3析の番号 
を入力しまず。（かお知らせ1 ) 

例：「010」を入力 

• 中継局として登録した短縮ダイヤルに、中継局と合致した 
LAN 中継パスワードび登録されている必要びありまず。 



嘴 


を巧ず 


続けてワンタッチダイヤルの登録をずる場合は、手順3か 
日の操作を繰0おしまず。 


10 


設定を終了する 


ストッス 



を押ず 


チュウケイキがンコ''ウ 
010 


ワンタッチ< > 

ワンタツチヲわテク》‘サイ 


お知らせ） 1. LAN 中継局の短縮ダイヤル設定 

- LAN 中継局を短縮ダイヤルに登録する場含は、宛先のメールアドレスにホスト名と LAN 中 

継ノてスワードを設定する必要があります。 

例： uk - rlv @ london . panasonic . co.uk 
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インター Tf ット 

FAX の湾 















中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


LAN 中継送信を指示する 


本機に必要なずベての項目を登録ずると、次の手順で LAN 中継局を経由して自動的に1つまたは複数の 
G 3 ファクスに原稿を送信でさまず。 

• LAN 中継局には、必要な項目ずベてを必ず設定してください。 


中継局び登録されている宛先へ送信する場合 


• LAN 中継指示を設定したワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを指定ずる操作 
* LAN 中継指示を設定ずるれ 206) 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
か原稿のセットのしかた （ P .47) 


2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


3 


4 


LAN 中継指示を設定した宛先を指定する 

• ワンタッチダイヤル（か口.！日 2) 

短縮ダイヤル （ホロ. 164) 

電話帳（か P .166) 

例：ワンタッチダイヤルの2」 


スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 


原稿ガイド 



巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクタ’'サイ 




く01> 口 -7 

9-555 1234 



VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


く01> 口-7 

9-555 1234 


巧サキ巧力‘' イアリ7センカ？ 
A イ：スタ-トイイ I: クリァ- 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


6 


スタート 



を巧ず 

. 中継局へ送信び開始されまず。 

例：最終宛先： 9-已已已1234 
(電話番号） 

(かお知 b せ 1) 

-最終宛先への送信び完了ずると、中継局か b 本機宛に通信 
結果レポートび送信されまず。このレポートで、 LAN 中 
継送信び完了したびどラかを確認できまず。 

• 送信を中止ずる場合は、な トップ I を巧しまず。 



お知らせ） 1.中継局び内線電話などをお使いの場合、か部アクセスま号をダイヤルしたあとに I ポーズ I を 

押してから、宛先の番号を全部入力して<ださい。 

2. #文字は、中継局のメールアドレスには使用でをません。 
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インター Tf ット 

FAX の奪 
















中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


中継局が登録されていない宛先へ送信ずる場合 


原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


原稿ガイド 



2 

3 


4 


5 

6 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 


中継同報の画面を表示する 

フアンクシヨン 

〇 @が胃"—押ず 

中継局を指定する 

. ワンタッチダイヤル（か P .68)、 （か P .162) 

短縮ダイヤル （(* p .6 日）、（か P .164) 

電話帳（*口.70)、（*口.16日） 

直接ダイヤル （痛' P . 巨日）、 （* p.l 日 0) 

例：短縮ダイヤルの〇1」 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 




LAN チけケイ 

チけケイキヨクイレテクタ''サイ 



[010] □ント'、ンチュウケイ 
uk-rly@london. pa 



LAN チュウケイ 

勢を巧ず 

巧サキヲイレテクタ''サイ 


最終宛先を指定する（電話番号のみ) 

• ワンタッチダイヤル （—- p . SS ) 

短縮ダイヤル （(♦ P .6 日） 

電話帳 （:* p .70) 

直接ダイヤル（ホ P .6 日） 

例：ワンタッチダイヤル「01」 


<01> ストックホルム 
4681111234 


• 最終宛先は、複数指定でをまず。 



スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



VAf ' 7テサ祝クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


8 


入力済みの宛先をすべて確認する 


または 


宛先確認をした場合だけ送信でさまず。 




を巧ず 


9 


スタート 



<01> ストックホルム 
4681111234 


アテサキ巧力’'イアリ7センカ？ 
"イ：スタ-トイイ I: クリア- 


を巧ず 

. 中継局へ送信び開始されまず。 

例：最終宛先： 4681111234 
(電話番号） 

(かお知らせ 1) 

-最終宛先への送信び完了ずると、中継局から本機宛に通信 
結果レポートび送信されまず。このレポートで、 LAN 中 
継送信び完了したびどラかを確認できまず。 

• 送信を中止ずる場合は、0 トップ I を巧しまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=001 01% 


* ソウシンシテイマス 
<01 > スト’;/クホルム 


お知らせ 


1. 中継局び内線電話などをお使いの場合、外部アクセス番号をダイヤルしたあとにを 
押してから、宛先の番号を全部入力してください。 

2. #文字は、中継局のメールアドレスには使用でをません。 
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インター Tf ット 

FAX の養 





















中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


コンピューターか5 LAN 中継同報を指示する 


Outlook などのメールアプ U ケーシヨンを使って、 TIFF あ式のファイルを添付し、複数の宛先のファクス 
へ中継送信でをまず。この機能を和用にずるには、事前に次の設定び必要でず。 

• 本機に自局情報 （ LAN 中継パスワード）を正しく設定しておく 

• DNS サーバーへホスト名を登録し、適切な SMTP セキュ U ティを設定をずる 

* DNS サーバーへの登録と、セキュ U ティー設定については、お使いのネットワークのシステム管 
理ちへお問合わせ < ださい。 

コンピューターか日中継送信をずる場合は、メールアプ U ケーシヨンの宛先 （ To ) にホ目当ずるフィールド 
に、次のよラに入力しまず。 

り列） S 邑 -「 ly #81 33111 234@ singapore . Panasonic . CO. sg 
または 

s 邑 - 「 ly#*001 ©Singapore.Panasonic.CO.sg 

. sg-rly : LAN 中継パスワード迫局情報インターネット登録の内容と合致させる） 

#8133111234 :ファクスの電話番号 

• #と@のあいだは、電話番号のほか、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルなどの情報を入力ずるこ 
とちでをまず。 

• PBX (交換機）などを利用して内線か日外線へ発信ずる際にポーズび必要な場合は、「一」（八イフ 
ン）をファクス番号の部分に入力して<ださい。 

•#*001〜#*168 :短縮ダイヤル 

#*2001〜#*2032 :ワンタッチダイヤル/プ□グラムダイヤル 

• @のあとには DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名び入りまず。 

LAN 中継送信び完了ずると、中継結果び通信結果レポートとしてコンピューターへ返送され、中継結果を 
確認でさまず。 

TIFF コンバーターは、インターネット FAX び受信巧能な TIFF ファイルお式へ変換ずるアプ U ケーシヨン 
でず。 

Word 、 Excel ® などで作成されたファイルを、中継機能を使ってファクスへ送信ずる場合、そのまま * doc 、 
*. xls お式のファイルを添付して送信ずることはでをません。あ日かじめ TIFF コンバーターを利用して 
TIFF 形式のファイルへ変換してから送信してください。 

• 変換時の解像度は、通常 200 dpi を還おしてください。 400 dpi は、受信側び 400 dpi の処理能力を 
保ちしていることび、あらかじめわかっている場合に使用しまず。 

• MA 円アプ U ケーシヨソホ、 TIFF ファイルへ変換後、 MAPI を使ってメールアプ U ケーシヨンを自動 
的に起動ずるアドインプ□グラムでず。 MAR に対応したメールアプ U ケーシヨンと連動ずることに 
より、 Word 、 Excel ® などのアプ U ケーシヨンか日プ U ントずる感覚で、インターネット FAX へ送 
信でをまず。 

TIFF コンバーター、および MAPI アプ U ケーシヨンは、次の URL からダウン□ー ドでをまず。 

http://panasonic.biz/doc/fax/download/index.html 


C お知らせつ 


1. 「#」と「*」記号は、送信パスワードのあとに入れ、最終宛先の電話番号を続けます。 

2. 中継局び内線電話などを使用している場合、が部アクセス番号をダイヤルしたあとに、 
I ポーズ I を押し、ポーズ（「一」）を入力してから、宛先のま号を全部入力してください。 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


LAN 中継同報の通信結果 


中継送信を使用する場合、中継局か日は、次の2種類のレポートび送信され、通信状況の確認と記録に役 
立ちます。 

1. 中継送信レポート（通信結果レポート） 

システム登録の「143中継結果返送」（か P . 2日 4) び「全て」または r 未通信」に設定されている場 
合は、中継局び最終宛先に送信をしたあとに、通信結果レポートび送信されまず。通信結果レポート 
で、送信び完了したかどラかを確認でさまず。 

2. 送信ジャーナル（管理ち宛メール） 

中継局び LAN 中継指示を受信ずると、登録されている管理者にメールで通知び送付されまず。 

ホ LAN 中継指示を設定ずる ( P .206) 

中継送信レポート（通信結果レポート） 

中継送信レポート（通信結果レポート）には、次の項目び記載されまず。 

(1) (2) (3) 

中中林*林林林林林***通信 結果レポ — 卜利 《1<林**林**林林林林*林2012 年 12よ15 日 林*****15時00 分 



通信種別=中継転送 
- 受付番号 = 050 


受付 =12 月 14 日 14 時 50 分 完了 二12 月 15 日 14 時 57 分 00 



巧先 

状況 

ワンタツチ/ 

相手先 

枚数 

通信時間 

N 0. 

001 

R -0 K 

短縮番号 

4681111234 

001/001 

00:00:15 

002 

R -0 K 


9-555 1234 

001/001 

00:00:15 


- PANASONIC - 

|片ネ本水本本水：< 〇|«本本水本本木幸本：^ ic 本木本*木本*木本*木， ！<* 本 一 HEAD OFFICE -本本*本本本本* 一 2015( ) 1212 -本本*本本：<«|«木本本木本本木 


(5) (色） 


No. 

項目名 

説明 

(1) 

通信種別 

「中継転送」び記載されます。 

に） 

通信受付時間 

中継同報の受け付け時間です。 

(3) 

通信完了時間 

中継同報の完了時間です。 

(4) 

受付 N 0. 

通信の受付ま号です。001〜999までび記載されます。 

(己） 

宛先 NO . 

レポート上のま号です。 

(6) 

状況 

• R - OK : LAN 中継または親展通信び終了しました。 

• 4巧エラーコード：通信エラーび発生しました。 

(♦•エラーコードび表示されたら （13.291) 


<;欠ぺージへつづく > 
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中継局を利用ずる （ LAN 中継同報) 


No . 

項目名 

説明 

(7) 

ワンタッチ/短縮 

No . 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルのま号です。 

旧） 

巧手先 

最終巧先の G 3 ファクスの電話番号です。 

旧） 

枚数 

送信や受信をした枚数です。メモ U —送信の場合に、送信でをたページ数/メモ U — 

に蓄積したページ数の形式で記載されます。 

(10) 

通信時間 

送信や受信にかかった時間です。 

複数の通信予約ファイルび同じ巧先に一括送信された場合、「バッチ」と表示されます。 


送信ジヤーナル（管理者宛メール) 



No . 

説明 

(1) 

送信側のインターネットファクまたはコンピューターのメールアドレス 

に） 

最終巧先の G 3 ファクスの電話番号 
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Memo 


インター rf ット 

FAX の奪 


21己 











コピーずる 


コピー機能を利用して、原稿をコピーでさまず。 

コピー部数は1〜日9まで設定でさまず。 

1 原稿をセットする 

I 送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

か原稿のセットのしかた （ P .47) 


2 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる ( P .74) 

• 文字サイズの「フツウ」は設定でさません。 


原稿ガイド 



巧梓ヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 


3 


コピー 



を押ず 


コヒ°- 

コヒ グスウ=1 


4 


コピー部数を入力する （最大 99 部) 

例：「10」を入力 


〕ヒ。- 

〕ピ-フ''スウ ニ 10 


fZ スタ-卜 

0 を巧ず 

• 原稿びメモ U —に蓄積され、コピーび開始されまず。 


* チクセキチュウ* N 0.123 

マイスウ=002 10% 



* コヒ。—本 

01/10 


( ) 1.原稿の長さによって、自動的に縮ルしてコピーされます。手動で縮ル率を変更するとをは、シ 
- ステム登録の「032縮ルコピー」（—"口ぶ已 9) を「シュドウ」に変更します。 

「032縮ルコピー」び「シュドウ」に設定されてし、る場合は、面または困を押して、縮ル率 
を100〜72%の範囲で1%刻みに設定でをます。 

2. 「文字サイズ」を「サイミツ」に設定してコピーする場合、縮ル率を100%に設定したとき 
は、1ページにプ U ントするために少し縮ルしてコピーされます。 

3. 「文字サイズ」び「フツウ」に設定されている場合、手順3でを押すと、自動的に 
「チイサイ」に設定されます （ r フツウ」は設定でをません)。 

4. 複数部数をコピーする場合、原稿の読み取り中にメモ U —びいっぱいになると、コピーでを 
ません。読み取り前の原稿び排紙され、「メモ U —オーバー」のメッセージび表示されます。 
蓄積された原稿は消去されます。この場合には、2回しツ上に分けてコピーしてください。 
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お 知 b サ ) 1.なのよラなコピーを所有するだけでち、法律により罰せられますのでお気を付けください。 
-紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券類、地ち債証券類 
• 外国で流通する紙幣、貨幣、証券類 


-未使巧郵便切手、郵便事業株式会社製の郵便はびを類、政府発行の印紙、酒税まで規制の証 
券類 

• 著作権の目的となっている書屬、絵画、写真、図面、地図、楽譜などの著作物は個人的にま 
たは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用する場合を除いてコピーは禁止され 
ています。 
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スキヤンずる 


スキヤンする 


本機とコンピューターびネットワーク経由で接続されている場合、本機のスキャン機能を利用して、原稿を 
読み取り、コンピューターに転送でをまず。 

• 本機からコンピューターにスキャン文書を転送ずるには、あらかじめコンピューター側に『コミュニ 
ケーシヨンユーティ U ティー』をインス!-ールし、機能を設定しておく必要びありまず。 

インス!ル、および機能の設定については、 CD-ROM 内に格納されている『取扱説明書（ソフト 
ウェア編)』を参照してください。 

• カラー原稿を読み取る場合は、かカラー読み取りを設定ずる ( P .223) を参照してください。 

• 本機とコンピューターび US 日ケーブルで接続されている場合は、コンピューターからスキャンの指 
示をします。操作方法については、 CD-ROM 内に格納されている『取扱説明書（ソフトウェア編)』 
を参照して < ださい。 



2 


スキャンを設定する 

〇を巧ず 
原稿をセツトする 

送る面を上向きにして、原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 
が原稿のセットのしかた （ P .47) 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミテ''キマス 


原稿ガイド 



3 


4 


原稿サイズを設定する 


または 



• 初期値は rA 4 j に設定されていまず。 


必要に応じて、濃度や文字サイズを選ぶ 

か濃度や文字サイズを設定ずる （ P .21 日） 



巧サキヲセツトシテクグサイ 
A 4 VA 


巧サキヲセットシテクグサイ 
A4VA 


5 


6 


必要に応じて、スキャンの設定を変更ずる 

がファイルタイプ/ファイル名を設定ずる （ P .220) 
か圧縮お式を設定ずるか.221 ) 

( ♦クレースケールを設定する （ P .222) 

かカラー読み取りを設定する ( P .223) 

宛先を指定する 

か電話帳で送る ( P .70) 


巧サキヲセットシテクグサイ 
A4VA 


(01) A ° ナにツク 

11.22.33.44 
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スキヤンずる 



を巧ず 



濃度や文字サイズを設定する 


送 f する原稿!£合わせ、濃度と文字サイズを設定でさまず。これらの設定は、スキャンび終了ずると自動的 
に元の設定に戻りまず。 

濃度を設定する 

原稿を読み込む濃度を設定しまず。 

文きび薄い原稿を送るときは r コク」に変更しまず。文きびこい原稿を送るときは「ウスク」に変更しまず。 

濃度 

^ 、を巧ずたびに、濃度の設定び切り替わりまず。 


濃度二ふつラ 

义字サイズを設定ずる 


濃度=ラずく 


原稿を読み込む細かさ（解像度）を設定しまず。 

写真原稿を送るとさは「ハーフトーン」に変更しまず。 

义字サイズ 

を巧ずたびに、文字サイズの設定び切0替わ0まず。 


〇 



ノウドキリカエ： 


ノウト'' キリカ I : 


ノウドキリカエ： 



フツウ 


ウスク 


が 









濃度=こく 


1— ► 

モシ’'サイス'': 

300 dpi 

—► 

モシ''サイス’': 

600 dpi 

—► 

モシ''サイス'': 

A - フ k ン （100 dpi ) 

—► 

がサイ； r : 

A - フ k ン (200 dpi ) 

—I 










モ、/サイス'': 


モ、/サイ; r : 


モ、/サイス'': 


がサイ； r : 



200 dpi 


100 dpi 


A - フ k ン (600 dpi ) 

4— 

A - フト-ン （300 dpi ) 



むミ Qbt ^ ) 1.濃度や文字サイズは、初期値を変更でをます。よ<お使いになる濃度や文字サイズの設定を 

-^ 登録しておけば、原稿をセットするたびに設定をする手間び省けます。 

•濃度：システム登録の rooi 濃度切り替え」（か P .2 已 7) 

•文字サイズ：スキャナ機能設定の「3文字サイズ」（ホ13.22己） 

2. r グレースケール」または r カラー」を設定して読み取る場合、 r 八ーフ I — ン」は設定できません。 
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スキヤナ— 
の操作 









































スキヤンずる 


ファイルタイプ/ファイル名を設定する 


スキャンした文書のファイルタイプ/ファイル名を設定できまず。 
ファイル名は、曰付かファイル名を選択できまず。 



2 


3 


スキャンを設定する 


〇を巧ず 


機能設定の画面を表示する 



を押ず 


①または⑤を巧し、ファイルタイプを設定する 



TIFF/JPEG 



PDF 


4 

5 


を押ず 


①または⑤を巧し、ファイル名のタイプを設定 
する 

G ) 日付 

い ） 編集 




12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 


ファイルタイフ’？ 

TIFF/JPEGO 


ファイルタイフ’？ 

TIFF/JPEGO 


または 


ファイルタイフ’？ 

PDFO 


ファイルメイ？ 

げケ〇 


ファイルメイ？ 

ヒグケく> 


または 


ファイルメイ？ 

ヘンシュウく〉 
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スキヤンずる 


(編集を選択した場合） 


文字を入力し直して<ださい。 

16文字じ(上を入力ずると、文字列び左端にスク□ールさ 
れ、画面から消えまず。 


8 



インタ-わ卜 
FAX 
-E 


を巧ず 


圧縮お式を設定する 

読み込んだ文書の圧縮形式を設定でをまず。 


スキャンを設定する 

〇 


を押ず 


2 


機能設定の画面を表示ずる 

フアンクシヨン を 


ぶ ®‘ 



かな’' 




インタ-か卜 
FM 

-図 


3 


①〜③を巧し、圧縮お式を設定する 

の 


i 


MH 

MR 

MMR 


4 


音 



が-ネット 

FAX 

-因 


を押ず 


文字ボタンを使って、ファイル名を入力ずる 
文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

例： r サンコウイラスト」 

ファイルバ 
ナマ I トウロク 

くカナ 

• 誤って入力したときは、团因を使って間違えた文字の 
ち隣に力ーソルを移動し、1 クリアー 1を巧してから正しい 

ファイルバ 
サン〕ウイラスト 

くカナ 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 


アッシュクケイシキ？ 


MMRO 


アッシュクケイシキ？ 


MHO 


または 


アッシュクケイシキ？ 


MRO 


または 


アッシュクケイシキ？ 


MMRO 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 
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スキヤナー 


スキヤナ— 
の操作 


























スキヤンずる 


グレースケールを 設定する 

写真原稿の場合に、グレースケールを設定でさまず。 


スキャンを設定する 
〇を押ず 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 


2 


機能設定の画面を表示する 

フアンクシヨン 

〇か- う 3 ■語帳- 

を押ず 




イソタ-が卜 
FAX 

I - 囚 


ク'レ-スケ-ル？ 


オフく〉 


3 


①または⑨を巧し、グレースケールを設定する 

の オフ：グレースケールは設定されません。 

© オン：グレースケールび設定されまず。 


ク'レ-スケ-ル？ 


オフく〉 


または 


ク'レ-スケ-ル？ 


オンく> 


4 



夕 -? か 

12-15 15:00 

" を押ず 

ヨミ〕ミ f キマス 
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カラー読み取りを設定する 

原稿を力つ一で読み取る場合は、力つ一に設定します。 


スキャンを設定する 
〇を押ず 


2 


機能設定の画面を表示する 

フアンクシヨン 

〇か- う 

-囚 ( 4 ****- 

を押ず 


音置； 




イン》-ネット 
FAX 

■図 


3 


①または⑤を巧し、読み取りモードを設定する 

【 ]) オフ：白黒で読み取られまず。 

© オン： カラーで 読み取日れまず。 


4 



イントネ: 
FAX 


スキヤンずる 


12-15 15:00 

ヨミ]ミ f キマス 



が-? 


オフ〈> 


が-? 


オフ〈> 


または 


カラ-? 


む〈> 


ネット 

12-15 15:00 

3 を巧ず 

ヨミ〕ミテ、、キマス 
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スキヤナ— 
の操作 

















スキヤンずる 


スキャナー機能を設定する 

スキャナー機能設定には、一般設定と管理ち設定びありまず。 

スキャナー機能（一般設定）を設定する 

スキャナー機能（圧縮お式、文字サイズ、送信ファイルタイプ、原稿サイズ）の初期値を設定でさまず。 


スキャンを設定する 
〇を巧ず 


12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 


2 


機能設定の画面を表示ずる 

フアンクシヨン を 

〇か 

を押ず 



イント9 
FAX 




スキけ-ハ’ラメ-夕 (0-9) 
/、''、 ノコ'' ウヲイレル7夕 /、VA 


3 

機能番号を入力する 


例：③文字サイズ 

がサイス、、？ 

300 dpi <> 





4 

項目を選択する 


例：② 200 dpi 

がサイス、、？ 

200 dpi <> 






5 


ほかの機能を設定ずる場合は、手順3に戻って操作しまず。 


領ッ' 

ソウシンファイルタイフ’？ 

卿-を巧ず 

TIFF/JPEGO 


6 


設定を終了する 

ストッ义 

^を押ず 



12-15 15:00 

ヨミ〕ミ f キマス 
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スキヤンずる 


スキャナー機能（管理を設定）を設定ずる 

グループ ID を設定でさまず。 


3 


4 


5 


6 


スキャンを設定する 
〇を押ず 


2 機能設定の画面を表示する 

フアンクシヨン を 

〇か 

を押ず 



音量； 




インタ-ネリト 
FAX 
-囚 


キーオペレーターコードを入力する 

/有星; 

(キー オペ レーター ( /；こ;;^ \。菌か 

を押ず 


コードを入力して） 



グループ ID を設定する 

I いを巧ず 


グループ ID (0 〜日日）を入力する 

音 g ; 

( ^ Y 就卜 

ぐ梦少 E を巧ず 

例：「1」を入力 


の 


設定を終了する 

ストッ义 

^を巧ず 



12-15 15:00 

ヨミ]ミテ'、キマス 


スキヤナ-/、。ラメ-夕の- 9) 
/、''ン： T ウヲイレル7夕 aVA 



キ-才 A レ-夕-〕-卜’' 

) を巧ず 

コ - r=i 


トオへ°レ-夕-コ-ド' 

/、''ン〕、'ウヲイレル7夕 aVA 


グル-フ’ ID ? 

I (0-99) 


グル-フ’ ID ? 

1 (0-99) 


キ-才へ°レ-夕-コ-卜。 

A'' ン]''ウヲイレル 7 夕 aVA 


12-15 15:00 

ヨミコミ f キマス 
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スキヤナ— 
の操作 





















スキヤンずる 


スキャン設定一覧（一般設定) 

* お買い上げ時の設定です。 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

0 

スキャナー機能設 
定 

(—-) 

卜 一） 

スキャナー機能設定 U ストびプ U ントされます。 

2 

圧縮形式 

1 

MH 

画像の圧縮形式の初期値を設定します。 



2 

MR 




3 

MMR * 


3 

文字サイズ 

1 

100 dpi 

読み取り解像度の初期値を設定します。 



2 

200 dpi 




3 

300 dpi * 




4 

600 dpi 




己 

八ーフトーン 
(100 dpi ) 




6 

八ーフトーン 
(200 dpi ) 




7 

八ーフトーン 

(300 dpi ) 




8 

八ーフトーン 
(600 dpi ) 


己 

送信ファイルタイ 
プ 

1 

TIFF / JPEG * 

読み取った原稿を送信するとさの、ファイルタイ 
プの初期値設定します。 

•クレースケール原稿/カフー原稿の場合 

TIFF または 」 PEG を選択でをます。 


2 

PDF 

7 

原稿サイズ 

1 

A 4 牛 

原稿サイズの初期値を設定します。 



2 

レター 




3 

U - ガル 


吕 

キーオペレーター 
モード 

(—-) 

卜 一） 

管理者専用のメニューに移行します。キーオペ 
レーターコードの入力び必要です。 

:•スキャン設定（管理者設定） ( P .226) を参照 
してください。 


スキャン設定（管理者設定) 

* お買い上げ時の設定です。 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

1 

グループ ID 

0 

0-99 

(*0) 

グループ 1□を設定します。 
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スキヤナー機能設定リストをプリントする 

スキャナー機能設定 U ストをプ U ントずる場合は、次の手順で操作しまず。 


スキャンを設定する 


〇 


を押ず 


2 機能設定の画面を表示する 

宣是壬 


フアンクシヨン 

〇の’ 

を押ず 



インタ-;.. 

FAX 



3 


A プリントを開始する 

宣量； 


を押ず 



ち r 


スキヤンずる 


12-15 15:00 

ヨミ]ミ f キマス 


スキャナ - A ラメ-》の- 9) 
/、、'ンバヲイレル 7》 aV /\ 



スキけ-キパセッテイ？ 

) を押ず 

セットテ“グリント 


* フ’リント 'ンテイマス 4 
スキャナ-キノウセツテイ 




■ 
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スキャナー 


スキヤナ— 
の操作 


















プリントずる 


本機とコンピューターびネットワークまたは USB で接続され、プリンタードライバーび正しくインスI-一 
ルされている場合は、簡単な操作で Windows アプ U ケーシヨンか b 印刷できまず。 

-プ U ンタードライバーのインス! -ー ルについては、 CD-ROM 内に格納されている 阳又扱 説明書（ソ 
フトウェア 編)』 を参照してください。 

-下の手順は、本機び「通常使ラプ U ンタ」として設定されている場合の例でず。 


[ファイル]メニューか5 [巧刷]を選択する 

. 印刷のダイア□グボックスび表示されまず。 


2 


3 


[詳細設定]ボタンをクリックする 



• ボタン名は、アプ U ケーシヨンにより異なりまず。 

さタブの項目を設定し、 [OK] ボタンをクリックする 



4 


• プ U ンタードライバーの設定項目については、プ U ンタードライバーのオンライン ヘル 
プを参照して < ださい。 

[巧刷]ボタンをクリックする 



-作成した文書の印刷び開始されまず。 

• ボタン名は、アプ U ケーシヨンにより異なりまず。 
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Memo 


プ u ント 
の操作 


9 

2 

: 2 












本化/付属品/添付品を確認ずる 


捆包をほどさました日、次のちのびずべて揃つていることをご確認ください。 



添付品 


•取扱説明書（基本編） • CD-ROM 

•かんたん設置ガイド •な証書 
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各部の名前と働を 

本体 




■原稿トレイ 


■用紙トレイ 




No . 

説明 

No . 

説明 

① 

自動原稿送り装置 （ ADF ) 

原稿トレイにセットした原稿を自動的に送り込ん 
で読み取るための装置です。 

⑨ 

原稿ガイド 

原稿をセットするとをに、原稿の幅に合わせて移動 
し、原稿におわせます。 

が原稿のセットのしかた （13.47) 

③ 

原稿トレイ 

ファクス送信やスキャン時、ここに原稿をセットし 
ます。 

か原稿のセットのしかた （13.4 ス 

④ 

操作パネル 

操作に必要なボタンやランプびまとめられていま 
す。 

かコントロールパネル （13.28) 

⑥ 

電源スイッチ 

本磯の電源の入/切をします。 

⑥ 

用紙カセット 

ファクス受信やプ U ント時に、プ U ントに使用する 
用紙を入れてセットします。約 2 已〇枚までセット 
でをます。 

:•用紙を補給する （ P .287) 

⑦ 

用紙トレイ 

ファクス受信やコンピューターからのプ U ント時、 
プリントされた文書びここに排出されます。 
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本機を使用す 
るための i 




































各部の名前と働を 

コント□ールパネル 



No . 

アイコン/ 

ボタン 

説明 

No . 

アイコン/ 

ボタン 

説明 

① 

濃度 

濃度 

原稿を読み取る濃度を選択するとさに 
押します。 

ふつう、濃く、薄くから選択しまず。 

1 •濃度を設定する （ P .74) 

⑨ 

公 

アラームランプ（ホ） 

エラーび発生したり、故障している場 
合に点打/点滅します。 

•点灯：トナーびな < なった、用紙び 
つまっている、エラーび発生 
しているなどで、本機の動作 
び停止中のとを 
用紙カセットに用紙び入っ 
ていないとを 

•点滅：本機び 警告 状態になったと 
を(動作は停止しません)、 
トナーの残量び少ないとを 

③ 

乂 

アクティブランプ（緑） 

•点好：受信データびメモ U —に蓄積 
されているとを 
•点滅：本機び動作中のとを 

④ 

夕字サイズ 

〇 

文字サイズ 

原稿を読み取る細かさ（解像度）を選 
択するとをに押します。 

-ファクス/インターネット FAX の場合： 
ホ 文字サイズを設定する （ P .74) 

-スキャンの場合： 

ホ 文字サイズを設定する ( P .219) 

⑥ 

〇 

スキャナー 

原稿を読み取って、コンピューターに送 
信する場合に押します。 

カラーで読み取ることちでをます。 

か 己 章 スキャナーの操作 （13.21 8) 

⑥ 

クリアー 

〇 

ク U アー 

入力した電話番号や文字を消去すると 
をに押します。 

また、すでに設定されている内容を1」 
セットするとをにち押します。 

⑦ 

フアン クシ ヨン 

〇 

フアンクシヨン 

各種機能を選択するときに押します。 
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各部の名前と働を 


No . 

アイコン/ 

ボタン 

説明 

No . 

アイコン/ 

ボタン 

説明 

⑥ 

/ 广 —- \ 巧-か卜 

misii-Ml 【たル))►)-囚 

团電話帳 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録されている宛先を、宛先名で検索するとさに押しま 
す。また、機能の選択、システム登録の変更、文字入力のカーソル移動のときにち押します。 

困面音量 

呼び出し音やモニター音の音量を調整します。曲を押すと音び大を <、面を押すと音びルさ 
くなります。また宛先確認のとをにを押します。 

かモニター音量を設定する （13.43) 

内 インタ ー ネット FAX 

インターネット FAX の送信時、メールアドレス入力に切り替えるとをに押します。 

また、機能の選択、システム登録の変更、文字入力のカーソル移動のとをにち押します。 

かインターネット FAX を送る （p.l 已〇) 

⑨ 

モニター 

〇 

モニタ ー 

手動でダイヤルをするとをに使用しま 
す。モニター音は音量を調整でをます。 
か巧手を確認してから送る（手動送信） 
(P.81) 

かモニター音量を設定する （13.43) 

⑩ 

フック/ 

F コ—ド 

フック 

構内交換機に接続されている場合で、 
内線から NTT 回線（外線）へ切り替え 
るとをにお使いください。動作は交換 
機によるため、詳細は管理者にご相談 
ください。 

F コード 

F コード（サブアドレス）を入力する 
とさに押します。 

⑩ 

〇 

再ダイヤル 

直前にダイヤルした宛先をちラー度指 
定するとさに押します。 

• 同じ相手にち5—度送る（再ダイヤル） 
(P.84) 

ホース 

電話番号の入力時、ポーズ（空を）を巧 
入するとをに押します。 

® 

短縮/ 

スぺース 

〇 

巧缩 

短縮番号で宛先を指定するとをに押し 

か短縮ダイヤルで送る （P. 己 9) 

スぺース 

文字の入力でスペースを巧入するとを 
に押します。 

か文字入力のしかた （P.2 已 1) 

⑩ 

ぶ®%% 

.. ワ3ン n"W 

’觸 ® © 

テンキー 

手動で電話番号をダイヤルするとき、機 
能のま号を入力するとを、システム登録 
の設定をするとをなどに押します。 

また、文字入力のボタンとして使います。 

か文字入力のしかた （P.2 已 1) 

卜ーン 

回線種別びダイヤル式の場合に、このボ 
タンを押すと、一時的にプッシュホン信 
号をさ出でをます。 

か記号を使ったダイヤル方法 (P.67) 


スタート 

〇 

スタート 

通信和コピーを開始するとさに押しま 
す。 


コピ -© 

コピー 

コピーをするとさに押します。 

か己章コピーの操作 （13.216) 

饭 

ストッ 

© 

ストップ 

送信、コピー、各種登録を中止するとを 
に押します。アラーム音び鳴っていると 
きに押すと、アラーム音び停止します。 

⑩ 

• 

シフト 

シフトボタン/ランプ 

ワンタッチボタン （17 〜 32) に切り替 
えるときに押します。切り替わるとラン 
プび点なします。 

ちラー度ボタンを押すと、ランプび消 
え、ワンタッチボタン （01 〜1己）に戻り 
ます。 

颇 

1 

ワンタッチボタン （01 〜3吕） 

ワンタッチダイヤル、グループダイヤ 
ル、プログラムダイヤルを利用すると 
さに押します。 

〇を押すと、ワンタッチボタン （17 〜 

32) に切り替わります。 

•ワンタッチダイヤルで送る （P 己 8) 
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フアンクシヨン番号一覽 


フアンクシヨン 

〇が 


タイマー通信 

①タイマー送信 
③タイマーポーリング 



特殊通信 

③親展通信 

③一①親展送信 

③一③親展ポー U ング送信文書の蓄積 
③一⑥親展文書の消去 
⑥ LAN 中継送信 



ポーリング 

①ポー U ング受信 
③ポ ーU ング送信 


②一③親展ポーリング 
②一④親展文書のプ U ント 



U ストプリント 

①通信管理確認①一①プリント①一③確認 
③ワンタッチ-短縮リスト 

③ プ□グラムリスト 

④ システム登録リスト 
⑥送信レポート 



登録モード 

①自局登録 

③ ワンタッチ. 短縮登録 

③一①ワンタッチダイヤ J レの登録③一③短縮ダイがレの登録 

③ プ□グラム登録 

③一①グループダイヤルの登録 ③一③プ□グラムダイヤルの登録 

③一③グループダイヤル/プ□グラムダイヤルの取り消し 
③一④手動 POP 受信の登録 

④ システム登録 


- Cq ) セレクトモード 

①通信結果レポート 
感 送達確認 

③ カバーシート 

④ パスワード送信 
⑥メモ U- 受信 

⑥送信ファイルタイプ 
⑨メモ U —優先 



通信予約の確認と消去 

①通信予約確認①一①プリント①一③確認 
③時間-宛先の変更 

③ 通信予約の消去 

④ 予約内容のプリント 

⑥通信予約ファイルへの原稿追加 
⑥未達宛先への再送信 
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回線コード、ケーブル、電源コードを接続ずる 

接続図 


■電源一]—ド 

付属の電源コードを本機の電源 
コード接続部に差し込みます。 
電源コードのちラー方は、電源 
コンセント （ACT 00 V )に差 
し込みます。 

■保護接地導体（アース線）接続 
接地接続は、おず電源プラグを電 
源につなぐ前に行ってください。 
また、接地接続を外す場合は、 
必ず電源プラグを電源から切り 
離してから行ってください。 


I LAN ケーブ J レ （ CAT 已） 

本機とコンピューターをネットワークで接 
続し、スキャナー機能やプ U ンター機能を 
使用する場合に、お手持ちの LAN ケーブル 


を接続します。 



アース （接地）端子 

指定のアース線でおず接地接続を 

行ってください。 

アース線は別売りです。接地の際使 
用する保護接地導体（アース線）は、 
断面積0.7己 m m または] 8 AWG 
liLh の線を使用してください。 


■外部電話機 

本機には、留守番電話などの市販の 
電話機を外部電話機として接続でを 
ます。 

外部電話機と本体の TEL 端テをお 
手持ちの回線コードで接続します。 

1本の電話回線を、電話とファクス 
の両方に使ラ場合に便利です。 


■回線コード 

付属の回線コードの一ちを本機 
の LINE 端テに、ち5—ちを電 
話コンセントに差し込みます。 


お知らせ） 1 . USB ケーフルのコンピューター側の一ちは、プリンタードライバーのインス I ル時に接続 

- します。インストールの途中で、コンピューターへ USB ケーフル接続を促すメッセージび表 

示されます。このメッセージび表示されるまで、 USB ケーフルを接続しないでください。 

2. コンピューターと接続するケーブルは、なのをのを使用してください。 

-シールド USB ケーブル（例 ： USB 2.0 Hi - Speed 対応ケーブル） 

-シールド LAN ケーブル（カテコ’ U 已 （ CAT 己）イーヴネットケーブル） 
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回線種別を設定ずる 

回線種別を設定する 


電話回線には、ダイヤル （ DP ) 回線（ダイヤルスピード 10 PPS )、 ダイヤル （ DP ) 回線（ダイヤルス 
ピード 20 PPS )、 プッシュ ( PB ) 回線びありまず。お使いの電話回線の種類を確認したら、次の手順で 
回線種別を設定しまず。なお、 IP 電話サービスを利用ずるとさは、プッシュ （ PB ) 回線に設定しまず。 

• 回線種別の見分けかたか回線種別を見分ける (P.33) 



2 


3 


4 


システム登録の画面を表示する 



を巧ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



設定画面を表示する 

A 

囚を巧ず 

①〜③のボタンを巧し、電話回線を設定する 



回転ダイヤル式回線 (10 pps ) 
回転ダイヤル式回線に0 pps ) 
プッシュホン式回線のとき 


のとを 

のとを 


• 团または面を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


キ-才 へ ■■レ- 夕-コ-ド 

コ-ド =■ 


システムトウロク 

N 0 .=l (01-177) 


グイかレキリカエ？ 

フ’か1 ( PB )<> 


グイかレキリれ？ 

lOPPSO 


または 


グイかレキリれ？ 

20 PPS <> 


または 


グイかレキリカエ？ 

フ’ツシ1 ( PB )<> 


5 


設定を終了する 
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回線種別を設定ずる 


回線種別を見分ける 




、お知らせ) 1. 117番に電話をかけると、通話料金びかかります。 

2. 回線種別をプッシュ ( PB ) に設定している場合、または1 OPPS または 20 PPS に設定して 
いる場合で®を押したとさは、プッシュ信号として乂や打を利用でをます。 

3!^原頁し、^ 1.お使いの回線種別の確認と設定は、必ず実施して<ださい。正し<設定しない場合、本機を 

- 使用でをないことびあります。 

2. 回線の種別びわからないとをは、局まなしの11己番（無料）へお問い合わせください。 

3. TA (ター5ナルアダプタ）に本機を接続して利用する場合、本機の外部電話用モジュラー 
ジャックには電話機を接続しないでください。接続すると本機や電話機の機能び正常に動作し 
ないことびあります。 

4. PBX (構内交換機）に接続するとをは、サービス実施会社へお問い合わせください。 

已 .PBX (構内交換機 )、 TA (ター5ナルアダプタ）、 IP 電話に接続した環境で、 FAX 送信びで 
をない （ U ダイヤルを繰り返す）場合びあります。このよラな環境で使用する場合は、システ 
ム登録の「己8ダイヤル!ン検知」 （か P .2 已 1) をけシ」に変更してください。 


スタ—卜 


本商品でお認します 


さまでおほ2の電話機 
で巧認します 


本機を使用す 
るための i 


ぶお！®* A 
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ファクス通信に18^要な設定にっぃて 

自局登録について 


本機では、ファクス通信の記録のために、基本的な情報を「自局登録」に登録でをまず。 
発信元 ID を登録しておくと、ファクス送受信ちの身元確認に役立ちまず。 

日付と時刻を登録する 


日付と時刻を入力し、本機の時計を合わせまず。 

本機では、待機状態のときにディスプレイに日付と時刻び表示されまず。 


12-15 14:58 

00 % 


〇 ©の 


を巧ず 


1 自局登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-卜、、 

1 

フアンクシヨン 

コ-ド =■ 


2 


キーオペレーターコードを入力する 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して） 



を巧ず 


ン〕クセット 

■012-12-15 14:58 


ク日付と時刻を入力する 

倒 J : ②⑩①②年 

①② ち 

①⑥ 曰 

①⑥⑩⑩時刻 


2012年 
12巧 
1已曰 
午後3時 


'/〕クセット 

2012-12-15 15:00 


• 誤って入力したときは、团因を使ってカーソルを移動 
し、正しい数字を上書さして<ださい。 

• 時刻は24時制で入力して<ださい。 


4設定を終了する 

音量； 
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フアクス通信に么、要な設定について 


発信元を登録する 


発信元として、会社名などを入力しまず。 

発信元は、巧手に届いた原稿の先端に発信元印字の一部としてプ U ントされまず。 


【発信元印字の例】 


,20に- 12-15 00:00 , ; ,FRDMI けソこック, : 
日時 . 本機の発信元' 


乃 I イキ''ヨウ7サ7, , P .01/10, 


宛先 


発信元に「パナソニック」を登録した場合 


送信枚数 


自局登録の画面を表示ずる 

フアンクシヨン 

〇 ©か 



インタ-ネット 
FAX 


を巧ず 


キ-才へ。レ-夕-コ-卜* 
トト、、二 ■ 


2 


キーオペレーターコードを入力する 

有呈壬 

(キーオペレーター 


コードを入力して） 



を押ず 


コクセット 

2012-12-15 15:00 


3 


発信元の画面を表示する 



巧-かノト 
FAX 


を繰り返し押ず 


A ツシンモト 

くカナ 

1 



4 


発信元を入力する 

文字ボタンを使って、発信元を入力ずる 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

例：「パナソニック」を」入力 
• 2已文字まで入力でさまず。 

• 誤って入力したときは、百]固を使って間違えた文字の 
ち隣に力ーソルを移動し、 I クリアー] を巧してから正しい 
文字を入力し直して<ださい。 

• 1日文字じ(上を入力ずると、文字列び左方向にスク□ール 
され、画面から消えまず。 


/、ッシンモト 

くカナ 

1\ ナにック ■ 



5 


設定を終了する 

V 觸ットストップ' 




を押ず 


本機を使用す 
るための i 
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ファクス通信に必要な設定について 


文字 ID を登録する 


文字 ID として、会社名などを入力しまず。 

文字 ID は、通信時、ホ目手のディスプレイやレポートに表示されまず。 



2 


3 


4 


自局登録の画面を表示ずる 

フアンクシヨン 

〇 ©か 


音量； 



インタ-*’か 
FAX 

-囚 


を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



文字 ID の画面を表示する 


を繰り返し巧ず 


文字 ID を入力する 

文字ボタンを使って、文字 ID を入力ずる 
が文き入力のしかた （ P .2 已り 



例：「パナソニック」を」入力 
• 16文字まで入力でさまず。 


キ-才へ。レ-》-コ-ド 
コ-ド =■ 


'/〕クセット 

2012 -12- 1515:00 


が ID 

くカナ 

1 



が ID 

くカナ 

1\ れ ニ ック ■ 



• 誤って入力したとさは、团田を使って間違えた文字の 
ち隣にカーソルを移動し、巧互玄司を巧してから正しい 
文字を入力し直して < ださい。 



を巧ず 
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ファクス通信に么、要な設定について 

数字 ID (ファクス番号)を登録する 

数字 ID として、自分のファクスの電話番号を入力しまず。 

数字 ID は、通信時、相手のディスプレイやレポートに表示されまず。 

通常は、ファクスの電話番号を本機の数字 ID として登録ずることをお勧めしまず。 




2 


3 


4 


5 


1 自局登録の画面を表示する 

キ-才 A レ-夕-〕-卜'' 

1 

フアンクシヨン 

コ - K=l 


〇 ©の 


を押ず 


キーオペレーターコードを入力する 

有量； 

(©) 


(キーオペレーター 
コー ドを入力して) 


コクセット 

2012-12-15 15:00 


を押ず 


数字 ID の画面を表示する 
'挣 r を繰り返し押ず 


スが 1 D 


数字 ID を入力する 


テンキーボタンとず白文字を入れるための I スぺース I を巧っ 
て、数字 ID を入力ずる 

f 列：「201已已已1212」を」人力 
• 20文字まで入力でをまず。 

• 誤って入力したとさは、团田を使って間違えた文字の 
ち隣に力ーソルを移動し 、 I クリア ~1 を巧してから正しい 
文字を入力し直して<ださい。 

• 16文字じ(上を入力ずると、文字列び左方向にスク□ール 
され、画面から消えまず。 


スが/ 1 D 
20155512121 


設定を終了する 

V 觀リト 乂トップ' 




を巧ず 


お巧, 二 け^ 1.国別コードに’’を入力するときは、®を押します。 


2. 例：+ 1 XXX XXX XXXX 
+81 X XXX XXXX 


+1は、アメ U 力合衆国の国別コード 
+81は、日本の国別コード 
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インターネット FAX 通信に{2^要な設定について 

自局登録(インターネットパラメーター）を設定する 


インターネット FAX を使用ずるには、下記の基本的な設定項目の登録び必要でず。 

• IP アドレス 

• サブネットマスク 
• デフォルトゲートウェイ 

• メールサーバー名、 または メールサーバー IP アドレス 

• メール アドレス 

設定を開始ずる前に、 —' 事前準備表 ( P .51) のコピーに、必要な事項を記入し、用意しておいてください。 
詳しくは、 ：* インターネットに接続ずるには （ P .48) をお読みください。 

• お使いの環境によっては、上記 LU 外の設定項目の設定び必要な場合びありまず。か自局登録（インター 
ネットパラメーター）の項目一覧 （ P .40) を参照して、必要な項目を設定してください。 

• お使いのネットワークび DHCP サーパーに対応している場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、デ 
フオルトゲートウエイを自動的に取得できまず。 


1 自局登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-ド 

1 

フアンクシヨン 

,一_ ,一 一 / /- 一' X \ ィンタ-ゎ卜 

コ-ド =■ 


〇 ©の 


を巧ず 


2 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



'/〕クセット 

2012-12-15 15:00 


3 


IP アドレスの画面を表示する 



を繰り返し押ず 


IP ア r レス 


4 


IP アドレスを入力する 

テンキーボタンで、 IP アドレスを入力ずる 


IP アト'レス 

192.168.0 . 11 


例：「192.168.0.1」を入力 


5 

6 


• 「•」（ドット）は、(をを使って入力できまず。 

を押ず 

ヴブネットマスクを入力する 

テンキーボタンで、サブネットマスクを入力ずる 



イ列：「2已已 .2 已已 .2 已已.0 」を入力 


がネットマスク 


がネットマスク 
255. 255. 255. 01 
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インターネット FAX 通信に必要な設定について 



イソ》-*.ル 
FAX 


を押ず 


8 


デフオルトゲートウエイを入力する 

テンキーボタンで、デフオルトゲートウェイを入力ずる 


例： n 日 2.168.0. 10」を入力 


9 


音量； 



インタ-;ット 
FAX 


を押ず 


手順3〜8と同様にして、必要な項目をずべて設定しまず。 


設定項目については、か自局登録（インターネットパラ 
メーター）の項目一覧 （ P .40) を参照して<ださい。 


10 


設定を終了する 


ストッス 



を押ず 


設定をち効にずるため、自動的に再起動されまず。 


お知らせ 


テ''フォルトケトウり 


ドフォルトケトウり 


192. 168.0. 101 


DNS 卜が'-1 IP 


セツテイカ'、カワリマシタ 


リグ-トシマス 


DNS ヴーバーび利用でをない場合は、システム登録の ri 己1 DNS ヴーパ'-」（か P .2 已已） 
を「ナシ」に変更します。 


2. 「.」（ドット）は、(みを使って入力できます。 


3. 誤って入力したとさは、百]を使って間違えた文字のち隣にカーソルを移動し、 


り U アー I を押してから正しい文字を入力し直してください。 
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インターネット FAX 通信に爲要な設定について 


自局登録(インターネットパラメーター)の項目一責 

ネットワークの構成により、最初に下記のパラメーターを適切に設定ずる必要びありまず。 

• インターネット FAX の機能やネットワーク構成については、かインターネットに接続ずるには （ P .48) 
を参照して < ださい。 


パラメーター 

説明 

IP アドレス 

ネットワーク管理者または DHCP サーバーによって割り当てられた IP アドレ 
スです。 

ヴブネットマスク 

ネットワーク管理者または DHCP サーバーによって割り当てられたサブネット 
マスクです。 

デフォルトゲートウェイ 

ネットワーク管理者または DHCP サーバーによって割り当てられたデフォルト 
ゲートウェイです。 

DNS サーバー IP アドレス 

プライマ U — DNS サーバーの IP アドレスです。 DNS サーバーがご利用にな 
れない場合はシステム登録の N 0.161 ( DNS サーノ く一)を「ナシ」に変更します。 

自局 ールアドレス 

本機に割り当てられたメールアドレス1です。 

(60 文字まで） 

メールサーバー名、またはメール 
ヴーバー IP アドレス 

SMTP メールサーバーの名称（目0文字まで）、または IP アドレスとポート蚕 
号です。 

SMTP 認証名 

SMTP 認証名 

• この項目は、システム登録の「17日 SMTP 認証」 （痛で名 目目）が r ア1」」の場合 
に設定します。 

SMTP 認証パスワード 

SMTP 認証パスワード 

• この項目は、システム登録の「170 SMTP 認証」 （か 13.2 目目）が「ア1」」の場合 
に設定します。 

POP サーバー名、または POP 
サーバー IP アドレス 

P 日 P メールヴーバーの名称（日日文字まで)、または P 日 P メールヴーバーの 
IP アドレスとポート番号です。 

POP ューヴー名 

本機に割 D 当てられた POP ユーヴー名です。 

(40 文字まで） 

P 日 P パスヮード 

本機に割り当てられたノ f スワードです。 

(30 文字まで） 

ホスト名 

本機のホスト名です。 

(60 文字まで） 

デフォルトサブジェクト 

メールの件名に自動挿入されるデフォルトの情報（最大40文字まで）です。 
この情報を手動で変更する場合は、システム登録の ri 已9サブジェクト登録」 
((♦ P .26 己）を「アリ」に設定します。 

デフオルトドイン名 

送信しよラとしているメールアドレスび SMTP 標準に巧して不完全な場合に使 
用されるドメイン名です。メールアドレスに自動的に付加されます。デフォル 
トドメインは、手動でメールアドレスを入力する場合にち利用でをます。 

(50 文字まで） 

セレクトド イン名 
(日！〜1日） 

ドメイン名を10個まで登録でをます。手動でメールアドレスを入力するとを 
に「@」入力後に U ストから選択でをます。 

(30 文字まで） 

LAN 中継パスワード 

LAN 中継送信時の中継許可用パスワードです。 

(10 文字まで） 

U モートパスワード 

セキュ U ティパスワードです。 

インターネットパラメーター、オートダイアラー、またはメールによる通信管 
理レポートの取得について、 U モート-プ□グラ5ングび可能にな D ます。 

(10 文字まで） 
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* 自局登録（インターネットパラメーター）の設定値については、システム管巧者にお問い合わせください。 


インターネット FAX 通信に必要な設定について 


パラメーター 

説明 

管理ちメールアドレス 

LAN 中継送信状況モニターと通信費用管理のための、管理ち用メールアドレス 
です。 

(60 文字まで） 

中継許可ドメイン名 
(日！〜1日） 

中継送信要ホのために本機へのアクセスを許可するされているドメイン名を 
10個まで入力でをます。 

(30 文字まで） 

コミュニティー名（1)、 （2) 

ソフトウェア（デバイスエクスプ□-ラーなど）が使用するコ5ュこティー名 
です。 

(01) 〜 (02) 

デパイス名 

ソフトウェア（デバイスエクスプ □- ラーなど）び使用するデバイス名です。 

デバイス□ケーシヨン 

ソフトウェア（デバイスエクスプ□ーラーなど）が使用するデバイス-□ケー 
シヨンです。 



41 






キーオペレーターコード（管理ちパスワ—ド）を設定ずる 


お買い上げ時、キーオペレーターコード（管理ちパスワード）は、「00000000」に設定されていまず。 
キーオペレーターコードを変更ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 自局登録の画面を表示する 

キ-才へ。レ-夕-〕-ド 

1 。一 

フアンクシヨン 

コ-ド =■ 


〇 @の胃-戀帶を巧ず 


2 


3 


4 


キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して） 



。が卜 


を巧ず 


キーオペレーターコードの画面を表のずる 


音量二 



イツタ-れ卜 
, FAX 
■区！ 


を押ず 


キーオペレーターコード （8 文字）を入力する 


キー オペレーター コー ドを入力ずる 
例：「1234已678」を入力 


'/〕クセット 

2012-12-15 15:00 


キ-才へ。レ-夕-コ-ド 

I 本本本本 


キ-才へ。レ-夕-〕-卜 

本木本ネネ本8 


5 

6 


• テンキーボタンの1〜〇を使用して、パスワードを指定し 
て < ださい。 

か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 


V ぶ;ット 

サイ ニ 1ウリヨクシテクグサイ 

©7" を押ず 

1木本本本 


キーオペレーターコード （8 文字）を、もう一 

度入力する 

キーオペレーターコードを入力ずる 


サイニ1ウリヨクシテクグサイ 

本木本ネネ本8 



例：「1234已678」を入力 


設定を終了する 


有量壬 





( ) 1.キーオペレーターコード（管理者パスワード）は、8文字すべてを同じ文字に設定すること 

- はできません（例：11111111や AAAAAAAA など)。 

お買い上げ時、キーオペレーターコード（管理者パスワード）は「00000000」に設定さ 
れています。セキュ U ティー保持のため、初期値を変更し、パスワードび漏えいしないよラ 
に機密を保持してください。 

セキュ U ティーな持については、（■'管理責任ちへのお願い （ P .1 己）を参照してください。 
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音量を設定ずる 

本機では、モニター音量（スピーカーの音量)、呼び出し音量を調整でさまず。 

モニター音量を設定する 

モニター音量は、8段階で設定でをます。 



モニター 

( >>を押ず 


* グイかレシテクタ''サイ* 


スピーカーから、モニター音び聞こえまず。 


2 



モニター音量を大を<ずるとを 


に夕-ホンりヨウ 

ショウ [■■■■■■■■] グイ 



モニター音量をルさくずるとさ 


に》-オンリヨウ 

シヨゥ[ ] グイ 


ス 設定を終了する 

モニター 

Cj が甲ず 


35^ Pbt ^ ) 1.モニターを利用するには、システム登録の「137直ダ再入力」（か P .263) び「ナシ」に設 
定されている必要びあります（お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されています)。 
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音量を設定ずる 

呼び出し音量を設定する 


待機状態を確認する 


12-15 15:00 


00 % 


2 


音量を調整する 

困または困を巧ずと、テスト用の呼び出し音び鳴りまず。 
音を確認しなびら、お巧みの大ささに調整しまず。 

呼び出し音量を大さくずるとさ 



呼び出し音量をルさくずるとさ 


ヨピグシホンリョウ 
((((C )))) 


3ヒ''グシわリョウ 

巧 


3 


設定を終了ずる 

ストッス- 

を押ず 
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ワンタッチダイヤル/短瓶ダイヤルを營録ずる 


ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを利用ずると、簡単な操作でダイヤルでさまず。これ日のダイヤルは、 
あらかじめ、電話番号またはメールアドレス、および宛先名を登録しておく必要びありまず。 

• システム登録でルーティングび設定されている場合は、宛先名の入力後にルーティング機能を設定ず 
る画面び表示されまず。操作については、ホ転送先を登録ずる ( P .196) を参照してください。 

• システム登録で LAN 中継び設定されている場合は、宛先名の入力後に LAN 中継同報機能を設定ずる画 
面び表示されまず。操作については、か LAN 中継指示を設定ずる （ P .206) を参照してください。 


ワンタッチダイヤルを登録する 


ワンタッチダイヤル （01 〜 32) に、電話番号やメールアドレスを登録できまず。 

新規にワンタッチダイヤルを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• ワンタッチボタンには、ここで説明ずるワンタッチダイヤルじ(外に、プ□グラム機能やグループダイ 
ヤル機能を登録でをまず。詳しくは、—'プ□グラムダイヤルを登録ずる （ P .240) を参照してください。 



2 

3 


設定画面を表示する 

フアンクシヨン 


〇 @が**"—胃^胃^を巧ず 


ワンタッチダイヤル登録を選択する 


Cu を押ず 
ワンタッチボタンを巧す 

例：ワンタッチボタン「01」 


を巧ず（かお知らせ]か P .232) 


1:ワンタッチトウ□ク 
2:タン'； a クトウ□ク 


ワンタッチ< > 

ワンタツチヲオシテクタ'‘サイ 


<01 > 

テ’'ンワ A ンバこけリヨク 


4 


5 


• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、广^を巧しまず。 

(メールアドレスを入力する場合） 


を押ず 


電話番号、メールアドレスを入力する 

.電話番号の場合（かお知らせ2、3か P .232) 
電話番号を入力ずる 
(ポーズゃスぺースを含み、最大36巧） 

イ列：「9-已已已1234 」を入力 

.メールアドレスの場合（かお知らせ2か P .232) 
文字ボタンを使って入力ずる（最大60お） 

か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

例： 「 ab @ panasonic . com 」 を入力 



< 01 > 

アト''レスヲイレテクタ''サイ 


< 01 > 

9-555 1234 


または 


< 01 > 

ab@panasonic.com 
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ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


6 



く〇1> ナ マエ トウロクくカナ 

@う-因 を巧ず 

9-555 1234 


または 


く〇1> ナマ I トウロクくカナ 
ab@panasonic. com 



宛先名を入力する 

文字ボタンを使って宛先名を入力ずる（最大1已文字) 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 


<01> I イキ''けグくカナ 
9-555 1234 


例： r エイギヨウブ」を入力 


または 


<01> I イキ''けグくカナ 
ab@panasonic. com 


8 


9 


イン》-わ卜 

を押ず 

• メールアドレスの入力でシステム登録のダイレクト SMTP 
送信び設定されている場合は、手順9に進みまず。 

• 続けてほかのワンタッチダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3からの操作を繰0返しまず。 

• ワンタッチダイヤルの登録を終了ずる場合は、手順11に 
進みます。 

• システム登録でルーティングび設定されている場合は、 
ルーティング機能を設定ずる画面び表示されまず。 

操作については、：•転送先を登録ずる ( P .196) を参照 
して < ださい。 

• システム登録で LAN 中継同報び設定されている場合は、 
LAN 中継同報機能を設定ずる画面び表示されまず。 

操作については、： fLAN 中継指示を設定ずる ( P .206) 
を参照して < ださい。 

(ダイレクト SMTP 送信び設定されている場合のみ） 

ダイレクト SMTP 送信を設定する 

八イ：ダイレクト SMTP 送信び設定されまず。 


イイエ：ダイレクト SMTP 送信は設定されません。 

• この項目は、システム登録の 「172 ダイレクト SMTP 送 
信」 （か P .266) び「アリ」に設定され、 手順 已でメールア 
ドレスを指定した場合に設定しまず。 




ダイレクト SMTP 送信が 
設定されていない場合 


ワンタッチ< > 

ワンタッチヲわテクタ''サイ 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されている場合 


グイレクト SMTP=I 

1:"イ2:イイエ 


グイレクト SMTP=1 

1:/、イ2:イイエ 


または 


グイレクト SMTP=2 

1:/、イ2:イイエ 


<;欠ぺージへつづく > 
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ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 



11 


• 続けてほかのワンタッチダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3からの操作を繰り返しまず。 


設定を終了ずる 

ストッ玄 

を押ず 



ワンタッチ〈> 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


C お知らせつ 


1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、電話番号やメールアドレ 
スび表示されます。登録内容を変更する場合は、 

かワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを変更する （P.23 己） 


2. 電話番号やメールアドレスを誤って入力した場合は、百]または [g を使ってカーソルを 
誤って入力した文字のち隣へ移動し 」 ク U ア ー I を押してから、新しいま号を入力します。 

3. 電話番号には、ポーズ、トーン、スペース、サフアドレスち登録でをます。 

か記号を使ったダイヤルち法 (P.67) 
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ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


短縮ダイヤルを登録する 


短縮ダイヤル（001〜1巨 8) に、電話番号やメールアドレスを登録できまず。 
新規に短縮ダイヤルを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 



2 

3 


4 


5 


6 


設定画面を表示する 

フアン クシ ヨン 

0@胃胃> を巧ず 
短縮ダイヤル登録を選択する 
(2 ) を巧ず 
短縮ダイヤルを選択する 

例:®©© を巧ず 
(かお知らせ1 —" P - SS 已） 

(メールアドレスを入力する場合） 

を押ず 

電話番号、メールアドレスを入力する 

•電話番号の場合（かお知らせ2、3か P .23 已） 
電話番号を入力ずる 
(ポーズやスペースを含み、最大36析） 

イ列：「日-已已已]234」を人力 

. メールアドレスの場合（かお知らせ2か P . 23已) 
文字ボタンを使って入力ずる（最大日〇析） 

か文き入力のしかたか.2已 1) 

例： 「 ab @ panasonic ' com 」 を入力 




1:ワンタッチトウ□ク 
2:タンシュクトウ□ク 


タンシ1ク"] 

タン‘： a ク N 0.イレテク》•サイ 


[ 022 ] 

テ。ンワ/、，ンバニ1ウリが 


[ 022 ] 

アト'レスヲイレテクタ''サイ 


[ 022 ] 

9-555 1234 


または 


[ 022 ] 

ab @ panasonic . com 


/- N . \ が-わ卜 

@7" を巧ず 

[022け 71 トウ□クくカナ 

9-555 1234 

または 


[022け 71 トウ□クくカナ 


ab @ panasonic . com 


<;欠ぺージへつづく > 
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ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 



宛先名を入力する 

文字ボタンを使って宛先名を入力ずる（最大1已文字) 
か文字入力のしかた （ P .2 已]) 


[022]1イキ'‘がグ <カナ 
9-555 1234 


例： r エイギヨウブ」を入力 


または 


[022]1イキ'‘がグ <カナ 
abipanasonic. com 
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E を押ず 

• メールアドレスの入力でシステム登録のダイレクト SMTP 
送信び設定されている場合は、手順日に進みまず。 

• 続けてほかの短縮ダイヤルを登録ずる場合は、手順3から 
の操作を繰0おしまず。 

• 短縮ダイヤルの登録を終了ずる場合は、手順11に進みま 
ず。 



• システム登録でルーティングび設定されている場合は、 
ルーティング機能を設定ずる画面び表示されまず。 

操作については、か転送先を登録ずる （ P .1 日 6) を参照 
して < ださい。 

• システム登録で LAN 中継同報び設定されている場合は、 
LAN 中継同報機能を設定ずる画面び表示されまず。 

操作については、か LAN 中継指示を設定ずる （ P .206) 
を参照して < ださい。 


9 (ダイレクト SMTP 送信び設定されている場合のみ) 

ダイレクト SMTP 送信を設定する 



:ダイレクト SMTP 送信び設定されまず。 



イイエ 


:ダイレクト SMTP 送信は設定されません。 


• この項目は、システム登録の「172ダイレクト SMTP 送 
信」 （* p .266) び「アリ」に設定され、手順已でメールア 
ドレスを指定した場合に設定しまず。 



• 続けてほかの短縮ダイヤルを登録ずる場合は、手順3から 
の操作を繰0おしまず。 



設定を終了する 

ストッ疋 

を押ず 



ダイレクト SMTP 送信が 
設定されていない場合 


タンシ1ク"] 

タンシュク N 0.イレテクタ'‘サイ 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されている場合 


グイレクト SMTP=I 
1 :/、イ 2: イイ I 


グイレクト SMTP =1 
1 :/、イ 2: イイ I 


または 


グイレクト SMTP =2 
1 :/、イ 2: イイ I 


タン'ンュク [■] 

タン'ンュク N 0.イレテクタ''サイ 
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ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


C 括知 b せ）1.入力した短縮ま号にすでに宛先び登録されている場合は、電話ま号やメールアドレスび表示 

- されます。登録内容を変更する場合は、 

かワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを変更する ( P .236) 

2. 電話番号やメールアドレスを誤って入力した場合は、因]または [ g を使ってカーソルを 
誤って入力した文字のち隣へ移動し、 I クリアー I を押してから、新しい番号を入力します。 

3. 電話番号には、ポーズ、トーン、スペース、サブアドレスち登録でをます。 

•記号を使ったダイヤル方法 ( P .67) 
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ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを変更する 


登録されているワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを変更ずる場合は、次の手順で操作しまず。 
• ここでは、ワンタッチダイヤルを変更ずる手順を例に、操作を説明しまず。 

• 電話番号やメールアドレスの入力内容については、次を参照してください。 

かワンタッチダイヤルを登録ずる （ P .230)、 か短縮ダイヤルを登録ずる ( P .233) 



2 

3 


設定画面を表示ずる 

フアンクシヨン 

〇 巧ず 

ワンタッチダイヤル登録を選択する 

Qj を押ず 
ワンタッチボタンを巧す 

例：ワンタッチボタン「01」 

I を巧ず 


• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、 d を巧しまず。 

^~~電話番号やメールアドレスを変更する場合 

り）を巧ず 


(2) 変更後の電話番号やメールアドレスを入 
力ずる 

イ列： 9-已已已34已6 
例: yz @ panasonic.com 

-メールアドレスを入力ずる場合は、面を巧しまず。 



1:ワンわチトウロク 
2:タン'; a クトウロク 


ワンタッチ< > 

ワンタツチヲオシテクタ'‘サイ 


<01> I イキ“ヨウフ' 
9-555 1234 


または 


<01> I イキ“ヨウフ' 

ab@panasonic. com 


<01〉 I イキ'‘ヨウグ 
f ンワハ”がたパリョク 


または 


く01〉 I イキ'‘ヨウフ '' 
アト‘'レスヲイレテクタ''サイ 


<01> I イキ'‘ヨウグ 

9-555 3456 


または 


<01> I イキ'‘ヨウフ' 

yz@panasonic. com 


く01〉 I イキ'‘がグ 
9-555 3456 


または 


<01> I イキ'‘がグ 
yz@panasonic. com 
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ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


5 


宛先名を変更する場合 
(1) を押ず 


<01 > 1 

9-555 3456 

くカナ 

または 


<01 > 1 

くカナ 

yz @ panasonic . com 


(2) 変更後の宛先名を入力ずる 

例：「パナソニック」を入力 


<01> ナ：/こックくカナ 

9-555 3456 


または 


<01> ’ナにックくカナ 
yzipanasonic . com 


6 



• メールアドレスの入力でシステム登録のダイレクト SMTP 
送信び設定されている場合は、手順7に進みまず。 


• 続けてほかのワンタッチダイヤルを変更ずる場合は、手順 
3か b の操作を繰り返しまず。 


• ワンタッチダイヤルの変更を終了ずる場合は、手順9に進 
みまず。 


• ルーティングび設定されている場合は、ルーティング機能 
を設定ずる画面び表示されまず。設定を変更ずる場合は、 

I クリア~1 を巧し、設定を変更しまず。 

設定内容については、：•転送先を登録ずるか.1日日）を 
参照して < ださい。 

• LAN 中継同報び設定されている場合は、 LAN 中継同報機 
能を設定ずる画面び表示されまず。設定を変更ずる場合 
は、 I ク U ア ー I を巧し、設定を変更しまず。 

設定内容については、か LAN 中継指示を設定ずる 
( P .206) を参照してください。 

7 (ダイレクト SMTP 送信び設定されている場合のみ） 

ダイレクト SMTP 送信を設定する 


• この項目は、システム登録の「172ダイレクト SMTP 送 
信」 （か P .266) び「アリ」に設定され、手順4でメールア 
ドレスを指定した場合に設定しまず。 


S 


八イ：ダイレクト SMTP 送信び設定されまず。 

イイエ：ダイレクト SMTP 送信は設定されません。 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されていない場合 


ワンタッチ< > 

ワンタッチヲわテク》‘サイ 


ダイレクト SMTP 送信が 
設定されている場合 


グイレクト SMTP=I 

1:/、イ2:イイエ 


グイレクト SMTP =1 

1:/、イ2:イイエ 


または 


グイレクト SMTP =2 

1:"イ2:イイエ 


<;欠ぺージへつづく > 
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ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


8 


9 



• 続けてほかのワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを変更ず 
る場合は、手順3からの操作を繰り返しまず。 


設定を終了する 


ストッス 



を押ず 


ワンタッチく > 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


C お知らせ） 1. 電話番号やメールアドレスを誤って入力した場合は、百]または 田 を使ってカーソルを 
誤って入力した文字のち隣へ移動し 、 Iク U アーI を押してから、新しいま号を入力します。 
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ワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを登録ずる 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを消まする 


登録されているワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを消去ずる場合は、次の手順で操作しまず。 
ここでは、ワンタッチダイヤルを消去ずる手順を例に、操作を説明しまず。 



2 

3 


設定画面を表示する 

フアンクシヨン 

〇 @@胃が甲ず 

ワンタッチダイヤル登録を選択する 

Cu を押ず 
ワンタッチボタンを押す 

例：ワンタッチボタン「01」 

_I を巧す 

• ワンタッチボタン17〜32の場合は、ワンタッチボタンの 
前に、 （3 を巧しまず。 


1:ワンタッチトウロク 
2:タンシュクトウ□ク 


ワンタッチ< > 

ワンタッチヲわテクタ’'サイ 


<01> I イキ''けグ 
9-555 1234 


または 


<01> I イキ''けグ 
ab @ panasonic . com 


4電話番号、メールアドレスを消まする 


クリアー 



を押ず 


<01> I イキ''けグ 
f ンヮ'、“ンバニ 1 ゥ リョク 

または 

<01> I イキ''けグ 
アト’’レスヲイレテク》''サイ 


5 


6 



• 続けてほかのワンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを消去ず 
る場合は、手順3からの操作を繰り返しまず。 


設定を終了する 

ストッ之 

を押ず 



ワンタッチく > 

ワンタツチヲわテクタ‘サイ 


239 





























プログラムダイヤルを登録する 


ワンタッチボタン （0] 〜 32) は、ワンタッチダイヤルとして利用ずるだけではなく、一連の操作手順を 
登録してプ□グラムボタンとして使用したり、複数の宛先を登録してグループダイヤルとして利用でさま 
ず。 


• グループダイヤル 

グループダイヤルとは、ひとつのワンタッチボタンに、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの宛先を複 
数登録でをる機能でず。1つのグループダイヤルには最大で199件まで宛先を登録でをまず。 

• グループダイヤルに登録ずる宛先は、あらかじめワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録しておい 
て < ださい。 

•プ□グラムダイヤル 

プ□グラムダイヤルとは、タイマー送信、ポ ー U ング受信、タイマーポー U ング受信の一連の操作を登録でき 
る機能でず。宛先は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルで指定します。 


グループダイヤルを登録する 


ワンタッチボタン （01 〜 32) に、あらかじめワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録されている宛先 
を複数登録でをまず。 

新規にグループダイヤルを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 設定画面を表示する 



フ’□グラム (1-4) 

フアンクシヨン 

,^ ~ / —"■ \ \インタ-わ卜 

/、''、 ノコ'' ウヲイレル 7 》/、VA 




2 


3 


4 


グループダイヤルを選択する 



を押ず 
ワンタッチボタンを巧す 


例：ワンタッチボタン「01」 


_I を巧ず（かお知らせ]ホロ. 243) 

• ワンタッチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、 （3 を巧しまず。 


グループダイヤル名を入力する 

文字ボタンを使ってプ□グラム名を入力ずる（最大1已文字) 
が文字入力のしかた（口.2已1) 


フ•□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクタ'‘サイ 


[ P 01] ナ マエ くカナ 

ナ マエ トウ□ク 


[ P 01] ナ マエ <カナ 
グル-フ 。 A 


例： r グループ A 」 を入力 


5 




\ \ インタ-か卜 

巧枯ヲイレテクタ''サイ 

(^7® を押ホ 

スタ-トヲわテクタ‘サイ 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


宛先を設定する 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルを利用して、グループダ 
イヤルに登録ずる宛先をずべて入力ずる 
例：ワンタッチボタン「02」 


を巧す 


例：短縮ダイヤル「010」 

短縮/ 

スぺース 

0® の® を巧ず 

• 入力した宛先数を確認ずる場合は 、I セッ h を巧しまず。 


•面または困を巧ずと、入力した宛先を確認でさまず。 



• 宛先を削除ずる場合は、巧互玄3を巧しまず。 

スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



8 


入力済みの宛先をすべて確認する 



宛先確認をした場合だけのレープダイがしを登録できまず。 


9 © を巧ず 

• 続けてほかのグループダイヤルを登録ずる場合は、手順3 
からの操作を繰り返しまず。 


10 


設定を終了する 


ストッス 



を押ず 


<02> ナソこック1 

5551234 


[010] A ナソニック2 

5553456 


VA テ'' 7テサキヲカたンシテ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


く02〉 / C ナにック1 
5551234 


アテサキ巧力’'イ 71 巧センカ？ 
"イ：スタ-トイイ I : クリァ- 


フ。ログラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクグサイ 


( ) 1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、登録済みの内容び表示さ 

- れます。登録内容を変更する場合は、 

• グループダイヤル/プログラムダイヤルを消去する ( P .250) 


2.お買い上げ時は、複数宛先の指定、およびグループダイヤルを禁止するよラに設定されてい 
ます。禁止を解除する場合は、システム登録の ri 17複数宛先指定」（か P .2 己 2) を「ア1」」 
に設定します。 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 

プ□グラムダイヤルを登録する 


ワンタッチボタン （01 ~32)に、タイマー送信、ポ ー U ング受信、タイマーポ ー U ング受信の一連の操作を登 
録でさまず。宛先は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルで指定します。 

新規にプ□グラムダイヤルを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


タイマー送信を登録するとき 


〇 @が耀霞を押ず 


1 設定画面を表示する 



フ’□グラム (1-4) 

フアンクシヨン 

墨 - r f - - V \。卜ゎ卜 

ン: r ウヲイレル 7 か VA 


2 


プ□グラムダイヤルを選択する 

音 S ; 


© 



を巧ず 


フ•□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクタ'‘サイ 


3 


ワンタッチボタンを巧す 

例：ワンタッチボタン「01」 


を巧ず（かお知らせ1 (♦ P .243) 


ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


[ P 01] ナ マエ くカナ 

ナ マエ トウ□ク 


4 


プ□グラム名を入力する 

文字ボタンを使ってプ□グラム名を入力ずる（最大1已文字） 
が文字入力のしかた （ P .2 已 1) 

例： r プ□グラム A 」 を入力 


[ P 01] ナ マエ <カナ 

フ。□グラム A 


5 



つ。 □グラム [ P 01] 

^7" を押ず 

フアンクシヨンホ''タンヲオス 


0 タイマー送信の画面を表示ずる 

フアンクシヨン 

〇のか 



を巧ず 


タイマ-ソウシン 
3ヤクシ”コク 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 



8 


9 


送信時刻を設定する 


テンキーボタンで 
送信時刻を入力し、 



• 時刻は24時制 （4 析）で入力しまず。 

例：午後11:30に送信したいとき 

に330」を巧して拒方 E を巧しまず。 


• 誤って入力した場合は、 I ク U アー I を巧し、ちラー度入力し 
て < ださい。 


宛先を指定する 

次のどれかの操作で指定ずる 

• ワンタッチダイヤル （—13.68) 

短縮ダイヤル（か P . 巨日） 

グループダイヤル （か P .240) 

例：短縮ダイヤル「010」 

-複数宛先を設定でさまず。 

か複数宛先に送る（順次同報送信） ( P .72) 


スタート 

を押ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 



10入力済みの宛先をずべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけプ□グラムダイヤルを登録で定ます。 


"©を巧ず 

• 続けてほかのプ□グラムダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3からの操作を繰0返しまず。 


イ〇設定を終了する 

ストッス — 、 

^を押ず 




阳10]/、。ナにツク 
5553456 


VAf 巧サ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


[010]/\’ナソこック 

5553456 _ 

_V_ 

巧料巧力’’けリ7センカ？ 
/、イ：スタ-トイイりリア- 


/ログ ラム [P ] 
ワンタッチヲわテクタ''サイ 


r お知らせ） 1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、登録済みの内容び表示さ 

- れます。登録内容を変更する場合は、 

かグループダイヤル/プ□グラムダイヤルを消去する ( P .250) 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


タイマーポーリング受信を登録ずるとき 


1 設定画面を表示する 



フ’□グラム （1—4) 

フアンクシヨン 

A '' ン〕''ウヲイレル7か VA 




2 


3 


4 


プ□グラムダイヤルを選択する 

音虽； 

を押ず 


ワンタッチボタンを巧す 

例：ワンタッチボタン「01」 


_I を巧ず（かお知らせ1ホロ.24已） 

• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


プ□グラム名を入力する 

文字ボタンを使ってプ□グラム名を入力ずる（最大！日文字) 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 


フ。□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


[ P 01] ナ マエ くカナ 

ナ マエ トウ□ク 


[ P 01] ナ マエ <カナ 

フ。□グラム A 


5 

6 



例： r プ□グラム A 」 を入力 


みがか卜 

フ。□グラム [ P 01] 

@7^を押ず 

ファンクションホ'' 9 ンヲオス 


タイマーポーリング受信の画面を表示する 

フアンクシヨン 


〇の® 



インタ-; 

I FAX 


を押ず 


ポーリング時刻を設定する 


テンキーボタンで 
受信時刻を入力し、 



• 時刻は24時制 （4 巧）で入力しまず。 

例：午後]1:30に送信したいとを 

に330」を押してを万巧を巧しまず。 


タイマ-ホ。-リンク、 
巧ク '/ コク I 


タイマ-ホ。 -、 M 々 
ヨヤク'/〕ク 23:30 


タイマ-ホ。-リング 
1\ スワ- K'=HH 


• 誤って入力した場合は、 I クリアー I を押し、ちラー度入力し 
て < ださい 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


8 


9 


パスワード （4 柄）を入力する 


必要に応じて 

パスワードを 

入力し、 



宛先を指定する 

次のどれかの操作で指定ずる 

• ワンタッチダイヤル（か P . 日 8) 

短縮ダイヤル（か P .6 日） 

グループダイヤル （か P .240) 

例：短縮ダイヤル「010」 

-複数宛先を設定でをまず。 

か複数宛先に送る（順次同報送信） ( P .72) 


10 


スタート 

を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 




入力済みの宛先をすべて確認する 
または 

• 宛先確認をした場合だけプ□グラムダイヤルを登録で定ます。 




12 


スタート 



を巧ず 


• 続けてほかのプ□グラムダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3からの操作を繰0返しまず。 


13 


設定を終了する 


ストッス 



を巧ず 


巧サキヲイレテク》''サイ 
スタートヲわテクタ''サイ 


阳 10]/、。 ナ にツク 
5553456 


VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ''サイ 


[010] A ナソこック 

5553456 _ 

_ V _ 

巧料巧力'’けリ7センカ？ 
'、イ：スタ-トイイ I :クリア¬ 


/ログ ラム [P ] 
ワンタッチヲわテクタ''サイ 


( ) 1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、登録済みの内容び表示さ 

- れます。登録内容を変更する場合は、 

かグループダイヤル/プログラムダイヤルを消去する ( P .250) 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


ポ ー リング受信を登録ずるとき 


1 設定画面を表示する 



フ’□グラム （1—4) 

フアンクシヨン 

A '' ン〕''ウヲイレル7か VA 




2 


3 


4 


プ□グラムダイヤルを選択する 

音虽； 

を押ず 


ワンタッチボタンを巧す 

例：ワンタッチボタン「01」 


_I を巧ず（かお知らせ1 (>0.247) 

• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


プ□グラム名を入力する 

文字ボタンを使ってプ□グラム名を入力ずる（最大！日文字) 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 


フ。□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


[ P 01] ナ マエ くカナ 

ナ マエ トウ□ク 


[ P 01] ナ マエ <カナ 

フ。□グラム A 


5 

6 



例： r プ□グラム A 」 を入力 


/ "v \イン，イット 

フ。□グラム [ P 01] 

@7^を押ず 

ファンクションホ'' 9 ンヲオス 


ポーリング受信の画面を表示する 


フアンクシヨン 

0 ® を巧ず 
パスワード （4 巧）を入力する 


必要に応じて 

パスワードを 

入力し、 



扩-リングシ ’' r ンン 
A スワ-卜 ''=■■■■ 


巧サキヲイレテクタ''サイ 
スタ-トヲわテクグサイ 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


Q 宛先を指定する 

W 次のどれかの操作で指定ずる 

• ワンタッチダイヤル（か P . 日 8) 

短縮ダイヤル（か P .6 日） 

グループダイヤル （* p .240) 

例：短縮ダイヤル「010」 

-複数宛先を設定でをます。 

か複数宛先に送る（順次同報送信） （ P .72) 

9 0を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されまず。 


10 


入力済みの宛先をすべて確認する 



• 宛先確認をした場合だけプ□グラムダイヤルを登録で定ます。 


"をを巧ず 

• 続けてほかのプ□グラムダイヤルを登録ずる場合は、手順 
3か b の操作を繰り返しまず。 


イ〇設定を終了する 

ストッス — 、 

^を巧ず 



[010] A ° れ ニ ツク 

5553456 


VAf 7テサ例クニンシテ 
スタ-トヲわテクタ‘'サイ 


[010] A ° れ ニ ツク 
5553456 


巧サキ巧力’’け I けセンカ？ 
/、イ：スタ-トイイ I :クリァ- 


フ。ログラム [P ] 

ワンタツチヲわテク》‘サイ 


( ) 1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、登録済みの内容び表示さ 

- れます。登録内容を変更する場合は、 

かグループダイヤル/プ□グラムダイヤルを消去する ( P .250) 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


POP 手動受信を登録する 


POP 受信サーバーに本機を接続している場合は、ワンタッチボタン （01 〜 32) に、本機のメールアド 
レスじ(がのメールアドレスに宛てた E メールを受信ずる機能を登録でさまず。 

• パスワードを設定しないでおくと、 POP 受信時にパスワード入力び必要になりまず。 

セキユ U テイを重視し、第=ちによる POP サーバーからのメール取り出しを防止したい場合は、パ 
スワードを入力しないことをお勧めしまず。 

• POP 手動受信の操作については、か POP サーバーから手動で受信ずるか.18已） 

POP 自動受信のユーヴーを登録ずる場合は、次の手順で操作しまず。 


1 設定画面を表示する 



フ’□グラム （1—4) 

フアンクシヨン 

^^ / / 一 x \ィ巧-か卜 

/、''、ノコ''ウヲイレル 7 か VA 


〇 0® 胃■胃を押ず 


2 


3 


POP 自動受信の登録を選択する 

音量； 

を巧ず 

ワンタッチボタンを押す 

例：ワンタッチボタン「01」 

_I を巧ず（かお知らせ1 (♦ P .249) 


フ•□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクグサイ 


POP トサ、、-メイ 


4 


• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 

POP ユーザー名を入力する 

文字ボタンを使って POP ユーヴー名を入力ずる 
が文字入力のしかた（口.2已1) 

例： 「 Panasonic 」 を入力 

• 40文字まで登録でさます。 


POP 1-サ、、-メイ 
Panasonic 


5 

6 


Y 就 卜 

POP A 。 スワ-ド 

(^7^ を巧す 



POP パスワードを入力する 

文字ボタンを使って POP パスワードを入力ずる 
か文き入力のしかた （ P .2 已 1) 

• 10文字まで登録でさまず。 


POP /、。スワ-卜” 

123456781 




メ-ルサク'/ヨ N 0.二1 

@7^を押ず 

1:イイ I 2:'、イ 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


8 


9 


POP 受信後のメール削除を設定する 


本機び POP 受信サーバーからメールを受信したあとに、 POP 受信 
ヴーノ（一上のメールを削除するかど5かを設定します。 



r イイエ」のとさ 
r 八イ」のとを 


設定を終了する 

ストッ疋 

を巧ず 



フ’ログラム [P ] 

ワンタツチヲわテクタ‘サイ 


( 3^知 b せ)1.選択したワンタッチボタンにすでに宛先び登録されている場合は、登録済みの内容び表示さ 

- れます。登録内容を変更する場合は、 

• グループダイヤル/プログラムダイヤルを消去する （ P .2 已 0) 

2 .メモ U - 転送（か P .134) び設定されている場合、手動での POP 受信はでをません。 
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プ□グラムダイヤルを登録ずる 


グループダイヤル/プ□グラムダイヤルを変更する 

ワンタツチボタンに登録済みのグループダイヤル/プ□グラムダイヤルは、次の項目を変更でをまず。 

• グループダイヤル：グループ名、グループに登録した宛先 

• プ□グラムダイヤル：プ□グラム名、さ通信機能の通信予約時刻、宛先、パスワード 
変更する場合は、「:•グループダイヤルを登録ずる （ P .240) 」〜「:•プ□グラムダイヤルを登録ずる 
( P .242)」 を参照し、画面に表おされるちい内容を消去して、新しい内容を入力してください。 


グループダイヤル/プ□グラムダイヤルを消去する 


登録されているグループダイヤル/プ□グラムダイヤルを消去ずる場合は、次の手順で操作しまず。 



2 


3 


4 


5 


設定画面を表示する 

フアン クシ ヨン 


〇 @@ -f(§)y 


イン》-ネット 
FAX 

-囚 


を巧ず 


プ□グラムダイヤルの消去を選択する 



を押す 

ワンタッチボタンを巧す 


例：ワンタッチボタン「01」 

_|を巧ず（かお知らせ1 (•' P .243) 

• ワンタツチボタン17〜32の場合は、ワンタツチボタンの 
前に、〇を巧しまず。 


消まする 
Cu を巧ず 

•続けてほかのグループダイヤル/プ□グラムダイヤルを消 
去ずる場合は、手順3からの操作を繰り返しまず。 


設定を終了する 

ストッ疋 

を押ず 



フ’□グラム （1—4) 

/、''、 ノコ'' ウヲイレル 7 》/、VA 


フ。□グラム [P ] 

ワンタツチヲオシテクタ''サイ 


トリわ？ 

1:/、イ2:イイ I 


* シけキヨシテイマス* 
フ’□グラム [ P 01] 


250 















文字入力のしかた 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、自局情報などの登録時には、文字入力の画面び表示されまず。 

• 文字入力の画面では、テンキーボタンを使って、カタカナ、アルファベット（大文字とル文字)、 
記号、数字を入力でをまず。 

• 湿音（ガギグゲゴなど）や半獨音（パピプぺポなど）は2文字分にな0まず。 

• 文字入力をする機能により、入力でさる文字に制限びありまず。 

• 入力ずる機能により、画面に表おされる文字びかわりまず。 

• 文字種別ごとの入力方法については、次を参照して<ださい。 

かカタカナを入力ずる （P.2 已 2) 

かアルファベットを入力ずる （P.2 已 2) 

か数きを入力ずる （P.2 已 3) 

か記号を入力ずるか.2已 3) 

文字種別を切り替えるには 


• r^^を巧すたびに、文字種別び次の順で切り替わりまず。 

カタカナー英字/記号一数字ーカタカナ••- 


文字種別 

テン キー ボタン ， 

カタカナ 

英字/記号 

数字 

の 

アイウエオァィゥエォ 

@ . -&$¥〇/。+ =へ' 

1 

© 

カキクケコ 

A 目 C a b C 

2 

@ 

ヴシスセソ 

D E F d e f 

3 

の 

タチツテトツ 

G H 1 g h i 

4 

© 

ナニヌネノ 

」 K L j k 1 

己 

© 

八ヒフへホ 

M N 0 m n o 

6 

の 

7 S ムメモ 

P Q R S p q 「 s 

7 


ヤユ3ャユョ 

T U V t u V 

8 


ラ U ルレ □ 

WX Y Z w X y z 

9 


ワヲン ー ! () 

!?/-*#,::! '"()[] M <> 

0 


、、 〇 

- ^^ ^ 

\ 

























文字入力のしかた 


カタカナを入力する 

例： rir ナ」を入力ずる 

4 (他の文字種別び表示されている場合） 

されるまで） ( # ) を何度か押ず 

2 @を巧ず 

j @を2回巧ず 



く01> ナマエトウ□クくカナ 


く01> ナマエトウ□クくカナ 
1\ 


く〇1> ナマエトウロクくカナ 
1 \ 


く〇1> ナマエトウロクくカナ 
A ナ 


アルフアベットを入力する 

例： rPaJ を入力ずる 

A (他の文字種別び表示されている場合） 

示されるまで） ( # ) を何度か押ず 

2 ( 7 ) を押ず 

3据」ま 管の し なを何度か押ず 


く01> ナマエトウロクく A > 


く01> ナマエトウロクく A > 


<01> ナマエトウロクく A > 

Pa 


2己2 




















文字入力のしかた 


数字を入力する 

例：「1」を入力ずる 


(他の文字種別び表示されている場合） 


(「<1〉」び表 
示されるまで） 


(#) を何度か押ず 


〈01〉 ナマエトウロク 〈1> 


2 


(i) を巧ず 


〈01〉 ナマエトウロク 〈1> 


記号を入力する 


• 記号によって手順2で使用ずるテンキーボタンび異なりまず。使用ずるテンキーボタンについては、 
か文き種別を切り替えるにはか.2已 1) を参照してください。 

例：「+」を入力ずる 


(他の文字種別び表示されている場合） 


( r < A >」 び表 

示されるまで） 


(# ) を何度か巧ず 


〈01〉 ナ マエ トウ ロク 〈 A > 


2 


(「+」ひ表 
されるまで） 


(l) を何度か押ず 


〈01〉 ナマエトウロク 〈 A > 


誤って入力したとさ 

例：「〇」を「11°ナ」に修正ずる 


囲または田を巧し、誤って入力した文字の 
ち隣へカーソル移動する 


〈01> ナ71トウロクくカナ 
M ン 


2 


クリア- 


を押ず 


<〇1> ナマ I トウロクくカナ 
A 。 


3 


正しい文字を入力ずる 


く〇1> ナマ I トウロクくカナ 
A ナ 


ク U アー 


文字び未確定状態（カーソルびその文字の上で点滅している状態）の場合は、 
点滅中の文字び消去されまず。 


を巧ずと、 



点赫中 
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登録と設定 
































巧先シートをプ IJ ントずる 


お使いのコンピューターに、付属の CD - R 日 M 内に格納されているソフトウェア『ネットワーク装置設定/ 
アドレス帳編集』をインス!-ールすると、『アドレス帳編集』からワンタッチボタンの宛先シートをプ U ン 
卜でをます。 

宛先シート例 




巧刷された用紙を、実線に沿って 

切る - 

♦ンレ州•イシけ ] わ巧 口わレ討‘イシかイイ 

れ村シ’キ‘3か3 


巧かシ’ネ‘3ケン3 卜 *^3 ウンキ’3ケン3 

か*イト-か.キ- 3わ3 


\X 


^実線に沿って切る 
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システム登録 


システム登録は、機能の設定状態や、ち効/無効を設定ずるためのメニューでず。 

システム登録には、ファクス関連の項目を設定ずる「ファクス設定」、スキャナー関連の項目を設定ずる「ス 
キャナ設定」びありまず。 

お買い上げ時、システム登録の設定は調整されていまずので、特に変更ずる必要はありません。 

ご使用のお態に合わせ、本機をより便利に操作でさるよラに設定を変更したい場合は、次の手順で操作しま 
ず。 

• システム登録 U ストを印刷ずると、現在の設定状態を U ストで確認でをまず。 

かシステム登録リスト ( p .279) 


システム登録の基本操作 


システム登録を変更ずる場合は、次の手順で操作してください。 

• ここでは、「001濃度切り替え」を例に、手順を説明しまず。 


〇 0® 


を押ず 


1 システム登録の画面を表示する 


キ-才 A レ-夕- 〕-卜'' 

フアンクシヨン 

/ 一'\ \ィントゎ卜 

コ - r=i 


2 


キーオペレーターコードを入力ずる 

音或 

, -- \ィ巧-视 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 


を押ず 


システムトウ□ク 
N 0 .=l (01-177) 


3 


設定画面を表示する 

例：「001濃度切り替え」を指定する 


の 



イ巧-ネット 
FAX 
-E 


を巧ず 


システム登録の番号はかシステム登録一覧 （ P .2 已 7) を参 
照して < ださい。 

困または困を巧ずと、設定項目をスク□ールでをまず。 


ノウト'' キリた？ 


フツウ<〉 


4①〜③のボタンを巧し、設定を変更する 

〔1 ) 「普通」©と定 
© r 薄く」のとさ 

〔3 ) 「濃<」 ® と定 

• 困または田を巧して設定を変更ずることちでをまず。 


ノウト'' キリカ I ? 


フツウく> 


または 


ノウト'' キリカ I ? 


ウスク〇 


または 


ノウト'' キリカ I ? 


コク〇 


<;欠ぺージへつづく > 


2己己 



















システム登録 


5 


設定を確定する 



がサイス、、？ 


フツウ〈> 


インタ-ネット 

FAX 


を押ず 


続けて別のシステム登録の設定びでをまず。 

面または困で設定ずる項目を選択し、手順3か b の操作 
を繰0返しまず。 


0 システム登録の設定を終了する 

ストッスー、 

を押ず 
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システム登録 


システム登録一覧 

システム登録の設定項目は次表のとおりでず。 


お買い上げ時の設定です。 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

01 

濃度切り替え 

1 

普通* 

g 度 

し；を押したとさに、最初に表示される濃度を設定します。 
いつち送信する原稿の濃さに合わせます。 

送信時に濃度を設定しないと、ここで設定した濃度で送信 
されます。 

か濃度を設定する （ P .74) 

2 

薄< 

3 

濃< 

02 

文字サイズ 

1 

普通* 

文宇ヴイス 

U を押したとさに、最初に表示される文字サイズを設定 
します。いつを送信する原稿の文字の大をさに合わせます。 
送信時1し文字サイズを設定しないと、ここで設定した文字 
サイズで送信されます。 

か文字サイズを設定する （ P .74) 

2 

ルさい 

3 

細密 

4 

八ーフトーン 

〇已 

メモリー 優先 

1 

オフ 

「メモ U - 優先」 ( フアンクシヨン1風角)）の初期値を 

2 

オン* 

設定します。 

-オフ . メモ U —に蓄積せず、読み込みなびら送信さ 

れます。 

(送信の場合はダイレクト送信） 

-オン . 読み込んだ原稿はメモ1」一に蓄積してか5送 

信されます。 

(送信の場合はメモ U —送信)。 

• メモ U - を使わずに送る（ダイレクト送信） ( P .79) 

06 

ダイヤル切替 

1 

10 PPS 

お使いの電話回線に合わせ、ダイヤル種別を設定します。 
か回線種別を設定する （ P .32) 

2 

20 PPS 

3 

プッシュ* 

牌） 

07 

発信元印字 

1 

画面内* 

受信側の用細こ印字される発信元の印き位置を設定します。 

-画面内 ........ 原稿の内側し印字されます。原稿内容び欠け 

ることびあります。 

-画面か ........ 原稿のか側に印字されます。 

-ナシ . 発信元は記載されません。 

-発信元は、 r 自局登録」の r 発信元」 

2 

画面外 

3 

ナシ 

( ファンクション！ （？） の）で登録します。 

か発信元を登録する （ P .3 己） 

-印刷する発信元のフォーマツトは、「08発信元印字 
フォーマツト」（― '13.2 已 7) で設定します。 

08 

発信元印字 
フオーマット 

1 

発信元 ID 

受信側の用紙に印刷する発信元のフォーマツトを設定し 
ます。！•発信元を登録する ( P .35) 

-発信元 ID ........ 曰付、発信元、数字の、ページ数の形式 

で印刷されます。 

- FROM TO ...... 日付、 FR 日 M 発信元、 TO 宛先、ページ 

数の形式で印刷されます。 

2 

FROM TO * 


<次ぺージへつづ<> 










































システム登録 


No . 設定項目 

09 I 受信時刻プリン 
卜 

10 I ブザー音量 

12 I 通信結果レポー 


選択肢 

ナシ^ 


ア U 


オフ 


ルさい 


大をい 


オフ 


すべて 


未通信’ 


13 I 通信管理レポー 


17 受信モード 


4 


ナシ 


ア U 


手動 


FAX 専用 


F / T 切り替え 


留守録接続 


説明 

受信時刻を印刷する機能の有効/無効を設定します。 

r ア U 」 に設定すると、受信した時刻び用紙の下端に印刷 

されます。 


アラーム音/ボタン押下音（操作ノ f ネルのボタンを押した 
とをの音）の、音量を調節でをます。 

「オフ」に設定すると、音は鳴 D ません。 


通信結果レポートを印刷するとをの条件を設定します。 

-オフ . 通信結果レポートは印刷されません。 

-すべて ........ 通信ごとに通信結果レポートび印刷されま 

す。 

-未通信 ........ 通信できなかったときだけ、通信結果レポー 

卜び印刷されます。 

通信管理レポートの自動印刷の有効/無効を設定します。 

-ナシ . 自動印刷されません。通信管理レポートを見 

たいとをは、ディスプレイ上で確認するか、 
手動で印刷します。 

•アリ . 32 通信ごとに自動印刷されます。 

ファクス受信のしかたを設定します。 

-手動 . 手動受信をする場合に選おします。 

- FAX 専用 . 自動受信をする場合に選択します。 

- F / T 切り替え ........ 電話とファクスを自動で切り替切り 

替えて使ラ場合に選択します。 

-留守録接続 . 外部電話機として留守番電話を接続 

する場合に選択します。 

ホ受信モードについて ( P .89) 

か受信モードを設定する ( P .90) 

-システム登録の「176ダイヤルインルーティング」び 
「ア I 」」に設定されている場合は、自動的に 「 FAX 専用」 

に設定されます。 

「17受信モード」を 「 F / T 切り替え」に設定している場 
合に、最初の音声応答のあとに鳴らすベル回数を設定でを 
ます。 

か F / T 切 D 替えに設定しているとき ( P .93) 


18 IF / T ベル回数 


19 


応答メッセージ時 
間 


3 回 


6回 


9回 


4 


12回 


1〜巨〇 


1 


60砂 


(*20秒） 


20 I 無音検知 


外部電話機として接続している留守番電話の応答メッ 
セージの長さ（砂数）を設定します。 

♦留守録接続に設定しているとを ( P .94) 


ナシ^ 


ア U 


接続している留守番電話で用件を録音中に、約6砂の無音 
状態を検巧すると、自動的にファクス受信を開始するよラ 
に設定でをます。 


ナシ 

アリ', 


. 無音状態の検巧を行いません。 

.無音状態（約6砂間）を検巧すると、自動 
的にファクス受信び開始されます。 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

21 

着信べル回数 

日〜目 

0〜目回 
の回） 

「17受信モード」を 「 FAX 専用」、 「 F / T 切り替え」に設 
定している場合に、着信したとさに鳴らすベル回数を設定 
でをます。 

か F / T 切り替えに設定しているとき ( P .93) 

吕吕 

代行受信 

1 

ナシ 

メモ U —代行受信の有効/無効を設定します。 

「ア U 」 に設定すると、用紙びなくなったり、つまったり 
して印刷でをない場合に、受信文書をメモ U —に蓄積でを 
ます。 

かメモ U - 代行受信について （ P .9 の 



2 

ア U * 

23 

用紙サイズ 

1 

A 4 牛 

用紙カセットにセットした用紙のサイズを設定します。 



2 

レター 


24 

縮ル受信 

1 

固定 

受信文書を印刷する倍率を設定します。 



2 

自動* 

•固定 .[25 固定縮小率」（(•り名己目）で設定した 

縮ル率でプ U ントされます。 

-自動 . 受信文書の1ページの長さを基に、適切な 

縮小率 （72 〜1000/〇)で1ぺージにプ U 
ントされます。 

が縮ル受信について化.目己） 

吕已 

固定縮小率 

72 〜 1 日日 

72〜100% 
(*100%) 

に4縮ル受信」 （(* p .2 己 9) が個赴に設定されてい 
る場合の縮ル率を設定します。 

ホ縮ル受信について化.目己） 

26 

ポーリング 
パスワード 

(-) 

(-) 

ポー U ング通信をするとさに使ラ4析のパスワードを設定 
します 0 

吕フ 

ポーリング 
ファイル保存 

1 

ナシ* 

ポー1」ング送信したあと、原稿をメモ1」一にな巧するかど 
ラかを設定します。 

•ナシ . ポー1」ング送信したあと、原稿はメモ1」一か 

ら消去されます。 

•ア1」 . ポー1」ング送信したあとち、原稿はメモ U - 

に蓄積されています。 


2 

ア U 

31 

未通信ファイル 

1 

ナシ * 

エラーなどで、未通信になったファイルをメモ U —にな巧 
し、再通信するかどラかを設定します。 

-ナシ . 未通信になったファイルは保巧されません。 

•ア U . 未通信になったファイルびメモ U - にイ呆存 

され、必要に応じて、再送信でをます。 

1 

保存 

! 

2 

ア U 

32 

縮小コピー 

1 

手動 

コピーするとをの縮小設定を選択します。 


1 

2 

1 

自動" 

-手動 . 縮小率を指定します (72 -100%)。 

-自動 . 原稿の1ページの長さを基に、適切な縮ル 

率 （72 〜100%) r 1ぺージにプリント 
されます。 

34 

節電モード 


已分* 

本機には、機械を使用しないとをに機械内部の消費電力を 
抑える節電機能び備わっています。 

ここでは、節電モードに移行するまでの時間を設定しま 
す。設定した時間内に操作をしないと、自動的に節電モー 
ドに移行します。 



2 

1已分 



3 

30分 



4 

1時間 

お買い上げ時の設定では、本機を約已分間使用しないと、 
節電モードに移行するよラに設定されています。 


<;欠ぺージへつづく > 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

37 

メモリー受信 

(…） 

卜 一） 

「メモ U- 受信」 （ ファンクション！ (8)®) を設定して 
いる場合に、受信した原稿を印刷するとをのパスワードを 
設定します。 

「メモ U- 受信」 ( フアンクシヨン 1 (8)(5)) を設定ずる 

と、この設定は画面上に表示されません。 

ホメモ U- に受信する（メモ U- 受信） （P.128) 

38 

アクセスコード 

(—-) 

(…） 

本機を操作するためのアクセスコード（パスワード、8析） 
を設定し、第=者の使用を制限でをます。 

か利用者を制限する（アクセス〕ード） （P.12 己） 

42 

親展ファイル保 
巧 

1 

ナシ * 

親展文書がポー U ングされたあと、原稿を親展ボックスに 
保存するかどラかを設定します。 

-ナシ . ポー1」ングされたあと、原稿は親展ボックス 

から消去されます。 

•ア1」 . ポー IJ ングされたあとち、原稿は親展ボックス 

に蓄積されています。 

2 

ァ U 

43 

パスワード送信 

(—-) 

パスワード登 
録後に、 
n :オフ」、 

「2 :オン」の 
選択肢び表示 
されます。 

送信パスワードを使って、巧手とパスワード通信する場合 
に、4析のパスワードを登録し、 r オン」またはは:7」を 
設定します。 

パスワード送信とは、送信時に受信側との間でパスワード 
照合し、一致した場合だけ送信をする機能です。 

ホパスワード送信を設定する （P. 1 39) 

. オフ . 送信時にパスワードはチェックされません。 

パスワード送信の必要びある場合は、「パス 

ワード送信」 （ ミ子 シク 安吉^度） r み）を 
設定すると、一時的にパスワード送信でさま 
す。 

-オン . 送信時にパスワードびチェックされます。常 

時パスワード送信をしたいとさに選択しま 
す。 

44 

パスワード受信 

(—-) 

パスワード登 
録後に、 
n :オフ」、 

「2 :オン」の 
選択肢び表示 
されます。 

受信パスワードを使って、巧手とパスワード通信する場合 
に、4巧のパスワードを登録し r オン」またはけ:7」を 
設定します。 

パスワード受信とは、受信時に送信側との間でパスワード 
照合し、一致した場合だけ通信をする機能です。 

ホノ f スワード受信を設定する （P. 1 40) 

-オフ . 受信時にパスワードはチェックされません。 

-オン . 受信時にパスワードびチェックされます。 

46 

セレクト受信 

1 

ナシ* 

セレクト受信の有効/無効を設定します。 

セレクト受信とは、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに 
電話番号び登録されている巧手からだけ受信する機旨巧す。 
ダイレクトメールなどの迷惑ファクスを防止でをます。 

ホ迷惑ファクスを防止する（セレクト受信） （P.13 己） 

2 

ァ U 

47 

リモート受信 

1 

ナシ 

U モート受信の有効/無効を設定します。 

U モート受信とは、外部電話機から受信を指示する機自巧す。 
ホ外部電話機で受信する （U モート受信） (P.92) 

2 

ァ U * 

51 

遠隔診断 

1 

ナシ* 

遠隔診断の有効/無効を設定します。 

遠隔診断とは、遠隔地からの操作などで各種の診断を巧5 
機能です。詳しくはサービス実施会社にご連絡ください。 

2 

ァ U 

百3 

サブアドレス 
パスワード 

(…） 

卜 一） 

サフアドレス通信をするとをのパスワードを設定します 
(最大20巧)。 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

54 

メモリーお送 

1 

ナシ* 

メモ1」一転送の有効/無効を設定します。 

メモ1」一転送とは、受信した原稿を、すべて指定した宛先 
へ転送する機能です。 

か受信文書を転送する（メモ1」一転送） （P.134) 

「ア1」」に設定した場合は、メモ1」一転送する宛先を設定 
します。 

2 

ア U 

已色 

カバーシート 

1 

オフ* 

「カバーシート」 ( フアンクシヨン 1 (8)(3)) のオン/才 

2 

オン 

フを設定します。 

か表紙をつけて送る（カバーシート） (P.131) 

「オン」に設定にすると、カバーシートを設定しなくても、 
通常の操作でカバーシート付をで送信されます。 

63 

PC-FAX 受信 

モード 

1 

プリント* 

コンピューターから受信した文書の出力方法を設定しま 
す。 

-プリント . 受信文書び印刷されます。 

•アップ□-ド&プ U ント ........ 受信文書びアップ□-ドさ 

れ、さらに印刷されます。 

-アップ□ー ド . 受信文書びアップ□-ド 

されます。 

2 

アップ□-ド 
&プ U ント 

3 

アップ□-ド 

68 

タイヤルトーン巧 
知 

1 

ナシ 

ダイヤルトーン検知機能の有効/無効を設定します。 

NTT の交換機から送られてくるダイヤルトーン（受話器 
を取 D 上げた時に聞こえるツー音）を検知してから送信す 
るかどラかを設定します。 

か回線種別を見分ける (P.33) 

-ナシ . ダイヤルをして送信されます。 

•ア U. ダイヤルトーンを検知してからダイヤルを 

して送信されます。 

詳しくは、サービス実施会社にお問い合わせください。 

2 

ア U * 

72 

音声応答 

1 

ナシ* 

「17受信モード」を 「F/T 切り替え」に設定している場 
合に、音声応答メッセージを流すかどラかを設定します。 
か F/T 切り替えに設定しているとき (P.93) 

-ナシ . 巧手には、呼び出し音だけび聞こえます。 

•ア U. 巧手には、音声応答メッセージび聞こえま 

す。 

2 

ア U 

82 

クイックメモ 
リー送信 

1 

ナシ 

クイックメモ U —送信の有効/無効を設定します。 

-ナシ . 原稿をすべて読み取ってから送信び開始さ 

れます。 

•ア U. 1ページ目の原稿をメモ U- に読み取った 

時点で送信び開始されます。ただし、複数宛 
先の場合は、クイックメモ U — 送信となりま 
せん。 

かメモ U_ 送信について （P.7 己） 

2 

ア U * 

90 

発番号契約 

1 

ナシ* 

発信者番号（ナンバーディスプレイ）を契約しているかど 
ラかを强定します。 

2 

ア U 

91 

宛先確定操作 

1 

ナシ* 

誤送信防止のため、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルの 
宛先を連続して指定でをないようにする機能です。「ア U」 
に設定すると、宛先を指定するたびに1 セット 1を押す必要 
びあ D ます。 

2 

ア U 


<;欠ぺージへつづく > 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

99 

メモリーサイズ 

- 

8 MB 

メモ U —容量を確認でをます。 

(設定はありません。） 

101 

マルチ受信プリ 

1 

オフ* 

受信文書を複数部数プ1」ントするかどラかを設定します。 
r オン」に設定した場合は、プ U ントする部数を設定しま 
す。 

1 

ント 

2 

オン 

117 

複数宛先指定 

1 

ナシ* 

宛先を複数指定するかどラかを設定します。 

「ナシ」に設定すると、複数宛先を指定でをません。 


. 1 

2 

ァ U 

123 

リル-卜機能 

1 

ナシ* 

IP 電話を使ラ場合に、 U ルート機能の有効/無効を設定し 
ます。 

ホ U ルート機能/プレフィクス機能を設定する （ P .1 已己） 



2 

ァ U 

124 

プレフィクス機 
能 

1 

ナシ * 

電話番号に付与するプレフィクスま号（最大20巧）を登 
録し、「ナシ」または「ア U 」 を設定します。 

プレフィクス機能とは、ダイヤルしたま号の頭にプレフィ 
クスま号を自動的に付与することにより、 IP 電話回線では 
なく一般電話回線で通信する機能です。 

か U ルート機能/プレフィクス機能を設定する （ P .1 已己） 

-ナシ . ダイヤル時に、登録したま号は付与されませ 

ん。 

•ア U . 登録した番号を付与してダイヤルされます。 



2 

ァ U 





-プレフィクス機能を r ア U 」 に設定すると、「123 U ルー 
卜機能」の設定にかかわらず、常にプレフィクスま号を 
つけて発信されます。 

12 已 1 

宛先巧認 

1 

ナシ 

巧先確認の有効/無効を設定します。送信を開始する前に、 
常に宛先確認画面を表示するとをは r ア1」」に設定します。 
ホ宛先を確認してから送る（宛先確認） （ P .7 の 



2 

ァ U * 

133 1 

SADF デフオル 

1 

オフ* 

原稿の読み取りび終了してから已砂しソ内に原稿び自動原 
稿送り装置 ( ADF ) に追加された場合に、原稿の読み取り 
継続するかどラかを設定します。 

1 回の最大読み取り枚数は 255 ページです。原稿や文字 
サイズの設定により、最大読み取り枚数は減ることびあり 
ます。 

-オフ . 送信する原稿の枚数び自動原稿送り装置 

( ADF ) の最大読み取り枚数を超える場合 
や、一枚ずつ原稿を読み取りをしたいとをに 
設定します。 

-オン . 原稿び追加された場合に、原稿の読み取りび 

継続されます。この場合、「082クイック 
メモ U - 送信」 （—' P . Sei ) は動作しません。 


卜 

2 

オン 

134 

宛先名敬称付加 

1 

ナシ 

宛先名に敬称をつけるかどラかを設定します。 

「ア1」」に設定すると、受信側で印刷される文書の発信元 
の宛先に、敬称（〇〇ヴマ）び付をます。 

-「08発信元フォーマット」レ* P . 乙已スび院信元の」に 
設定されている場合は、適用されません。 

• カバーシートを設定している場含は、カバーシートの宛 
先に、敬称(〇〇ヴマ)が付をます。 



2 

ァ U * 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 

説明 

13已 

迷惑ファクス防 

1.数字 1 □拒否 

受信した<ない巧手から着信した場合に、受信を拒否する 
場合に設定します。 

迷惑ファクス防止には、数字 ID を利用するちま、発信者 


止 

1数字 ID 拒否 



1 

ナシ * 

番号を利用するち法の2種類びあります。 

迷惑ファクス防止については、なを参照してください。 



2 

ア U 

か数字 1 □を利用した迷惑ファクス防止 ( P .98) 

か発信者ま号を利用した迷惑ファクス防止 （ P . 1 02) 



2 ID なし時受信 



1 

ナシ 




2 

ァ U * 




3 ID 受信時刻印字 




1 

ナシ 




2 

ァ U * 




4 ID 番号登録 




2. 発ま号拒否 




1非通知拒否 




1 

ナシ * 




2 

ア U 




2公衆電話拒否 




1 

ナシ * 




2 

ア U 




3通知不可能拒否 




1 

ナシ * 




2 

ア U 




4指定ま号拒否 




1 

ナシ * 




2 

ア U 




已指定ま号登録 


136 

直接ダイヤル制 

1 

ナシ * 

巧先入力時の直接ダイヤル機能の有効/無効を設定しま 
す。「ア U 」 に設定すると、直接ダイヤルによる宛先の指 
定、キーボード画面でのメールアドレスの入力はでをませ 
ん（手動送信を含む)。 

-「ア1」」に設定した場合、再ダイヤルは使用でをません。 


限 

2 

ァ U 

137 

直ダ再入力 

1 

2 

ナシ 

ァ U * 

直接ダイヤルによる電話番号やメールアドレスの入力時、 
再ダイヤル時に、宛先の再入力画面を表示するかどラかを 
設定します。 

r ア山に設定すると、宛先の再入力画面び表示され、1回目 
と2回目の宛先び一致した場合にだけ通信び開始されます。 

- r ア1」」に設定した場合も、手動送信のときは、再入力画 
面び表示されません。 

•「136直接ダイヤル制限」（か P .263) び r ア1」」に設定 
されている場合、本機能で「アリ」を設定しても、巧先の 
再入力画面は表示されません。 


<;欠ぺージへつづく > 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 説明 

140 

142 

LAN 中継指示 

1 

ナシ * 

LAN 中継送信機能の有効/無効を設定します。 

2 

ァ U 

LAN 中継 

1 

ナシ 

LAN 中継機能の有効/無効を設定します。けシ」にする 
と、 LAN 中継動作を行いません。 

2 

ァ U * 

143 

中継結果返送 

1 

オフ 

LAN 中継送信の結果び記載された通信結果レポートを指 
示局に返送するとさの条件を選びます。 

-オフ . 通信結果レポートは送信されません。 

2 

スべテ* 

吕 

ミツつシン 

-すべて ........ 送信でをた場合、送信でをなかった場合、ど 

ちらの場合ち通信結果レポートび送信され 
ます。 

-未通信 ........ 送信でをなかった場合にだけ、通信結果レ 

ポートび送信されます。 

14 已 

14 己 

From 欄選択機 
能 

1 

ナシ* 

発信元やメールの From 欄の内容を選べるよラにするとを 
に、「ア U 」 にします。24個のユーヴー名称（最大2已文 
字）とメールアドレス（最大60巧）を登録でをます。 

2 

ァ U 

POP 取得間隔 

0 〜目日 

日〜 6 日 分 
(つ 分） 

POP サーバーへメールの到着を確認する間隔を設定しま 
す。 

- 0〜己〇分で設定します。 

-「0分」に設定すると、確認されません。 

147 

POP 自動受信 

1 

ナシ 

POP サーバーへメールの到着を確認し、自動的にール 
を受信するかどラかを設定します。「ナシ」にすると、自 
動受信されません。 

•ナシ . 自動受信されません。ディスプレイに受信 

メールの件数だけび表示されます。この場合 
は、手動で E メールを受信するか要びあり 
ます。ホ POP サーバーから手動で受信する 
(13.18 己） 

-アリ . POP ヴーバーに E メールびあれば、自動的 

に受信し、本機でプリントされます。 

2 

ァ U * 

148 

POP 後 メール 削 
除 

1 

ナシ 

本機び POP 受信サーバーからメールを受信したあとに、 
POP 受信ヴーノ（一上のメールを削除するかどラかを設定 
します。 

「ナシ」にすると、 POP 受信後、メールび削除されません。 

乙 

ァ U * 

149 

1 已〇 

POP エラーメー 
ル削除 

1 

ナシ * 

印刷でをないお式の添付フアイルを受信した場合に 、 POP 
受信サーバーからメールを削除するかどラかを設定しま 
す。 

-ナシ . エラーのメールを受信してち削除されませ 

ん。 

-アリ . エラーのメールを受信すると、自動的に削除 

されます。 

2 

ァ U 

送達確認返送 

1 

ナシ * 

インターネット FAX 受信時の通信結果を送信側に返送す 
るかどラかを設定します。 

2 

ァ U 
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システム登録 


No . 

設定項目 

選択肢 説明 

151 

メールヘッダ表 
示 

1 

全て 

メールを受信したとをに印刷するへッダーの項目を設定 
しよ9 〇 

-全て . ヘッダーの内容がすべて印刷されます。 

2 

編集* 

3 

オフ 

•編集 . 差出人 （ From ) 、件名 （ Subject ) 、宛先 

( To ) だけが印刷されます。 

-オフ . ヘッダーの内容は印刷されません。 

152 

SUB ルーティン 
グ 

1 

ナシ* 

サフアドレスによるルーティングの有効/無効を設定しま 
す。 

ルーティングを行ラとをに「ア U 」 にします。 

2 

ァ U 

153 

数字 ID 
ルーティング 

1 

ナシ* 

数字 ID によるルーティングの有効/無効を設定します。 
ルーティングを行ラとをに「ア U 」 にします。 

2 

ァ U 

1已4 

ルーティング時 
FROM 

1 

指示局* 

ルーティングにより、ネットワーク上のコンピューターや 
インターネット FAX ヘメールを転送するとをの、 From 欄 
の内容を選択します。 

-指示局 ........ 送信元の内容び記載されます。 

-中継局 ........ 中継局の内容び記載されます。 

2 

中継局 

1已百 

ルーティング時 
プリント 

1 

未通信* 

ルーティング時に、受信した原稿を自局で印刷するとをの 
条件を設定します。 

-未通信 ........ ルーティングして送信でをなかった場合に 

だけ、原稿び印刷されます。 

-全て . ルーティングして送信でをた場合、送信でを 

なかった場合、どちらの場合ち原稿び印刷さ 
れます。 

2 

全て 

1已6 

1已7 

メモリーお送時 
プリント 

1 

未通信* 

メモ U —転送した文書を、自局で印刷するとをの条件を設 
定します。 

-未通信 ........ 転送できなかった場合にだけ、原稿び印刷さ 

れます。 

-全て . 転送でをた場合、でをなかった場合、どちら 

の場合ち原稿び印刷されます。 

2 

全て 

管理レポート送 
信 

1 

ナシ * 

「ア U 」 にすると、管理レポートび登録された宛先へ送信 
されます。 

-「ア1」」に設定した場合は、通信管理レポートの送信先を 
設定します。 

2 

ァ U 

158 

メールリモート 
登録 

1 

ナシ * 

コンピューターから、メールを利用して登録などをすると 
き「アリ」に設定します。 

2 

ァ U 

159 

サブジェクト登 
録 

1 

ナシ* 

送信のたびに、件名 （ Subjec 甘を設定するかどラかを設 
定します。「ア U 」 に設定すると、送信のたびに件名 
( Subject ) を設定できます。 

2 

ァ U 

160 

デフォルト 
ドメイン名 

1 

ナシ 

ドメイン名の自動付加の有効/無効を設定します。 

ドメイン名を省略してメールアドレスを入力し、自動的に 
ドメイン名を付加したいとをは、「アリ」に設定します。 

2 

ァ U * 

161 

DNS ヴーパ’一 

1 

ナシ 

インターネット通信で DNS ヴーノ（一を使ラとさに r ア U 」 
にします。 

2 

ァ U * 


<;欠ぺージへつづく > 
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システム登録 


No. 

設定項目 

選択肢 

説明 

163 

ルーテイング 
ヘッダー 

1 

ナシ* 

ルーティング時、ルート局のヘッダー情報を付けるかどラ 
かを設定します。 

ルート局のヘッダー情報を付けるとさは、「ア U」 に設定 
しよ 9 〇 

• 「07発信元印字」レ* p.257) びけシ」に設定されてい 
る場合、ヘッダー情報は付加されません。 


2 

ァ U 

164 

LAN 送信へッ 

1 

付加" 

デフォルトドメインに登録されているドメイン巧に送信 
する場合、へッダーを付加するかどラかを選択します。 

-この機能は、スキャナーとして使う場合に便利です。 

-デフォルトドメインしツ外のドメインへ送信する場合は、 
設定び r ナシ」になっていてちヘッダーび付加されます。 


ダー 

2 

ナシ 

169 

DHCP 

1 

ナシ * 

起動時に、自動的に DHCP サーバーび IP アドレスなどを 
割り当てる設定をするかどラかを選択します。この設定を 
変更すると、自動的に再起動されます。 


クフイアント 

2 

ァ U 

170 

SMTP 詔罰 

1 

ナシ * 

SMTP 認証び必要かどラかを選択します。 

設定を「アリ」にした場合は、ユーヴー名とパスワードを 
入力します。 

-この設定は、 SMTP ヴーノ（一または POP ヴーノ（一び機 
能をサポートしている場合に、 r ア U 」を選択でをます。 



2 

ァ U 

171 

SMTP 時 POP 

1 

ナシ* 

POP での SMTP 認証び必要かどラかを選択します。 

. ネットワーク管理ちにご相談ください。 


確認 

2 

ァ U 

172 

ダイレクト 

1 

ナシ * 

ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録する場合に、イ 
ンターネット通信でダイレクト SMTP 送信をするかどラ 
かを選択します。 


SMTP 送信 

2 

ァ U 

173 

送達確認要求 

1 

オフ 

インターネット FAX で送信するとをに、送達確認要ホ 
(MDN) をするかどラかの初期値を選択します。 

-送達確認要ホの設定は、送信のたびに個別に設定でさま 
す。 

-送達確認び受信側から返信されると、通信管理レポート 
に通信結果び記録されます。 



2 

オン* 

174 

AP0P 詔罰 


ナシ * 

AP0P による認証の有効/無効を選択します。 

(この設定はサーバーに依存するちのです。ネットワーク 
管理者にご相談ください。） 



2 

ァ U 

17已 

発番号 

ルーテイング 

1 

ナシ* 

発信ちま号を利用したルーティングの有効/無効を設定し 
ます。ルーティングを行ラとをに「ア U」 にします。 


2 

ァ U 

176 

ダイヤルイン 
ルーテイング 

1 

ナシ* 

ダイヤルイン番号によるルーティングの有効/無効を設定 
しよ 9 〇 

ルーティングを行ラとをに「ア U」 に設定し、ダイヤルイ 
ン番号を登録します（最大20巧、已〇件まで登録でさま 
す)。 

-登録したダイヤルインま号は、システム登録 U ストでプ 

U ントでをます。 

—■システム登録 U スト （13.279) 



2 

ァ U 

177 

送信ファイル 
タイプ 

1 

TIFF* 

インターネット FAX 送信時のファイルお式の初期値を設 
定します。 

-送信ファイルタイプは、送信のたびに個別に設定でさま 
す。 


2 

PDF 
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Memo 


登録と設定 
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通信管理レポート 


通信管理レポートは、最新の32通信分の通信結果（送信•受信）び記録されたレポートで、32通信ごと 
に、自動的にプ U ントされまず。また、必要に応じて、手動で通信管理レポートをプ U ントしたり、ディス 
プレイ上で通信結果を確認ずることちでさまず。 

ここでは、通信管理レポートを手動でプ U ントずる操作、通信管理レポートの見かた、およびディスプレイ 
で通信結果を確認ずる操作を説明しまず。 

• システム登録の「13通信管理レポート」（― ' P . S 已 8) び「アリ」に設定されている場合は、自動的に 
プ U ントされまず。自動的にプ U ントしたくない場合は、けシ」に変更してください。お買い上げ時 
は「ア U 」 に設定されていまず。 


通信管理レポートを手動でプリントする 

通信管理の内容を U ストにして、手動でプ U ントできまず。 


〇 ©の 


Y ソ雜 

-囚 


を押ず 


1 通信管理レポー 

卜の画面を表示する 

ツウシンカンリカクニン 


フアン クシ ヨン 

写畳； 

1:フ’リント2:ヒヨウシ'' 


2 


プリントを選択する 
0 J を巧ず 


* フ°リントシテイマス4 
ツウシンカンリレホ’—卜 


通信管理レポートの見かた 

予約レポートには次ページの項目び記載されます。 
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通信管理レポート 


【レポート例】 

(1)(2) (3) (4) (日） (6) (7) (8) (9) (10) (11) 











1 J 

)1 



: 



本丰幸 

:林林柳 

| Cj { C 3|<3| C 3 fC —' 

クシンカンリ 

/ホ。 -卜- 

林林桃林丰桃 

坤丰林丰林丰林林林； 

2-12 

-15 *本ホ本本 1 

00 * 本*本本 


N0. 

ケッカ 

マイスウ 

ファイル 

ツウシン’/カン 

トト、、 

了ィテサキ （ m/TEL N0.) 

げケ 

シ。 ] ク 

ツウシンコ - 卜 ’ 

01 

0K 

001/001 

149 

00:00:52 

ソクシン 

巧 215 

12-15 

20:04 

C8444B0 577000 

02 

— 

001/001 

151 

00:00:02 

ソウシン 

TEST 

12-15 

20:07 

001 キヨク LAN 

03 

— 

003/003 

153 

00:00:20 

ソウシン 

faxinwfaxlO 

12-15 

20:09 

001 キヨク LAN 

04 

0K 

003 

154 

00:00:21 

シ。 1 シン 

干 ax@nw 干 axl. rdmg. mgc 

12-15 

20:10 

LAN 

05 

0K 

001 

155 

00:00:19 

シ • 1 シン 

巧 215 

12-15 

20:11 

C0542B0 577000 

06 

0634 

000/003 

156 

00:00:00 

ソウシン 

巧 216 

12-15 

20:14 

0800420000000 

07 

0408 

* 003 


00:02:14 

ソウシン 

巧 217 

1 

1 

12-15 

21:17 

004044 OA 30080 

39 

0K 

000/001 

159 

00:00:07 

ソウシン 

\ 

TEL XMT 

12-15 

20:18 

CA 40462000000 

40 

0K 

001/001 

160 

00:00:16 

ソウシン 

TEL XMT 

12-15 

20:19 

C8444B0 577000 


-PANASONIC - 

ホ*本**本**本**本**本*幸本*本本*幸本*本本本本本本幸本本幸木 -HEAD OFFICE -本木幸本木 一 2015551212 ー ホ*本**本*本本 


(12) (13) (14) 


No. 

項目名 

説明 

(1) 

NO . 

レポート上のま号です。 

(2) 

結果 

送信や受信の結果です。なのいずれかび記載されます。 



■OK 

通信び正常に終了しました。 



■OKI 

IP 回線を使って正常に終了しました。 



-0 K 2 

IP-PSTN (一般電話回線)を使って正常に終了しました。 



■0 K 3 

PSTN - PSTN を使って正常に終了しました。 



-ビジー 

回線び使用中でした。 



•テイシ 

巧信中に1 ストッス び巧されました。 



- P-OK 

原稿を読み込み中にメモ U —びオーバーフローしたか、ま 
たは原稿びつま D ました。読み込み済み原稿の送信は終了 
しています。 



■ R-OK 

LAN 中継または親展通信び終了しました。 

LAN 送信 （*) 



•4 巧エラーコード 

通信エラーび発生しました。 

(■■エラーコードび表示されたら （ P .291 )。 



* 送達確認要ホを付加して送信した場合、送達確認び返送されて<るまでは通信結果 



欄には「 一- 」び、送達確認を受け取ると rOK 」 び表示されます。ダイレクト SMTP 
送信時は通信び完了したとさは 「 OK 」 び記載されます。 

(3) 

枚数 

送信や受信をした枚数です。 



• 3析の数字 . 

. ダイレクト送信、クイックメモ U —送信で送信でを 

たページ、および受信でをたページ数です。 



• 3析の数字/3巧の数字 . メモ U —送信の場合に、送信でをたページ数/ メモ 




U —に蓄積したページ数の形式で記載されます。 



ホび記載されている場合は、巧手機び異常のとをです。 


<;欠ぺージへつづく > 
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通信管理レポート 


No. 項目名 

説明 

(4) 

ファイル 

通信を受け付けたときに自動的に付くま号です（001〜999)。 

(己） 

通信時間 

送信や受信にかかった時間です。 

(6) 

モード 

次のいずれかび記載されます。 

•ソウシン ：送信 

•ジユシン ：受信 

•PTX :ポ ーU ング送信 

•PRX :ポ ーU ング受信 

•テンソウ ：メモ U- 転送 

(7) 

相手先 

(ID/TEL No.) 

なのいずれかび記載されます。 

•宛先名 ：ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの宛先名、相手の文字 

ID です。 

•ま号のみ ：巧手の数字1□です。 

•巧 電話番号 ：ダイヤルした電話ま号です。 

•メールアドレス ：指定したメールアドレスです。 

旧） 

日付 

通信をした日付です。 

旧） 

時刻 

通信をした時刻です。 

(10) 

通信コード 

サービスマン用の コー ドです。 

(11) 

日付、時刻 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

(12) 

文字 ID 

文字1□として登録した会社名や自分の名前です （1 己文字まで)。 

(13) 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

(14) 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 巧まで)。 


こお知 b せ J 1. システム登録の「173送達確認要ホ」 （♦P. 266 ) びけスに設定されている場合、メー 

ルによる同報送信は 1 回の送信として記録されます。 
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通信管理レポート 


デイスプレイ上で通信結果を確認ずる 


通信結果を、ディスプレイ上で確認でをまず。 


1 通信管理 レポー 

卜の画面を表示する 

ツウシンカンリカクニン 


フアンクシヨン 

昔章； 

— / / - -V \ィパ-ネット 

1: フ。リント 2: ヒヨウシ'‘ 


〇 © ©胃~(5^%巧ず 


2 

3 


4 


画面表示を選択する 
を押ず 

画面表示を選択する 

送信分だけを確認ずるとさ 
送信、受信分を確認ずるとさ 



ッウシンカンりヒヨウシ‘ 

1:ソウシンノミ2:スへ’’テ 


ナイが A V A ホ'' タンテ'‘ 
カクニンシテクグサイ 


通信管理を選択する 


確認したい 
通信管理び 
表示される 
まで 




03/15 10:00 

OK 

ソウシン。 日日 51234 

A 


通信結果 

0 K 

:通信成巧 

OKI 

: IP 回線を使って通信完了 

0 K 2 

: IP-PSTN (一般回線）を使って通信完了 

0 K 3 

: PSTN - PSTN を使って通信完了 

ビジー 

:回線使用中 

テイシ 

: STOP ボタンが押された 

P -0 K 

:メモリーフルでの読込済み原稿の送信完了 

R -0 K 

:中継送信完了 

— 

: LAN 送信 

4巧 エラーコード 

:通信 エラー 



5 


表示を終了する 


ストッス 



を巧ず 
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送信レポート 


送信レポートには最新の通信結果び記載されまず。 


送信レポートをプ U ントずる 

~送信レポートをプリントする 



を巧ず 


* フ°リントシテイマス* 
ソウシンレが-卜 


送信レポートの見かた 


川 


( 2 ) 

(3) 

(4) 

(已） 

(色） 

(7) 

旧） 

(9) 

( 10 ) 

( 11 ) 


ホ*本**本**本*本本*本ーソウシンレホ。ート- 幸本木本本本本本*本本幸本本本本本本本本本本*本本*幸本*幸* 2012-12-15 ネ本**本 15.00 本本*本本本本本本 


ヒグヶ 

= 2012-12-15 09:00 

ツウシンカンリ 

No .= 21 

ケッカ 

= OK 

マイスウ 

= 001/001 

ツウシン’/カン 

= 00:00:16 

ファイル No . 

= 010 

モ -r 

=巧りーソウシン 

ァイテサキ 

=[001]/ 5551234 /ABCDEFG 

アイテサキ m 

= 

モシ’'サイス’ 

= 7 川 


-PANASONIC - 

本木本本木幸本木本本*本本ホ本本*本本ホ本ホネ本*ネ本**本一 head office 一木幸本本幸本本一 2015551212- 本本木本本木幸本木本本ネ本本ホ本本 


(12) (13) (14) 
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送信レポート 


No. 

項目名 

説明 

(1) 

曰付、時刻 

レポートをプ U ントした日付と時刻です。 

に） 

曰付、時刻 

通信をした曰付と時刻です。 

(3) 

通信管理N0. 

通信管理レポート上のま号です。 

(4) 

結果 

送信の結果です。なのいずれかび記載されます。 

•0K :通信び正常に終了しました。 

•OKI : IP 回線を使って正常に終了しました。 

•0K2 : IP-PSTN 卜般電話回緻を使って正常に終了しました。 

•0K3 : PSTN-PSTN を使って正常に終了しました。 

•ビジー ：回線び使用中でした。 

•テイシ ：通信中に1 ストッブ 1び押されました。 

•P-0K :原稿を読み込み中にメモ U —びオーバーフローしたか、ま 

たは原稿びつまりました。読み込み済み原稿の送信は終了 
しています。 

•R-0K : LAN 中継または親展通信び終了しました。 

—— : LAN 送信 （*) 

•4 巧エラーコード：通信エラーび発生しました。 

ホエラーコードび表示されたら （P.29 1 ) 。 

* 送達確認要ホを付加して送信した場合、送達確認び返送されて<るまでは通信結果 
欄には「 一- 」び、送達確認を受け取ると rOK」 び表示されます。ダイレクト SMTP 
送信時は通信び完了したとさは 「0K」 び記載されます。 

(已） 

枚数 

送信や受信をした枚数です。 

.3 巧の数字 . ダイレクト送信、クイックメモ U —送信で送信でを 

たページ、および受信でをたページ数です。 

.3 巧の数字/3巧の数字 . メモ U —送信の場合に、送信でをたページ数/ メモ 

U —に蓄積したページ数の形式で記載されます。 

* び記載されている場合は、巧手機び異常のとをです。 

(日） 

通信時間 

送信や受信にかかった時間です。 

(7) 

ファイル No. 

通信を受け付けたとをに自動的に付くま号です(001〜999)。 

脚 

モード 

次のいずれかが記載されます。 

•ソウシン ：送信 

•メモ U —ソウシン ：メモ U —送信 

•メモ U —テンソウ ：メモ U —転送 

•メモ U —ポー U ングソウシン：メモ U —ポー U ング送信 

(9) 

巧手先 

なのいずれかび記載されます。 

•宛先名 ：ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの宛先名、巧手の文字 

1□です。 

•巧 電話番号 ：ダイヤルした電話ま号です。 

•メールアドレス ：指定したメールアドレスです。 

(10) 

巧手先 ID 

受信側の巧手ののです。 

(11) 

文字サィズ 

設定した文字サイズび記載されます。 

(12) 

文字 ID 

文字のとして登録した会社名や自分の名前です (16 文字まで)。 

(13) 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

(14) 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 析まで）。 




〔括知 b せ）1.システム登録の「173送達確認要ホ」（か口. 2 己己）びけスに設定されている場合、メー 
ルによる同報送信は 1 回の送信として記録されます。 
































001 

0 K 

〈01〉 

SERVICE DEPT . 

001/001 

002 

0 K 

く 02〉 

SALES DEPT . 

001/001 

003 

0407 

く 03〉 

ACCOUNTING DEPT . 

000/001 

004 

ピシ•- 

巧 

021 111 1234 

000/001 



-PANASONIC 

■ 

ナ^パ 

1 

- 本利 : 

(* - 

2015551212-林******* 

(11) 

山 

03) 


THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LAN 巨 - BOOLE - DORSET - BH 25 8 ER 
TELEPHONE BOOLE (945 13 》 5 化口 . TELEX 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 18th January, 1972. 

Dr. P.N. Cundall, 

W'oi.no Surveys T . トイ 


送信原稿の画情報がプリントされまず。 


通信結まレホート 


通信結果レポートは、通信の終了時にプ U ントされる通信結果び記録されたレポートでず。 

システム登録の「12通信結果レポート」（か P . 2已助び、「全て」または r 未通信」に設定されている場合 
にプ U ントされまず。ここでは、通信結果レポートの見かたを説明しまず。 

• お買い上げ時、システム登録の「12通信結果レポート」は「未通信」に設定されていまず。 

送信でをた場合/でさなかった場合、どちらの場合にち通信結果レポートをプ U ントずるよラに変更 
でさます。 

• メモ U —送信をした場合、通信エラーなどで未通信になったとさは、通信結果レポートに、送信した 
文書の1ページ目の画像び記載されまず。ダイレクト送信の場合は、記載されません。 


通信結果レポートの見かた 

(1)(2) (3) 


(4) 


(色） 


本本:^トネ本木ネ本ホ本*水本> -- ツウシンケツカレホ‘ 


(7) 

旧） 

(9) 


•卜一本本本本本本本本*本ホネ本*本本丰木本 2012-12-15 


ic 丰木本丰本本丰木15 :C 


3 -卜'' =モリー ソ r レン 

トァィル N . = 0日( 

ツウシン ケッカワンタッチ/ 

N 0. タンシュウ N 0. 


スタ-トニ 12-15 14:50 


小、= 12-15 15 


-( 10 ) 




00 


アテサキメイ/メ-ルアト。レス/テ、、ンワ/、*ン〕*ウ 


マイが 


ツウシンシ'、カン 


0 5 5 0 
3 2 4 0 

0 0 0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 
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通信結果レポート 


No. 

項目名 

説明 

(1) 

通信N0. 

レポート上のま号です。 

(2) 

結果 

送信や受信の結果です。なのいずれかび記載されます。 

•0 K :通信び正常に終了しました。 

•OKI : IP 回線を使って正常に終了しました。 

•0K2 : IP-PSTN 卜般電話回緻を使って正常に終了しました。 

•0K3 : PSTN-PSTN を使って正常に終了しました。 

•ビジー ：回線び使用中でした。 

•テイシ ：通信中に1 ストッ： 71びキ甲されました。 

•P-0K :原稿を読み込み中にメモ U —びオーバーフ□一したか、ま 

たは原稿びつまりました。読み込み済み原稿の送信は終了 
しています。 

•R-0K : LAN 中継または親展通信び終了しました。 

—— : LAN 送信 （*) 

•4 析エラーコード：通信エラーび発生しました。 

ホエラーコードび表示されたら （P.29 1 ) 。 

* 送達確認要ホを付加して送信した場合、送達確認び返送されて<るまでは通信結果 
欄には「 一- 」び、送達確認を受け取ると rOK」 び表示されます。ダイレクト SMTP 
送信時は通信び完了したとさは 「0K」 び記載されます。 

(3) 

ワンタッチ/短縮 

No. 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの番号です。 

直接ダイヤルで指定した場合は、巧び記載されます。 

(4) 

宛先名/メールァ 
ドレス/電話番号 

なのいずれかび記載されます。 

-巧先名：ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの宛先名です。 

-メールアドレス：指定したメールアドレスです。 

-電話番号：ダイヤルした電話番号です。 

(己） 

枚数 

送信や受信をした枚数です。 

• 3析の数字 . ダイレクト送信、クイックメモ U —送信で送信でをた 

ページ、およびポー U ング受信でをたページ数です。 

• 3析の数字/3析の数字 . メモ U —送信の場合に、送信でをたページ数/ メモ 

U —に蓄積したページ数の形式で記載されます。 

* び記載されている場合は、巧手機び異常のとさです。 

旧） 

通信時間 

送信や受信にかかった時間です。 

複数の通信予約ファイルび同じ宛先に一括送信された場合、「バッチ」と表示されます。 

(7) 

スタート 

エンド 

スタート：通信を開始した時刻です。 

エンド：通信び終了した時刻です。 

旧） 

モード 

なのいずれかび記載されます。 

■ソウシン ：ダイレクト送信 

■メモ U- ソウシン ：メモ U -送信 

•メモ U- タイマーソウシン ：タイマー送信 

■ポーリング ：ポー U ング受信 

■タイマーポー U ングジュシン ：タイマーポー U ング受信 

■ジュンジポー U ングジュシン ：同報ポー U ング受信 

•ジュンジタイマーポー U ングジュシン：同報タイマーポー U ング受信 
-シンテンソウシン ：ダイレクト親展送信 

•メモ U- シンテンソウシン ：メモ U- 親展送信 

-シンテンポ ーU ングジュシン ：親展ポ ーU ング受信 

•メモ U- テンソウ ：メモ U- 転送 

•ルーティング ：ルーティング転送 

旧） 

ファイル No. 

通信を受け付けたとをに自動的に付くま号です（001〜999)。 

(10) 

曰付、時刻 

レポートをプ U ントした日付と時刻です。 

(11) 

文字の 

文字1□として登録した会社名や自分の名前です （1 日文字まで)。 

(12) 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

(13) 

数字の 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 巧まで)。 
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ダイヤルリスト 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルの登録内容を記載した U ストをプ U ントでをまず。 

また、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録した内容を、宛先名で並べ替えた電話帳 U ストをプリント 
することちでさまず。 


ダイヤルリストをプリントずる 



2 


ダイヤルリストの画面を表示する 


フアンクシヨン 


〇 ®@ 



が-か卜 
FAX 

I - 図 


を巧ず 


①または⑨のボタンを巧し、リストを選択する 


の 


ワンタッチ-短縮 U ストのとさ 


© 電話帳1」ストのとさ 


1 : ワンタッチ•タン シュ クリスト 
2: f ンワチョウリスト 


* フ°リントシテイマス* 
ワンタッチ•タンシ1クリスト 


* フ°リントシテイマス* 
f ンワチヨウリスト 


ダイヤルリストの見かた 

ワンタッチダイヤルリスト、短縮ダイヤルリスト、電話帳リストには、次の項目び表ちされます。 

•ワンタッチダイヤルリスト 


(1 

) (£ 

リ （: 

3) ( 

4) 

已） 


牛 4 

物冊 

:牛牛牛牛-ワンタッチタ、、イ^ 

1レ リスト—本ホ本本ネ本本：4<本本ネ本本：4<本*：4<>1 

< 水本林本 2012- 

12-15 林*** 1 

1!11 本本*本本丰本本 


ワンタ巧7テ料イイ 
No . 

〈01〉 Jane Smith 

く02> John Smith 

トウロクスウ= 02 

- 1 ^- 

(巨） り) (か (9) 


メ-ルアト''レスけ''ンワハ•ン〕•ウ 


ル-テイングサフ''7卜‘レス 
ル-ティンク。/、ツ/、’、ン〕’、ウ 

巧201日55 3456 
4452 

巧2015551212 
1212 


ル-テインク’スウ’/ ID チ: L ウケイアテサキ 

ル-テインク’モテ•ムタ、、イかレイン 


+1201123 4567 


212 5551234 


[ 001 ] 

[ 002 ] 


-PANASONIC - 

:本本*本本*本本丰本本丰本本丰本ホ木本*木本*木本*木一/、。ナソニックー本本丰，卜一 2015551212- *本本丰本**本* 
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ダイヤルリスト 


•短縮ダイヤルリスト 


(1)(2) (3) (4) (5) 

I I 

木本；来本*ネ4 :本*木本本木ータンシ1クタ、イ i レ リストー本木本本木本本水本本水本*本本*木幸*本本 2012-12-15 木本ホ*本**本*本本 11.11ホネ本ホネ本** 

タン ソュク アテサキメイ 

No . 


メール アト' レス/テ'ンワ/、'ン]'ウ 

ル-テイングサフ'' 7 卜''レス ル-テイングスウ'/… チけケイァテ料 

ル-ティングがが•'ン〕•'ウ ル-ティングモテ•'ムグイかレイン 


[001] 

Jane bmith 

巧 201555 3456 

4452 

+1201123 4567 

[009] 

[002] 

John Smith 

巧 20155 日1212 

1212 

123456 

212 5551234 

2015551212 

[010] 


トウロクスウニ002 



冲本本ネ本本ネ本本ネ本本ネ本*ネ本-/、。ナソニック 

1 

1 

1 



(色） （7) 


•電話帳リスト 


-PANASONIC - 

-林**- 2015551212-林******* 


(8) (9) 


(10) (2) (1) (3) (4) (5) 


<木幸本木本本：本*木幸*木本*木本> 卜本ーテ''ンワチ3ウり，卜一木本本ネ本本木本本ネ本*ネホ木本* 2012 —12—15 本**本**本**本* 11:11ホ本本*本本*本 


アテサキメイ ワンタッチ/ メ-ルアト•レス / f ンワ/、。ン〕。| 

タンシ 1 ク N 0. ル-テインク’サフ•'了卜•'レス ル-テイングスウ y m チ: L ウケイアテサキ 

ル-テインク’がが’' ン]、'ウ ル-テイングモテ’' ムグイヤルイン 


[ B ] 

Bob Jones 

[003] 

jonesb @ abcdefg.com 
123456 

2015551212 

わり 

り] 

Jane Smith 

[001] 

巧 201 日 55 3456 

4452 

+1201123 4567 

[009] 

トウロクスウ = 002 

本本:^本本:^本本：^ホ:^本ホ:^本ホ:^本ホ:^本ホ:^本ホ:^){(ホ本 一 /、 十、广、、10 

1 i 

-PANASONIC 

201555 1212-林******* 

1 


(巨） 


(7) 

(8) 

(9) 


No . 

項目名 

説明 

(1) 

ワンタッチ No . 

短縮 No . 

<2巧のま号> :ワンタッチダイヤルま号です。 

[3 巧のま号]:短縮ダイヤルま号です。 

に） 

巧先名 

巧先名です （1 已文字まで)。 

(3) 

ールアドレス/電話番号 

メールアドレス （60 文字まで)、または電話ま号 （3 日析まで）です。 

(4) 

ルーティングサブアドレス 

ルーティングダイヤルイン 

ルーティング情報です。 

(己） 

曰付、時刻、ページ番号 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

レポートび複数枚ある場合は、ち側にページま号び記載されます。 

(6) 

登録数 

登録済みの宛先数です。 

(7) 

文字の 

文字1□として登録した会社名や自分の名前です （1 6文字まで)。 

旧） 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

旧） 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 巧まで)。 

(10) 

見出し文字 

宛先名の見出し文字です。アルファベット、カタカナの順し記載されます。 
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プログラムリスト 


プ□グラムダイヤルの登録内容を記載した U ストをプ U ントでさまず。 


プ□グラム U ストをプ U ントずる 



プ□グラムリストをプリントする 


フアンクシヨン 



を巧ず 



* フ°リントシテイマス* 
フ’□グラムリスト 


プ□グラムリストの見かた 

プ□グラムリストには、次の項目び表おされまず。 

(1) (2) (3) (4) (5) 

- 1 -(色) 

木本 ホ扣卜 木本木木本木木本木ー フ。ロ ク''ラム リストー 本 ホ幸 本*本* ホ幸** 本* ホ幸 4 ド本* ホ 本* ホ 本* 2012 . 12-15 本本本本本本 幸 木木本木 15:00 木木本木*本木 


フ’ログラム 

フ。ログラムメイ 

タイフ。 

ヨャク‘/〕ク 

トウロクワンタッチタンシ1ク N 0. 

〈12〉 

タイマ-ソウシン 

ソクシン 

12:00 

<01> <02> 

〈12〉 

タイトホ。-リング 

ホ。-リング 

19:00 

[002] 

<13> 

POP '/ 1シン 

POP 


メ-ルサクシ'' ョ ：ナシ 


-PANASONIC - 

木幸木木本木木本木木本木木本木木本木幸本木本本木本本ネ本本ホ本本ホ本本ホ本一/、。ナソニック ー本*本：お 一 2015551212-本木木本木*本木* 


(7) (8) (9) 


No . 

項目名 

説明 

(1) 

プ□グラム 

プ□グラムボタンの番号です。 

に） 

プログラム名 

プログラム名です （1 已文字まで)。 

(3) 

タイプ 

プ〇グラムの登録内容です。 

•ソウシン ：送信 

•ポーリング ：ポーリング 

•グループ ；グループダイヤルとして登録した場合 

(4) 

予約時刻 

通信の予約時刻です。 

(己） 

登録ワンタッチ 
短縮 No . 

通信の宛先です。 

<2析の番号> :ワンタッチダイヤル番号です。 

[3 析の番号] :短縮ダイヤルま号です。 

(己） 

日付、時刻 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

レポートび複数枚ある場合は、ち側にページ番号び記載されます。 

(7) 

文字の 

文字のとして登録した会社名や自分の名前です （ 1己文字まで)。 

脚 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

旧） 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 析まで)。 
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システム登録リスト 


システム登録の登録内容を記載したリストをプ U ントできまず。 


システム登録リストをプリントずる 

• システム登録の「14已 From 選択機能」 （* p .2 日 4) び「アリ」に設定されている場合は、 FROM 欄 
選択リスト（か P .1 日 0) びプ U ントされまず。 

• システム登録 U ストのあとに、インターネットパラメーターびプ U ントされまず。 

• システム登録の「176ダイヤルインルーティング」（か P .2 己 6) び「アリ」に設定されている場合は、 
ルーティングモデムダイヤルイン U ストびプ U ントされまず。 



2 


システム登録リストをプリントする 



を巧ず 

キーオペレーターコードを入力する 


(キー オペ レーター 
コー ドを入力して) 



トオへ°レ-夕-トト。 

コ - r=i 


* フ’リント 'ンテイマス* 
システムトウ□クリスト 


システム登録リストの見かた 

システム登録リストには、次の項目び記載されまず。 


(1)(2) (3) 


(4) (日） (6) (7) 


本：片本*本*本本*本本*本ーシステムトウロク IJ ストー*本本丰木本*本本：卜本: Me 本: Me 本: Me 本木本本 2012-12-15 *本*5 <»1<*本*ネ本15:00本>^ :本本*本本本 

ケ''ンサ''イノセツテイヒヨか/: L ンセツテイ 


001 

* 002 

ノウ K ' キリカ I 
モシ‘'サイス'' 

(1 :フツウ 
り：フッゥ 

2: ウスク 
2: チイサイ 

1 

125 

了テサキカクニン 

(1: ナシ 

/ 

2: アリ） 




3:] ク） 1 1 

3: サイミツ 4:/ トフ トン） 2 1 


1 1 

-PANASONIC - 

- ***** - 2015551212- ********* 


(8) (9) (10) 


<;欠ぺージへつづ<> 































システム登録リスト 


No. 

項目名 

説明 

(1) 

設定の変更 

標準設定び変更されている項目に*び付をます。 

(2) 

項目ま号 

システム登録の番号です。 

(3) 

設定項目 

システム登録の項目名です。 

(4) 

選択肢 

各項目の選択肢です。 

(己） 

日付、時刻 

レポートをプ U ントした曰付と時刻です。 

(6) 

現在の設定 

現在の設定値です。「--」は、パスワードび設定されていないことを表します。 

パスワードび設定されている場合は、パスワードび記載されます。 

(7) 

標準設定 

お買い上げ時の標準設定です。 

脚 

文字の 

文字のとして登録した会社名や自分の名前です （ 16文字まで)。 

旧） 

発信元 

発信元として登録した会社名や自分の名前です （2 已文字まで)。 

(10) 

数字 ID 

数字1□として登録したファクスの電話番号です （20 巧まで)。 

(11) 

インターネット 

情報 

IP アドレスやサーバー名など、インターネットで使われる各種設定び記載されます。 
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トナーカート IJ ツジを交換ずる 


トナーびなくなると、ディスプレイにエラーコード0041び表示されまず。 

トナーカート U ッジを交換ずる場合は、次の手順で操作しまず。 

• トナーの残量び一定じ(下になると、「マモナクトナーガナクナ U マス」のメッセージび表示されまず。 
必要に応じて、新しいトナーを準備しておいてください。 


が屈自し、 ） 「トナーギレジニドラムモコウカンシテクダサイ」のメッセージび表示された場合は、トナー 
- J カート U ツジおよびドラムカート U ツジを交換してください。 



2 



3 




トナーカート U ツジを袋に入れた状態で、 
内部のトナーび巧一になるよラに縦に已回 
LU 上振りまず。 


受信開閉部を開さまず。 

. 定着ユニット（①）は高温になりまず。 
定着ユニットに手を触れないでくださ 
し、。 


ドラムカート U ツジを取り出しまず。 

• 使用済みのトナーカート U ツジを数回 
たたさ、残ったトナーをドラムカート 
1」ツジの中に落としてください。 


ドラムカートリッジから、古いトナーカー 
卜 U ツジを取り外しまず。 


<;欠ぺージへつづく > 
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トナーカートリツジを交換ずる 


5 

6 






新しいトナーカート U ッジの保護用のシー 
ルを引さ抜さまず。 

• 保護用のシールをはびずときは、ゆつく 
りとシールを引っぱり、矢印方向にはび 
します。 


新しいトナーカート U ッジをドラムカート 
1」ツジにセツトしまず。 


トナーカート U ツジ（①）を巧し込みまず。 
トナーカート U ツジの両端に付いている緑 
色のレバーを押さえなびら手前に回しまず 
(③)。 


▲マークを合わせまず。 
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トナーカートリツジを交換ずる 



ドラムカート U ツジを本体に入れまず。 



受信開閉部を確実に閉じまず。 

• 受信開閉部を閉じるとさ指のはさみこ 
みに注意して < ださい。けびの原因にな 
ることびありまず。 


3^屈頁し、 )1. ドラムカート I 」ツジのドラム表面には手を触れないでください。ドラムの表面に手の油や巧 
- ' れび付着すると、をれいな印字びでをなくなります。 

2. 受信開開部を閉めるとさは、確実にしまっていることを確認してください。完全に閉まって 
いないと、通信やコピーびでをません。 
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必要なとさ 



























ドラムカート IJ ツジを交換する 


ドラムカート1」ッジの交換時期び近づくと、「トナーギレジニドラムモコウカンシテクダサイ」のメッ 
セージび表示されまず。必要に応じて、新しいドラムカート U ッジを準備しておいてください。 

また交換時期になると、エラーコード 0094 び表示されまず。 

ドラムカート U ツジを交換ずる場合は、次の手順で操作しまず。 





受信開閉部を開きまず。 

. 定着ユニット（①）は高温になりまず。 
定着ユニットに手を触れないでくださ 
し'!。 


ドラムカート U ツジを取り出しまず。 


新しいドラムカート U ツジを袋から取り出 
しまず。 

• ドラムカート U ツジを光に已分じ(上当 
てないで < ださい。 

• ドラムカート U ツジ内側のドラム表面 
(①）に触れたり、傷つけたりしないで 
<ださい。 


284 




















ドラムカートリツジを交換ずる 





トナーカート U ッジを袋に入れた状態で、 
内部のトナーび巧一になるよラに縦に已回 
じ(上振りまず（①)。トナーカートリッジを 
袋か日取0出し、保護用のシールをはびし 
ます (( D ) 〇 

• 保護用のシールをはびずときは、ゆつく 
りとシールを弓 I つぱり、矢印方向にはび 
します。 

* ドラムカート U ッジを交換する場合は、同 
時に新しいトナーカート U ツジが必要にな 
ります。 


新しいドラムカート U ツジに、新しい卜 
ナーカート1」ッジをセツトしまず。 


トナーカート U ツジ（①）を巧し込みまず。 
トナーカート U ツジの両端に付いている緑 
色のレバーを巧さえなびら手前に回しまず 

(( D ) 〇 


<;欠ぺージへつづく > 
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必要なとさ 










ドラムカートリツジを交換ずる 




8 




▲マークを合わせまず。 


ドラムカート U ツジを本体に入れまず。 


受信開閉部を確実に閉じまず。 

• 受信開閉部を閉じるとさ指のはさみこ 
みに注意して < ださい。けびの原因にな 
ることびありまず。 


( 3!ミ 原 頁し、 ) 1. ドラムカート I 」ツジのドラム表面には手を触れないで<ださい。ドラムの表面に手の油やミち 
- れび付着すると、をれいな印字びでをなくなります。 

2. 受信開閉部を閉めるとさは、確実にしまっていることを確認してください。完全に閉まって 
いないと、通信やコピーびでをません。 
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用紙を補給ずる 


用紙を補給ずる場合は、次の手順で操作しまず。 





用紙カセット（①）を止まるまで引き出しま 
ず。前部を少し持ち上げ、本体から引さ出し 
まず。 


用紙をセットする前に、紙づまり防止のため、用 
紙をよくさばをまずの))。 

印刷ずる面を上にして（③）用紙をセットしま 
ず。 

• 必要に応じて、用紙カセットのプレートを 
巧し下げて□ックしてください（③)。 


用紙ガイドを用紙に合わせまず。 

• 用紙ガイドの前部のつまみ（④）をつまん 
でスライドさせ、用紙サイズマークに合わ 
せます。 

• 用紙ガイドも側にあるつまみ（⑥）をつま 
んで、用紙の側面に軽く触れるようにしま 
す。このとき、用紙びたるまないよラにし 
て < ださい。 

• 用紙び、用紙ガイドの間にぴったり収まっ 
ていることを確認してください。正しく 
セットされていない場合は、紙づまりの原 
因になりまず。 

お願い： 

用紙びツメ（⑥）の下にセットされてい 
ることを確認してください。また、用紙 
厚び用紙上限マーク（⑦）を越えないよ 
ラに注意してください。セットできる枚 
数は約250枚でず。 


<;欠ぺージへつづく > 
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必要なとさ 









用紙を補給ずる 



用紙カセットを本体に挿入し（①)、奥まで巧 
し込みます（③)。 


用紙カセツトの取り扱いに関ずるを意 

• 用紙カセットを落とさないで<ださい。 



• 取り外しまたは取り付けのときには、用紙カセットを両手で持ってください。 
用紙を最大枚数までセツトした場合、用紙カセツトの重量は約2 kg になりまず。 



( $^タロ 1 . 用紙カセットには、適応サイズ！;(外の用紙はセットしないでください。 

2. しわ、折れのある紙、湿っている紙、一度記録した紙の裏面などは使用しないでください。紙 
づまりの原因となります。 

3. 巧紙を追加するとをは、残っている用紙を上にしてセットし直してください。いつまでちち 
い用紙び残っていると、紙づまりの原因となることびあります。 

4. プ U ント中には、用紙カセットを引を出さないでください。紙づまりの原因となります。 

己.新しい巧紙び残ったとをは、包装紙に包み、湿気び少ない直射日光の当たらないところに保 
管して < ださい。 

己.用紙は当社推奨品をご使用<ださい。推奨品(がの用紙を使用されますと、記録品質への悪 
該響や、故障の原因となることびあります。 
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こんなとをには 

故障かな？と思った5 


故障かな？と思ったとさは、次の項目をチェックして<ださい。 


モード 

を状 

原因と処置 

参照巧 

送信中 

原稿び送り込まれない 
複数枚同時に送り込まれ 
る 

1 . 原稿にホッチキスの針やク1」ップびついてい 
ないこと、また巧れや破れのないことを確認し 
て < ださい。 

2. 「セットでをない原稿」に一覧表示されている 
原稿でないことを確認してください。リストに 
記載してある種類の原稿である場合は、そのコ 
ピーをとって原稿の代わりに送信してくださ 
し、。 

3. 原稿び正しくセットされていることを確認し 
て < ださい。 

(♦セツトできない 
原稿 ( P .46) 

か原稿のセットの 
しかた （ P .47) 


原稿づまり 

原稿がつまった場合は、エラーコード日030、 
0031がディスプレイに表示されます。 

か原稿がつまった 

(13.30 日） 


送信した原稿に受信側で 
縦線び入る 

本機でコピーをし、画質を確認してください。コ 
ピーに問題びない場合、本機は正常です。異常び 
発生している受信側に報告をしてください。 

コピーに問題びある場合は、原稿読み取0部を清 
掃してください。 

か読み取0部のお 
手入れ 
(13.301) 


送信した原稿び、受信側で 
白紙として出てくる 

1. 原稿び表向をにセットしてあることを確認し 
て < ださい。 

2. 本機でコピーをし、画質を確認してください。 
コピーに問題びない場合、本機は正常です。異 
常び発生している受信側に報告をして < ださ 
し、。 

コピーに問題びある場合は、原稿読み取り部を 
清掃してください。 

か原稿のセットの 
しかた （ P .47) 

か読み取0部のお 
手入れ 
(13.301) 

受信中 

用紙切れ 

用紙びなくなった場合は、エラーコード0001び 
ディスプレイに表示されます。用紙を補給してく 
ださい。 

痛'用紙を補給する 
( P .287) 


用紙づまり 

用紙びつまった場合は、エラーコード0007び 
ディスプレイに表示されます。つまった用紙を取 

0除いて < ださい。 

か用紙がつまった 
(13.2 目目） 


用紙び送り込まれない 

用紙び送り込まれなし、場合は、エラーコード0001 
びディスプレイに表示されます。 

用紙カセットに用紙びセットされていることを確 
認してください。 

用紙のセットで法び正しいことを確認してください。 

ホ用紙を補給する 
( P .287) 


受信でをない 

迷惑ファクス防止機能び設定されているか確認し 
て < ださい。 

か迷惑ファクスを 
防止する 
( P .98) 


プ U ント終了時に用紙び 
排出されない 

用紙び本機内部でつまっていないか確認してくだ 
さい。 

か用紙がつまった 
(13.2 目目） 


原稿の自動縮ル機能びは 
たらかない 

縮ル受信の設定値を確認して < ださい。 

か縮小受信につい 
て （ P .9 己） 


トナー切れ 

トナーびなくなった場合は、エラーコード0041 
びディスプレイに表示されます。 

トナーカート U ッジを交換してください。 

かトナーカート 

U ッジを交換す 
る （ P .281) 


<;欠ぺージへつづく > 
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こんなとをには 


モード 

捆犬 

原因と処置 

参照巧 

受信中 
コピー中 

受信した原稿に縦線が入 
る 

レポートをプ1」ントして、画質をチェックをし、 
本機に異常びないか確認して<ださい。 

レポートの画質に問題びない場合、本磯は正常で 
す。異常び発生している送信側に報告してくださ 
い。 

コピーに問題びある場合は、ドラムカート1」ッジ 
を交換してください。 

(例：通信管理レポートのプ U ント） 

フアンクシヨン 

〇 ©が伽醫0 

か通信管理レポー 
h ( p '2 己 8) 

かドラム カー ト 

U ツジを交換す 
る （ P .284) 

プ1」ントび不辭巧 

1. 推奨の用紙を使用しているか確認してくださ 
い。 

2. 巧紙を裏返しにしてみてください。 


プ1」ント領域内に、点状や 
線状に抜けている箇所、濃 
度び不巧一な箇所びある 

1. 推奨されている用紙を使用しているかを確認 
してください。 

2. ドラムカート U ッジを交換してください。 

かドラム カー ト 

U ツジを交換す 
る ( P .284) 

プ U ントが薄い 

トナーびなくな D かけている可能性びあ D ます。 
トナーカート U ッジを交換してください。 

かトナーカート 

U ツジを交換す 
る ( P .281) 

通信中 

発信音び聞こえない 

1. 電話回線の接続を確認して<ださい。 

2. 電話回線を確認してください。 

1 •接続状態を確認 
する （ P .302) 

自動受信でをない 

1. 電話回線の接続を確認して<ださい。 

2. 受信モードの設定値を確認して<ださい。 

3. メモ U —容量び一杯になっていないか確認して 
ください。予約ファイルの消去や受信データをプ 
U ントしてメモ U - 容量を空けてください。 

接続状態を確認 
する （ P .302) 

—' 受信モードにつ 
し、て （ P .89) 

送信でをない 
受信でをない 

ディスプレイにエラーコードび表示されます。 
エラーコードー覧を参照して、原因を特定してく 
ださい。 

(•エラーコードが 
表示されたら 
化. 2 目 1) 
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こんなとさには 


エラーコー ドび表示された5 


本機に異常び発生したとさは、ディスプレイにエラーコードび表示されまず。次の表に従って原因を特定 
し、処置をしてください。 

• 次の表に従って処置を実施してち、エラーコードび表おされたままになったり、エラーコードー覧に 
記載されていないエラーコードび表おされた場合は、お買い上げの販売店、またはサービス実施会社 
にお問い合わせください。 


エラーコードー覧 


エラーコード 内容 処置 

参照ページ 

0001 

用紙カセツトの用紙びな<な0ました。 

給紙するとをに用紙びつまりました。 

用紙カセットを引を抜いて用紙 
を確認してください。 

(♦用紙を補給する 
( P .287) 

••用紙びつまった 
(13.299) 

0007 

用紙び完全に排出されません。 

受信開閉部または背面カバーを 
開けて、つまった用紙を取り除い 
て < ださい。 

が用紙がつまった 
(13.2 目目） 

0012 

用紙の長さび最大サイズのデータを受信 
し、才ーバーフローしました 0 

送信側に確認して < ださい。 

か原稿について 
( P '4 己） 

0021 

内部に異常び発生しています。 

お買い上げの販売店、またはヴー 
ビス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 


0030 

原稿がつまりました。 

1. 原稿を正しくセットし直して 
<ださい。 

2. つまった原稿を取 D 除いてく 
ださい。 

(•原稿のセットの 
しかた （ P .47) 

か原稿がつまった 

( p .300) 

0031 

原稿が長すぎるか、つまっています。 
原稿の長さが6日 cm を超スています。 

1. 原稿を正しくセットし直して 
<ださい。 

2. つまった原稿を取り除いてく 
ださい。 

(•原稿のセットの 
しかた ( P .47) 

か原稿がつまった 

( p .300) 

0041 

トナーびな<な0ました。 

トナーカート U ッジを交換して 
<ださい。 

ホトナーカート 

U ッジを交換す 
る （ P .281) 


トナーの残量び少な < なりました。 

トナーカート1」ッジの交換時期 
び近づをました。新しいトナー 
カート1」ッジを準備してくださ 
い。 




004己 

ドラムカート U ツジが取り付けられてい 
ません。 

ドラムカート1」ッジを取り付け 
て < ださい。 

ホドラム カー ト 

U ッジを交換す 
る ( P .284) 

0051 

内部に異常び発生しています。 

お買い上げの販売店、またはヴー 
ビス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 



<;欠ぺージへつづく > 
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こんなとをには 


エラーコード 内容 


処置 参照ページ 


0054 内部に異常び発生しています。 


お買い上げの販売店、またはヴー 
ビス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 


0060 受信開閉部び開いています。 受信開閉部を閉じてください。 


0061 


自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉部び開 
いています。 


自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉 
部を閉じて < ださい。 


0068 背面カバーび開いています。 

用紙び完全に排出されません。 


背面カノ（一を閉じてください。 
背面カバーを開けて、つまった用 
紙を取 D 除いてください。 


0090 内部に異常び発生しています。 


お買い上げの販売店、またはヴー 
ビス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 


0091 定着部の温度び化くなっています。 しばらくお待ちください。 


ドラムカート U ッジの交換時期び近づいドラムカート U ッジの交換時期 
ています。 び近づをました。新しいドラム 

カート U ッジを準備してくださ 


し、。 


0093 


温度の低い環境で使用したため、内部に 
異常び発生しています。 


使用環境を確認し、適切な環境で —' 使用環境 
使用してください。 （ P .306) 


0094 


ドラムカート U ツジに異常び発生してい 
ます（寿命を含む)。 

((♦ P .2 日6のお知日せ2、 3) 


ドラムカート U ツジを交換して 
<ださい。 

お買い上げの販売店、またはヴー 
ビス実施会社にお問い合わせく 
ださい。 


かドラム カー ト 
U ツジを交換す 
る ( P .284) 


0400 


通信中に、受信局び応答しなかったか、 1. 巧手先を替えて確認して<だ 
または通信エラーび発生しました。 さい。 


2. 原稿をセットし直し、再送し 


て < ださい。 


0401 


中継局に受信用パスワードび必要なた 
め、原稿を受信でをません。 

中継局にメールボックスびありません。 
中磯局び送信側機器の I □ま号（ファク 
スま号）を要ホしています。 


中継局に確認してください。 


本機の ID ま号（ファクスま号) 
を登録してください。 


0402 通信中に、通信エラーび発生しました。原稿をセットし直し、再送してく 

ださい。 


0403 


中継局側にポー U ング機能びありませ 
ん。 


r ポ ー U ング=ァ|」」を設定する 
よラに中継局側に連絡してくだ 
さい。 


0404/0405 通信中に、通信エラーび発生しました。原稿をセットし直し、再送してく 

ださい。 
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こんなとさには 


エラーコード 

内容 

処置 

参照ページ 

0406 

送信用パスワードび一致しません。 

受信用パスワードび一致しません。 

不正な巧手局からセレクト受信モードで 
受信しました。 

ワンタッチまたは短縮ダイヤル 
のノ f スワード、電話番号を確認し 
て < ださい。 

(♦パスワード通信 
を利用する（パ 
スワード送信/ 
パスワード受信） 
( P .137) 

ホ迷惑ファクスを 
防止する（セレ 
クト受信） 
(13.136) 

0407 

受信局からのページ送信済み確認信号が 
得られません。 

数分後に再送して < ださい。 

1 


0408/0409 

遠隔側からのページ送信済み確認信号が 
判読でをません。 

数分後に再送して < ださい。 


0410 

送信側で通信び巧切られました。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 


0411 

ポー U ング用パスワードが一致しませ 
ん〇 

ポー U ング用パスワードを確認 
してください。 

かポー U ングする 

( P .1 1 1) 

0412 

送信側からのデータび得られません。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 


0414 

ポー1」ング用パスワードび一致しませ 

ポー U ング用パスワードを確認 
してください。 

がポー U ングする 

( P .1 1 1) 

041己 

ポー U ング送信でエラーが発生しまし 
た。 

ポー1」ング用パスワードを確認 
してください。 


0416/0417 

0418/0419 

受信データに含まれるエラーびをすざます。 

相手先を替えて確認して < ださ 
い。 


0420/0421 

送信側からの信号を受信でをません。 

1. 巧手先び誤った巧手にダイヤ 
ルしています。 

2. 巧手先を替えて確認して<だ 
さい。 


0422/0427 

インタフェースに互換性びありません。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 


0430/0434 

受信中に通信エラーび発生しました。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 


0436/0490 

受信データに含まれるエラーびをすざます。 

相手先を替えて確認して < ださ 
い。 


04己6 

本機び！;(下のいずれかの条件のもとで、 
親展原稿を受信したか、または親展原稿 
のポー U ングを要ホしました。 

1. 親展原稿の受信に必要な空をメモ 
U 一びない 

2. 親展メールボックスび一杯になっ 
ている 

3. 受信した原稿のプ U ント中 

1 . 通信予約レポートをプ U ント 
し、その内容を確認してくだ 
さい。 

2. 本機びプ U ントを完了するま 
で待ってください。 

(♦通信予約レポー 
卜をプ1」ントす 
る （ P .1 1ス 


本機び原稿の中継を要求されています。 



0492/ 
0493/0494 

受信中に通信エラーび発生しました。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 


049己 

電話回線び切断されました。 

相手先を替えて確認して<ださ 
い。 

1 


<;欠ぺージへつづく > 
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必要なとを 





こんなとをには 


エラーコード 


内容 


処置 


参照ページ 


〇已01/0已02 


内蔵 V .34 モデムで通信エラーび発生しま 
した。 


巧手先を替えて確認して < ださ 

し、。 


〇已40/ 

〇已41/ 

〇已4乙/ 

〇已43/0已44 


送信中に通信エラーび発生しました。 


1. 原稿をセットし直し、再送し 
て < ださい。 

2. 巧手先を替えて確認して<だ 
さい。 


0已已〇 


電話回線び切断されました。 


相手先を替えて確認して < ださ 

し、。 


〇已已乙/ 

〇已已3/ 

〇已已4/0已已已 


受信中に通信エラーび発生しました。 


巧手先を替えて確認して < ださ 

し、。 


〇已80 


ヴブアドレス機能をちたない機器へサブ 
アドレスを送信しました。 


巧手先に確認して < ださい。 


〇已81 


ノてスワードヴブアドレス機旨陡もたなし、機器 
へヴブアドレスノてスワードを送信しました。 


巧手先に確認して < ださい。 


0己01 


ダイレクト送信中に送信開閉部び開けら 
れました。 


送信開閉部を閉じ、再送して<だ 
さい。 


0己23 


自動原稿送り装置に原稿びセツトされて 
いません。 


原稿をセットし直し、再送してく 
ださい。 


0己30 


回線使用中のため、再ダイヤルに失敗し 
ました。 


原稿をセットし直し、再送してく 
ださい。 


0己31 


ダイヤル中に I ストップ I び押されまし 
た。 


原稿をセットし直し、再送してく 
ださい。 


0634 


巧手先び庇答しない、誤った巧手にダイ 
ヤルしているなどで、再ダイヤルび失敗 
しました。 


電話番号を確認し、再送して<だ 
さい。 


0己38 


通信中に停電び発生しました。 


電源コードと、電源プラグを確認 
してください。 


かフアンクシヨン 
番号一覽 
( P .30) 


071乙 


メールアドレスに誤りびあります。 


登録されたメールアドレスを確 
認してください。 

SMTP サーバーの IP アドレス 
をネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


0714 


LAN にログオンでをません。 


1 OBase - T /1 00 Base-TX ケー 
ブルの接続を確認して < ださい。 
予期でをない問題び発生しまし 
た。ネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


071已 


TCP / IP 接続びタイムアウトしました。 


インターネット FAX のパラメー 
夕一設定を確認して く ださい。 

IP アドレス、ゲートウェイ IP ア 
ドレスの設定、 SMTP サーバー 
の IP アドレスを確認してくださ 
し、。 
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こんなとさには 


エラーコード 内容 処置 

参照ページ 

0716 

指定した SMTP サーバーに□グオンで 
をませ/ Uo 

SMTP ヴーノ（一の IP アドレスの 
設定を確認して < ださい。ネット 
ワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 


0717 

SMTP プ□トコル伝送び不完全です。 
SMTP サーバーの八ードディスクび一 
杯の可能性びあります。 

SMTP サーバーに障害びありま 
す。ネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


0718 

プ U ントデータ受信時にページメモ U — 
にオーノ（フローび発生しました。 

用紙カセットの用紙サイズよりも大をい 
サイズをアプ U ケーシヨンで選択しまし 
た。 

原稿サイズと文字サイズを確認 
してください。受信側（本機）で 
対応しているサイズと文字サイ 
ズで再送してちらラよラに送信 
側に連絡してください。 


0719 

LAN 経由で受信したデータ形式び受信 
側に対応していません。 

じ(下に示すよラな、対応するファ 
イル添付形式で再送してちらラ 
よラに送信側に連絡してくださ 
し、。 

- TIFF - F 形式 

-用紙のサイズに合った画像 

了一う 


0720 

P 日 P サーバーと接続でをません (POP 
サーバー IP アドレスの誤り）。 

POP サーノく一がダウンしています。 

POP サーバーの IP アドレスを確 
認してください。ネットワーク管 
理者にお問い合わせください。 


0721 

POP サーバーに接続でをません（ユー 
ヴー名またはパスワードのエラー)。 

POP ユーヴー名とパスワード、 
または AP 0 P 設定値を確認して 
ください。ネットワーク管理者に 
お問い合わせください。 


0722 

DHCP サーバーからのネットワークノ 
ラ^ーター （例： IP アドレス、ヴブネッ 
トマスク、デフオルトのゲートウェイ IP 
アドレス）の取得に失敗しました。 

1. LAN ケーブルの接続を確認 
してください。 

2. ネットワーク管理者に問い合 
わせて、お手元のネットワー 
クで DHCP び使用でをるか確 
認してください。 

使巧でをない場合は、システ 
ム登録の「169 DHCP クラ 
イアント」を「ナシ」に変更 
し、ほかのネットワークパラ 
メーターを手動で設定してく 
ださい。 


072己 

DNS サーバー接続がタイムアウトしま 
した。 DNS サーバーがダウンしていま 
す。 

DNS サーバーの IP アドレスを確 
認してください。ネットワーク管 
理ちにお問い合わせください。 


0726 

DNS サーバーからエラー応答を受信し 
ました。 

POP サーバー名を確認してくだ 
さい。 SMTP サーバー名を確認 
してください。 


0728 

送信したデータ ( PDF ) 形式び受信側に 
対応していません。 

( PDF お式での送信は、インターネット 
FAX からコンピューターへの送信時の 
み利用でをます。） 

システム登録の「177送信ファ 
イルタイプ」（か P .266) を 
「 TIFF 」 に設定して送信してくだ 
さい。 

(♦シス了ム登録一 
覧 （ P .2 己 7) 


<;欠ぺージへつづく > 
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こんなとをには 


エラーコード 内容 


処置 参照ページ 


0729 

SMTP サーバーとの接続時に、認証 
(SMTP AUTHENTICATION ) に失敗 

しぶし/ Zlo 

SMTP AUTHENT ユーヴー名と 
パスワードを確認してください。 
ネットワーク管理者にお問い合 
わせ < ださい。 


0730 

メール経由でコンピューターから遠隔操 
作で、ジャーナルを取り出せません。ま 
た、 インターネットパラメーターやワン 
タッチ/短縮ダイヤルも登録でさませ 
ん。 

システム登録の ri 己 8 メール 
U モート登録」 （ホ P .26 己）が r ア 
U 」 に設定されているか確認して 
<ださい。 

( •シス了ム登録一 
覧 （ P .2 己 7) 

0731 

中継送信要ホを受けたとさに、手動ダイ 
ヤル用ダイアラーバッファび一杯 (70 
局）になりました。 

予約通信終了後に中継送信要ホ 
を送信し直してちらラよラに送 
信元に連絡してください。 


0800 

原稿または親展通信の中継機能をちたな 
い機器へ中磯要ホび出されました。 

相手先を替えて確認して < ださ 
い。 


081 己 

ールボックスが一杯です。 

メールボックスを確認してくだ 
さい。メールボックスファイルは 
10個までなをでさます。 

か親展ボックスを 
利用する（親展 
通信） ( P .143) 

0816/0825 

原稿または親展通信の中禮機能をちたな 
い機器へ中継要ホび出されました。 

相手先を替えて確認して < ださ 
い。 


0870 

送信する原稿をメモ U —に記憶している 
とさにメモ U —オーバーフ□一び発生し 
ました。 

メモ1」一を使用しないで原稿を 
送信してください。 

かメモ U - を使ね 
ずに送る（ダイ 
レクト送信） 
( P .79) 


〔お 知 b せ） 1. システム登録の「123リルー ト 機能」 （ か p . 262) び r ア1」」の場合は、エラー〕ード先頭 
の番号び3〜已（例： 3 XXX ) にな D ます。 「IP 電話- IP 電話発呼」、 「IP 電話-一般電話発 
呼」または r 一般電話-一般電話発呼」の通信形態によって、付与される数字び異なります。 

2. ドラムカート U ッジの交換時期び近づくと、「トナーギレジニドラムモコウカンヲオス 
スメシマス」のメッセージび表示されます。必要に応じて、新しいドラムカート U ッジを準備 
しておいて<ださい。現在お使いのドラムカート U ッジの回転数び高品質をイ呆てる回転数を越 
えました。ご使用の環境やお使いの用紙、ご使用の状況によ D 、 写真原稿など中間調の画像を 
プ U ントされた場合に、高品質なプ U ント画像び得られない場合びあります。プ U ント画像を 
確認していただを、ご満足いただける画質の場合はドラムカート U ッジの交換を直ちに行ラ必 
要はございませんび、時々プ U ント画像をご確認いただを画質に応じて交換いただ<か、卜 
ナーカート U ッジ交換の際、同時にドラムカート U ッジを交換することをお勧めします。 

3. また交換時期になると、 エラー コード0094び表示されます。ドラムカート U ッジの寿命び 
来ました。トナーカート U ッジ交換の際に、ドラムカート U ッジを交換してください。ご使用 
の環境やお使いの用紙、ご使用の状況により、程度は異な D ますび画質に影響びあ D ます。 

プ U ント画像の状態をご確認していただを、必要に応じて早めの交換をお願いいたします。 

《ドラムカート U ッジを交換せずにご使用を続けた場合、急に画像び劣化したり、機器び故 
障する原因になることびあります。 
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こんなとさには 


リモート登録時のエラーメッセージ 


送信元へ送られるエラーメッセージ 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの U モート登録時にエラーとなった場合は、本機か b 送信元へエラー 
メ ッ セージびメールで送付され まず。 


No . 

エラーメッセー ジ 

原因と処置 

1 

己己4 Data transfer error (broken 
header ) 

へッ ダーまたはサブへ ッ ダーの解析中にエラーび発生したた 
め処理でをませんでした。再送してください。 

2 

已已 4 Data transfer error (broken data ) 

データ解析中にエラーび発生したため処理でをませんでし 
た。再送してください。 

3 

! 已已 4 Data transfer error (FAX module ) 

LAM モジュールとの通信中に FAX モジュールでデータ転送 
エラーが発生しました。再送してください。 

4 

1 已已 4 MIME attachment not supported 
(messa 呂 e / file ) 

サポートしていない MIME の添付ファイルが送られました。 
テキストデータだけの添付ファイルで再送して<ださい。 

己 

1 554 MIME format not supported 

サポートしていない MIME タイプが送られました。テキスト 
データだけで再送して<ださい。 

巨 

1 554 FAX relay permission denied 

中継要求のあったドメイン名は登録されていません。 

7 

己己 4 Relay address unknown 

中継要ホのあった最終受信局の電話番号び不明です。 

8 

1 已已 4 Memory fully (FAX module ) 

FAX メモリーび一杯です。あとで再送してください。 

9 

! 已已 4 Data transfer error 

U ストに記載されていないエラーです。あとで再送して<だ 
さい。 


リモート登録失敗時のエラーメッセージ 


ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの U モート登録び失敗した場合は、本機か日送信元へエラーメッセー 
ジびメールで送信されまず。 


No . 

エラーメッセー ジ 

原因と処置 

1 

©command ブ□ックにエ 
ラーがあります。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び 「© command 」 ブ□ック 
で記述されていません。 「@ end 」 コマンドを加えて再送して< 
ださい。 

2 

© begin コマンドがありませ 
ん。 

ブ□ック開始コマンド r @ begin 」 び r @ beginj ブ□ックで記 
述されていません。 「@ begin 」 コマンドを加えて再送してくだ 
さい 

吕 

趣 begin ブ□ックにエラーがあ 
ります。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び r @ beginj ブ□ックで記 
述されていません。 「@ end 」 コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

4 

© system ブ□ックにエラーが 
あります。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び 「@ system 」 ブ□ックで 
記述されていません。階 end 」 コマンドを加えて再送してくだ 
さい。 

己 

© sender ブ□ックにエラーが 
ありまず。 

ブ□ック終了コマンド r @ ericl 」 が [© sender ] ブ□ックで記 
述されていません。 「© end 」 コマンドを加えて再送してくださ 
い。 


<;欠ぺージへつづく > 
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こんなとさには 


No . 

エラーメッセー ジ 

原因と処置 

6 

趣 domain ブ□ックにエラーが 
ありまず。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 が [© domain ] ブ□ックで記 
述されていません。「趣 end 」 コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

7 

© program ブ□ックにエラー 
がありまず。 

ブ□ック終了コマンド 「@ encl 」 び 「@ p 「 o 邑 ram 」 ブ□ックで 
記述されていません。 「@ end 」 コマンドを加えて再送してくだ 
さい。 

8 

© system コマンドがありませ 
ん。 

システム開始コマンド r @ system 」 び 「© system 」 ブ□ック 
で記述されていません。 「@ system 」 コマンドを加えて再送し 
て < ださい。 

9 

FAX 動作中のためリモート 
登録でさません。 

• ファクス通信び予約されている場合、ファクス動作終了後に 
再送してください。 

• 予約レポートを確認し、予約びない状態にして再送してくだ 
さい。 

10 

U モート登録パスワードチェッ 
クエラー。 

パスワードを修正して再送してください。 

11 

U モート登録び許可されていま 
せん。 

システム登録の「1已8 メール U モート登録」 （か口ぶ 己已）を 
「アリ」に設定してください。 

12 

Format Error : く エラー行 > 

入力したフォーマットび正しくないか、または各宛先還択用の 
記述データび一行で完結していないため不完全となっていま 
す。修正して再送してください。 

13 

Warning : く エラー行 > 

入力したフォーマットび正し<ないか、または入力した文字数 
び最大巧数を超えていまず。修正して再送して<ださい。 

14 

データび長ずざまず。 

宛先名、ドメイン名、送信元名、プ□グラム名などの文字数び 
最大析数を超えていまず。 

1 己 

© list ブ□ックにエラーがあり 
よ9 〇 

ブ□ック終了コマンド r @ end 」 び「剧 ist 」 ブ□ックで記述さ 
れていません。 r @ endj コマンドを加えて再送してください。 

16 

© select-domain ブ□ッソに 
エラーがありまず。 

ブ□ック終了コマンド r @ encl 」 び 「@ select - clomain 」 ブ□ッ 
クで記述されていません。 r @ endj コマンドを加えて再送して 
<ださい。 

17 

じ(下のデータに上書をされまし 
た。''く (上書をされたデータ）> 

データび上書をされた場合に返送されまず。 

18 

ダイヤルインデータの登録びあ 
りません。 ：く エラー行> 

設定しよラとしたダイヤルイン番号に該当ずるダイヤルび登 
録されていません。装置のダイヤル設定を確認してください。 
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受信開閉部を開きまず。 
つまった用紙を取0除さまず。 
受信開閉部を閉じまず。 


• つまった用紙が本体内部にある場合 
(上の図を参照してください） 



受信開閉部 



用紙がつまった 


用紙びつまったとさは、ディスプレイにエラーコード（0001、 0007) び表示されまず。用紙づま〇を取 
り除く場合は、次の手順で操作してください。 

エラーコード0001び表示されている場合 

(1) 用紙カセットを止まるまで引さ出しま 
す。前部を少し持ち上げ、本体から引さ 
出しまず。 

(2) つまった用紙、しわのついた用紙を取り 
除をまず。 

(3) 用紙カセットに用紙をセットし直しま 
ず。 

(4) 受信開閉部をいったん開さ、閉じまず。 


エラーコード0007び表示されている場合 




背面力/':— 

① 


つまった用紙が本体背面にある場合 
(下の図を参照してください） 

(1) 背面カバーを開をまず。 

(2) 破れないよラ注意しなびら、つまっ 
た用紙をゆっくりとまっすぐに引 
を出しまず。 

(3) 背面カバーを閉じまず。 


35 ^Pbti ) 1.用紙づまりの処置をしてち、なおエラーコードび表おされる場合は、受信開閉部をいったん 
- 開を、閉じてみてください。 
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必要なとさ 




























原稿がつまった 


原稿びつまったとさは、ディスプレイにエラーコード（0030、 0031) び表示されまず。 
原稿づまりを取り除く場合は、次の手順で操作してください。 



送信開閉部を開をます。 



エラーコード 0030 が表示されている場合 

つまっている原稿を引き出し、取り除きまず。 



エラーコード 0031 が表示されている場合 

送信開閉部を持ち上げ、つまっている原稿を 
取り除さまず。 



送信開閉部を確実に閉じまず。 
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読み取り部のお手入れ 


受信側から白紙の原稿、黒い筋の入った原稿、または白い筋の入った原稿を受信したと報告されたとさは、 
本機でコピーをとつて確認してください。コピーび同じよラな症状の場合は、読み取り部び巧れている可能 
性びあるためク U —ニングしてください。 



送信開閉部を開きます。 




やわらかい乾いた巧で、読み取り部（下側に 
あるガラス面)、および上側にある白色板の表 
面をやさし < 拭さます。 

• 読み取り部は傷つさやずいので、必ず清潔 
な巧またはガーゼを使用してください。 

• 清掃にはペーパータオルやティッシュ 
ペーパーなどの紙用品を使用しないでく 
ださい。 


送信開閉部を確実に閉じまず。 
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接続が態を確認ずる 


モニター 

受信でをない、〇を押してち「ツー」といラ電話回線上の音（ダイヤル!-ーンと呼びまず）び聞こえない、 
接続している外部電話機の呼び出し音び鳴らない場合は、次の手順で電話回線を確認してください。 



電話コンセントか日、本機の回線コードを抜 
さまず。 



電話コンセントに、本機 LU 外の電話機の回線 
コードを接続しまず。 


方法1 

電話機の受話器を上げ、受話器を上げ、ダ 
イヤルトーンび聞こえるかどラかを確認 
を確認します。 

ダイヤルトーンを確認でさない場合は、お 
使いの電話会社にお問い合わせ<ださい。 


方法2 

別の電話から、この電話回線に電話をかけ 
まず。外部電話機の呼び出し音び鳴日ない 
場合は、お使いの電話会社にお問い合わせ 
<ださい。 


〔お知 b せ）1.モニターを利用するには、システム登録の「137直ダ再入力」 （* p . 2 日 3 )びけシ」に設 
定されている必要びあります（お買い上げ時は、「ア U 」 に設定されています）。 
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停電が巧生した 5 


S )^ Obt ^ ) 1.原稿の読み取0中に停電した場合は、読み取0び中断されます。停電復旧後、ちラー度読み 

- 取ってファクス送信してください。ファクス送信時、原稿読み取 D 後のメモ U - 送信中に停電 

した場合は、停電復旧後、直ちに再送信されます。 

2. 上記の内容は一般電話回線（公衆回線）に接続されている場合です。電話交換機 （ PBX ) な 
どに接続されている場合は、お使いの機器の仕様をご確認ください。 
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停電中は、ファクスのディスプレイは消えていまず。ファクスの送受信はできません。 


ファクス 


送受信中に停電したとをファクス送信 
停電中 

ファクス受信 


停電から復旧したとを 


外部電話機を接•通話中に停電したとを 
続している場合 _鬥 h - 


ファクス送信 


メモ U —の内容 


本機の：!犬態 

ファクス送信は中止されます。停電復旧 
後、ちラー度送信してください。 

停電中は送信でをません。 

ファクス受信は中止されます。停電復旧 
後、巧手のちにちラー度送信を依頼して 
<ださい。 

停電中は受信でをません。 

未通信のデータびある場合は、すぐに再 
送されます。 

メモ U —に蓄積されている送信および受 
信データはな持されています。 


ファクスに登録/設定しワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルなど 
た内容 の登録内容、その他各種登録は、停電中 

を消えることなくな持されています。 


巧手のちと電話中 

電話をかける 
電話を受ける 


お使いの電話機の仕様をご確認くださ 
し、。 







技術料 1 診断•修理•調整•点検などの費用 
部品および補助材料代 
巧張却技術ちを派遣する費用 


♦アフターサービスについて、おわかりにならないとさ 

お買い上げの販売会社-販売店-サービス実施会社または保証書表面に記載されていまず連絡先へお問 
合わせください。 

♦使用誤り、静電気、電波の干渉、使用中に電源び切れたときなど記憶内容び変化•消失 
する場合びあります。 

(発生した損害について、当社び責任を負えない場合びありまず） 

参本製品は日本国内用に設計されています。国外での使用に対するサービスはいたしかね 
まず。 

This product is designed for use in Japan . 

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan . 

♦本製品は、外国為替及びが国貿易法に定める規制対象貨物（または技術）に該当しま 
す。本製品を曰本国がへ輸出する（技術の提供を含む）場合は、同法に基づく輸出許可 
など必要な手続きをおとりください。 

Exporting this product and/or its technology from Japan is restricted by the Japanese 
Foreign Exchange and Foreign Trade Law . When this product and/or its technology are 
exported or brought out from Japan , you are required to take the necessary procedures , 
such as obtaining an export license from the Japanese government , in accordance with 
the Law . 


アフターサービスについて 

保証とアフターヴービス (よくお読みください) 


使いかた-お手入れ-修理などは 

まず、お買いホめ巧へご相談ください。 


，お買い上げの際に記入されると便利でず 


販売店名 

、 

電話 （ 

) - 

お買い上げ日 

年 A B : 


修理を依頼されるとをは 

♦製品名 

ファクシ三 U 

「こんなときには」（か P . 吕 89) でご確認のあと、 

直 b ないとさはまず電源プラグを抜いて、お買 
い上げ曰とちの内容をご連絡ください。 

♦品番 

UF -5500 

♦故障の状況 

できるだけ具体的に 

• 保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたしまず。 

保証期間：お買い上げ曰か b 本体1年間（ただし、消耗品は除 <) 


♦保証期間終了後は、該断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。 

※修理料金は次の内容で構成されていまず。 


年 

に 

間 

期 

有 

保 

の 

品 
B- 

SS 
自 

性 

巧 
度 

0 

0 


製' 卜。 
C をす 

品}ほ 
部品 
能部 
まのし 

胤解锦 
度た保 

欄る年 
のを5 
品持後 
製維り 
本を切 
'能ち 
は機巧 
社の造 
进品觀 
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仕様 


項目 

仕様 

品番 

UF - 已已00 

認証機器名 

UF - 已已00 


-認証番号は、本体背面に記載されています。 

帯域圧縮方式 

MH 、 MR、MMR ( mJ-T 勧告準拠） 

適合回線 （ G 3 FAX ) 

ITU-T T . 吕〇 

PBX ( F 網、 F ネットの13日日 Hz 無鳴動受信には対応していません。） 

適合規格 ( LAN ) 

IETF RFC 3吕6己、 ITU-T T .37 

適合回線 ( LAN ) 

1 OBase-T Ethernet (IEEE 802.3). 

1 OOBase-TX Fast Ethernet ( IEEE 802.3 u ) 

通信可能機種 （ G 3 FAX ) 

G 3 (国際規格） 

出力可能文字 ( LAN ) 

JIS 第]、第 2 水準 

通信プロトコル ( LAN ) 

TCP / IP 、 SMTP 、 POP 3. MIME 

データ 形式 ( LAN ) 

RFC 吕目 4 目、 TIFF - FX ミこマルセット 

Profile : TIFF-F 

符号化方式： MH / MMR 、 原稿サイズ： A 4 

通信速度 （ G 3 FAX ) 

2400- 33600 bps 

原稿サイズ 

A 4 〜 A 己 

最大：幅21目 X 長さ目日日 mm 
最小；幅148 X 長さ128 mm 

読み取りち式 

密着イメージセンサーによる平面走査 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 
セット可能枚数 

30枚 

有効読み取 D 幅 

•コピー 208 mm 

•ファクス 208 mm 

•スキャナー 210 mm ( A 4), 216 mm (レター） 

読み取 D 解像度 

-コピ_ 

水平ち向 垂直方向 

ノ」、さい 8 dot/mm x 7.7 lines/mm 

細密 8 dot/mm x 1 己. 4 lines/mm 


-ファクス 

水平方向 垂直方向 

ふつつ 8 dot/mm x 3. 8己 lines/mm 

ノ」、さい 8 dot/mm x 7.7 lines/mm 

細密 8 dot/mm x 1 己. 4 lines/mm 


-スキャナー 

水平ち向 垂直ち向 

100 dpi X 100 dpi 

200 dpi X 200 dpi 

300 dpi X 300 dpi 

600 dpi X 600 dpi 

記録方式 

電子写真記録ち式 

記録用紙 

普通紙 

用紙サイズ 

A 4、 レター 



<;欠ぺージへつづく > 
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仕様 


項目 


仕様 


記録解像度 




水平ち向 


を直ち向 


ルさい 

20吕 dpi 

X 

19已邮 * 1 


細密 

203 dpi 

X 

391 dpi * 1 


-ファクス 

水平ち向 


垂直ち向 


ふつラ 

203 dpi 

X 

98 dpi * 1 


ルさい 

203 dpi 

X 

19己邮 * 1 


細密 

20吕 dpi 

X 

391邮 * 1 


-プリンタ 

水平ち向 


垂直方向 



300 dpi 

X 

300 dpi * 1 



600 dpi 

X 

600 dpi 

有効記録サイズ 

A 4 202 X 289 mm 

レター 208 x 271 mm 


コピー 


有効記録範囲 


(4 mm) 


普 

(4 mm) 

-印刷マージンは 4mm です。 


(4 mm) 


(4 mm) 


電源 


AC 1 OOV ± 1 OV , 已0/己0 Hz 


消費電力 


待機時（節電モード） 

予熱時 

受信時 

コ ピー 時 

最大 


約已.已 W 
約己已 W 
約已〇0 W 
約已〇0 W 
約9已0 W 


外形寸法 


約420 (幅） x 4 已7 (奥行を） X 297 (高さ ） mm 
(突起部を除 <) 


質量 


約11 ' 已 kg 
(消耗品を除く） 


使用環境 


温度 ：10〜32.己て； 
相対湿度： 20〜70 % RH 


直流巧抗値 


3乙30 *2 


* 1記録時の解像度は600 dpi X 600 dpi に拡大されまず。 

* 2直流抵巧値び300 n を超えているため、電話をかける、またはファクス送信びでさない場合は、サー 
ビス実施会社へご相談ください。 
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消耗品について 


お買いホめになるとさは、お買い上げの販売店、またはサービス実施会社にごホ目談<ださい。 

トナーカートリッジ、ドラムカートリッジ 


品番 

図 

説明 

DE -3391 


トナーカート U ツジ 
(約2,000枚） 

DE -3390 


ドラムカート U ツジ 
(約己,000枚） 


• ドラムカート U ツジを交換ずる場合は、同時にトナーカート U ツジち交換ずる必要びありまず。 

トナーの寿命 

ISO / IEC 1日7已2で規定されたページを約2,000ページ印刷でをまず。 

• IS 0/ IE 巳1日7已2の規定は下記のとおりでず。 

環境： 23 ± 2で/已0 ±10 〇/〇 RH け目巧湿度） 

• プ U ントモード：連続印刷 

• トナー消費量は、文字の濃さ、太さ、およびサイズに応じて変化しまず。 

ドラムの寿命 

ドラムカート U ツジは定期的に交換ずる必要びありまず。ドラムの寿命は最長で約6,000枚でず。 

• 実際のドラムカート U ツジの寿命は、温度、湿度、用紙のタイプ、1回の印刷ジョブあたりの印刷 
枚数に使用ずるトナーの量など、さまざまな要因によって左ちされまず。1回あたりの印刷枚数び 
少ないジョブで本機を頻繁に使用ずると、ドラムカート U ツジび印刷でをる実際の枚数はこの推定 
値を大幅に下回る場合びありまず。 

実際のドラムカート U ツジの寿命に影響を及ぼず要因は制御でさないちのび多いため、弊社ではド 
ラムカート U ツジで印刷でさる最ル枚数を保証ずることびできません。 

• 特に高品質を保てる印刷ページ数は、お客様の使用条件、使用環境によっては3,000枚 LU 下になる 
場合びありまず。 


用紙 


良巧な記録をしていただくため、でさるだけ当社の推奨品をご使用ください。 
(詳細は、お買い上げの販売店、またはサービス実施会社にお問い合わせください。) 
市販の用紙を使用する場合は、下表の仕様に合つた用紙をご使用ください。 


項目 

仕様 

用紙厚 

60〜80 g / m ^ 

用紙端条件 

鋭い刃で切断され、用紙の端にほつれびないこと 

パッケージ 

ポ U ラ5ネート防湿加工されたパッケージ 

用紙サイズ 

• A 4 サイズ ：21日 x 2 目 7 mm (8.3 x 11.7") 

•レターサイズ ： 216 x 27 目 mm (8.5 x 11") 

用紙タイプ 

カット紙 
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用語集 


lOBase - T /100 Base-TX 


ADF (自動原稿送り装置) 
BPS (Bits Per Second ) 


DTMF (Dual Tone 
Multifrequency ) 

ECM (Error Correction Mode ) 

FAX / TEL 自動切替 

FROM 選択 

G 吕モード （Group 3) 


IP アドレス 

ISP (Internet Service 
Provider ) 

ITU-T 

ITU-T に. C . l . T . T .) 

ITU-T No . l テストチャート 
LAN (Local Area Network ) 

LAN 中継パスワード 


LCD 

MAPI (Messaging 
Application Pro 呂 ram 
Interface ) 

MDN (Messa 呂 e Disposition 
Notifications ) 

MIME (Multipurpose Internet 
Mail Extension ) 

POP (Post Office Protocol ) 

PSTN (Public Switched 
Telephone Network ) 

SMTP (Simple Mail Transfer 
Protocol ) 

TCP/IP (Transmission 
Control Protocol/Internet 
Protocol ) 

TIFF (Ta 呂呂 ed Ima 呂 e File 
Format ) 

TIFF ィ><ージビューワー 


アクセスコード 


イーサーネットケーブル規格の一種です。 

no/lOOJ はバンド幅が1日/100 Mbps の意味で、このバンド幅は単ーチャン 
ネル-ベースバンドのベースとなっています。 IT 」 は燃り ( Twisted ) 対の意なで、 
この規格のケーブルは2対の非シールド燃り線からなります。 

複数枚の原稿をセットして、1枚ずつ読み取り部へ送る装置です。 

電話回線経由で送信されるデータ量の単位です。本機は常に最大伝送速度で動作開 
始しますが、電話回線の状況や受信側機器の能力に応じて伝送速度を自動的に落と 

しか9 〇 


電話機のボタンの各数字を表わすさまざまな組み合わせの周波数を送り出すダイヤ 
ル呼び出しち式です。一般に、プッシュホン式ダイヤル呼び出しを指します。 

G 3 ファクス通信を行なっているときに、通信エラーを訂正する機能です。 

1つの電話回線でファクスと電話を自動で切替えて使用でをます。 

あらかじめシステム登録してある24の送信者名、メールアドレス、または電話蚕 
号のラちの]つを送信前に選択することがでをます。 

現在最を普及している、 G 3 規格に準拠したアナ□グ電話回線用のファクシ 5 U で 
す。 


インターネット上に存在するコンピューターなどの住所にあたる数列です。 
インターネットへの接続サービスを提供する組織のことです。 


国際電気通信連を電気通信標準化部門。国際電信電話諮問委員会（旧 C . C . I . T . T )。 

国際電信電話諮問委員会の略称。この機構は現在、ファクシ5 U 互換性を保証する 
4グループの業界標準を推進しています。 

送信速度と機器能力との比較を可能にする業界標準原稿のことです。 

オフィス、工場、大学などといった隣接エ U アに限定された、データの統合および 
交換のためのコンピューターネットワークシステムです。 

LAN 中継通信を行ラ際に、パスワードとして用いるメールアドレスです。 LAN 中 
継通信の宛先をあらわす ールアドレスの、ユーヴー名（@の左側）の部分と比較 
して、一致した場合に LAN 中継通信を行います。 


本機の表示をする液晶ディスプレイのことです。 


メッセージ送信のための Windows 標準インタフェースです。ワープ□-ソフトや 
表計算 ソフ トなどのこユーから、編集中の文書を直接ールで送信するよラなこ 
とが可能です。 

メールが読まれたかどラかを確認するために送信側から MDN 要求を付加して送付 
しぶ9 〇 


インターネット上で、テキストデータ外のマルチメディア情報ち扱えるよラに拡 
張した、メールの通信手順です。 

メールサーバーにアクセスして自分宛のメールを取り出すための通信手順です。 

公衆電話交換ネットワークを指します。相互に接続された交換機と送信施設からな 
るネットワークです。 

インターネット上でメールを送受信するための主な通信プロトコルです。 


インターネットで使用されているプロトコルの最ち基本的な集合体（プロトコルス 
イート）であり、あるインターネット端末と別の端末との間のデータ転送を可能に 
しま9 〇 


異機種間でのグラフィックデータの交換ができるよラデータの前のタグと呼ばれる 
部分を設け、データの記述形式を記載したデータファイルです。本製品の TIFF ファ 
イルは、 MH 方式によりデータを圧縮しています。 

TIFF ファイルの中身を閲覧するための機能を持ったプ□グラムです。市販の TIFF 
ビューアーでは、本製品から送られた TIFF ファイルを表示でをない場合がありま 
す。 


第兰者の不正使用を防止するため、8巧のアクセスコードを設定でをます。 
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宛先シート 
宛先名 

イーサーネット 

インターネット 

イントラネット 


エラーコード 
オフフックダイヤル 
オンフックダイヤル 

カパーシート 

キーオペレーターコード 

クライアント 

グループダイヤル 

固定縮ルプリント 
最終宛先 
ヴーバー 


ヴブアドレス 
サブアドレスパスワード 
ヴブネットマスク 

自局登録 

システム登録リスト 
自動縮ルプ1」ント 

自動受信 

受信側パスワード 
手動受信 
初期送信側端ホ局 
数字 ID 
セレクト受信 

送信側パスワード 
送信予約 


本機のワンタッチに登録してある宛先名をプ U ントし、ワンタッチボタンシートの 
下に入れて使います。 

各ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルま号の登録名です。 

LAN 上のコンピューターおよび装置をネットワーク化する最ち一般的な手段。最大 
100 Mbps まで処理び可能で、ほとんどのすべてのタイプのコンピューターび巧 
応しています。 

ネ目互に接続された、 TCP / IP プロトコルを使用するさまざまなネットワークの巨大 
な集合体。個々のネットワークは接続されて全巧巧をつなぐ巨大なインターネット 
をお成します。 

会社内部または組織内部にある非公開のネットワーク。イントラネットでは、公開 
されているインターネット上同じ種類のソフトウエアを使用しますび、その用途は 
内部的なをのに限定されます。 

通信エラー、トラブルなど発生時に表示するコードです。 

受話器を受話器台から外して、電話番号をダイヤルするち法です。 

受話器を受話器台に置いたまま、またはモニターボタンを押して電話番号をダイヤ 
ルするち法です。 


送信する原稿に添付される FAX カバーシート。受信者名、発信者名、添付した原 
稿のページ数び記載されます。 

第兰者び管理ち専用モードに入ることを防止するため、8巧の管理ちパスワードを 
設定します。 

クライアント（端モ）コンピューターの意味で、 LAN 上でデータベース共用、グ 
ループ作業や通信を行ラとをに使用します。 

1つのプログラムボタンへ複数宛先を登録でをます。1回の操作で順な同報送信び 
でをます。 

すべての着信原稿を一定の縮ル率（例： 75%)でプ U ントします。 

LAN 中継通信時の最終送信巧先です。 

クライアント（端モ）コンピューターに巧してデータ資源、通信接続、データ保存 
空間その他のサービスを提供する、ネットワークに接続されたコンピューターまた 
は装置をさします。メールサーバーソフトウエアーはネットワーククライアントび 
メールアカウントをな有してメールの送受信を行なラことを可能にしています。 

着信ファクスのルーティング、転送または中継を実行するための ITU - T 勧告です。 

ヴプアドレスに対応する追加機密な護のための ITU - T 勧告です。 

ネットワーク I □で定義されたネットワークのサブセグメントを管理するためのマス 
クビット列です。 

自局登録をすることで、通信のとをに巧手機に自局の情報を表示でをます。たとえ 
ば、ロコ’、文字の、日時などびあります。 

本機のシステム登録の設定値を U ストにしてプ U ントできます。 

標準サイズの普通紙にプ U ントでをるよラに、受信した原稿を自動的に縮ルするち 
式。たとえば、 A 4 サイズより長い着信原稿を縮ルして A 4 サイズの用紙にプ U ン 
卜します。 


ファクスび自動的に原稿を受信します。 

原稿受信前に照合される4巧のパスワードのことです。 

着信原稿を受信するのに使用者の操作び必要なモードです。 

LAN 中継通信時の発信局です。 

巧手のディスプレイに表示させる電話番号などの情報を登録します。 

ダイヤルに登録してある電話番号の下4析を照合し、一致したファクスからのみ本 
機び受信する機能です。 

原稿送信時に照合される4巧のパスワードのことです。 

本機び別の機能を実行しているとをに送信予約びできます。 

<;欠ぺージへつづく > 
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用語集 


送達通知 

タイマー送信 
タイマー ポー 1」ング 
ダイレクト SMTP 

短縮ダイヤル 

蓄積原稿 
中継アドレス 
中継局 

中縦送信 

中継ネットワーク 
重複プリント 

直接ダイヤル 

通信管理レポート 
ほ電カモード 

デフオルトルーター IP アドレス 

テンキーボタン 
電話帳機能 

同報送信 
ドメイン名 


ネットワーク 

ネットワークアドレス 
濃度 

八ーフトーン 
八ンドシェーキング 

ビューモードー通信管理 

ビューモードー通信予約フアイル 
ファイル 


送信側インターネット FAX から受信側インターネット FAX へ出されるメッセージ 
で送達通巧 ( MDN ) 要ホのことです。受信側インターネット FAX は、メッセージ 
(メール）を読むと送達確認メッセージを返送します。 

指定時刻に原稿の送信びでをます。 

指定時刻にポー U ング通信びでさます。 

インターネット FAX 同±びメールサーバーを経由せずにファイアーウォール（イ 
ントラネット）内で互いに直接通信を行なう機能です。 

電話番号またはメールアドレスを短縮ダイヤルに登録でをます。簡単なボタン操作 
を行なラだけで、その電話番号をすばやくダイヤルすることびでをます。 

本機で読込み済でメモ U —に記憶されている原稿です。 

LAN 中継通信時に中継局を登録している3巧の短縮ダイヤルのま号です。 

中継局では、受信した原稿を指示された宛先へ、順な同報で転送することびでをま 
す。 


発信局から原稿を LAN 中継局へ送信すると、中継局はさらにその原稿を最終受信 
側端モ局へ送信します。 

中継局経由で通信する機器のネットワークのことです。 

縮ルでをないくらい大をな原稿は、約10 mm 重ね合わせて2つのページに分割し 
て自動的に出力されます。 

電話番号またはメールアドレスをテンキーボタンまたは文字ボタンで入力して直接 
ダイヤルするち法です。 


最新の32通信の結果を一覧にしてプ U ントでをます。 

指定時間経過後に定着器を OFF にして、待機モードにあるときよりも消費電力を抑 
えてエネルギーを節約し ます。 

ルーターのアドレスで、インターネット FAX との通信時に他のネットワークびど 
のルートをとったらよいか判断するとをに使用します。 


コント□ールパネルにある数字ボタンです。 


ワンタッチまたは短縮ダイヤルに登録した宛先名を検索して、電話番号またはメー 
ルアドレスをダイヤルでをます。 

複数の宛先に同じ原稿を同報通信する機能。 

インターネットに接続された個々のコンピューターを一意に識別する名称です。ド 
メイン名は DNS サーバーによって IP アドレスから翻訳されます。これは、 IP ア 
ドレスび変更された場合でち、ユーヴーに親しみやすい（記憶されやすい）名称を 
イ呆持することび目的です。 

2台！;(上のコンピューターを相互に接続して U ソースを共有すると、コンピュー 
夕ー ネッ トワークになります。さらに2つじ(上のコンピューターネットワークをつ 
なぐと、インターネットびお成されます。 

ワンタッチ/短縮ま号に登録される4巧の固有アドレスま号で、中継ネットワーク 
上にある特定の端末局を識別するのに使います。 

送信する原稿に合わせて読み取り明暗感度を設定でをます。 

黒から白への最大64階調のグレーレベルで表現でをます。 

送信側と受信側び通信するため、実際にデータを転送する前に、双ちの通信ちまや 
条件、プロトコルなどをあらかじめやり取りしておく手順のことです。 

通信管理レポートを出力することな<通信管理の簡単な内容を LCD ディスプレイ 
に表示することびでをます。 


通信予約レポートを出力することなく通信予約ファイルの簡単な内容を LCD ディ 
スプレイに表示することびでをます。 

メモ U —を使っての送受信を行なったとを作成されます。たとえば、タイマー送信 
などびあ D ます。 

各機能を使うときに押します。 
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フアンクシヨンボタン 



用語集 


符号化方式 

各種機器が使用するデータ圧縮方式。本機は 、 Modified Huffman ( MH)、Modified 

Read ( MR)、Modified Modified Read ( MMR ) 符号化方式を採用しています。 


プ1」ント縮ルモード 

本機にセットされた用紙に収まるよラに縮ルしてプ U ントするち法です。 


プ□グラムボタン 

複雑な機能の操作をプ□グラムボタンに登録したり、複数の宛先を登録して、簡単 
なボタン操作で機能を使えます。 


プロトコル 

装置間通信のための標準または言語。業界にはを<の種類のプロトコルび巧在し、 

にやコンピューターを内蔵している製品はどれもある種のプロトコルを利用して 
います。インターネットでは、100を越える標準び共同して TCP / IP プ□トコル 
を校正し、インターネット通信を滑らかで信頼でをるものにしています。 


へツタ ー 

送信側ファクスび送信する、また受信側ファクスび各ページの先頭にプ U ントする 
部分です。ヘッダーは、送信側ファクスの情報（曰時など）を提供します。 


ホスト 

ネットワーク上の他のコンピューターを集中管理するコンピューターです。ホスト 
はドメイン内で唯一のホスト名を持ちます。ホストは全ドメイン名 ( FQDN ) の最 
初（左端）の部分となります。 

例： 

本機の—ルアドレスが Fax @ fax 0 1 . panasonic . com であるとすると、 「 faxOl 」 

はホストに、 「 Panasonic . com 」 はドメインに相当します。 


ホームぺージ 

ブラウヴー起動時に最初にま示されるページ、または会社、組織などの主要なウェ 
ブページ。 


ポーリング 

月 IJ のファクスから原稿を取り出す機能です。 


ポー U ングパスワード 

登録された4巧の暗証番号で、ポー U ングび行なわれている原稿に対する機密な護 
を有効にするのに使います。 


メモ U —送信 

原稿をメモ U —に読込んでから送信します。 


メモ1」一代行受信 

用紙またはトナーびなくなったときに着信原稿をメモ U —に蓄積する機能です。 


メモ U —転送 

指定した短縮ダイヤ j レの宛先へ、すべての着信ファクスを転送する機能です。 


メールアドレス 

メールでデータを送受信するためのアドレスです。ユーヴー名、サブドメイン名、 

ドメイン名で構成されています。 


メールゲートウェイ IP アドレス 

メールサーバーのアドレス。本製品はあらかじめ設定されたメールサーバーとだけ 
通信を行ないます。 


メーリングリスト 

あるアドレスにールを送り、自動的にメー U ング U ストに登録されている複数の 
人にメールのコピーを送るための ールアドレスです。 


文字 ID 

巧手のディスプレイに表示させる会社名などの情報を登録します。 


文字サイズ 

送信する原稿の文字の大ささに合わせ、変更でをます。 


文字ボタン 

各種登録をするとをに文字または記号を入力するためのボタン。 


モデム 

本機から出された信号を電話回線経由で伝送でをる信号に変換する装置です。 


ルーター(ゲートウェイ） 

複数の LAN 間の通信を可能にするネットワーク装置です。インターネットでは、そ 
れぞれの LAN のルーターび、インターネットを経由して転送すベをデータの経路 
を菅理しています。 


留守録接続 

本機に留守ま電話機を接続してご使用でをるよラに設定でをます。 


□コ’ 

会社名または名前などを登録します。 


ワンタッチボタン 

電話番号またはメールアドレスをワンタッチに登録でをます。1つのボタン操作を 
行なラだけで、その電話番号をすばやくダイヤルすることびでをます。 

1 

1_ 
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著作権巧びライセンスに関ずる情報 


• この製品は下記のソフトウエアとライセンス条件に基づいて使用しています。 


The product uses a part of Net 巨 SD kernel. 

The use of a part of NetBSD kernel is based on the typical BSD style license below. 

Copyright (c) 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that 
the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following 
acknowledgement: 

This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE ， DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


However, parts of the NetBSD Kernel are provided with the following copyright notices. 


Copyright (c)1980, 1983, 1988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1980, 1986, 1989, 1993 The Regents of the University of California. Ail rights reserved. 

Copyright (c)1980, 1986, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1980, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1982 ， 1985 ， 1986 ， 1988 ， 1993， 1994 The Regents of the University of California. All rights 
res 白 rved. 

Copyright (c)1982, 1986, 1988, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1982, 1986, 1988, 1990, 1993, 1994, 1995 The Regents of the University of California. All rights 

r 白 s 白 rv 白 d. 

Copyright (c) 1982 ， 1986 ， 1988 ， 1990 ， 1993， 1995 The Regents of the University of California. All rights 
reserved. 


Copyright (c) 1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1982, 
Copyright (c)1983, 
Copyright (c) 1983, 
Copyright (c)1985, 


1986, 1988, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
1986, 1988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1988, 1993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1989, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1990, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
1986, 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1990, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
1986, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1991, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1991, 1993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1993, 1994, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
1986, 1993, 1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1988, 1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


Copyright (c) 1985, 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1986, 1989, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1986, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1987, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1987, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1987, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988 Regents of the University of California. All rights reserved 
Copyright (c)1988 Stephen Deering. 

Copyright (c)1988 University of Utah. 

Copyright (c)1988, 1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1988, 1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1988, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1989 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1989, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c) 1989, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1989, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1990, 1991, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1990, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1991 ， 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1991, 1993, 1994 The Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1992 Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1993 Adam Glass 

Copyright (C)1993 by Sun Microsystems, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1994 Gordon W. Ross 

Copyright (c)1994 Winning Strategies, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1995 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (C) 1995, 1996, 1997, and 1998 WIDE Project. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 John S. Dyson All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Matt Thomas. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Matthew R. Green. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Paul Kranenburg 

Copyright (c) 1996, 1997, 1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1996, 2000 Christopher G. Demetriou. All rights reserved. 

Copyright (c) 1996,1 999 by Internet Software Consortium. 

Copyright (c)1996-1999 by Internet Software Consortium. 

Copyright (c)1997 Jonathan Stone and Jason R. Thorpe. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 Christos Zoulas. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 Manuel Bouyer. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998, 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998, 1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998, 1999, 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997, 1998, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997,1 998, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1997,98 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (C)1997-2000 Sony Computer Science Laboratories Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1997-2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998 Todd C. Miller <Todd.Miller@courtesan.com> All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 1999, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1998, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (C)1999 WIDE Project. All rights reserved. 

Copyright (c)1999, 2000 Jason し Wright (jason@thought.net) All rights reserved. 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


Copyright (c) 1999, 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1999, 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 1999, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2000 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2000, 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2000, 2001, 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2002 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright 1998 Massachusetts Institute of Technology. All rights reserved. 

Copyright 2001 Wasabi Systems, Inc. All rights reserved. 

Portions Copyright (c)1993 by Digital Equipment Corporation. 

Portions Copyright (c)1995 by International Business Machines, Inc. 

Copyright (c) 1983, 1989 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 by Internet Software Consortium. All rights reserved. 

Copyright (c) 1980, 1986, 1989 Regents of the University of California. All rights reserved. 
Copyright (c)1988 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c) 1992, 1993 The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Copyright (c)1994 Christopher G. Demetriou. All rights reserved. 

Copyright (c)1997 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1999 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c) 2001 The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 

Copyright (c)1996 Gardner Buchanan <gbuchanan@shl.com> All rights reserved. 

Parts of the NetBSD Kernel are provided with the licenses that are slightly different from the 
above Berkeley-formed license. Please refer the source code of the NetBSD Kernel about the details. 
The source code of the NetBSD Kernel is provided by the NetBSD CVS Repositories 
(http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/)，and this product includes parts of the source code in the 
following directories. 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/kern/ 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/net/ 

http://cvsweb.netbsd.org/bsdweb.cgi/src/sys/netinet/ 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


This product contains thttpd software that ACMELabs developed ana is using it based on the following licence 
conditions. 


Copyright c 2000 by Jef Poskanzer <jef@mail.acme.com>. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE. 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


This product contains fhe Open し DAP software and is using it based on the following license conditions. 


Copyright 1998-2004 The OpenLDAP Foundation 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted only as 
authorized by the OpenLDAP Public License. 


A copy of this license is available in the file LICENSE in the top-level directory of the distribution or, alternatively, 
at <http://www.OpenLDARorg/license.html>. 


OpenLDAP is a registered trademark of the Open し DAP Foundation. 


Individual files and/or contributed packages may be copyright by other parties and subject to additional 
restrictions. 


This work is derived from the University of Michigan LDAP v3.3 distribution. Information concerning this 
software is available at <http://www.umich.edu/~dirsvcs/ldap/>. 


This work also contains materials derived from public sources. 


Additional information about OpenLDAP can be obtained at <http://www.openldap.org/>. 


Portions Copyright 1998-2004 Kurt D. Zeilenga. 

Portions Copyright 1998-2004 Net Boolean Incorporated. 

Portions Copyright 2001 -2004 IBM Corporation. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted only as 
authorized by the OpenLDAP Public License. 


Portions Copyright 1999-2003 Howard Y.H. Chu. 
Portions Copyright 1999-2003 Symas Corporation. 
Portions Copyright 1998-2003 Hallvard B. Furuseth. 
All rights reserved. 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modiT に ation, are permitted provided that this 
notice is preserved. 

The names of the copyright holders may not be used to endorse or promote products derived from this 
software without their specific prior written permission. This software is provided "as is" without express or 
implied warranty. 


Portions Copyright (c)1992-1996 Regents of the University of Michigan. 
All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that this notice is preserved and that 
due credit is given to the University of Michigan at Ann Arbor. The name of the University may not be used to 
endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission. This 
software is provided "as is" without express or implied warranty. 


The OpenLDAP Public License 
Version 2.8,17 August 2003 


Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions in source form must retain copyright statements and notices, 

2. Redistributions in binary form must reproduce applicable copyright statements and notices, this list of 
conditions, and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the 
distribution, and 

3. Redistributions must contain a verbatim copy of this document. 

The OpenLDAP Foundation may revise this license from time to time. 

Each revision is distinguished by a version number. You may use this Software under terms of this license 
revision or under the terms of any subsequent revision of the license. 
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著作権及びライセンスに関ずる情報 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OPENLDAP FOUNDATION AND ITS CONTRIBUTORS "AS IS" 
AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 
IN NO EVENT SHALL THE OPENLDAP FOUNDATION, ITS CONTRIBUTORS, OR THE AUTHOR(S) 

OR OWNER(S) OF THE SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTA し SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF T 川 S SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


The names of the authors and copyright holders must not be used in advertising or otherwise to promote the 
sale, use or other dealing in this Software without specific, written prior permission. Title to copyright in this 
Software shall at all times remain with copyright holders. 


OpenLDAP is a registered trademark of the OpenLDAP Foundation. 


Copyright 1999-2003 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, USA. All Rights Reserved. 
Permission to copy and distribute verbatim copies of this document is granted. 
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ITU-T No .1 テストチヤート 


ITU-T No .] テストチャートに準拠している標準原稿のサンプルでず（じ(下のサンプルでは、縮尺び実際のち 
のと異なっていまず)。 


参 

THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LAN 巨- BOOLE - DORSET - BH 25 8 ER 
TELEPHONE BOOLE (945 13) 516 口 - TELEX 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 18th January, 1972. 


Dr. P.N. Cundall, 
Mining Surveys Ltd 
Holroyd Road, 
Reading, 

Berks. 


Dear Pete, 

Permit me to introduce you to the facility of facsimile 
transmission. 

In facsimile a photocell is caused to perform a raster scan over 
the subject copy. The variations of print density on the document 
cause the photocell to generate an analogous electrical video signal. 
This signal is used to modulate a carrier, which is transmitted to a 
remote destination over a radio or cable communications link, 

At the remote terminal, demodulation reconstructs the video 
signal,which is used to modulate the density of print produced by a 
printing device. This device is scanning in a raster scan synchronised 
with that at the transmitting terminal. As a result, a facsimile 
copy of the subject document is produced. 

Probably you have uses for this facility in your organisacion. 

Yours sincerely, 

m 、 

P.J. CROSS 

Group Leader - Facsimile Research 


Registered in England; No. 2030 
Registered Office; け O Vicara Lane, Ilford. Essex. 


c お知らせつ 


' -- H 

1. 設計および仕様は予告なく変更されることびあ D ます。 

2. この説明で使用されている図およびイラストは、実際の製品と多少異なる場合びあります。 
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索引 


英数字 


CD-ROM . 26 

DHCP . 62 

DNS サーノ （_ IP アドレス .40, 已 2 

F / T 切0替え . 93 

FAX 専用 . 89, 91 

FROM 遇択 . 187 

FROM 還お U スト . 190 

FROM 遇おを設定ずる . 187 

FROM を遇おして送信ずる . 188 

F コ ー K . 29 

ID 受信時刻印字 . 99 

ID なし時受信 . 99 

IP ァド'レス . 38, 40,已2 

IP 電話サービスを使って送る . 1已2 

ITU-T N 0.1テストチサート . 319 

LAN ケーブル . 31 

LAN 中継局 . 20已 

LAN 中継指示 . 206 

LAN 中継送信 . 208 

LAN 中継同報 . 61,200 

LAN 中継同報の通信結果 . 213 

MDN . 已4,17己 

圖 E あ式 . 54 

PDF . 178 

POP クライアント . 已〇 

POP 後エラーメール削除 . 184 

POP 後メール削除 . 183 

POP サーバー . 182 

POP サーバー IP アドレス . 40,已2 

POP サーノ（一か日手動で受信ずる . 18已 

POP サーバーか b の自動受信 . 18已 

POP サーノ（一名 . 40,已2 

POP 自動受信 . 183 

POP 受信 . 182 

POP 手動受信を登録ずる . 248 

POP 取得間隔 . 182 

POP ノ（スワード . 40,已2 

POP ユーヴー名 . 40,已2 

SMTP 転送 . 49 

SMTP 認証 . 62 

SMTP 認証パスワード . 40,已2 


SMTP 認証名 . 40,已2 

SU 巨ルーティング . 19已 

TIFF . 178 

US 巨ケーブル . 31 


友 

アース（接地）端モ . 31 

アース線 . 31 

巧手を確認してか日送る . 81 

アクセスコード 

アクセスコード . 126 

解除ずる . 127 

設定ずる . 126 

入力する . 127 

変更する . 127 

アクティブランプ . 28 

宛先確認 . 77,170 

宛先シートをプ U ントずる . 2已4 

宛先名敬称付加 . 87 

宛先を確認してから送る . 77,170 

アフターサービス . 304 

誤って入力したとさ . 2已3 

アラームランプ . 28 

アルファベットを入力ずる . 2已2 

安全上のご注意 . 12 

インターネット FAX . 29 

インターネット FAX 通信について . 已4 

インターネット FAX 通信に必要な設定 . 38 

インターネット FAX 通信の注意点 . 63 

インターネット FAX を受ける . 181 

インターネット FAX を送る . 21,160 

インターネットか日のメール受信 . 已日 

インターネットに接続ずるには . 48 

インターネットパラメーター . 38,40 

エラーコード . 76 

エラーコードー覧 . 291 

エラーコードび表おされた b . 291 

エっーメール . 180 

同じ相手にもラー度送る . 84,173 

音量 . 29 

音量を設定ずる . 43 
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手動再ダイヤル 

手動受信 . 

手動送信 . 

順次同報送信... 


消耗品 . 307 

親展通信 . 143 

親展受付レポート . 147 

親展番号 . 143 

親展文書を受信ずると . 147 

親展文書を消去ずる . 1已〇 

親展文書を蓄積ずる . 148 

親展文書をプ U ントずる . 149 

親展ボックスを利用ずる . 143 
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再ダイヤル . 29, 84,173 

サブジェクト . 40,已2,191 

サブネットマスク . 38, 40,已2 

r サマ」を印字ずる . 87 

自局登録 . 34, 38 

自局登録の項目一覧 . 40 

自局メールアドレス . 40,已2 

時刻を指定して送る . 107 

時刻を指定してポー U ング受信ずる . 109 

システム登録 

基本操作 . 2已已 

システム登録一覧 . 2已7 

システム登録リストの見かた . 279 

指定番号拒否 . 103 

自動原稿送り装置 （ ADF ). 27 

自動再ダイヤル . 84 

自動縮ル . 95 

シフト . 29 

縮ル受信 . 95 

受信確認メール . 176 

受信確認メールを送る . 199 

受信した原稿を転送ずる . 194 

受信文書を複数部数プ U ント . 97 

受信モード . 89 

受信モードを設定ずる . 90 

受信ルーテイング . 194 


外お寸法 . 306 

回線コード .26. 31 

回線種別を設定ずる . 32 

回線種別を見分ける . 33 

解像胃 . 74 

外部電話機 . 31 

外部電話機で受信ずる . 92 

カタカナを入力する . 2已2 

カバーシート . 131 

管理ち宛メール . 214 

管理ちパスワード . 42 

管理責任ちへのお願い . 16 

キーオペレーターコード . 42 

記号を使ったダイヤ j レ方法 . 67 

規定サイズ LU 外の原稿を受信した . 96 

ク U 7 - . 28 

グループダイヤル 

消去ずる . 2已〇 

登録ずる . 240 

変更する . 2已〇 

敬称を付ける . 87 

原稿ガィド . 27 

原稿びつまった . 300 

原稿トレイ . 26〜27 

原稿の厚さ . 45 

原稿のサイズ . 45 

原稿のセット . 47 

件名欄を設定ずる . 191 

件名を設定して送信ずる . 192 

公衆電話拒否 . 103 

故障かな？と思った日 . 289 

誤送信防止 . 11 ’170 

固定縮ル . 日已 

コピー . 29 

コピーする . 22 

コ S ュニティー名 . 41,已2 

コント□-ルパネル . 28 

コンピューターから 

LAN 中継同報を指示ずる . 212 


か 


さ 


4 112 
8 9 8 7 


















































































索引 


数字 ID . 37 

数字 ID 拒否 . 99 

数字 ID ルーティング . 1日已 

数字を入力する . 2已3 

スキャナー . 28 

スキャンずる . 23.218 

スタート . 29 

ストップ . 29 

スペース . 29 

接続状態を確認ずる . 302 

セツトでさない原稿 . 46 

セツトできる原稿 . 4已 

セレクト受信 . 136 

セレクトドメイン . 174 

セレクトモード . 30 

操作パネル . 27 

送信エラーび発生した . 180 

送信ファイルタイプ . 178 

送信元へ送日れるエラーメツセージ . 297 

送信レポート . 272 

送信を停止したい . 76 

送達確認 . 已4, ] 7日，1日日 
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タィマー送信 . 107 

タイマー送信を登録ずる . 242 

タィマー通信 . 30 

タイマーポー U ング受信 . 109 

タイマーポー U ング受信を登録ずる . 244 

ダイヤルインルーティング . 1日已 

ダィヤル U スト . 276 

ダイヤル U ストの見かた . 276 

ダイヤルリストをプ U ントずる . 27己 

夕'イレクト SMTP . 已已 

ダイレクト送信 . 79 

短縮 . 29 

短縮ダイヤル . 6日，164 

消去ずる . 239 

登録ずる . 233 

変更する . 236 

短縮ダイヤルリスト . 277 

蓄積できるファイル数 . 76 


中継許巧ドメイン名 . 41,已2 

中継局を利用ずる . 200 

中継ネットワーク . 202 

直接ダイヤル . 66 

直接ダイヤル再入力 . 78,171 

直接ダイヤル制限 . 78. 171 

直接メールアドレスを指定 . 160 

通信管理レポート 

手動でプ U ントずる . 268 

見かた . 268 

通信結果レポート . 76, 88, 213, 274 

通信結果レポートをプ U ントずる . 88 

通信ごとにパスワード送信を設定ずる . 141 

通信予約 . 30 

通信予約ファイルをプ U ントずる . 123 

通信予約レポート . 117 

通知不可能拒否 . 103 

次の送信を予約ずる . 82. 172 

ディスプレイ上で通信結果を確認ずる . 271 

ディスプレイ上で 

通信予約ファイルを確認ずる . 119 

停電び発生した b . 303 

デバイス名 . 41,已2 

デバイス□ケーシヨン . 41,已2 

デフォ J しトゲートウェイ . 38, 40,已2 

テンキー . 29 

電源コード .26. 31 

電源スイッチ . 27 

転送先を登録ずる . 196 

添付品 . 26 

電話帳 . 29, 70. 166 

電話帳 U スト . 277 

登録モード . 30 

卜ーン . 29 

特殊通信 . 30 

トナーカート U ッジを交換ずる . 281 

ドメイン名 . 174 

ドメイン U スト . 174 

ドラムカート U ッジを交換ずる . 284 

取り扱い上のお願い . 17 
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ポー U ング通信とは… 
ポー U ングパスワード 
ホスト名 . 
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マルチ受信プリント . 97 

迷惑ファクス防止を設定ずる . 100,104 

迷惑ファクスを防止ずる . 98. 136 

メーリングリスト . 180 

メールアドレス . 38, 40,已2 

メールサーバー IP アドレス . 38, 40,已2 

メールサーノ（一名 . 38, 40,已2 

メモ U - 才ーパ'-時の動作 . 75 

メモ U - 受信 . 128 

メ刊一送信 . 75 

メモ U - 送信予約 . 82,172 

メモ U - 代行受信 . 97 

メ刊一転送 . 58 

メモ U - に受信ずる . 128 

メモ U - 割合 . 75 

メモ U - を使わずに送る . 79 

文引 D . 36 

文字サイズ . 28, 74, 219 

文宇種別を切り替える . 2已1 

文字入力のしかた . 2已1 

モツー . 29 

モニター音量 . 43 
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用紙ガイド . 287 

用紙カセット . 27, 287 

用紙びつまった . 299 

用紙サイズマーク . 287 

用紙上限マーク . 287 

用紙トレイ . 26〜27 

用紙を補給ずる . 287 

呼び出し音量 . 44 

読み取り部のお手入れ . 301 

予約レポートの見かた . 118 
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ネットワークスキャナー . 已日 

ネットワークプ U ンター . 60 

濃度 . 28, 74, 219 
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パスワード受信 . 138,140 

パスワード送信 . 137. 139 

パスワード通信 . 137 

発信ち番号 . 102 

発信^^ . 35 

発番号拒否 . 102 

発番号契約 . 102 

発番号ルーティング . 1日已 

非通知拒否 . 102 

曰付と時刻 . 34 

表紙をつけて送る . 131 

ファイルタイプ . 178 

ファイル番号 . 7已 

ファクス通信に必要な設定 . 34 

ファクスを受ける . 89 

ファクスを送る . 20, 66 

ファンクシヨン . 28 

ファンクシヨン番号一覧 . 30 

複数宛先 . 72 

複数宛先指定 . 77,170 

複数宛先指定を禁止ずる . 11 ’170 

付属品 . 26 

フック . 29 

プ U ントずる . 24, 228 

プレフィクス機能 . ]已4 

プ□グラムダイヤル . 116 

消去ずる . 2已〇 

登録ずる . 240, 242 

変更する . 2已〇 

プ□グラム U ストの見かた . 278 

プ□グラム U ストをプ U ントずる . 278 

ポーズ . 29 

ポーリング . 30 

ポ ー U ング受信を登録ずる . 246 
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U ストプ U ント . 30 

U モート受信 . 92 

U モート登録時のエラーメツセージ . 297 

U モート登録失敗時のエラーメツセージ . 297 

U モートパスワード . 40,已2 

利用者を制限ずる . 126 

リルート機能 . 1已4 

ルーティング . 已7,1日4 

SU 巨 J レーティング . 19已 

数字 ID ルーティング . 1日已 

ダイヤルインルーティング . 1日已 

発番号ルーティング . 19已 

ルーティング時 From 欄 . 1日已 

ルーティング時プリント . 1日已 

留守録接続 . 89,94 
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ワンタッチダイヤル . 68,162 

消去ずる . 239 

登録ずる . 230 

変更する . 23己 

ワンタッチダイヤルリスト . 276 

ワンタッチボタン . 29 

ワンタッチボタンで 

POP サーバーか日手動で受信ずる ...186 
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■使いかた•お手入れ•修理などは、まず、お買い求め先へご相談ください。 

■その他ご不明な点は下記へご柏談ください。 

パナソニックシステムお客様ご相談センター 

電話な; ル函,01 20-878-410 受付：別き〜17時30分化.日.ネ照日は受付のみ) 

※携帯■話 • PHS か56ご利用になれます。 

ホームページからのお問い合わせは https :// sec . panasonic . biz / solution / info / 

ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など)によっては、回線のミ居雑時に数分で切れる場合びあります。 

本書の「な証とアフターサービス」ちご覧ください。 
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めに発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託ずる場合や 
正当な理由びある場合を除さ、第己ちに開示•提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご 
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